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享

吹

払
1

(
平

2
･
1
)

0
日
書
元

石
川
線
開
通

○

活
気
あ
る
荷
づ
-
り
を
推
進
〃
‥-
妨
三
十
八
回
合
同
協
議
会

開
催

地
ー
(
平

3
-

)
･･

o
出
か
な

ま
ち
づ

-り
に
向
け
て
-

推進
協第
八
回
総
会

開
催

地

10
(平
3
･
5
)
･
･

o

平
成三
年
度
港
北
ニ
ュ
ー
ク
ウ
ソ
建
設
関
迎
予
井
の
概
要

o

中
川
西
地
区
セ
ソ
タ
-
開
館
-
中
川
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

拠
点
と
し
て

仙
10

(平
3
･
7
)
･

o
タ
ウ
ソ
セ
ン
タ
-
開
発
推
進
協
議
会
開
催
-
代
表
者
会
議
改

組
さ
れ
る

O
道
路
の
管
理
'
横
浜
市

へ
-
地
区
内
幹
線
道
路
及
び
区
画
道

路
ぬ
105

(平
3

･
ー
)

○
東
京
横
浜

ド
イ
ツ学
園
開
校
-
再
び
発
祥
の
地
横
浜

へ

o
早
期
の
工
事
完
成
を
め
ざ
し
て
ー
第
四
十
回
合
同
協
議
会
開

催
仙
川

(平
4

･1
)

o
国
際
化
進

む
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ

他
107

亭

4

･5
)

o
行
政
サ
ー

ビ
ス
七
ソ
タ
I
開
設
-
踏
北
ニ
ュ
ー
ク
ウ
ソ
建
設

iS
務
所
等
も
あ
わ
せ
て
移
転

〇
三
駅
舎
が
完
成
〃
‥-
市
営
市
速
鉄
道
三
号
線

他
108

(
平
4

･7
)

･2

0
港
北
区

･
録
区
を
四
分
割
-

市

行

政
区
再
編
成
春
が
答
申

○
タ
ウ
ソ
セ
ソ
タ
-
地
区
内
に
ミ
ニ
区
役
所
〃
‖-
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ソ
ク
ー
オ
ー
ブ
ン

仙
l
(

平4
･
E3
)
･
･

･
･
･
3

0
第
四

十
一
回
合
同
協
議
会

朗
惟

仙
1

(平
5
1

)
･
･

-

3

o
妨
九
回
総
会
特
弘
丁
山階
北

ニ
ュ

ー

タ
ウ
ソ
非
業
推
進
連
絡
協

議
会

他
m

(
平
5

･5
)
･
･

･･4

0
桝
浜
市
営

地
下
鉄

新
枕
浜
～
あ
ざ
み
野
間

三
月
十
八
日
開

業
仙
112

(
平
5
･
7
)

･
･
45

0
タ
ウ
ソ
セ
ソ
タ
I
街
づ
-
り
協
定
了
蘇
さ
れ
る

ー
二
十
1
世

紀
の
新
都
市
を
め
ざ
し
て

o
進
む
横
浜
市

へ
の
管
理
移
管
-
地
区
内
の
道
路

･
下
水
道

他
113

(
平
5
･
1
)

･

･
49

0
第
四
十
三
回
合
同
協
議
会
開
催

o
建
設
進
む
D
区
総
合
庁
舎

恥
114

(平
6
･
･Il)

･

5

0
都
筑
区
今
秋
誕
生

○
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
に
地
域
療
育
セ
ソ
ク
ー

在
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
セ
ソ
タ
-

一
月
二
十
日
オ
ー
ブ
ソ

25

他
ー

(
平
6
･
5
)

O
主
な
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
祉
設
関
連
予
罪

-
平
成
六
年
度
析

浜
市

o
に
ぎ
わ
う
予
感
-
地
下
鉄

｢仲
町
台
L
駅
前

仙

116

(
平

6

･7
)

･

･6

0
横
浜
市

歴
史
博
物
館
完
成
･-
来
年

一
月
の
開
館
を
め
ざ
し
て

他
1

(平
6
･
10
)

･
6

0
第
四
十
四
回
合
同
協
試
金
開
催

他
118

(平
7
･
-
)

･

･-

6

0
節
十
回
総
会
特
竿

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
非
業
推
進
連
絡
協

訊金
地
119

亭

7
･
6
)
･

･

･7

0
第
三
京
浜

都
筑
イ
ソ
ク
ー
オ
ー
プ
ン

o
動
き
だ
し
た
副
都
心
-

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ

タ
ウ
ソ
セ

ン

タ
ー
地
区

他
120

亭

7
･
10
)

･
･75

0
大
規
模
店
舗
の
進
出
決
〒

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
､
七
ソ
タ
I

北
駅
周
辺

〇
第
四
十
五
回
合
同
協
議
会
-
質
疑
応
答
要
旨

他
121

(平

8

･1
)

7

0
第

一
地

区

は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

仙
122

(平
8

･6
)

･
･
8

0
大
塚
･
歳

勝
土
追
跡
公
園
オ
ー
プ
ソ
I
弥
生
時
代
の
住
居
群

を
再
現

o
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
土
地
区
画
整
理
卒
業

概
成

他
123

亭

8
･10
)

･
8

0
第
E
l十

六
回
合
同協
議
会
開
催

他
1

(平
9

･3
)

･

･9

0
窮
十

1
回
総
会
特
筆

-
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
雑
業
推
進
連
絡

協
班
会

○
港
北
ニ
ュ
ー
ク
ウ
ソ
土
地
利
用
計
画
図
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日

吉

元

石

川

線

開

通

沖
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
側
逮
析
路
と

し
て
兼
備
を
進
め
て
い
た
､
日
吉
元

石
川
旗
が
八
月
八
日

(水
)
州
通
し

ま
し
た
｡

こ
の
皿
路
は
横
浜
硝
北
部
の
主
宰

な
放
射
皿
純
の

1
鈷
奴
と
し
て
.
捲

北
区
E;
宕
六
丁
目
よ
り
性
北

ニ
ュ
ー

タ
ウ

/
那

一
地
区
内
を
曲
り

､投区

元
石
川
叶
を
撚
ぶ
延
長
十
三
山
の
榔

市
計
画
退
路
で
す
.

こ
の
う
ち
今
回
榊
通
し
i
)
の
は

回
避
二
四
六
nIAh蚊
か
ら
州
皿
千
時
日

用
G
奴
ま
で
の
五

･
九
山
.
措
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ

/
邦

一
地
区
を
災
西
に
伴

斬
す
る
初
め
て
の
肺
耶
刑
幽
皿
織
で

あ
り
､
附
北
部
方
面
の
交
通
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
と
と
･･D
に
､
爪
扮

区
域
の
発
臓
に
J
寄
与
す
る
先
輩
な

幹
淡
並
路
と
な
る
･,P
の
で
す
｡

こ
の
帆
凪
に
先
立
ち
.
当
日
午
前

十

l
時
よ
り
現
地
金
城
に
お
い
て
記

念
式
典
が
側
軸
さ
れ
よ
し
i
J.

式
は
SM
眺
LT
潜
水
服
ポ
ー
ト
エ
/

ジ
ェ
ル
ス
に
,よ
る

ド
リ
ル
的
葬
で
神

々
し
-
我
を
胤
け
.

邦
男
梯
浜
市
瓜
.

丸
山
住
宅

･
都
市
並
傭
公
団
据
我
の

式
辞
､
退
路
局
長
に
よ
る
和
英
報
告
'

港
1

11
.I
-
タ
ウ
ン
都
恭
推
進
連
接

は
比
企
の
金
子
中
川
住
民
仏
紙
合
金

戊
な
ど
水
洗
に
よ
rO
祝
辞
の
あ
と
､

こ
の
僻
州
胤
L
i
J食
の
乱
幼
稚
Ⅷ
仙

北
の
か
わ
い
い
チ
ビ
ソ
コ
か
.土
小
娘
J

は
救
及
び
地
元
偶
価
名
代
穀

へ
花
束

の
脚
呈
.
そ
し
て
関
係
者
に
,Lt
る
テ

ー
プ
カ
ソ
-
へ
と
扱
き
､
収
後
に
消

防
LrF
曹
爽

快
を
先
軸
に
式
典

に
花
を

絶
え
て
-
れ
た
ミ
ス
横
浜
J
チ
ビ
′

コ
･J
全
山
が
参
加
し
て
パ
レ
ー
ド
を

行
い
州
過

を
批
い
ま
し
た
.

第
38
回合

同
協
議
会
開
催

市 ･公団で
人 事 異 動

横浜市及び住宅 .仰717先端公団で

人邪推動があ りました.

今回の邦動で､析1=に経過協メン

バーになった方は,次のとおりです｡

[横沢77i) 61JllEけナ

林 777計 画 f7)戊 小 沖 悲 -

Trf 民 局 瓜 鵬 EH 弘

仰 博 志部瓜 広 漸 恋 通

fr7民馬首少年部追 究 Fll 等

地霊墓相 鵬 741 利 幸

港北区区政部妓 El 井 壮 夫

校区 区政 却 過 給 * 祥

[住宅 ･瀧市況傭公ml惜北FM先局】

6月8日付

祁 菜 部 此 間 JLJ 博

捜稚捕依部次長 石 升 頼 信

弘 一∃義一正圧つン kx的,点毒 L董薫;兵接
+ 4 ++ JA九iTJ山 妄 脚 A

櫛 推 ､岩 鷲皇 元 石 ≡

七
日
九
口
､
牛
後
二
時
f
･よ
り
新

横
浜
ホ
テ
ル
に
お
い
て
.
維
北
二
.(

-
タ
ウ

/
都
濃
経
過
逮
紡
仏
様
金
の

苅
三
十
八
回
令
同
曲
は
金
が
榊
催
さ

れ
ま
し
た
｡

横
浜
市
及
び

住
宅

･
仰
托
兼
備
公

EE
Jよ
り
､
r惜
北

LL
rt
-
タ
ウ

/
朋
遷

都
並
の
過
抄
状
況
と
祁
虎
耶
棚
｣
及

び

r土
地
庄
IIZ
兼
用
耶
燕
の
過
抄
状

況
と
耶
来
肘
!i=;
｣

に
つ
い
て
蛇
叫
が

行
わ
れ
ま
L
i
lO

蚊
様
で
は
､
柿
.1.J
市
速
鉄
血
3
号

姓
関
連
耶
項
と
4
号
投
の
計
画
の
検

打
状
況
及
び
見
通
し
､
区
:IB
繋
理
串

薬
の
過
捗
状
況
､
佐
江
戸
北
山
は
椴

等
抑
般
析
鼎
の
態
備
状
況
.
C
<
T

>
の
虫
偏
状
.2
{

虎
姫
神
川
地
区
の

盟
備
符
に
つ
い
て
濃
見
や
㌍
別
が
州

さ
れ
ま
し
た
.

耗
い
て
､

卵巣
対
茶
番
n
合
､
生

ほ
刈
g
f香

山
仝
'
丘
遜
対
苅
香

i･ー金
.

土
地
利
川

特
別
香
ft
公
､
交
油

川
地

番
11
全
.
化
は
公
示
検
討
香
山
全
の

こ

れま
で
の
活
動
に
つ
い
て
'
各
垂

:日
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

顧
問
EE[会
議
開
か
れ
る

良叩
月
二
十
八
日
午
前
十

1
時
よ
り

新横
浜
ホ
テ
ル
に
お
い
て
､
碓
北
区
､

校
区
退
出
の
鵬
紙
全

･
市
組
合
の
は

凸
に
よ
り
捕
成
さ
れ
て
い
る
願
問
EE
･

金
紙
が
問
惟
さ
れ
ま
L
i
).

金
紙
で
は
､
相
良
に
広
棚
州
組
合

紙
ft
を
過
出
し
､
r酒
北

LL
rt
-
タ
ウ

ン
関
連
耶
茶
の
過
抄
状
況
と
御
感
計

tij
｣
及
び

｢土
地
区
画
笠
哩
耶
菜
の

進
捗
状
況
と
萌
黄
計
画
｣
に
つ
い
て
.

そ
れ
ぞ
れ
市
と
公
団
よ
り
組
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

批
判
の
後
､
i=
放
れ
過
鉄
皿
3
号

椀
の
工
耶
逝
抄
状
況
及
び
今
後

の
見

過
し
､
終
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
人
目

と
推
移
十
洲
､
底

僚

施
設
黙
櫛
引
画
.

日
吉
元
石
川
線
の
山り叫
田

･
日
吉
問
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
慣
問
､
想
見
等

が
出
さ
れ
､
放
心
な
帯

紙が
行
わ
れ

･ま
し
た
｡

な
お

､郁
問
EEl合
挽
に
先
立
ち
'

同
会
議
の
ノ
/
メ
-
に
よ
り
､
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
析
づ
く
り
の
状
況

に
つ
い
て
現
地
視
･T
T
か
行
わ
れ
ま
L

t
J'
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38 回 合 同 協 議

本
年
四
月
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
L
地
区
で
初
め
て
中

川
地
区
が
術
び
ら
さ
を
し
ま
し
た
｡

従
来
よ
り
良
好
な
住
環
境
の
J
と
に
集
合
性
宅

個
人
住

宅

の
建
投

の
ほ
か
､
研
究
所
等
企
業
施
設

の
誘
致
J
進
ん
で

い
ま
す
｡

八
月
に
は
日
吉
元
石
川
線
が
開
通
､
そ
し
て
九
月
に
は
ド

イ
ツ
学
園
建
設

の
起
工
式
と
社
会

ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
多
機

能
複
合
都
市
を
目
指
し
て
都
市
づ
く
り
が
済

々
と
進
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
.

そ
ん
な
中
で
今
回
の
合
同
協
牧
舎
で
も
活
気
あ
る
街
づ
く

り
の

J
Jg
の
推
進
の
た
め
J
書
薬
計
画
の
現
状
と
見
通
し
に

つ
い
て
の
活
発
な
舛
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

半
間

池
ぽ
内
53
路
の
蝦
郷
地
.汀
に
作

う
ヒ
鵬
S
i椀
の
淡
滞
刈
邦
に
つ
い

て
伺
い
た
い
.

育

仙
在
､
ヒ
麻
生
奴
の
各
実
弟
部

の
改
良
に
つ
い
て
胡
彪
中
で
あ
･q

今
後
､
刑
両
税
を
完
成
さ
せ
る

べ
く
努
力
し
た
い
｡

P
E
疑

応

答

要

旨

(抜

粋】

'
交
轟
体
系
の
整

慎

一

高
速
鉄
道
3
号
緑
の

整
備
'
4
号
線
の
計

珂
5(間

3
1_1奴
の
取
水
の
淡
を
咋
利
と

1
勺
娘
の
刑
画
の
棟
肘
状
況

･
見

通
し
に
つ
い
て
牧
明
断
い
た
い
.

帯
紙
公
の
茶
巾
に
必
づ
き
､
全
体

の
路
地
刑
棚
､
柵
道
上
.
運
行
L

の
問
地
帯
を
1検
村
中
で
あ
り
.
那

茶
化
に
向
け
て
さ
ら
に
倹
肘
を
遡

め
L
J
い
｡

第

5
回

港
北
二
r]
-
タ
ウ
ン

自

然

教

主

農
業
専
用
地
区
の

整

傭

駅
名
に
つ
い
て
は
､
耶
燕
免
許

取
縛
の
暗
必
要
と
な
る
｡
呪
駅
名

は
仮
称
で
あ
る
が

で
き
れ
は
こ

の
ま
ま
の
駅
名
で
通
し
て
行
き
た

4
L･.投
に
つ
い
て
は
.
西
惟
二

〇
〇
〇
年

(平
城
十
二
咋
)
ま
で

に
丑
輔
す
べ
き
と
い
う

運
輸
政
苅

上
麻
生
線
の
整
備
に

つ
い
て

甲
状
3
年
収
皿
収
工
耶
完
成
に

向
け
労
力
中
と
い
う
こ
と
L
Jが
.

エ
都
の
怒
下
状
況
L
Jけ
で
な
く
､

そ
れ
ぞ
れ
の
工
郡
の
完
成
時
刺
を

明
示
し
て
ほ
し
い
｡

香

平
成
3
年
度
完
成
に
向
け
て
工

事
発
注
を
し
て
米
た
が
'
こ
れ
か

ら
発
注
す
る
工
都
に
つ
い
て
は
工

期
に
余
好
か
な
い
｡
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
状
況
を
利
発
し
'
工
郷
の

終
了
畔
ii
を
叫
確
に
し
て
行
き
i
J

半
間

東
方

･
池
辺
点
群
の
農
皿
の
皇

備
状
況
と
圃
場
と
皿
路
の
段
差
部

分
の
滋
脂
に
つ
い
て
伺
い
た
い
｡

答

農
皿
無
帽
に
つ
い
て
は
速
決
.捕

淑
工
郡
を
行
い
B
.備
産

め
i
,
い
.

佼
准
部
分
に
つ
い
て
･D
､
段
盤

の
き
つ
い
所
は
繊
比
に

よ
っ
て
休

確
す
る
な
ど
川
前
ふ
し挑
じ
て
い
る
.

八
月
十
七
日

.港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
自
然
皮
相
研
究
会
の
第
五
回
自
然

教
室
が
隅
推
さ
れ
ま
し
た
｡

硯
群
旭
と
な
っ
i
'地
区
三
nl,h公
胤

造
成
地
に
は
､
文
休
み
中
の
小

中

苅
按
生
と
茅
ヶ
崎
小
学
校
の
先
生
及

び
前
記
研
究
食
の
ノ
ン
パ
ー
が
北
き

り
､
今
回
の
テ
ー
マ

.柵
化
臓
物
と

El
蛾
.
に
と
り
-
み
よ
し
L
J｡

事
加
XF
た
ち
は
.
炎
天
下
に
た
く

ま
し
く
収
戊
し
て
い
る
､
丁
レ
チ
マ

ツ
rn
イ
グ
サ
･
ベ
エ
バ
ナ
ポ
ロ
ギ
ク
･

シ

ロ
ツ
メ
タ
サ
な
ど
た
く
さ
ん
の
帰

化
植
物
に
圧
例
さ
れ
な
が
ら
も
､
勝

山
講
師
(州
立
博
物
館
学
芸
員
)
の
解

組
に
軸
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
｡

｢と
か
く
悪
名
拙
い
さ
れ
が
ち
な

婚
化
植
物
も
､
在
米
植
物
群
が
地
山

し
つ
ら
い
脂
川
や
､
退
城
地
に
l
畔

湖
山
竣
す
る
も
の
が
多
い
.
J
r激
増

し
て
い
る
も
の
は
､
棉
化
縫
物
と
は

呼
び
ま
せ
ん
.J
な
ど
の
計
師
の
粗
明

に
共
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
.

佐
江
戸
北
山
田
練

の

整

傭

-

-

_
＼h
一一モ
■
T
-
^
f

′
i

t
T
E

節

-
地

は
.
苅

二
地
底

州
の
性

H
P
北
山

川
娘
の

泊
脇
m

細
に
つ

い
て
批
判

8-
い
L
J

い.

#

娘
の
転
借
に

つ
い

て
は

税
収

隅

｢地
域
開
発
セ
ミ
ナ
ー
L
へ
の

ご
案
内

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
､
良
好
な
環
境
と
立
地
条

件に慰まれ
.礼

食
の
ニ
ー
ス
に
適
合
す
る
多
機
能

･
稚
合
初
市
と
し
て

ま
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
､
横
浜
i=
の
副
休
心
と
し
て
兼
務

･
商
兼

･
文

化
等
の
多
様
な
施
設
の
恥
排
が
予
定
さ
れ
J
未
来
に
は
は
i
'-
若
々
し

い
郡
市
と
し
て
発
展
が
耕
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
.

この
俊
雄
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
/
を
純
唱
の
中
心
と
L
L
J
｢地
域
側
苑
セ

ミ
ナ
ー
.I
が
次
の
と
お
り
洲
㈹
さ
れ
ま
す
の
で
､
地
元
の
竹
様
方
の
ご

争
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
｡

【地
域
㈹
碓
セ
ミ
ナ
-
)

二
十

l
他
妃
へ
飛
ef
す
る
輔
択

港
北

二

rl
I
タ
ウ

ン

1
.
En
%

平
成
二
年
十
月
三
十
日

牛
後

一
時
-
三
時
半

(開
場
十
二
時
半
)

二
､
場
所

柄
横
浜
国
際
ホ
テ
ル
南
船
二
階

r仰
椀
の
仰
.I

梢
浜
市
姫
北
区
析
横
浜
三
-

一
八
-
1

℡
〇
四
五
-
四
七
三
I

二
二
一
一

三
'
挑
榊
と
砺
岨

r
こ
れ
か
ら
の
牌
的
文
化

｣

准
ポ
･<
学
名
舛
軟
は

*
川
向
三
郎
氏

I-L
7
L■
巳
＼
l
I
L-
I)
I
.,t

0
位
北
tt
.1
-
タ
ウ
ン
を
中
心
に
ー

横浜
iE称
が
汁
的
T3
妓

小沖
悲

t

氏

_｣
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∴ ㍉ 二転 喜
tOl

係
す
る
地
柵
芯
が
入
っ
た
排
欠
食

を
仇
拙
し
て
お
り
､
研
兜
公
の
検

打
拙
兆
を
捕
ま
え
､
誠
雅
婿
l
(i

め
.方
向
を
打
ち
出
し
て
行
き
た
い
.

E
BI
山

i

)

Et

間C<
T
>
引
.-例lの
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
｡

答

工
祁
手
i
そ
の
他
珊
熊
恥
朋
か

多
く
あ
る
が

甲
状
2
咋
峻
小
に

は
部
分
的
に
供
川
棚
始
が
で
き
る

と
恐
う
｡

今

後
l
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全
域
に

エ
郡
を
過
め
て
行
き
1
'
い
.

架
新
大
学
名
誉
教
授

木
村
･E
l二
郎
氏

横
浜
小
冊
i=
即
的

L.=戊小
沖恕
氏

a
.
4
･惟

日
本
椛
折
柄
仰
七

･
捕
浜
目
抜

廠S
t
似謡
全

裸
は

梢
的
叩

l<

小
T<)
力
法

(先
解
析

入
明
血
料
･

走

れ
六
百
人
)

策
g
=ま
た
は
屯
許
で

□
本
性
前
桁
州
祉
価
B
.支

1

〒
二
三

】

椛
折
市
中
は
本
町

l
-
こ

(]O
E
iぷ
-
二
〇

l
I
二
･j
LJ
l

横
浜
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー発

足

≪別表≫ 港北ニュータウン開運事業の事業計画(抜粋)
平 収 2 年 LE I一 乗 ft 触

1_交iiH+(D市井Ht洪兼の史拍 3Ir)ち.

① の並絹 307稚｣ .7kR

①広■サ三

Q)主事T.ィ, *iBFB帝の丑佑b水ih める.那-.軒二足

2r恭(D の地牧

に柿 ･ては.1AL准での人n定 tT小の姓をE司って

② 柿JL芦節 ･では､LQJ〉る.･ては.);NET L1-でil♯I/.,J.

荊ウ､ さ.上地1qm全で研兜 .棉 を行う.

3.芸㌣ 汝のLlfC I LFLtJJH鞘 閉校.

Tt近■▲ 24,1汲LF地区民】1.43.5-圧7-2.84.8-31;-公ralのViEF41Llt,iねのふち)Its-2.6-】､6,9-4､13-3それ曳鯖を称一秒.公Nの爺一部.行う.-Tう.H舟行 l

2以

JT収滋帖を1について検

①+心 1=I的姓奴 7-rtkサ-ビス平成6年-皮*えrJからは介蛸F言辞LZ他北ニュー∫).人目の半LfJかL,群一地区及雌火付約m三文JtSt

+l

タ-市コミ L/二~-BEIiの並婿 !2

宇佐北区(6かIl

センターづくり

ン{ー七ンタ-也寸をrtう. 内の帆稚ルー せけう.

lJH

とtJ朋 化 準!ヲJyAか やIー 定を か がい

椎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
仰
縄
が

姉

ま
る
ま
で
､
3
fM
j
か
な
最
小
で
あ

っ

た
こ
の
地

域
には'
加
や
経
木
林
の

下
に
.
仰
始
i･3
代
の
遺
跡
が
,L4-
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

そ
れ
ら
を
内
充
す
る
た
め
に
.
｢横

浜
iE
雌
瀧
文
化
相
判
先
番
八
台
し
の

も
と
に
糾
洗
fE
l
(団
q

刷
*
功
)

が
拙
成
さ
れ
､
昭
利
凶
十
茄
年
か
ら

二
十
年
近
く
住
宅

･
抑
市
並
備
公
団

施
行
区
域
内
で
苑
掘
鞘
詮
を
行

っ
て

き
よ
し
L
J'

そ
の
椛
北
､
蛇
針
二
六
八
ヶ
所
i

の
辻
跡
を
E
E
邪
し
､
二
万
咋
揃
の
旧

石
墨
時
代
か
ら
百
余
年
前
の
江
戸
時

代
末
期
ま
で
'
こ
の
他
で
苛
ら
し
を

抜
け
て
き
た
人
々
の
跡
が
t
:Jく
さ
ん

托
兇
さ
れ
ま
L
L
..

中
で
も
政

千
咋
に
お
よ
ぶ
縄
文
時

代
の
ム
ラ
ム
ラ
の
柑
+
が
判
明
し
た

こ
と
は
､
全
国
的
に
み
て
l
注
目
さ

れ
ま
す
｡

ま
た
横
浜
で
耶
作
が
始
め
ら
れ
L
.

弥
咋
岬
代
の
ム
ラ
と
そ

の
蝿
他
で
あ

る
大
煉

故
抄
十
i辻
排
は
､
昭
和
六

十

1
年
に
Eg)の
史
跡
に
指
定
さ
れ
.

数
年
後
に
は
歴
史
公
風
と
し
て
生
ま

れ
交
わ
り
ま
す
｡

そ
の
妃
蝕
は
周
l伸
二
ガ
は
､
写
t{

二
十
Lq
万
力
ソ
･･L･に
も
の
ぼ
り
ま
す
.

右
投
や
土
谷
を

は
じ
め
と
す
る
出
土

品
は
き
わ
め
で
膨
大
で
､
木
箱
に
し

て

1
刀
八
千
肺
も
あ
り
.
こ
れ
は
小

学
校
の
二
十
軟
岩
分
に
当
た
り
ま
す
.

し
か
i
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
地
紋
耶

薬
と
の
側
道
か
ら
e
C地
鞘
光
を
旋
免

L
i
Jた
め
､
資
料
の
大
半
は
並
理
出

来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
｡

平
成

元年准れ
に
荊

紀

香山合
は

鮮
放
し
.
析
L
'に

r捕
脈
打
E
,讃
文

化
財
七
/
タ
ー

(瑚
耶
逆

上
軒.L･

初
維
VJ
が
発
足

しま
L
L
J｡

そ
の
日
的
は

r文
化
財
の
保
詩
に

関
す
る
各
棟
琳
菜
を
行
い
.
iE
民
の

文
化
肘
休
耕
に
側
す
る
甥
g
=を
探
め
､

l
つ
て
抑
圧
の
文
化
的
生
油
の
向
上

と
地
峻
文
化
の
湖
熊
に
寄
与
す
る
)

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
｡

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
か
ら

仏
土
し
た
資
料
の
無
理
は
､
今
後
川

セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
L

L
J.こ

の
八
月
か
ら
近
在
の
主
妙
の
方

々
に
,D
手
伝

っ
て
い
た
だ
き
､
本
格

的
な
虎
理
作
典
を
開
始
し
ま
L
i
J'

こ
こ
で
は
出
土
品
の
兇
:[･l
で
Jt,

･M
す
の
で
.
お
肌
畦

に
お
い
で
く
L
,

さ
い
.

【問
い
合
わ
せ
先
】

鎌
浜
朽
埋
謡
文
化
財
セ
ン
タ
ー

呼
北
区
勝
目
町
七
六
〇

℡

La
九
三
-
二
凶

〇六
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第
五
回
t
#
対
熊
蚕
dE
会

･
集
合

t
地
利
用
協
定
運
営
連
括
溢
血
会

合
同
会
議

平
成
二
年
六
月
二
十
二
日

公
団
よ
り
.
｢平
成
二
年
度
造
成

工
串
ス
ケ
ジ
rl
-
ル
｣
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
た
.

こ
れ
に
対
し
て
､
地
合
農
地
の
詫

低
査
問
噛

･
供
用
開
始
時
期

･
薮
土

の
入
秒

え
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
､

秋
ご
ろ
ま
で
に
絵
笛
を
出
す
と
い
う

こ
と
で
了
承
さ
れ
た
.

続
い
て
'
各
地
区
よ
り
状
況
報
告

が
あ
り
.
暗
渠
排
水

･
換
地
前
の
等

刈
り
に
つ
い
て
要
望
が
あ

っ
た
｡

そ
の
他
､
市
街
化
区
域
の
農
地
に

対
す
る
宅
地
並
み
課
税

･
生
産
緑
地

等
の
問
唱
に
つ
い
て
､
前
回
の
全
紙

に
引
き
税
き
銀
笛
さ
れ
た
｡

第
四
回
生
活
対
策
垂
dt
会

平
成
二
年
六
月
二
十
六
日

公
団
よ
り
､
｢平
成
二
年
度
造
成

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｣
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
'
造
成
工
率

は
戯
し
い
状

況
に
あ
る
が
平
成
三
年
度
末
の
完
成

を
目
指
し
て
郁
張
る
と
い
う
こ
と
が

碓
旺
さ
れ
た
｡

ま
た
'
小
学
校
が
新
設
さ
れ
て
学

区
が
分
割
さ
れ
る
た
び
に
生
徒
は
色

々
と
彩
管
を
受
け
て
い
る
の
で
､
改

着
発
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
っ
た
｡

そ
の
他
.
税
制
改
正

･
行
政
区
再

S&
成

･
違
法
駐
韓
に
つ
い
て
意
見
交

襖
が
行
わ
れ
L
J｡

第
五
回
事
業
対
策
委
Dt
会

平
成
二
年
六
月
二
十
六
日

公
団
よ
り
､
｢平
成
二
年
度
造
成

工
恥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｣

｢幹
線
血
路

の
整
備
状
況
｣
､
｢輔
依
進
捗
状
況
｣

に
つ
い
て
税
明
が
あ
り
.
造
成
工
事

に
つ
い
て
は
へ
今
後
､
い
つ
完
成
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
も
報
告
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
｡

ま
た
､
幹
攻
血
路
の
開
通
時
期

･

用
地
E
:収
の
交
渉
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
､

l
部
地
区
外
で
開
通

が
遅
れ
る
部
分
も
あ
る
が
平
成
三
年

度
を
朋
通
日
感
に
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡

そ
の
他
､
皿
終
局
･Li
り
､
自
転
車

等
の
保
管
場
所
を
那
三
京
浜
の
新
イ

ン
タ
ー
付
近
に
設
置
し
た
い
と
い
う

説
明
が
あ
り
､
了
承
さ
れ
た
｡

第
二
十
三
回
交
通
閉
居
委
dt
会

平
成
二
年
六
月
二
十
八
日

r
3
号
塊
の
進
捗
状
況
J
.
｢
パ
ス

路
線
/

｢幹
蚊
正
路
網
の
整
備
し
､

｢
4
号
繰
｣
に
つ
い
て
市
か
ら
挽
明

が
あ
っ
た
｡

こ
れ
に
対
し
､
日
吉
元
石
川
蚊
の

開
通
に
伴
う
パ
ス
絡
鉄
の
新
設
､
三

〇
〇
系
統
の
バ
ス
停
の
新
設
､
三
〇

五
系
統
の
ル
ー
ト
変
態
'
横
浜
上

林

生
娘
と
K
6
号
椴
の
交
差
点
整
備
及

び
信
男

の
設
置
に
つ
い
て
意
見

･
要

望
が
､
前
回
に
引
き
放
き
出
さ
れ
i
J.

ま
た
へ
4
号
蚊
の
ル
-
ー
､
早
期

碑
集
化
に
つ
い

て
も
要
望
が
出
さ
れ

た
｡代

表
委
■
毒
及
び

E
X地
区
正
副
会
長
会
汰

平
成
二
年
七
月
四
日

碑
林
局
よ
り
､
第
三
十
八
回
合
同

協
粗
金
の
運
51･Jlに
つ
い
て
艶
明
が
さ

n
t
rノ

続
い
て
へ
第
八
回
捻
金
の
開
化
日

程
及
び
開
化

へ
向
け
て
の
呼
門
委
‖只

全
等
の
全
紙
EEl糧

各
地
区
蚕
日日
の

改
選
に
つ
い
て
協
紙
が
行
わ
れ
た
｡

第

一
地
区

軒
盲
三
十
三
回

平
成
二
年
五
月
二
十
五
日

1
､
仮
換
地
指
定
の
報
告

二
十
四
件

(二
1十
三
画
地
)
の
仮

換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
｡

二
'
仮
換
地
指
定
の
稚
問

二
件

(八
画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
諮
問

(軒
六
十
七
回
)
が

行
わ
れ
､
原
案
に
邦
絹
な
い
旨
答
申

さ
れ
た
｡

三
､
仮
珊
罪
に
つ
い
て

仮
折
井
金
額
通
知
智
等
'
送
付
爪
】

知
の
内
等
に
つ
い
て
鋭
明
が
行
わ
れ

た
q

g
lt
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
仮
換
地
の

変
1B
Lに
つ
い
て

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
仮
換
地
総
指
､

民
有
仮
換
地
内
訳
等
､
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
の
仮
横
地
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
｡

節
百
三
十
四
回

平
成
二
年
七
月
十

一
日

一
'
仮
換
地
指
定
の
報
告

g
l十
三
件

(五
十
九
画
地
)
の
政

換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

i
,｡

二

仮
斬
罪
に
つ
い
て

仮
捕
井
の
確
定
順
利
宅
数
等
に
つ

い
て
挽
明
が
行
わ
れ
た
｡

三
､
仮
換
地
指
定
の
非
前
視
明

l
件

(七
十
五
内
地
)
の
仮
換
地

指
定
に
つ
い
て
串
前
視
明
が
行
わ
れ

t
r.

四

評
価
凸
選
任
の
師
関

前
捲
北
区
区
政
部
固
定
涼
感
挽
課

題
飯
高
株
氏
の
評
価
凸
辞
任
に
伴
い
､

後
任
の
砧
EE
朕
明
氏
に
つ
い
て
評
価

日日
選
任
の
諮
問
か
行
わ
れ
.
原
基
に

同
恵
す
る
旨
苔
申
さ
れ
た
｡

五
､
小
委
凸
全
の
紋
芯
に
つ
い
て

小
委
凸
金
の
設
碇
に
つ
い
て
超
案

が
行
わ
れ
､
了
承
さ
れ
た
｡

第

二

地

区

節
百
二
十
三
回

平
成
二
年
六
月
二
十

1
日

｢

仮
換
地
指
定
の
諮
問

九
作

(十
五
画
地
)
の
仮
換
地
指

定
に
つ
い
て
印
問

(耶
五
十
九
回
)

か
行
わ
れ
.
原
案
に
外
紙
な
い
旨
苔

申
さ
れ
L
J｡

二

タ
ウ
ノ
セ
ン
タ
ー
仮
換
地
変
で

供

覧
結
果
に
つ
い
て

タ
ウ
ノ
セ
ノ
タ
I
の
仮
換
地
の
供

覧
結
果
等
に
つ
い
て
挽
明
が
行
わ
れ

た
｡

三
'
政
珊
井
に
つ
い
て

仮
酒
井
食
領
rg
知
恕
年
､
送
付
懲

類
の
内
容
に
つ
い
て
説
E
.が
行
わ
れ

電

柱
等

位

置

図

閲

覧
の
お
知

ら

せ

日
本
屯
債
P
話株
式
会
#
横
浜
支
#

東
京
q
力
株
式
会
社
神
奈
川
支
店
中
山
営
業
所

公
団
施
行
地
区
内
の
屯
蛙
等
設
芯
方
針
に
つ
き
ま
し
て
は
､
昭
和

57
年
3
月
.つり
(Nn
62
)
に
お
い
て
そ
の
概
要
を
皆
様
に
御
組
明
し
ま

し
た
が
､
今
般
､
在
団
の
区
域
に
つ
い
て
屯
柱
等
の
位
荘
団
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
の
で
.
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡
な
お
､
帆
覧
で
御
意
見

が
な
け
九
は
原
案
ど
お
り
の
仕
正
で
施
工
い
た
し
ま
す
｡

〔糊
覧
日
時
)

平
成
2
年
日
月
日
日
的
-
日
月
19
EZ]仲

川
時
-
け
時

(土
曜

･
日
曜
と
も
同
様
で
す
)

〔槻
覧
瑞
軒
)

住
宅

･
如
市
軽
減
公
団

港
北
開
発
用=

那
7
台
法
主

〔閲
覧
期

間中の
問
い
合
わ
せ
先
〕

℡

0
4
5
-
9
4
3
-
7
4
5
7

あ
る

｢共
同
化
苑
務
街
区
開
発
経
過

仝
｣
が
七
月
に
発
足
し
､
八
月
二
日

(節
二
地
区
)へ
九
日

(郊

一
地
区
)

に
そ
れ
ぞ
れ
那

一
回
の
会
合
が
州
か

れ
ま
し
た
｡

こ
の
会
は
､
接
的
校
合
施
設
の
姐

設
に
向
け
て
､
粥
査
研
究
を
行
う
と

と
･J
に
､
全
山
棚
互
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
を
日
的
と
し
､
今
年
度
内

に
耶
薬
玉
体

手
法
等
に
つ
い
て
へ

共
体
的
な
方
向
を
定
め
る
こ
と
を
日

原
に
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
｡

起

H

式

平
成
二年
七

月
三十
日

三
菱
公
雄
㈱
研
究
所

平
成
二
年
九
月
十

一
日

ド
イ
ツ
学
園

ニ

ュ

ー

タ
ウ
ン
に

お

住
ま

い
の
方
へ

快
適
な
生
活

環
塊
を保
つ
た
め
に
'

次
の
こ
と
に
つ
い
て
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
斬
い
し
ま
す
.

①
各
戸
の
車
の
出
入
り
の
た
め
へ

退
路
に
三
川
7
D
′
ク
等
を
監
き
ま

す
と
､
血
行
の
支
師
と
な
り
ま
す
｡

そ
の
場
合
に
は

申
梢
の
う
え

歩

皿

･
繰
石
の
切
下
げ
エ
恥
を
行

っ
て

く
だ
さ
い
｡

②
供
用
さ
れ
た
宅
地
を
所
有
さ
れ

て
い
る
方
は
､
近
所
に
お
住
ま
い
の

方
や
通
行
人
に
迷
慾
を
棟
け
な
い
よ

う
'
細
砕
の
刈
取
り
等
管
理
に
充
分

配
慮
し
て
-
だ
さ
い
｡

③
建
築
工
布
の
抑
'
コ
ン
ク
リ
ー

ー
や
碗
油
等
油
期
を
道
路
や
下
水
式

に
流
す
こ
と
の
な
い
よ
う
.
施
工
英

名
も
含
め
､
充
分
注
忠
を
し
て
-
ど

さ
い
｡

*

問
い
合
わ
せ
先

住
宅

･
都
市
整
備
公
団

港
北
帆
発
局

宅
地
戦
地
節
二
諌

℡
九
E
]三
-
七
三
四
二

港
北

ニ
r]
I
タ
ウ

/
娃
設
琳
棟
所

血
路
指
導
検
査
担
当

℡
九
四
二
-
二
四
八

1

た

｡節
百
二
十
四
回

平
成
二
年
七
月
十
八
日

1
.
仮
換
地
指
定
の
印
問

二
件

(1
1画
地
)
の
恢
検
地
指
定

に
つ
い
て
雅
問

(耶
六
十
回
)
が
行

わ
れ
､
悦
案
に
舛
議
な
い
旨
苔
申
さ

∩
.J
I.

二
､
タ
ウ

/
セ

/
タ
ー
の
仮
検
地
の

変
更
に
つ
い
て

タ
ウ
ノ
七
/
タ
ー
の
仮
換
地
稔
桔

民
有
仮
換
地
内
訳
等
､
タ
ウ

/
セ
ン

タ
ー
の
仮
換
地
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
｡

三
へ
仮
iE
井
に
つ
い
て

仮
折
井
の
確
定
枇
利
者
数
等
に
つ

い
て
弘
明
が
行
わ
れ
た
｡

タ

ウ

ン

セ

ン

タ
ー

共
同
化
鶴
梼
街
区

J
E発
推
進
会
発
足

タ
ウ
ン
七
/タ
I
地
区
に
お
い
て
､

接
的
校
合
施
設
の
立
地
を
目
的
と
L

L
JJ共
同
化
我
頼
街
区

(軒

一
･
節
二

地
区
各

一
か
所
)
の
地
純
毛
組
轍
で

昨
年
十
一
月
よ
り
､
港
北
区
と
綿

区
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
軌
に
'
印

鑑
翌
鈍
証
明
智
､
住
民
票
の
写
し
､

戸
持
階
抄
本

(本
林
地
が
継
北

区
か

線
区
の
方
)
を
交
付
し
て
い
ま
す
｡

別
袈
を
御
参
考
に
､
印
鑑
な
ど
お
忘

れ
な
く
Q
な
お

7
7
ク
/
ミ
リ
利

和
の
た
め

'
五
1
十
五
分
-
ら
い
お

待
ち
い
i
Jだ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

ま
た
.
ニ
r]
-
タ
ウ
ン
地
域
に
お

住
ま
い
の
方
の
､
市
政
に
憐
す
る
郵

相
杖
に
,a
応
じ
て
い
ま
す
｡
そ
の
ほ

か

各
棟
バ
/
フ
レ
ソ
-

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
マ
ソ
プ
等
､
さ
ら
に

帆.止tj
に
な
り
ま
し
た
の
で
.
と
う
ぞ

卿
利
附
く
L
Jさ
い
｡

場
所
は
.
中
村
安
若
山
そ
は
､
バ

ス
停

｢
七
/
タ
ー
南
｣
下
袖
'
徒
渉

]
II
三
分
.
空
地
の
中
の
白
い
三
角

屋
根
を
日
印
に
お
越
し
-
だ
さ
い
.

捲
北
区
茅
ヶ
崎

町
一
八
二
〇

丘
の
セ
ン
タ
ー

1
際

捲
北

ニ
r]
-
タ
ウ

ノ

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

℡
九
四
二
-
七
三
七
五

(印
鑑
丑
録
証
明
軒
､
住
民
課

の
写
し
､
戸
捧
謄
抄
本
)

℡
九
四
二
-
七
三
七
六

八相
談
､
案
内
)

く中油に必要 な もの及び手数料>

1通 ¥200

1通 ¥200

_l

l

･･･-I-.
1

ll

■l

L J
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与

･,l
ft

･

油
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
幣

仰.

あ
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ござい
ま
す
｡

皆
様
の
お
か
げ
を
J
ち
ま

し
て港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

姐
設
解
実
は
､
｢安
全
で
快
適
も
二
-

1
批
紀

の
ま
ち
づ

-
リ
J
に
ふ
さ
わ
し
い
多
機
能

･
柑
<
;
榔
iE
の
形
収
を

日
柄
し
て
池
場
し
っ
つ
あ
り
ま
す
.

i=
艮
利
川
施
設
や
化
で

･
研
究
所
t.･
の
恨
榔
･･D
す
す

ふ
､
い
よ
い
よ
本
冊
的
な
折
づ
-
リ
の
;
糊
を
q
･え
ま

す
｡本

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
､
交
通
体
系
の
整
備

･
副

郎
心
と
し
て
の
タ
ウ

/
セ
ン
タ
ー
づ
-
リ
の
促
進
'
そ

し
て
行
政
〆
仲
鮎
戊
に
向
け
て
の
公
北
施
設
の
%
1偏
に

令
力
を
投

入
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
-
お
郡
い
小
し
あ
げ
ま
す
｡

平
成
三
咋
元
日

腰

等

長

鳥
杏
本
島

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

咋
中
は
'
珊
経
の
ご
耶
椎

･
.こ
協
力
の
J
と
'
那

i

地
区
で
の
術
び
ら
さ
を
始
め
'
宅
堤

幹
線

退
路
の
E
il‖

元
石
川
線
の
閲
適
f･.
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
街
づ
く
り

に
舛
み
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

本
咋
l
引
き
枕
き
､
耶
児
の
;L
脚
･.e
収
と
附
の
軌
収

に
向
け
'
爪

桝
の
労
力

を
し
て
参
り
ま
す
の
で
'
竹

様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

ほ
を
お
剛
い
申
し
あ
げ
ま
す
｡

γ
成

■咋

九
日

港
北
ニ
ュ
ー

タウン

≠
農

作地連綿

協

は全
会
艮

=･.1
-
･
'履

けt



n-
平成3年1月号 rblO2

措
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ

/
都
農
経
過
連
綿
脇
純

金
那
八
州
総
合
が

平
成

二
年

-
一
月

T
ZZ

(
上

)
17
れ
あ

い
の

丘
の

r
揃

筑
地
区

セ

ン
タ
ー
｣
体
rf
館

で
仰

㈹
さ
れ

側
係
占
約

二
有
名

が
山
席

し

た
.

株
浜
柿
か
ら
は
山HH
秀
朽
戊
を
始

め
.
偶
作
LT
止

部
瓜
.
住
宅

･
郁
ホ
腰
幅
公
15
か
ら
は
.

丸
山
桔
戊
､
依

日
用
郡
を
始
め
港
北
州
碓
吊
丘

･
軌
滋
な
ど
多
飲
か
参
加
し
た
｡

Jd
全

は
､
山
本
析
m
地

区
会
戊

の
川
合

に
･Lt
リ
遡

め
ら
れ
､
ま

ず
､生
別
T
脇
比
企

で
消
和
さ
れ
た
元
山
内

地
7回
〃
S
f
協
紙
仝
合
点

の
松
浦
健
三
状
､
元
小
川
は
戊
協
捕
食
副
会
長

の
雌
m

良
夫
氏
ご
繭
iS
の
足
跡
を
頼
り

過
る

と
と
J

に
.
感
謝
状
の
m
ri1が
.t=
わ
れ
た
｡
税
-
紐
邪

で
は
､
相
木
全
長
か
ら
州
過
連
捺
払
純
金

の
捕
軌

軸
比
日
が
行
わ
れ
i
J後
.
小
浦
抑

iE
m
幽
LT
良

か
ら

r
碓
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ノ
弘
法
祁
盛

の
粍
過
及

び
4
-
枚

の
見
地

L
J

に
つ
い
て

は

等

･
抑
iE
照
帖
公
団
叩
糟
北
洲
宛
LT
娘

か

ら
r
I
地
底

;p;滋稚
祁
点

の
枝
道
及

び
今
後

の

火
過
し
J

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
税
印
の
後
､
企
′
小
川
他
ば
全
段
･Lt
リ
代
q
田
川
が

行
わ
れ
巾

･
公
川
よ
り
X
=

弁

か
行
わ
れ
i
l.
挽

い
て
強

汀
山
<;
地
児
削
合

汲
に
よ
り
決
紙
文
か
州
試

さ
れ

･=
=_
榔
凹
地
虻
公
戊

の
川
合

の
あ

い
さ

つ
に
上
り
拷
公

の
応

を
仰
じ
1
.｡
拷
仝
終
了
後

の
懇
親
公

で
は
.
池

凡
を
代
超
し
て
i;
･<
山
内
地
は

金
蛇

の
指
揮

の
J
と
､
iE
比

措
俄
･･?
交
え
て
の
交
純

か
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
た
.

l

7-
～-
8lり
r々

食
で
代
地
J

I

I

l

k
の
..ち
7

リ
,
に
.i
さ
わ
し
い
欝

∴_由 t藩 ‡･･三S'it#主l:.串…

回 総 会 開 催
の
形
収
を
日
脚
し
て

い
る
.
桃
川
胴
片
肘

川
の
州
加

悦
逮
川
北
fj
の
P
伯
血
3

1
5
5内
人
目
の
叩
加
に
什
い

仙
づ
-
リ

は
ホ
E-
化
の
抑
制
を
迎
え
た
.

<
･挽
け

女
止
作
爪
の
竹
崎

'
ウ
/

セ
/
タ
ー
づ
-
り
の
促
過

公
八
公
姓
比

況
の
耶
帖
神

仙
の
El
収
にニ
向
け
て
川
祁

濃
を
過
わ
て
い
-
.

ー

交
漕
体
系
の
苛
■

I

止
se
は

e
怖
絹
張
凡
iGi
川
軸
は

;1
伽
六
-
年
度
に

凡
成
し
伐
川
中
.
②
H

I‖
凡
ポ
川
輔
は

川
皿

E
TJハ
‖;
か
わ
.-

付

目
桝
払
挟
ま
で
の
〆
関
は

中
止
乱
が

I)
収
し
供
川
中
.
ま
た

u
I=カ
恥
へ
の

延
伸
に
つ
い
て
は

町
制

六
十
年
畦
か

ら
叫
来
宅
T
L

M
他
iZ
収
巾
｡
③
人
批

准
山
川
練
は

輔
棚
六
T
三
年
度
に

冗
成

し
伏
川
中
｡
④
小
山
北
山
目
線
は
'
窮

地
即
は
甲
状

二
や
畦

ル
成
丁

止
で

叫
杜

仲
冠
状
川
中
.
他
姓
糊
は
､
平

成
三
JT
旺

九
状
を
ー

七

折

一地
区
は
大
竹
が

(
成

し
伏
川

中
で
稚
リ
の
S
=
左
横

川
部
分
は

-土
岐

勺
岐

ル
収
を
f
E
.
川
舟
地
信
は

､

～-
収

化
q
I

H
に

k成
し
恨
川
中
.
①

仏
日
L̀
北
仙
川
税
は

‖
-=
凡
小
川
株
か

b
I
久
促
小
川
松

ま
で
+
,.-
収

句̀
雌

ん

収

の

/
tj
で
小
農
小
.
地
_左
附
は
､
牧
山

2
.1

:;.
r7
9
.(.
.I.

h
u
〃
M
a
か

ら
析
代
脈
化
小
川
抄
ま
で
偶
川
中
.
也
_

外
の
≠
ん
他
は
u

i
収

e-
雌

花
収
の

ー
Lj
.

⑥
什
約
-
,rL+
1
映
り

地
jf
M
の

人
ト
を
桃
川
小
.也
.!
外
の
他
s
Z他

.H
は
､

叫
小
川
他
門
山
中
.
⑦
桝
朋
作
目
也

は

恨
川
中
.
①
九
-
小
山
∬
ナ
q
抄
は
池
川

{
は
仙
川
申
.

他
は
外

は

‖
==..{
{
川

掛
か

り
川
叫
川
場
の
K
問
に
つ
い
て

柵
朋T
収

.L-
収
小
史
化
し

川
り
の
拭
榊

は

-T
収
し
;I
状

iI収
4JE
迫
に
仰
614
J

州
皿
す
る
.
⑳
-
久
は
小
川
扱
け

=
｡
=

化
L=
川
畑
か
i7
小
山
北
山
日
払
ま
で
の
比

例

は

仇
川
中
.
小
=_
北
I;
-:
抄

か.,
i
t;

‖
_
上山
=L
山
叩
■■
で
は
~
血
･
止

3r■
Ll虫

の
ト

ん
一つ

巾
恥

良
明
q
持
r
ィ

.
,
~

山
の
乍
tI
H
に
つ
い
て
L
小
-
小
を
允
H

L

I
小
小
で
<
る
.

こ
の
っ
ち
机

h
h
に
つ
い
て
は

-
J<
‥-
小
が
攻
-
し

て
い
ろ
.
ま
tL,

i-
1
晩
小

に

り

郁

他
_{
の
人
熊
a'
-
は
I

t
I
即

の
壮
I
を

/
T4
し
て
い
る
.
付

根

リ
の
〔
25-と
リ

わ
け
岬
対
地
K
に
つ
い
て
は

-
叫
の
け

帖
促
池
を
刷
り

甲
収
に
;-
雌

;I州
の
州

男
に
向
り
群
山
十
も
.

パ
ス
托
蚊

に
つ
い
て
..+
収
元

3

-
度
は

EO
i;
系
拭
作
目
rt
拙

.一〇
･ハ
系
統
あ

ざ
ム
Ⅳ
投
の
一
1払
は
を
析
ij

二
〇
〇
Ff

托
大
熊
58
な
ど

こ
持
枚
を
増

強

し
た
.

ま
t.J.iE
が
化
状
.ハ
r<
タ
ー
ミ
ナ
ル

は

平

成
疋
斗
度

か
ら
伏
m
糊
旅
し
て
い
る

.

平
伏
一
.早
岐
は

三
〇
L
許
は
勝
目
株
の

祁
戊
を
六
〃
か
ら
犬

施
し
た
.

二
;り
税
の

州

塵延
期
の
代
朋
捕
盃
と
し
て
は

ハ
ス

格
段
の
析
設

相
集
･Lt
と
輪
速
力
の
拡
充

虫
偏
を
瀬
島
す
る
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
/
3
:
の

パ
ス
祁
茶
所
は

Li
収

l斗
度

化
成
A
IE

桁
L
､
丁
耶

中
で
あ
る
.

杵
浜
1
(A.操
に
つ
い
て
は
､
迷
fF
血
筋

書
流
全
の

行
中
+
,
｣
ま
え

吹
払

=I
M

横
目
弔
'Ei
公
で
授
け

を
並
め
て
い
る
.

2

九
台
住
宅
の
ヰ
故
､
倭
的
掩
於
の
は

民
事

1

恥

八
日目
と
は

拙
作

那

iS

他
即

あ
･L:
せ
て
仇
M
M
O
O
〃
が
人
肌

捕
ん
で
あ
り

ま
L.J的

一
一

日
が
吐

ti小
<
ろ
い
け
旭
丘
杜
仲

小

で

<
る
.

2

は
的
i_
牧

の
請
出
に
つ
い
て
は

収
在
.
tで
に
ー
･=
食
展
の
析
兜
柿

析
化

咋
P
が
剛
止

さ
れ
て
お
り
､
S
L
に
-
比
は

か
也

Lt
小
ま
t.lは
也
止
琳
伯
中
で
あ
る
.

3

'.]
q
(
]
8
1
2
i_
め
_
(

-

叔
〃
jf
止
は

小
付
･他
州
枚

小

つ
は
M
性

爪
や
7
校

はが
州
は
し
て

お
り

<
･は
と
も

人
目
･3
抑
St
を
舶
兆

し
.
恨
仰
4
,止
め
る
.

～

/J
脚

湛
山
山
鳩
は
､
し
カ
柵
の

地
は
近
締
公
側

さ
さ
.小
山
の
止
せ

e
:む

〃
t
の
3
止
の

榔
一

び
に

-

`
.t

)
■

の

-J
l
64山
【の
Ap
■

4･tZ′
1し
た
.

･T

h
JLJJ
他
州
E
机
に
<
わ

せ
て
B

的4
'<

捉
人
=
捕
iB
に
つ
い
て
は

恥
の
状
が
朴

岨
兇
正
し
咋
ii
･tJ恥
来
し
な
か
ら
､
p
SF

別
的
+
,畑
地
す
る
.

席
火
付
-ゎ
軒
に
つ
い
て
u

dT
収
三
%-

岐
姐
兼
1
即
に
竹
T
L

df
庇
･ハ
中
晩
伸

輔
の
/
.址
で
<
る
.

･･

他
は
七
/
タ
ー
碍
n
三
上
11
テ
ー

施
止

に
つ
い
て
は

十
で
に
比
丘

旭
川
七

/

タ
Iか
州
鮒
し
て
お
り

I
M
叫
I
l

日
に
野

-

L
i
,椎
北
小
川
他
1
4
l
/
タ
I

u

*
1
岐
i<
m
m
Q
J.I-
誕
し
て
い
る
.

土
t
lJ

祁

比
ホ
ー

ル
につ
い
て
は

兼

叶
性
推

*什
皿
の
熊
山

せけ
う
.

L-

H
M
瓜
.小
に

つ
いて
は

こ
れ
ま

で
に
分
別

-
九
ナ
町
の
折
り
が
牡
勺
し

て

..
ら
.

4

セ
ン

タ
ー
の
句
≠

タ
ウ
/
七
/
'
-
の
q
嶋
に
つ
い
て
は
､

旭
佃
x;
女
川
jt
に
八
川
化
小
L
IE
や
■
允

を
火

比
し
この
叫
稚
J
Jl
と
に
タ
ウ
/

七
/
タ
I

の析
i
J.L･
稚
地
米
か

け
ば
稚

拙
L

tLI
八
川
化
ホ
横
臥
_
LI
つ
い
て
は
､

北

改
姓
止
に
向
け

的
t.;
研
究
S
劫
が

北
め
p
.ll.
J
て
い
も
.
<
･は

は

引
付
心
の

形
収
に
向
け
て

仇
州
都
丑
の
頓
伯

公

火
公
益
jf
投
の
也
瓜
4
JE
る
.
駅
前

･
近

SE
七
/
タ
ー
牧
場
に
つ

い
て
は

川
仙
秋

川
七
ノ

タ
Ⅰ
で
の
肪
朝
什
川
〓
七
の
オ
ー

プ

/
小
川
ai榊
七
/
タ
t
に
お
け
る
r批

づ
-
り
仏
従
J
の
r
t
市
川
作
的
t.1
桝
づ

く
り
の
技
師
に
人

っ
t
If
t･は
り

計
七

/
タ
ー
で
地
集
金
を

遜
め
て
い
-
.

5

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-
用
土
地
区
の
亜
{

タ
ウ

/
七
/
タ
ー
関
連
他
姓
の
並
垢
は

抑
投
花
d
:

鉄
血
Y
t
と

作
的
に
悦
帳
を

並
め
る
へ
-

研
先
公
を
退
け
検
討
を
池

め
て
い
る
.

6

7
_
_
I
(

-

3
:川
に

つ

い

て
は
す
で
に
改
作
は

ハ八丁
し

て
お
り

引
き
絞
k
J

ii
兇
川
プ

日
的
花
水
池
の
川
地
i;
山
や
雌
娘
P
の
此

t
と
■
{
･J).

N

F
水
止
は

側述
す
る
ー
水
i
l雌

叫

ポ

/
ナ
梢
は
す
で
に
作
の
し
て
い
ろ
.

軒
SE
ト
小
皿
･･D
八
促
し
て
お
り

今
稚
･･'

地
比
内
で
佃
的
項
SZ
を
北
め
る
.

1

-Z
典
W
川
他
は
は

抑
制
･人
柚

池

皿

が
本
地
_犬
の

紬
で
曲
折
的

t
.･較

胞
が

凡
/
.
火
<
地
代
の
北
i;
他
比
で
-

地
雅
丑
吸
付
架

が
viI収
化
中
也
に

ル
/
.

付
和
油
化
は
本
;-
哩

よ
り
I
地
心
態
竹
旭

ホ
8
1
に
符
丁
す
る
.

7

P
R
､
イ
ベ
ン
ト
書
の
央
神

化
止
の
人
々
の
女
椎
と
コ
"I
.t
こ
テ
ー

づ
-
り
の
叫
と
し
て

r性
比
1]
ユ
ー

タ
ウ

/
▲
つ
り
)
を
帆
化
し
て
3:
り
ネ

;-
此

は

的卜
T
〃
人
の
木
切
れ
で
if
J=
っ
.)+

広
iE
机
r稽
北
.1
rt
-
タ
ウ
/
)
に
つ
い

て
は

今
後
.U
･J
そ
の
内
杉

を
允
火
さ
せ

る
と
と
J
に
Pj
k
映
紬
の
地
脈
を
恥
托
す

一〇
.

8

そ
の
他

I
L･祁
左
全
州
軒
に
つ
い
て
u

SZ

純
金
を
扱
け
､
⊥
祁
の
む
ht･心
,刈
し
て
い

ら
.2

%
l捕
1-3咋
止
対
訳
に
つ
い
て
は

r糾

別
法
人
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
/
1
捕
〃
取
払

仝
L
が

3E
は
-
如
実
を
火
先

し
て
い
る
.

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
T.他
庄
(
立
社

小
藩
は
､
昭
利
四
十
九
平

八
〃
二
十
ヒ
日

に
施
日
放
伽
及
び
郁
男
相
可
を
q
(け
て
本

榊
帆
に
ポ
腰
に
軒
下
し
､
以
水
'
.ii柵
五

卜
二
年
卜
‖
-
叩
仙
五
i
三
1.tL
四
日
の
伽

換
地
の
伏
世

耶
榊
J
+
糾
年
別
日
の
前

回
tk
横
地
棉
･七

的
柵
J
-
<
畔

]
目

の
前

.
紙
状
川
m
ji
t軒
二
地
抹

約
0

0
1g
)
と
迷
わ
p
h
.
前
川
の
捨
金
ま
で

..;=
四
回
(.
小
f
ll
t
i_
iJ
-
･;
｢
L
..
㌔

そ
の
練

や
収
凡
叫
八
日
に
は
､
･-
地

利
川
m
M
の

却
製
y
及
び
小
8!jr
H
itI

m
の
杜
仲
P
･を
内
村
と
す
る
小
塵
針
{
ia

H
M
i<
.-3
と

伽
川
井
の
火
比
の
た
め
の

je
け
札
･.<
iS
.
H
itr
=j

Jを
け
っ
L.I.

八
･強

は

タ
ウ

/
七
/
タ

ー

の
朴
t
の

i
'此
L
P
tQ
J(7(り
て

小
q

朴

t
の
苅
･ハ

川
資
y
r
校
I
Lを
け
っ
て
い
く
ー
･.止
で
<

ち
.小

森
の
迎
仲
秋
批

一や
此

一句
九
日
5'

収
6
7
に
つ
い
て
は

け

山

東
捕
り
ij
が

九
I
九
㌔
.

.
扶
近
状

｣
仰
の
斤
LL
粥
川

が

し
ー
㌔

〓
-
け
-
小
で
<

ろ

紙

一

lL

r相
川…H…;_N川-i.
;
!･

川
投
が

剛
遺
し

t;J｡
軒
搬
血
路
は

地
位

全
件
で

延
広
軌

二
I
八
h

(八
十
一
%
)

が
供
川
刑
ii
捕
と
な
っ
て
い
る
｡

ま

L;J
托
JF
の
懸
軍
で
あ
っ
h
J恢
珊
耳

は

故
収

交
付
〃
触
れ
が
`
九
〇
〇
人

と
い
つ
1(
2
f帳
を
l
の
と
ち
っ
た
が

爺

は
公

許
仙
〓
仝
及
び
Ⅷ
係
佃

剃
刀
の
山

々
の
抑
川
蝉

と榊
仏
力
の
･･D
と
で
本
勺

ヒ

日
か
ら
火
&
に
拝
さ
れ
た
.

<
･挽
け

引
L
J扱
き
e
LrJれ
tJ状
態
n

絹
を
促
並
す
る
と
と

l
に
.
rT

旭
川
#

価
に
お
い
て

附
仙
d
拍
榊
の
Ⅶ
伯
と
<

.C
せ
て
恥
入日日
と
の
5
1.L.,及
び
は
仙
北
娘

の
川
井
4
'は
aiFL

人

目
･.4爺
を
川
っ
て

い
く
.

土
t.l

タ
ウ

/
七
/
タ

I
の
仰
山
<
･公

竹
伯
に
it
ti
す
る
と
と
l
に

仙
川
札
f山

神
の
G
脂

を
迎
め

仰

山
と
し
て
の
代
の

向
｣
を
川

って
い
-
.

こ
の
上
う
に

析
し
い
き
ち
づ
く
り
に

H
b
し
た
仕
〃
乙
爪
柏

に
l
川
i
的
に
仙

り
5:
~
ろ

つ
つ
ザ
収

CIl
収
_こ
向
け
て

十
月
4
'<
げ
で
ポ
iq
を
仏
日
し
て
い
く
.

‥
;
T
.;
,.:
:
;.
I.

･7
:.･朋

....

云

順絹
絹

㈲

翫

珊

瑚

…

～
い
ま
す

.

S

繕

北.]r
t
I
タ

ウン5I止
耶丑につ

～
F
,ま

しては

LE

のarづ-
リの什m

:)

I..]
'

:;:
堀

,i;i:

.]･･1

..

2
日
も

が･.
並
め
て
い
る
と
こ

ろで
こぎ

軒

…
…

弼

猫

～
仙
帖

の荊F
に
.+

与川地
耶

?ItY
に

㌻

向

け方

で

机ふ
ん

で土いり

嘗

ノ人Yき

▲bg
t

｡～もち人

前

北枕
や

空似如

何
を分析
し

っつ
2

奈
川
郎
朕

拡肝r
再
の

止血L
に

あわせ

蚊
帳
=ー
鎖

を経
過
し

てい-.

旭
B
L七

/タt
は

ニ
ュ
ー

タウ/内

に
川
桁
の

丑侮4
･jr

申し
て
お

り､招来

姐
設
十
左

のE軒に
ついては
r･人熊〃

卸
し
と

r北山山
方

和しに
人

目の動向

を
み
な
か

ら唖諒
し

てい-.

市
民
ホ

ールに
つ

いては

七/ター

地
区
に

計由があ
り

平
成
三

年度基本

Z
.I
,

*+i
.I_=

円
q
tf
t

■M山.1L

lj
年
度

懸工六
年

度竣工
を

‖持す
.

歴
史
博

物館
は

ニr]Iタ
ウ
/地域

か
ら
の

拙上目
仙
を
続

{､横
浜

にかかわ

り
の
あ

る出火
賛
杵

を搬仔
公

帆する施

設
と
し

梢維す
る

帽2=完
の

a(称と1

経
世
脂
を

行っ.
人
･

後
..F･収
1

'牛虎に

節
に
.4
'

∫･Nし
て
お

り
.t,
収
･

ハ咋畦
糊

伽
を
‖

桁して
ポ
茄

を並
の
ろ
.

帖
祉

九i)につ
い

てl
従

兼から

･L-
ス

の状牝
や
外

光fjのn
F

<のサえ

カ
に
鵜
づ

4,9
･=
従

前にJi.
の

てrJtJ.

IL
rt
-
タ

ウ/
他
姓

でも
地

帆の桝托

刑
t
に
述

介し
た
M

は*LtQ
将JJ皿の

よす
の
で

こ稚W
の
は
と
上

ろし
-

お
耶
い
小
L
I
け
ま
す
.

本
山
と

い
ti,し
ま
し
て
は

こ
の

･･'

=It松
の
P
.悼

+,は
じ
め
と
し
て

1
f;

松
の
小
児
化
の
煉
れ

軒
蛾
皿
淋
P
失

地
作
糸
の
恨
脂
を
捕
力
的
に
此
の
ろ
け

か

け
政
は
州
～}
収
に
向
け

は
の
3
2

i;
け
人
目4
Jけ
じ
め
と
し
た
公
武
公
止
施

設
の
竹
蛸

を
川
る
と
と
･･3
に

タ
ウ

/

七
ノ
タ
ー
に
つ
い
て
は

珊
盛
･遜
和

文
化
r
L
帖
･3
い
抑
山
-1
鴨
を
川
つ
山

怖

じ
と
し
て

恨
他
叩に
.〃
を
入

れて
土
い

り
LL,
い
と
サ
･lJ
て
お
り
ま
す
.

そ
の
LJ
の
に

<
･は
と
も
S
=

3:の

労
力
そ
し
て
･+
い
り
ま
す
の
で

比例

に
･･3f
し
て
.
竹
は

-
,Iの
こ
仏

力
+,お

ifい
小
L

Iけ
ま
す
.

い
･Lilい
.

■
答
弁

市

七

/
タ
-

関連
地
虻
に
つ

い
て
は

rよ
こ
は
ま

L-
1
件
3
プ
ラ
ン

郡

1
次
淡
推

計FL
J
に
pJ
は
Fg
づ
け
ら
ー

て
お
り

ニ

r]-
タ
ウ
/
の
什
肺
を
J
す

け
扱
退
路

放
血
符
と

一
作
的
に
か
伯
す

る
こ
と
と
し

和
北
タ
ウ
/
七
/
タ
ー
と

関
連
す
る
根
絶
の
丑
絹
を
そ

こ
て
い
る
.

仙
在

研
究
∧㌫
を
設
け
都

来
内
密
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て

お
り

rT
朔
郎
S
i化

+
JM
っ
て
い
き
た
い
.
ま
･rJ
rそ
の
他
地

3i
｣
に
つ
い
て
は

-二
地
区
由
忠
稚

耶
男

及
び
七
/
タ
1
例
遠
地
ji
の
郎
秦
に
目
途

が
つ
い
た
段
代
で
模

2=し
て
い
き
tJIい
.

土

地

区

画

並
理

事

事

の

促

進

平
成
三
年
良
混
成
の
見
通
し

I
T
叩

i
収

l叫
性
耗
収
の
止
血
L
と

{
わ
せ
て

<
･強
‖
喋
に
･3
:け
ど
の
･.+
つ

に
小
史
蝿
過
を
M
っ
て
い
-
の
か
.

●
N
-井

･
公
田

次
氾
収
-
叫
に
つ
い

て
u

叫

ハ

〃
芯
H
収
を
人山
め
て
的

M
C
)h-.
に
及

･
仙
川

を
je
I
小
で
<
り

今
力
を
あ
げ
て
L
小
の
雌
皿
を
し
て
い
る
.

こ
の
小
で

靴
に
ーj
け
る
岨
し
い
状
牝
と

し
て

Z
m
比
批
准
M
に
つ
い
て
は

岨

f
P
の
仲
山
が
遡
れ
て
い
る
l
の
か
<
リ
.

･h
L;]

〃
Fg
H
S
t

地
_く
昨

仙
分
の
竹
伯

に
つ
い
て

岬
州
が
か
か
っ
て
い
る
.
<
･

eerの
:
什
レり
..p･牝
3iq
恥
と
し
て

f
b叫J
g

た
¶
ほ

.-
1

L
H
t･一
t
d
d
I
I
I

t
の
t
叫

〟
K
の
や
け
に
つ
い
て
は

■
々
G:5
3iに
b
し
た

¢
9
<
淡
や

のけ

LJ
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発行-5月17rl･10月

-. -
成
相
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
投

K
連
予
算
の
概
要

l暮tI4rLEl什)

○港北ニュータウンの開発

zri兼経過漣地場IJL金の運筒.タウンセンターのIH苑､
駅前 適的セ/タ-の並偏.促進をEglI)ます.

0関連街路の女4 114仕9.500万円
E]吉元石川拙.tX浜上麻生擁,FflLMLLLJm扱､
佐江戸北IIJErl掛帝の滋編を進めます.

0高遠鉄ir3号娘(新枕浜～あざみ野N))の姓牧 389tt7,700万円

○ニュータウン地区内の下水iX聖4 3tel.I00万円

-
つ-
5
-

3
9
-

8
5
5

任
せ
仕
佳

仕

億
便
仕

つi
t
6
フ
ー

4

6
5
8

○流域,台水Xi政の亜4

0,(ス事♯所の鼓す

¢窮三京浜 ･斬 インタ-チェンジの亜dl

0港北ニュータウン地域のA*の携Jt
東方点重野Hl】地区の上地遡壁並傭帝をf-rいます.

ENi放生dl関係】

⑳行政区再yl成Wii予Jl

Pt王､事LL会Wl兵

区総合庁書書の亜dl(2行政区分)

○市民ホールの基本柵慾策定

⑳総合病院の基本輔頒策定

○横浜歴史TI物付(仮称)の建設その他W放斗4

0大塚 .姓A#土itZ*のX収

0北部地域舟甘センター(仮称)等の連投

済

済

Jt
+
申
･

Wキ+
+

JL･+
.典
弘

4/+4
･ヰ

設立十周年を迎える

去
る
二

日八巳

財

団
法
人
唯
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

生

括

対
流
仏
仝
設
立

十
川

や
紀

念式

典

が丘の
七

/
タ
ー

ボ

ソ
タ
ス

ホール

におい
て
州
佃

さ

れ
ま
し
た

｡

地
元

か
ら
は

.

金子中
川
地
区
互

助
会
合
戊

1PqE
_

港北ニ
ュ
ー
タ

ウ

ン
互
助
会

全盛
､

端
から
は
､
江
口

助

役
､
公

団か
ら

は

､粁
々
村
井
仕

事
つ
を

始め.
卜

牛
の
腰
火
の
中
で

協
会
に
携
わ
れ
L
J方
々
が
多
数
出
席

し
.
利
や
か
な
募
旧
知
の
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
｡

桝

田
は
人
相
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
生

5.
刈
取
仙
台
で
は

､r新旧
性
比
の
融

合
J
｢地
域
文
化
の
別
法
L
r
コ
,･J
rI

ニ
テ
ィ
づ
く
り
｣
r居
住
環
境
並
施
し

を
目
的
と
し
て
､
様
々
な
油
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
｡

顧
問
団

』

新
し
い
顔
ぶ
れ

｢

決
ま
る

港北ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン祁頚
椎過

連
結
協
法
令
は
'
港
北

･
緑
両
区

巡
出
の
脈

･
市
浦
仝
浅
山
に
新
開

と
し
て
'
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
娃

扱
祁
東
の
桃
過
の
i
J
め
の
肋
f
=
や

梢
叫
を
お
怖
い
し
て
お
り
ま
す
.

去
る
凶
日
ヒ
臼
に
f
r施
さ
れ
ま

L
i
J枕

1
地
方
道
雅
に
･.t
り
遭
出

さ
れ
ま
し
た
鵠
ft
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
｡

(敬
称
略
)

◇
維
北
区
道
川
1-～
維
全
紙
山
◇

嶋
村

爪
炎

成
仏

牧
行

計
屋

圭
宏

金
子

武
雄

◇
抜
区
退
出
爪
餓
全
議
員
◇

三
好

舌
抑

小
払

帝
庸

推
辺

珊

石
SPL･

句

碑
逆

光
i

肪
Ⅳ

班
的

◇
捲
北
圧
湛
山
市
紙
台
紙
爪
◇

大
久
保
純
的

苫
伯

山
的

木
内

怖

酒
井

音
別

鈴
木

喪
久

校
本
久
美
子

煉
沸

耗
久

木
村

久
我

布
野

E
.千

◇
扱
尾
道
山
恥
は
金
紙
爪
◇

小
林
昭
三
郎

F
打

勝
大

木
付

一
別

向
は

映
子

矢
q

蛾
的

讃
対

米
対

小
林

達
夫

井
川

団
地

石
井

准
了

丹
野

由
子

大
部

背
夫

油
北

こ
.I
-
タ
ウ

/
の
土
地
区
柑

並
嘩
祁
茶
は
.
仰
次
供
川
棚
始
が
巡

ん

で
いま
す
が

平
成
2
年
度
は
左

の
図
の
地
域
で
供
用
が
開
始
さ
れ
ま

J
t
J'

r行
政
区
再
編
成
幸
議
会
.)

設
置
さ
れ
る

横
浜
市
で
は
､
各
区
の
糊
の
不
均

衡
を
公
jE
L
.
性
比
に
身
近
な
区
行

政
を
さ
ら
に
椎
過
す
る
た
め
'
平
蚊

六
年
度
を
め
ど
に
播
北
区
及
5
棟
区

の
再
SF
政
を
来
施
す
る
計
画
で

こ

の
四
月
に

1横
浜
市
行
政
区
再
好
成

帯
紙
含
｣
を
確
足
さ
せ
ま
L
L
J｡

節

L
回
懲
快
食
は
四
月
十
七
日
に

仰
か
れ
'
識
秀
iE
良
か
ら
粥
区
の
:-I

5'
成
案
の
と
り
ま
と
め
そ
の
他
に
つ

い
て
冊
糾
さ
れ
･M
L
L
J.
こ
れ
を
受

け
て
同
部
捕
食
で
は
､
平
成
三
年
度

中
に
市
長
に
答
申
す
る
予
定
で
す
｡

計
画
で
は
'
す
で
に
昭
和
五
十
九

年
六
月
の
前
回
の
r行
政
区
帯
紙
合
J

の
苓
巾
で
示
さ
れ
て
い
る
両
区
の
e
j

分
利
基

､す
な
わ
ち

､碓
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
切
を

L
行
政
鑑
と
し
､
晒

北
区
の
e
(る
区
域
を

l
行
政
区
､
校

区
の
残
る
区
切
は
､
柵
浜
扱
沿
蚊
と

EB
風
都
市
扱
沿
梯
と
に
分
け
る
基
本

方
針
に
沿
っ
て
'
住
民
忠
弘
､
地
域

特
性
布
を
桔
合
的
に
背
腰
し
な
が
ら
.

各
方
血
の
鹿
又
を
J
と
に
､
共
作
的

な
粥
5'
収
米
を
横
肘
し
て
い
-
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
.

前
例
の
芥
小
で
は
'
惜
北
区
r
校

区
の
神
SF
収
は
､
人
目
･足
許
の
巡
れ

な
ど
の
増
血
か
ら
英
魔
が
見
送
ら
れ

ま
し
た
が
'
そ
の
後
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
地
域
の
れ
成
l
進
み
つ
つ
あ
り
.

平
成
元
年
十
二
月
に
要

さ
れ
i
Jrよ

こ
は
ま
2

1世
紀

プラン
姉
･･,
次
災

推

計
帥
｣
の
中
に
.
内
医
ゎ
;-2
SF
収

の
爽
施
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
.

こ
う
L
L
Jこ
と
か
ら
､
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
域
か
両
区
に
ま
た
が
る
広
い

拒
血
に
あ
る
こ
と
や
､
甘
か
ら
の
性

比
と
新
た
に
捗
っ
て
火
L
Jは
戊
か
t

ん
で
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

l
サ
止
し
て
'
iE
で
は
叫
年
収
､
両

区
民伽千
人
を
刈
奴
と
し
た
想
散
開

並
や
地
域
状
況

に
鵬す
る
調
査
を
実

施
し
て
お
り
.
今
回
の
再
Se
肢
の
検

打
溌
料
と
･な
り
ま
す
.

粥
区
の
税
収
の
人
口
は
.
繰
区
が

凹
十
三
万
人

(う
ち
北
部
支
所

が
二

十
五
万
人
)
措
北
区
は
三
卜

L
万
人

で
.
乍
M
Jの
政
令
指
定
耶
市
の
中
で

一
位
.
二
位
を
占
め
る
マ
ン
モ
ス
区

と
な
っ
て
い
ま
す
｡

今
後
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
行

政
捷
問
､
柿
民
利
用
施
設
の
態
脂
.

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

拡尤
な
と
､
同
地

城
の
大
き
な
碓
展
に
向
け
て
､
平
成

六
年
膿
の
行
政
区
I
Et
収
の
災
施
が

期
待
さ
れ
ま
す
.

な
お
.
今
回
設
置
さ
れ
i
J
r審
流

会
｣
の
香
t;
は
､
地
元
の
自
治
会

･

町
内
会
や
各
棟
団
体
の
代
破
､
iE
政

モ
ニ
タ
ー
や
文
化
人
な
ど
の
区
民
を

始
め

や
熱
性
収
萌
､
関
係
行
政
横

側
の
q
八
な
ど
で
柿
炊
き
ー
･N
す
が
､

こ
の
う
ち
地
元
准
t

･
在
勤
の
委
∫

は
次
の
十
四
名
の
方
々
で
す
｡
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r斗tj･pl

平
成
六
年
度
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
偶
発

の中
で

出
土
し
た
縄
文

･
弥
S
i時
代
の
土
監

を
は
じ
め
､
横
沢
に
か
か
わ
り
の
あ

る
派
出
資
料
を
休
作
･公
州
す
る
r捕

S.I脱
出
件
物
略
し
(仮
称
)
の
姐
設
計

画が
苑袈
され
ました
｡

仏
説
予
定
地
は
SS]北

ニ
rt
-
タ
ウ

ン
･
邦

l
地
区
タ
ウ
ン
七
ン
タ
-
i;

(惜
北
区
小
川
町
)
で

地
ー

一
隅

地
上
六
軒
姓
て
.
地
価
仙
川
約
九
千

三百
平方
==に
新設
展示室
､
体
験

牛
i=
讃
も
と
を
ノ
イ

/
に
エ
ン
ー
ラ

ン

ス
ホ
ー
ル
､
謙
苛
､
研
経
基
な
ど

が
あ
り
ま
す
.

ま
た
'
凹
-
六
断
に
は
収
戚
岬
J

揃

え
て
お
り
､
平
成
三
年
収
姓
戊
に

新
手
し

六
年
度
の
問
鮒
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
｡

括
北

ニ
r]
-
タ
ウ
ン
は
昭
和
四
十

五
年
か
ら
ニ
ト
咋
近
い
発
相
調
俄
が

行
わ
れ
た
中
で
.
こ
れ
ま
で

)iハ
八

か
所
の
近
体
が
碓
稚

さ
れ
.
LI
粒
や

-
B
な
ど
の
仙
上
目州
･J
膨
大
な
故
に

の
は
っ
て
い
ま
す
.

歴
史
博
物
館
は
こ
れ
ら
の
出
i1
nm

や
遺
跡
を
i=
効
活
目
し

櫛
始
か
b

逝
城
代
ま
で
の
嫌
脈
の
惟
史
を
学
ぶ

施
設
と
し
て
､
検
脈
の
iE
切
に
化
ん
L
J

r人
々
の
咋
41
の
脱
出
J
を
邦
本
に

沢
村
を
似
.S
す
る
だ
け
で
な
く

上

芯
八
な
ど

rJ
の
J
に
T=g
碓
触
れ
ら

れ
る
ス
タ
デ
ィ
サ
ロ
/
を
設
け
i
lり

映
像
を
清
川
し
た
挺
出
旅
行
′
-
ン

な
ど
､
わ
か
り
や
す
く
'
楽
し
い
展

示
を
ク
え
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
姓
設
丁
･芯
地
に
SE
柁
す
る

大
岐

･
戚
勝
上

述
跡
は
､
線
鋸
時
代

中
仙
の
¶
は
と
捗
地
が

1
件
と
な
っ

て
い
る
爪
瓜
,t
も
の
で
､
昭
和
六
十

一
年
に
梢
の
火
鉢
に
指
定
さ
れ
て
お

り
.
歴
史
博
物
館
町
外
施
設
(大
塚
･

蔵
肪
土
追
跡
歴
史
公
ー
)
と
し
て
博

物
軒
と

l
体
.仙
川
を
は
か
り
.
追
跡

を
休
作
し
つ
つ
i;
比
が
雌
火
を
..i
ぴ

も
か
ら
の
び
の
び
と
､
撫
し
く

一
日

を
過
ご
せ
る
鬼
は
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
.

ま
た
､
市
民

の
轄
佐
川,+
i=
の
鳩
と

す
る
と
と
l
に

学
校
教
群
と
の
適

作
や
他
の
件
-ゎ
鮒
と
の
ネ
7
-
ワ
ー

ク
化
･･D
過
め
て
行
く
巧
え
で

す
｡

生

涯

学

習

講

座

｢映
画
の
中
の
横
浜
L

etI
コ
ー
ナ
I
で
は
.
従
来

よ
り
住
民
崇
の
写
し
等
の
交

付
､

一
般
行
政
相

談
'
印
政

塞
内
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す

が
､
そ
の
ほ
か
利
金
救
附
的

な
耶
邦
i
lt:
っ
て
い
ま
す
.

三
月

に
側
化
し
た
折

一

回

の
ク
ラ

ン
ソ
タ
コ
ン
サ
ー
ー

を
は
じ
め
､
横
折
と
港
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
を
テ
ー

マ
に
L

i
J吐
俳
'LL
S
:補
作
､
そ
し
て

邦

Z
肘
の
親
子
パ
ス
兇
…i
公

称

の
企
.州
は
.
多
-
の

i;
氏

が
参
加
し
.
い
ず
れ
も
大
抑

評
の
-
ち
に
糸
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
｡

三
月
六
日
か
ら
三
回
シ
-
1
ズ
で

都
筑
七
ン
タ
ー
を
に
金
城
に
.
映
神

と
の
側
わ
リ
の
tI､
で

梢
浜
に
つ
い

て
改
め
て
知
っ
て
l
ら
お
う
と
火
施

し
L
Jも
の
で
す
.

那

1
.i

(レ
生

と
苅
二
川

(レ
少

は
.
許
師
に
牌
浜
文
芸
愁
打
合

の
丸

岡
礎
夫
さ
ん
を
迎

･{
｢映
.-Z
の
中
に

見
る
横
浜
｣
を
テ
ー
マ
に
開
催
｡

第

1
回
H
は
､
ft
紬
の
絶
妙
も
話

術
で
捕
ら

れ
る
逸
話
や
氏
政
な
お
加

が
､
奉
加
竹
に
人
受
け
で
し
た
.

荊
三
M
H
は
､
パ
ス
兇
…r
公
で

午
前
中
は
､
if
脈
の
山
手

･
-;
F
町

SL･院
の
映
阿
ゆ
か
り
の
場
所
を
巡
り

ま
し
た
｡
午
後
は

横
浜
で
大
i
+

二
年

か
ら
記
録
映
由
や
救
沿
映
画
を

魁
作
し
て
い
る
搬
脆

ン
ネ
マ
収
他
所

を
肋
附
し
､
胸
水
火
縄
災
=_
･州
に
飛

行
船
か
ら
触
彫
し
た
火
･L;;
や
梢
lA
'iE

桝
の
爪
瓜
も
フ
ィ
ル
ム
F
T
を
｣
映
し

て
い
た
..kJき
･ま
し

た
.

(
･回
の
仰
L
に
参
加
し
i
-お
年
滞

り
は
､
映
帥
ゆ
か
り
の
棚
仲
の
兇
…/

や

苦
の
哉
鉱
も
フ
ィ
ル
ム
の
ー
峡

に
､
感
慨
深
げ
で
L
i
J｡

節
二
川

(レ巾
Y
は
､
昭
利
h
i
九

年
か
ら
i
二
叫
に
わ
た
り

下
作

り

の

r
rT)
コ
ハ

マ映
純
然
J
を
帆
帖
し

て
き
L
.代
滋
の
給
付
た
け
し
さ
ん
の

お
輔
で
し
た
.
耶

回
の
映
I;
I.*{
か

ら
､
小

心
に
な
っ
て
所
動
さ
れ
て
き

た
鈴
村
さ
ん
の
仰
臥
は
.
老
郡
を
問

わ
ず
'
参
加
者
の
胸
を
打
つ
も
の
が

あ
‖
′.ま
L
tZ｡

生

涯

学

習

講

座

rニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
歴
史
S
座
し

三
月十
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
中
川

1g
n地
区
七

ノ
タ
I
で

十
日

十
七

日
､
二
十
e
j;
の
三
剛
に
わ
た
り
附

か
れ
ま

し
た
.
止
抑
を
油
し
て
ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン
地
域
を
i･=
め
L
J横
沢
ポ
北

部
の
T.=
代
か
ら
中
川
ま
で
の
搬
出
を

わ
か
り
や
す
-
解
鋭
し
た
許
雌
で
､

受
講
名
の
方
々
か
ら
は
自
分
通
の
は

ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
が
艮
-
わ
か

っ
た
と
好
瀬
で
L
L
J.

相
に
1
日
は
､
同
セ
ン
タ
ー
の
州

耶
比
企
Iや
別
儀

小
と
し
て

Jt
r]
-

タ
ウ
ン
地
域
か
ら
山
上
L
L
JI
弘
な

の
で
'
弟
妹
を

そ

そ
ら
れ
た
比
′i･iP

が
立
ち
見
を
し
て
い
く
ほ
ど
で
し
た
｡

第

一
回
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ク
ラ
シ
ッ
ク

･
コ
ン
サ
ー
ト

.
火
芝
朋
帥
機
析
は
七
/タ
ーの

叫
深
川
7
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
肝
砧

雅
和
の
ノ
/
ハ
ー
に
ピ
ア
ニ
ス
ー
の
錨
地
対
ト
さ
ん
が
沓

加
し

ソ
ユ
ー
ペ
ル
ー
の
ピ
ア
ノ
茄
瓜
顔
曲

rま
す
)
ち

ど
を
払

机
し
ま
L
t
=)｡
全
域
に
は
'
子
と
J
を
逃
れ
た
お

母
さ
ん
や
.
軌
年
の
こ
夫
妹
な
と
三
〇
〇
人
近
い
皆
さ
ん

が
兆
ま
リ
ま
し
た
｡

こ
の
催
し
は
､
et,_}北
二
rJ
-
タ
ウ

ン
や
そ
の
L#
-
に
お

は
ま

い
の
柿
比
の
竹
さ
ん
に
.
射
止
も
所
で
*
肺
的
な
コ

ン
サ
ー
ー
を
味
わ
っ
て
･J
ち
お
う
と
愈
:陶
L
L
J･･D
の
で
す
.

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
遊
山
し
て
い
る
(:T頚
が
､
こ
の
よ
う
な

形
で
施
設
を
地
域
に
洲
放
し
L
Jの
は
初
め
て
で

ー
州
au

上
の
好
評
に
､
今
綾
も
こ
の
よ
う
な
手
作
り
の
コ
/
サ
ー

･L･を
3#
け
て
い
き
た
い
と
考

LLて
い
ま

す｡

米
収
さ
れ
た
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
-
耕
北
で
は
､
r身
近
tJ

と
こ
ろ
で
､
竹
の
肝
炎
か
披
け
て
よ
か
っ
た
J
と
い
う
ご

瓜
比

が
L
'-
さ
ん
布
せ
ら
れ
･M
L
1
.が
､
小
に
は

r小
さ

も
ー
と
･J
を
逃
れ
て
､
捜
さ
に
行
け
る
コ
ン
サ
ー
ー
を
仙

化

し
て
ほ
し
い
.I
と
い
う
お
叫
さ
ん
の
こ
な
火
や
､
反
対

に

T.L･ど
l
が
う
る
さ
い
の
で
､
コ
/
サ

ー
-
全
域
に
入

れ
な
い
で
ほ
し
い
)
と
い
う
ク
ラ

ン
7
ク

･
フ
ア
ン
の
ご

恐
鬼
な
ど
･a
あ
り

A
I挽
､
コ
ン
サ
ー
I
を
企
拘
す
る
時

に
参
サ
に
し
て
い
き
た
い
.こ
そ
え
て
い
ま
す
.

三
日
二
-
ヒ

日
.親
r
約
m
〇
人

の
竹
さ
ん
が
代
沢

マ
リ
タ
イ
ム

ミ
r]

-
ジ
ア
ム
と
点
If
駁
茶
の
工
場

へ
見

..7･に
で
か
け
ま
し
た
｡
あ
い
に
く
の

桝
で
､
屈
外
展
示
の
帆
S
叩
け
本
丸
な

ど
は
の
ん
び
り
と
見
学
で
き
ま
せ
ん

で
L
L
Jが
､r捕
.S
に
船
の
岬
柚
鮒
が

あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
i
JJ
と

い
う
人

や

お
瀧
F
が
t
心外
と
身
延

な
所
で
私
道
さ
れ

て
い
る
梯
r
に
驚

い
た
人
な
ど
､
い
ろ
い
ろ
な
発
見
の

あ

っ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
Q

◇

◇

◇

(
･
回

､

港
北
ニ

ュ

ー
タ
ウ

/
行

政

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
切
山
が
初
め

て
爪
り
削
ん
L
.祉
公
牧
村
び
典
は
.

以
上
の
よ
う
な
収
嫌
を
あ
け
'
焦
り

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
参

加
宅
の
方
々
に
ご
協
力
い
L
Jだ
い
た

ア
/
ケ
I
ー
の
縦
米
や

励
ま
し
の

･1

枚
祈
･=
な
ど
を
ふ
ま
え
な
が
ら
､

師
や
収
も
､
ニ
rt
I
タ
ウ

ノ
新
旧
は

氏
の
ふ
れ
あ
う
新
-
い
桝
づ
-
り
を

め
ざ
す
と
と
J
に
､
相
に

耶
iE
比

の
力
々
に
情

状
や
lt
rt
-
タ
ウ
/
に

つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
i
Jめ
の
.
嫌

々
な
郁
男
を
企
画
し

実
施
し
て
い

-
子
宝
で
す
の
で
､
竹
さ
ん
･J

山
る

っ
て
ご
参
加
-
1
Jさ
い
.
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･
謂

増
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.･
l
･
･
i

壷

･
･.I:
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.

:r..
∴
i
･
り
.,

PE
'.･'

.
I

前
や

(
Na
旧
)
で
お
知
ら
せ
し
ま

L
L
J代
袈
肴
金
紙
の
改
組
に
つ
き
ま

し
て
は
'
四
月
十
E3
か
ら
二
十
三
ES

の
帆
､
公
用
に
お
い
て
.
7
ロ
y
ク

ご
と
の
全
紙

(連
続
金
)
が
桝
純
n
J

九
.
新
た
な
地

権
者
組
織
へ
の
改
組

か
了
麻
4tJれ
ま
し
た
｡

当
日
の
合
議
で
は
､
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
I
地
紋
の
全
体
刑
歯
鹿
野

(未

来
)
と
､
三
月
十
九
円
の
荊
十
何
代

戟
tP
金
紙
で
決
定
さ
れ
L
.新
た
な
地

相
胡
桃
撒

rタ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
榊
托

推
進
協
練
合
J
の
柵
成

規
的
等
に

つ
い
て
.
執
心
を
打
強
が
な
さ
れ
ま

L
L
,｡さ

ら
に
､
(
･後
.
仰
沌
経
過
協
は

公
を
小
心
に
仏
紙
し
て
い
-
も
の
と

し
て
'
施
設
建
牧
に
お
け
る
指
針
と

な
る
桝
づ
-
り
独
走
等
洲
発
ル
ー
ル

(塞
)､
今
年
度
の
講
知
子
左
巻
な
ど

が
提
示
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
後

開
発
経
過
は
純
金
の
脱

料

(基
)
に
非
づ
き
､
外
プ
ロ
y
タ

ご
と
に
.
地
相
令
の
代
来
朝

(プ
ロ

′
ク
香
l
)
が
過
山
さ
れ
よ
し

i
J'

今
後

こ
の
剛
発
推
進
協
珊
合
は
'

こ
の
7
C)
ソ
ク
萎
れ
と
'
市
､
公
団

並
び
に
㈱
港
北
都
市
鵬
発
七
/
タ
-

の
番
fi
で
肺
瓜

連
鎖
さ
れ
.
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
4
L.体
を
仇
軒
に
治
め
た

桝
並
の
形
成
を
日
柄
し
て

八
件
的

な
開
発
計
画
や
施
設
建
設
に
関
す
る

措
仏
紙

･
純
飼
養
を
行
っ
て
い
-
こ

と
に
な
り
ま
す
.

荊

1
回
の
仙
椎
経
過
他
組
合
は
､

六
月
六
日
に
桝
佃
さ
れ
､
規
約
に
･.t

り
'
金
成
は
金
子
搬
氏
.
馴
合
戊
は

田
丸
政
泊
氏
(那

一
地
区
)
､
徳
江
燕

i;
氏

(郊
二
地

区
)
が
遜
出
さ
れ
ま

JJ
1
.I

ま
i
J
･.1
両
の
井
体
的
な
検
肘
沃

地
で
あ
る
仰
苑
ル
ー
ル
や
.
耶
薮
化

促
過
に
つ
い
て
は
'
そ
れ
ぞ
れ
部
会

を
放
け
､
仏
紙
を
進
め
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
.
糸
の
顕
定
性
､
プ
ロ
ソ
タ

ご
と
の
迷
純
金
を
剛
化
し
.
各
地
欄

名
の
恋
向
を
反
映
し
て

い
-
こ
と
に

し
て
い
ま
す
｡

に
捕
殺
パ
ス
鰭
北
ニ
rJ
-
タ
ウ
/
唱

尭
所
が
朋
牧
さ
れ
よ

し

i
J
'

仰
牧
317初
は
､
七
十
両

握健
の
祁

両
を
保
有
し
､
主
に
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
区
及
び
周
辺
地
区
を
担
当
し

ま
す
｡

ま
t
=J､
こ
の
常
某
所
の
榊
没
に
合

わ
せ
て
.
新
横
浜
駅
-
あ
ざ
み
打
吠

行
き
の
パ
ス
iE
般
(三
〇
八
系
扶
｢

新
横
浜
駅
-
市
が
催
駅
行
き
の
パ
ス

旅
扱

二
二
〇
九
系

統
)
が
新
設
さ
れ

よ
し
i
JJ

こ
れ
に
･よ
っ
て
.
維
北
lt
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
区
の
バ
ス
鈷
扮
粥
が
1
倒
強

化
さ
れ
ま
L
i
J｡

○
析
牧
パ
ス
路
線
主
群
経
由
地

【三
〇
八
系
統
】

斬
横

沢
駅
-
咋
北
イ
ン
タ
ー
-
北
槻

-
北
tS･
糖
-
中
丸
-
セ
ン
タ
ー
術
-

評
ケ
S
r析
皿
-
牛
久
保
西
二
丁
は
-

サ
ン
ー
ウ
ー
ル
中
川
1
あ
ざ
･{
粁
駅

【三
〇
九
系
統
】

新
横

浜
釈
-
港
北
イ

ン
タ
ー
1
長
栢

寺
前
-
新
栄
tZ
横
柄
n
I
向
原
-
柿

瓦
ふ
れ
あ
い
の
丘
-
人
丸
-
布

山
-

即
か
化
駅

な
お
､
ニ
ェ
I
タ
ウ
ン
地
区
内
の

バ
ス
絡
椴
を
､
郊
三
両
に
相
似
し
て

い
ま
す
の
で
.
ご
利
用
-
L
Jさ
い
.

兼
山
田
地
区

有
印

細
氾
甜
i

住
宅

･掛耶滋偏公団
では
.か

ね
て
か

ら水魔
長

打
し
て
Jd,i
.東

山
田
地
区
存
砥
較
偏
工
不
を
三
州
に

分
け
て
開
始
す
る
L
'め
.
現
地
米
山

田
町
に
存
誕
転
偏
工
事
と
し
て
初
め

て
の
エ
都
祁
務
所
を
四
月
二
十
五
日

に
仰
牧
し
ま
し
た
.

ま
i
J､
凶
月
二
十
五
円
及
び
二
十

六
日
の
両
日
､
米
山
附
町
制
廿
j>
で
.

邦

1
朔
工
耶
の
施
工
に
伴
う
川

住
胡

鋭
例
会
が
行
わ
れ
ま
L
L
J｡

当
日
は
､
帆
傭
す
る
居
住
名
が
多

政
出
席
し
'
公
団
か
ら
エ
恥
野
手
に

至
る
ま
で
の
蛙
持
､
エ
耶
概
要
及
び

エ
抑
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
符
に
つ
い
て
印

拙
な
批
判
が
行
わ
れ
ま
L
i
.｡

エ
耶
ス
ケ
ジ
rt
-
ル
は
､
那

一
ii

工
恥
が
平
政
三
年
六
日
か
ら
平
成
五

年
九
月
完
成
予
定
と
し
､
那

1
刈
新

手
後
'
六
か

月ご
と

に
那
二
期
.
節

三
期
工
郡
に
野
手
す
る
千
･正
で
す
｡

店
住
中
の
皿
路

･
排
水
工
都
と
な

る
た
め
､
生
活
血
路
の
確
保
や
安
全

辞
世
蘭
に
十
分
配
止
し
て
施
工

し
て

い
く
と
い
う
比
例
が
あ
り
ま
し
た
.

さ
ら
に
'
五
月
十

一
E;
か
ら
二
十

四
日
ま
で
､
米
山
肘
現
地
工
都
祁
棟

所
で
､
居
住
者
個
々
人
ご
と
に
､
公

団
か
ら
拝
細
な
工
率
内
容
の
組
明
が

行
わ
れ
､
艮
期
に
わ
た
る
鮭
備
工
事

の
姉

一
少
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り

･苦
し
i
J.

洗
足
学
■
に

L

用
地
付
線

住
宅

耶
市
塵
備
公
団
は
平
成

三
咋
三
H
､
学
校
法
人
枕
足
学
制

(川
崎
耶
>=
排
区
久
本

.i-1j
附
i
3
子

機
耶
戊
)
に
学
校
用
地
を
分
稚
し
ま

し
た
｡

同
学
園
は
､
大

正十
五
年
開
校
の

洗

足
高
等
女
学
校
を
母
体
と
し
､
現

在
､
川
崎
邦
の
沸
ノ
口
授
他
で
幼
稚

胤
か
ら
大
学
ま
で
の
l
芯
秋
和
を
行

っ
て
い
ま
す
.

分
托
し
た
学
校
川
他
は
､
那
二
地

区
の
東
･粥
ド
イ
ツ
学
齢
の
地
紋
他
に

的
禎
し
､
同
学
胤
で
は
､
大
学
脊
躯

学
部
及
び
短
期
大
学
曹
楽
村
の
オ
'(

ラ
朋
連
の
佼
燕
を
行
う
謙
燕
宝

･
レ

ソ
ス
ン
ル
ー
ム
を
備
え
L
)校
合
､
音

丸
ホ
ー
ル
市
を
姓
+q
L
､
平
成
六
年

e
3;
剛
性
の
予
誼

で
十
.

肝
炎
ホ
ー
ル
は
､
n
/
サ
ー
ー
ホ

ー
ル
と
し
て
の
機
能
と
円
本
で
初
め

て
の
本
格
的
オ
ペ
ラ
L<
群
鳩
と
し
て

の
機
能
l
兼
ね
備

え
た
多
様
能
ホ
ー

ル
で
す
｡

地
域
の
ク
ラ

ン
7
タ
甘
楽
愛
好
グ

ル
ー
プ
符
に
帆
放

さ
れ
る
千
小社
で
す

の
で
'
沖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
6
品
(

文
化
の
花
信
の
城

と

し
て
抑
印
さ
れ

･N
す
.

行
政
区
再
編
成
専
議
会
の

活
動
状
況
か
ら

市 ･公 団で
人 事 異 動
横浜市及LF住宅 ･仰TlJ転借公EZlで入

部炎動がありました.

推進tA関係IZLは次のとおりです｡

6月3日付

三者 旭

己

陸

地

所

産

東

光

迎

文

辞

韮

刺

巻

口

野

木

川

長

府

EE

河

背

石

神

〔横浜市】

手世北区長

企声E財政局

+企画調整仏堂i甥祁

Lf杵 L.1良

民生局混

練政局長

交通I.7J妓

校区理事兼北劫jL所戊

折市計画局

*計画指導部位 汗水

+肺7hJ計画中払出都政 庚韓[

宮浦 JLl也
斉藤 正勝

安久雄 也

中村 芳之
小野 燕郎

石Lu 力也

企倒財政局

暮企Lg調整ヨ言及

民生T岩だ頚部)i

払政局長政都政

I/ 公岨部寸も

下水jB局甘項部艮

' 姓放れ此

交通局

芯速鉄道吐TJt部戊

漕北区区政部Y{

(+Errは.機柵改称による)

【住宅 部Tf了較輔公団碓北開発局)

5月20日付

F朋 と局長 紫野 郡司
ぼ棟輔爪部妓 北愈 誠二
捻株補依部次1T< 小山内久地

平
成
六
咋
度
の
槽
北
区
及
び
繰
区

の
:It
SF
収
に
向
け
.
苑
件
的
な
朽
g
E

収
基
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
す
る
行
政
区
lI;
q
F収
稚
拙
合

が
､
凹
月
十
七
日
､
地
元
市
民
代
襲

十
E
l人
を
含
む
委
凸
二
十
七
人
で
発

足
し
ま
し
た
D

酢

一
厨
の
淋
場
合
で
は
､
食
良
に

一
杉
唐
山
横
浜
祁
大
枚
接
.
副
食
戊

に
上
野
O
梯
択
商
工
会
は
所
仝
孤
が

過
出
さ
れ
た
後
'
祁
攻
よ
り
冊
問
が

あ
り
ま
L
L
.｡
印
関
は
､
油
北

･
挫

両
区
に
ま
た
が
る
港
北
ニ
r]
-
タ
ウ

ン
地
域
を

1
行
政
区
と
し
､
同
地
域

を
除
く
轄
北
区
の
地
域
と
､
同
地
域

を
除
く
校
区
を
横
浜
扱
沿
線
地
域
と

肘
胤
排
前
線
的
換
地
城
に
分
け
､
そ

れ
ぞ
れ

一
行
政
区
と
す
る
凶
分
利
米

を
､
準

瓜丁的
な
考
え
と
し
て
い
ま
す
.

枚
い
て
.
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

が
確
捜
さ
れ
た
後
､
小
委
八
台
が
設

置
さ
れ
､
委
員
長
に
池
沢
判
明
横
浜

朽
土
地
Ⅷ
発
公
社
理
郡
長
が
超
出
さ

れ
ま
L
L
-｡

t･i
二
回
帯
紙
金
は

､五
月
三
十
日

に
洲
か
九
､
平
成
二
年
度
に
炎
施
し

L
J港
北

緑
雨
区
民
の
地
域
生
活
や

行
政
に
関
す
る
｢悪
態
粥
狂
/

両
区

の
特
性
､
並
び
に
'
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
域
の
形
成
状
況
等
に
関
す
る

｢地
域
状
況
調
査
J
.
政
令
指
定
都
市

に
お
け
る
行
政
区
の
現
状
を
比
較
し

L
J他
称
朽
文
態
符
拡
嘩
資
料
に
つ
い

て
､
報
告
が
あ
り
･M
し
た
｡
枚
い
て
､

代
休
的
な
市
村
成
案
そ
検
肘
し
て
い

-
に
あ
i
J
つ
て
の
牡
也
に
つ
い
て
は

論
rLJれ
.
今
後
､
さ
ら
に
詰
め
を
行

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
｡

第
三
回
怒
餓
金
は
､
六
月
十
二
日

に
州
催
さ
れ
､
碓
北
ニ
r]
-
タ
ウ
ン

地
域
や
そ
の
川
辺
の
非
情
を
じ
か
に

碓
か
め
,O
i
Jめ
､
現
地
調
光
が
行
わ

れ
ま
し
た
'

諏
沈
金
で
は
.
今
後
'
地
元
代
架

の
恋
兄
を
州
さ
な
が
ら
､
共
体
的
な

線
引
き
案
を
検
打
し
.
今
年
秋
に
は

中
糊
報
告
と
し
て
と
り
ま
と
め
､
公

栽
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡
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地
区
内
幹
線
道
路
及
び
区
画
道
路

上
る
･ハ
H

I
:日
日七
郎仙

惟
輔
公
川
か

ら
梢
trJ山
へ
他
い
内
過

払
の

部
の
竹=
糊
か
引
き
桃
が
れ
ま

し
た
.
人
･州
引
き
削
が
れ
る
抱
囲
は

<
川
の

と
お
り
で
､
=
L‖
此
れ
川
棟
､

1
久
抹
小
川
松

横

浜

-

麻
fL
椴

や
山
北
山
川
松
の
幹
線

皿
路
の
l.
却

近
位
約

0
0
0
=;
.
比
q;
血
路

(渉
行
者

中
川
退
路
を
含
む
)
延
滋

約

八

C
)C
)○
==
.
人
c
F
;約
一

1

C
)U
O
‥
;.で
す
｡

地
区
内
皿
路
の
引
き
継
ぎ
は
､
昭

利
Lハ
ー

年
か
ら
芙
施
さ
れ
て
き
て

お
り

A･
川
の
引
き
継
き
に
よ
り
地

区
内

血
路
全
延
長
三

二
二
､
0
0
0

=;
に
対
し
て
約
十
二
%
の
一
一.七

五

C)C)HIが横浜市に移許されまL

LJ｡港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
追
払

(節

税
道
路
､
区
内
退
路

少
行
者
神
川

血
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
血
路
)
は

i1
地
区
幽
盤
理
耶
束
の
一
環
と
し
て

住
宅

･
都
市
並
偏
公
団
で
施
工
し
､

管
理
し
て
お
り
ま
す
が

横
浜
市
に

引
き
払
が
れ
ま
す
と

今
ま
で
住
宅
･

郡
市
整
備
公
団
港
北
帆
発
馬
が
行

っ

て
い
た
血
路
の
維
持
補
佐
､
歩
退
切

り
下
け
､
占
用
許
可
等
の
血
路
管
理

薮
神
を

港
北
区

梯
区
そ
れ
ぞ
れ

の
行
政
炉
に
よ
っ
て
'
継
北
土
木
耶

穂
所
､
掠
土
木
雑
株
所
で
行

っ
こ
と

に
な
り
ま
す
｡

今樹の管理移管で
の
柿
教
は
'

初
め
て
住
民
の
方
々
の
生
活
に
監
祈

し
た
区
蜘
退
路
の

一
部
が
引
き
継
が

れ
た
こ
と
で
す
｡
今
後
も
こ
の
よ
う

に
幹
線
血
路
は
,･D
と
よ
り
､
区
蜘
血

路
に
つ
い
て
･,D
仰
次

移
管
が
進
め

ら
れ
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
和
英
の

進
捗
に
伴
い

械
浜
市
の
管
F
,割
合

･l
岬
え
て
い
-
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

■帖
北
土
木
和
親
所

港
北
区
太
は
町

l
八
｣ハ
九

℡
五
三

一
-
ヒ
三
六

一

JL
鎚
土
木
祈
稚
所

絞
区
川
和
,I-
九
1ハ
七

℡
九
三

】
-
二
四
二
七

鶴見川の治水対策で表彰

東芝昇降機サー ビス㈱
けやきが丘住宅管理組合
けやきが丘森林愛護会

会 す と に 減 部 tLL第
で 鶴 る に 保 少 急 JJl兄 二 港
は 見 こ な 水 は 取 の 川 地 北
､川 と りす な FTT)の 区 二

海 流 に る 両 部 水 支 の ユ
年 域 な 水 根 水 市 を 流 槻 l
五 捻 りせ tlEを 化 受 と を タ
71合 ま の を 没 に け し流 り
十 rtTす IELidr透 よ持 て JIL/

重 義 D藁 葺 差 潮 蔓

A
H
治
水
の
EB
L
と
定
め

各
縄
イ
ペ

ノ

ー
を
実
施
し
て
流
域
住
民
の
方
々

に
は
合
治
水
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
獅
る
･Li
う
努
め
て
い
ま
す
｡

本
年
五
日

一
〇
日
に
は

こ
の
総

合
治
水
に
只
献

L
L
J八
如ー
の
力
々
が

袈
彰
さ
れ
､
感
謝
状
の
贈
賢
,iG
が
川

崎
日
航
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
｡

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ノ
地
区
で
は

第
二
地
区
芽
ケ
崎
南
の
碓
芝
刈
降
積

サ
ー
ビ
ス
(樵
)
研
修
七

/
タ
ー
が

耐
水
朗
倒
施
設
娘
用
の
テ
ニ
ス
コ
1

-
を
設
け
､
日
常
良
好
な
維
持
管
理

に
舞
め
て
い
ま
す
｡
ま
た

荏
田
東

の
け
や
き
が
丘
住
宅
管
理
組
合
と
け

や
き
が
丘
森
林
愛
護
会
は

約

一
･

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
地
保
存
地
区
を

良
好
に
保
存
し
､大
雨
が
降

っ
て
l

雨
を
す
み
や

か
に
地
面
に
し
み
こ
ま

せ

雨
水
が
大
純
に
川
に
流
れ
こ
む

の
を
防
い
で
い
る
こ
と
で
､
協
議
会

･Li
り
蛮
彰
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
よ
う
に
水
智
を
肌
ぐ
努
力
は

各
家
庭
内
で
の
心
掛
け
も
大
切
な
こ

と
で
す
｡
た
と

え
少
施
で
も
多
-
の

家
が

l
度
に
水
を
流
せ
は
膨
大
な
先

に
な
り
ま
す
｡
雨
降
り
の
日
に
は
､

敷
地
内
に
降

っ
た
雨
水
は

出
来
る

限
り
敷
地
内
で
処
嘩
す
る
よ

っ
な
工

夫
､
ま
た
京
の
新
築

･
噌
改
築
時
に

は

粒
水
対
策
を
考

hJた
工
夫
な
ど

一
軒

t
軒
の
小
さ
な
協
力
が
結
合
治

水
に
は
必
要
で
す
｡

LJ

リ
_3
'.

印
恩

､fLi?,Ill.I.-.i;
l

中

川

中
学
校

コ

ミ
ュ
ニ

ティ･スクー
ル

小

･
中

7
校
の
地
域

槻枚

をさら

に
児
腰
さ
せ
､
地
域
の
方
々
の
咋
艦

学
習
や
地
域
晴
軌
な
ど
の
身
近
な
堀

と
し
て
Lii
広
く
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て
､
こ
の
ほ
と
中
川

中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ス
ク
ー

ル
と
し
て
の
丑
櫛

が
蛙
い
､
偶
放
さ

れ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
従
来
の
¥
按
槻
故
で
行
わ

れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
市
民
図

北
日
生
の
利
朋
も
と
に
加
え

Hr
a]

文
化

福
祉
な
ど
の
活
軸
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
､
市
内
全
中
学
校
区
に

を
平
成
十
二
年
度
ま
で
に
腰
備
し

よ

う
と
す
る
も
の
で
､
港
北
区
の
第

1

番
円
と
し
て
こ
の
中
川
中
学
校
が
偶

放
さ
れ
た
も
の
で
す
｡

評
約

･
申
し
込
み
は
運
営
委
凸
台

ま
で

℡
五
九

一
-
三

二
二
一

lL
場
所

港
北
区
大
棚
町
二
四
〇

中
川
中
学
校
二
階
部

分

■利用時間

九時1二十
l時

■
利
用
施
設

･
研
修
室

(大

小
)
二
重

･
和
室

(十
ilj
)
二
宴

･
市
民
図
和
室

涼
し
出
し
E3
は
水

･
日
和

の
み
八十

三
時
-
十
五
時
)

･
体
市
郎
､
校
堪

従
来
ど
お
り
]Tは
利
用

以
外
の
時
間
体
に
使
用
可

■
休
み

毎
週
金
晦
日

■
中
込
方
法

使
用
の

一
カ
月
前
よ

り
交
付

●
注
意
郷
項

･
駐
韓
城
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

･
飲
食
は
校
則
と
し
て
黙
止

∴
il利
を
目
的
と
し
た
も
の
や
､

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ス
タ
ー
-
ル
の

設
謎
目
的
に
反
す
る
場
合
に
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
｡

･
運
営
協
力
懲

利
用

一
回

l
室

に
つ
き
二
百
円
｡
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第
三
回

事
#
対
策
委
dt
会

平
成
三
年
五
月
二
十
七
日

公
団
か
ら
'
造
成
ス
ケ
リ
.1
-
ル

兄
正
し
に
上
る
.
新
造
収
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
及
び
こ
れ
に
非
づ
-
道
政
工
耶

の
平
成
三
年
度
計
画
か
碓
炎
さ
れ
.

了
泉
さ
れ
i
.I

斬
造
成
ス
ケ
ジ
rl
-
ル
は
捗
北
ニ

rt-
タ
ウ
ン
の
基
盤
繋
偏
の
fl
終
段

階
を
迎
え
て
､
タ
ウ
ン
セ

/
タ
ー
等

の
基
盤
の
見
直
し
も

含
め
､
む
全
情

勢
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

1
奴
宅
地
に
つ
い
て
は
.
す
で
に

八
十
%
が
完
了
し
て
い
る
が
､
残
り

の
二
十
%
に

つ
い
て
は
､

一
部
存
設

地
区
を
除
き
平
成
五
年
収
ま
で
に
伐

用
帆
始
を
it:う
と
と

J
に
､
セ
ン
タ

ー
地
区
､
計
画
姓
蚊
用
地
'
そ
の
他

に
つ
い
て
は
平
成
七
年
度
ま
で
に
仰

次
供
朋
開
始
し
て
行
-
計
画
と
な
っ

て
い
る
｡

第
三
回

生
活
対
策
委
Dt
会

平
成
三
年
五
月
二
十
九
日

公
団
よ
り
.
琳
桑
の

1
部
見
直
し

符
に
よ
る
斬
耶
燕
ス
ケ
シ
ェ
ー
ル
及

び
こ
れ
に
基
づ
-
皿
成
工
都

の
平
成

三
年既
朴
歯
に
つ
い
て
縫
糸
が
あ
っ

t
JJこれ

に
対
し
て
､
放

っ
て
い
る
二

十
%
の
-
奴
宅
地
に
つ
い
て
は
'
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
十
分
,t

だ
膿
を
す
る
こ
と
､
祈
造
成
ス
ケ
ジ

r]
-
ル
を
遅
滞
な
-
過
め
る
等
の
要

望
が
あ
っ
i
J｡

そ
の
他
､
交
通
危
険
箇
所
の
信
号

機
改
正
等
の
要
望
が
出
さ
れ
た
｡

第
三
回
Q
f
対
策
委
Å
会

･

暮
合
■
地
利
用
協
定
■
常

連
枯
協
■
舎
4
EE同
会
J

平
成
三
年
五
月
二
十
九
;

抜
放
L.=
北
部
点
政
那
梢
所
よ
り
､

斬
生
産
緑
地
制
度
に
つ
い
て
改
北
h=;

の
批
判
が
あ
っ
た
'
今
後
.
印
の
鵜

畔

･
椅
針
か
決
JM
り
L
L
J
い
農
協
を

と
お
し
て
､
よ
り
非
体
的
な
内
容
の

税
印
合
を
朋
惟
す
る
千
･:.r

次
に
公
団
よ
り
'
琳
兼
の
1
部
見

直
し
等
に
よ
る
新
卒
粟
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
及
び
こ
れ
に
姓
づ
く
造
成
工
恥
の

平
成
三
年
妓
刑
画
に
つ
い
て
碓
塞
が

あ
っ
i
J｡
こ
れ
に
対
し
.
税
制
改
止

に
関
連
し
て
彫
P
が
あ
る
良
案
に
対

す
る
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
の
姿
部
が

出
さ
れ
た
｡

群
二
十
五
回

交
通
同
母
委
<
金

甲
成
三
年
五
月
二
十
八
日

r
3
号
税
の
適
捗
状
況
J
の
中
で
'

大

熊

駅
の
駅
名
に
つ
い
て
.
現
在
再

検
肘
を
お
こ
な
っ
て
い
る
旨
鋭
明
が

ム

ー
ト
'.

次
に
r
ハ
ス
路
線
J
に
つ
い
て
は
､

SS)北

IT
rt
-
タ
ウ
ン
滋
養
所
の
桝
紋

が
六
月
下
旬
に
†
定
さ
れ
て
い
る
旨

粕
i;=
さ
れ
.
こ
れ
を
機
に
､
さ
ら
に

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
バ
ス
絡
松
を
光

炎
す

る
･Lt
う
要
於
が
あ
っ
た
.
税
い

て
､
r幹
拙
皿
絡
細
の
並
輔
状
況

｣

に

つ
い
て
は
､
九
千
や
山
野
ケ
叫
掛
の

並
備
促
遡
.
小
山
北
山
脚
線
の
交
袈

部
分
の
改
良
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
i
,｡r

4
号
株
)
に
つ
い
て
は
.
計
画

横
肘

飼
先
番
只
今
の
検
肘
枕
要
が
報

告
さ
れ
'
耶
美
保
井
性
を
始
め
と
す

る
托
鉢
鳩
を
解
決
し
､
;tL
刈
和
典
化

に
向
け
て
舛
力
す
る
よ
う
半
分
が
山

さ
れ
L
..

第
二
十
二
tE
[

土
地
利
用
特
別
垂
<
金

平
成
三
年
五
日
八
日

平
成
三
年
収
の
市
街
化
促
進
鞭
に

関
し
て
､
姓
A
u
住
宅
､
接
的
施
設
の

前
年
度
実
朗
と
今
後
の
計
絢
に
つ
い

て

公
団
よ
り
挽
明
が
あ

っ
た
｡

こ
の
中
で
､
大
学
.
7:州
校
の
補
数

に
つ

い
て
の
要
S
j'
さ
ら
に
は
II
r]

-
タ
ウ
ン
の
今
後
の
人
口
杏
硬
と
い

う
批
加
か
ら
.
地
合
住
宅
な
ど
将
米

針
樹
に
つ
い
て
捕
縄
な
け
ft
が
行
わ

れ
L
J'

第
十八
回

住
居表
示
検
Z
:委
入
会

平
成
三
年
凶
月
十
六
日

市
民
L'=
よ
り

糟
北
区

(牛
久
保

町
の

l
部

･
北
山
川
町
の

一
部

･
南

山
田
町
の

一
部
･牙
ケ
噂
町
の

一
部

勝
田
町
の

1
部

･
架
方
町
の

1
部

･

中
川
町
の
1
部
･氷
山
田
町
の
1
部
)
.

は
区

(川
和
町
の
1
部

･
池
辺
町
の

一
部

･
東
方
町
の
1
部
)
の
住
は
=来

示
に
つ
い
て
枚
川
が
あ
り
.
T
水
舌

れ
′
-●

似

f
(経
は
所
立
の
手
枕

さ
を
挽

tZ後
､
平
成
三
年
十

一
月
を
十
定
し

て
い
る
.

凡
そ
九
日

t
州
ず
つ
炎
施
し
ま
す
.

親
7

･
人
相
､
食
弧
関
係
､
不
軌

縄
な

ど
､
班
神
州
姐
で
お
悩
み
の
力

は
ご
利
川
-
L
Jさ
い
.
介
S
W
.が
榊

賊
に
応
じ
ま
す
.

詐
し
い
こ
と
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ

ー
ナ
ー
の
相
強
旭
当
ま
で
E

今
凶
は

､

-71行
政
サ

ー
ビ

ス

コ
ー
ナ
I
が
'i
d
か
ら
欲
目
に
か

け
て
取
り
払
ん
で
い
-
那
兼
に

つ
い
て
ご
Si
介
し
･M
す
.

大
き
-
分
け
て
二
つ
あ
り
ま

す
が
.
一
つ
は
特
別
棚
は
都
農
.

J
う

一
つ
は
見
･>
企
､
n
ン
サ

I
-
符
の
地
域
文
化
祁
炎
で
す
.

_

上

.
ド

l

節
TG
g
3十
阿

平
成
三
年
三
日
八
;

1
､
仮
偵
地
相
定
の
仙
此‖

二
百
二
十
三
伸
二
ハ
首
凶
十
幽
地
)

の
仮
横
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
i
J｡

二
､
仮
換
地
指
定
の
串
的
挽
明

e
]作

(九
画
地
)
の
収
換
地
指
定

に
つ
い
て
神
前
比
例
か
行
わ
れ
た
｡

≡
.
仮
検
地
指
定
の
印
ド

三
十
七
作

(白
六
十
絢
旭
)
の
仮

換
地
梢
従
に
つ
い
て
作
問

(那
七
十

二
回
)
が
行
わ
れ
､
櫛
寒
に
淋
紙
な

い
旨
芥
小
さ
れ
た
.

I;

<

T
s
T
T

･

市
有
三
十
回

平
成
三
年
三
月
六
日

一
'
仮
換
地
桁
定
の
托
間

平
成
二
年
度
末
仮
換
地
指
定
の
概

要
及
び
仮
検
地
指
定
千
■疋
地

(二
百

五
件
五
百
五
十
二
ej
地
)
に
つ
い
て

仮
検
地
棉
窪
の
作
問
八軒
六
十
三
回
)

が
行
わ
れ
.
仙
糸
に
炎
は
な
い
i口許

小

さ
れ
た
.

A"済

塩

温

風
弧
掛

七
月
か
ら､維北
二r]-タ
ウ
/

に
お
住
ま
い

の方
が

､加
近
な
と
こ

ろ
で
は
神
棚
輔
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
.

台
場
は
柿
茨
地
底
セ
ン
タ
-

(妹

尾
葛
が
谷
)
と
小
川
鞘
地
区
セ
ン
タ

ー

(維
北
区

中
川
二
T
H
V
で
.
千

け

て
の
祁
実
企
州
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
.

ま
す
は
､
Ⅹ
休
み
企
相
と
し
て
'

①
搬
･i･兇
･>
公

人小
′r
生
以
上
)
.

②
守
れ
ふ
る
さ
と

村
での上
粒
づ
-

り
(小
川下
生
と
そ
の
親
対
汲
)'
③
鉄

泣
映
画
会
.
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
.
2
回
目
の
親
子
見
学
会
は
､
様

々
な
角
倭
か
ら
.
ふ
な
と
街
n
コ
ハ

マ
を
存
分
に
体
検
す
る
コ
ー
ス
を
設

定
し
･N
L
i
J.
ま
た
､
寺

蘇
ふ
る
さ

と
村
で
は
､
火
打
に
土
姓
を
作
り
な

が
ら
､
港
北

lt
rt
-
タ
ウ

/
の
小
の

遺
跡
に
共
味
を
柿

っ
L
Jり
､
親
十
の

女
流
を
は
か
っ
た
り
し
て
搬
し
ん
で

い
i
JL
Jけ
る
こ
と
で
し
ょ
う
｡

1
万
'

映
蜘
金
で
は
､
鉄
皿
フ
ア
ン
必
見
の

.山 崎 公 園

廿
な
つ
か
し
い
s
L
映
軸
を
上
映
し

ま
す
の
で
､
ご
一水
族
で
お
補
い
で
お

山
か
け
く
だ
さ
い
.
い
ず
れ
J
､
ヒ

M

l
E
か
ら
受
付
け
州
姉
で
す
.

ま
i
J.

]
奴
の
方
々
を
刈
奴
に
'

水
皿
施
設
見
学
会

(既
に
.
申
込
み

は
櫛
め
馴
り
)
.歴
史
講
座

サ
ロ
/

コ
/
サ
ー
ー
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
.
見
…芸

は
七
月
十
七
日
に
実
施
､

水
皿
記
念
館
と
三
保
ダ
ム
を
軌
れ
ま

す
｡
糖
史
汁
鯉
と
コ
ン
サ
ー
ト
は
九

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
.
好
評
L
J
つ

L
J刷
Ei.の

r中
性
佃
力
れ
亡
祉
)
の

eE
紬
と
粥
に
小
机
娘
祉

F
'
の
火
鉢
を

パ
ス
で
巡
り
ま
す
.
サ
ロ
/
コ
/
サ

A
-
は
､
親
し
み
の
柿
て
る
ク
ラ

ン

ツ
タ
の
新
州
を
.
ゆ
っ
た
り
と
お
難

し
ふ
い
L
JL
Jけ
る
企
画
を
検
村
中
で

す
｡
ど
ち
ら
i
.
受
付
け
桝
姉
は
八

月
で
す
.

夏
か
ら
秋
に
か
け
て

様
々
な
イ

ベ
ン
-
が
目
白
押
し
で
す
｡

広
報
よ
こ
は
ま
､
ポ
ス
タ
ー

ち

ら
し
.
回
覧
市
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご

中
仙
く
L
Jさ
い
｡

な
お
､
お
問
い
合
わ
せ
は
'
咋
北

こ
.t
-
タ
ウ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
n
I

ナ

ー

℡
九
州
こ
-
ヒ
三
ヒ
六

九
二

九
二
ま
で
｡

自
治
会
･町
内
会

設
立
の
動
き

山
崎
公
凪
は

港
北
ガ
ー
ア

/
ヒ
ル
ズ
の
牌

に
あ
り
.水
を
テ
ー
マ
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
｡

プ
ー
ル
､
円
形
の
多
田
的
広
場
.
逝
災
広
場
が

B
.備
さ
れ
て
い
ま
す
.
プ
ー
ル
に
は

2
-

E

プ
ー
ル
と
幼
児
川
の
二
つ
が
あ
り
､
紬

の
岨
全

が
管
用
,を
行

っ
て
い
ま
す
.
丈
休
み
州
川
中
､

皆
様

のご
利
川
を
お
e2
ち
し
て
い
ま
す
.

驚 喜策 i墓室

北犯 人 8 午 JiJ誌 ';J 営 9 区 鳩

1 ル l供 ElOTTrl帖 日 時 2 川

詰 詰 蓋 提円 君 主 同 上 ㌣

5 8 で 後 1 1

住
民
の
自
主
的
組
織
で
あ
る
自
治

会

･
町
内
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
や
地
域
の
身
近
な
報
閃
蛸
の
解
決

に
大
き
な
役
別
を
果
た
し
て
い
ま
す
｡

こ
こ
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
恥

合
性
等
が
多
飲
あ
り
.
今
後
も
建
設

さ
れ
て
い
く
†
･疋
で
す
が
､
す
で
に

臼
的
金
か
組
撒
き
九
､
滴
軌
を
し
て

い
る
地
域
J
少
な
か
ら
す
あ
り
ま
す
.

仇
並
で
は
'
ガ
ヶ
哨
術
四
丁
目
の

稚
北
ガ
ー
デ

ン
ホ
ー
ム
ズ
‖
冶
金

l百
三
十
五
世
祁
)
が
こ
の
1
E
に

稚
足
し
.
つ
い
で
五
月
に
中
川
こ
T

EZn
の
サ
ン
ー
ウ
ー
ル
中
川
分
稚
住
宅

自
治
会

八二
百
八
十
世
借
)
が
発
足

E

軒

且

二

日
二
十

一
目

性
介
祁
肋
役

二
;
二
十
六
日

茨
城
舶
企
幽
部

三
月
十
二
日

括
城
市
企
画
部
長

三
月
十
八
甘

大
阪
貯

補
機
i=
抑
iE
並
端
部

三
月
十
九
日

rL,北
は

新
円
田

並

4

3
町
3
:令

Ti
H
二
十
八
口

鵬
路
市
郎
和
泊
傭
局
研
げ

六
月
十
二
日

行
政
区
粥
T:&
成
育
鵠
合

-t
他
FF
<-､壷

_

_

卜

.=
F
._｣





平成3年10月号 他105

土
地
区
画
整
理
事
業

新
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(要
旨
)

今
川拙
宅
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュー
ルで
は
､地
3534;
の宅
地
を
一触
t地
七
/チ
-
別
納
姐
設
川
地
そ

の

他

の

四
価
に
分
析
し

そ
れ

ぞ

れ
の
持
株
を
考
慮
し
て
､
供
川
仙
始
峠
別
を
斗
櫨
別
に
か
し
て
い
ま
す
｡

.
般
宅
地
は
､
平
成
二
勺
艦
内
に
令
体
の
約
八
T
%
ま
で
伐
用
例
蛤
L

e
t
る

十
%
に
つ
い
て
も
､
平
淡

hハ
年
度
ま
で
に
脈
次
供
川
開
始
す
る
r

止
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
(新
一
.地
位
は
平
成
九
年
舷
ま
で
)

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
は
､
.==
漣
鉄
芯

3
号
練
の
例
文
特
別
(平
攻
五
年
度
半
期
)
や
分
区
帖
桝
(平
成
六
年
度
)
杏

日
原
に

そ
れ
ぞ
れ
に
支
時
の
も
い
よ
う
に
整
備
を
進
め
､
平
成
七
年
度
に
は
腰
偏
を

元
/
す
る
子
宝
で
す
｡

敬

川
七
ノ
タ
I
は

慨
に
供
EE
閲
的
と
な

っ
て
い
る
小
川
獣

刑
七

/
タ
-

平
収
一
句
度
内
に
既
納
別
紙
と

な
る
川
和
駅
前
セ

/
タ
ー
を
除
き

大
地
新
約
セ
ン
タ
ー
は
LT
収
pq
年
度
末
､
北
山

〓
駅前
七

/
タ
ー
は
平
成

七
年
度
末
ま
で
に
帆
次
快
川
州
姉
と
t:t
る
ィ
.屯
で
す
｡

ま
た
､
近
隣
七

/
タ
ー

附
帯;
姐
設
川
地
に
つ
い
て
は

朋
EIJ
の

一
触
.七
地
に
合
わ
せ
て
紫
揃
を
行

い
､
そ

の
他
､
幹
線
並
路
に
つ
い
て
i
鮭
偏
を
促
進
す
る
と
と
も
に
.
学
校
用
地
等
に
つ
い
て
J
､
悶
辺
の

般
宅
地

の
瀬
端
状
況
に
合
わ
せ
て
峨
次
B
l備
し
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡

(･･J
)
獣
･刑
セ
ン
タ
ー
の
駅
名
は
仮
称
で
攻
記
し
ま
し
た
｡

の
群
揃
を
先
行
き
せ
た
い
｡

川
崎
方
面
の
皿
路
と
し
て
は
､
九

十
中
山
芽

γ
崎
拙

(
H
T
q
元
石
川

紘
-
川
崎
蝿
)
を

ま
ず
態
搬
し

た

い
｡

E
i=‖･7
様
の
設
芯
に
つ
い
て
は
､
公

何
と
･J
ど
･･D
舶
腎
と
協
議
し
た
い
｡

火
名
紬
イ

/
タ
1
の
妙
桐
に
つ
い

て
は
.

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
別
働

血
路
が
完
成
す
れ
は
川
越
は
な
い

と
巧

TJ
て
い
る
｡
な
お
周
辺
退
路

に
つ
い
て
は
(
･
絞
検
討
し
た
い
D

rlT

お経滞聴解廓細部や 銘 潜 88銘 緒 器 米 や 健の* 端 厳 鉾 ♯ 藤 錦 無 常♯屠蘇88辞鈴鹿 乎 小 感 笹 鴻

開

)回 合 同 協 議 会

質
疑
応
答
要
旨

(抜
粋
)

l
交
通
体
系
の
整
儀

.

横
浜
4
号
線
関
連

●
半
間

械
%
.4
日㌧純
の
ヨーi
菜
化
見
地
し

◆
答
弁

梢
浜

4
日L.･扱
引
相
模
汁
;調
教
要
目;

全
か
ら

和
製

収
支
の
検
討
に
関

並

し

て
､
様

々
も
桂
t
:
を
瞬
い
た
｡
人
1

校
は
､
こ
の
･=
を
1k
m
め
て
行
き
､
rT

朋
に
ホ
F
qA
体
を
絹
立
さ
せ
た
い
｡

パ

ス

路
線

関

連

●
質
問

･
二
〇
二
系
統
の
強
化

･
綱

L:7-
過
小
坂
下
を
ま
わ
る
線
の

北
山
日
ま
で
の
延
伸

･
北
山
川
パ
ス
折
り
返
し
所
の
伽
移

指
先
に
l
バ
ス
停
を

･
奴
料
バ
ス
を

一
部
iE
域
外
で
も
利

用

可
能
に

◆
答
弁

･
棚
状
で
は
､
.二
〇
二
系
統
は
苅
顎

に
見
合

っ
て
い
る
と
う

え
て
い
る
.

･
路
線
の
延
i
=

伴
別
所
の
設
置
に

つ
い
て
は

火
(.･Jと
付
紙
L
L
J
い
.

･
加
科
バ
ス
に
つ
い
て
は
'
個
々
の

路
税
に
例
外
f
E･芯
を
設
け

虻
臆
し

て
=
･(･.

道

路

関

連

●
半
間

･
横
沢
Jj
疎
生
掛
の
整
備
計
画

･
川
崎
方
術

へ
の
血
路
笠
櫛
引
iej

･
幹
扱
広
路
の
倍
‖ゾ
機
設
{)

･
架
も
練
イ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
う
渋

滞
に
つ
い
て

◆
答
弁

･
横
浜
-
柵
咋
松
に
つ
い
て
は
､
税

泊
で

は
佐
江
戸
の
交
差
部
の
改

山
を
や
る
了
立
だ
が
､
計
E;5
血
路

る
が
､
柿
米
は
秋
明
に
も
る
｡

人
口
仏
神
が
.ト
刺
さ
れ
る
地
域

は
､
町
生
大
日

の
特
例
苅
叶
で
柄

院
姐
詮
が
許
可
と
な
る

こ
と
･D
あ

る
の
で
､
附
帯
と
協
消
し
て
畷
偏

の
時
桝
を
舐
め
た
い
.

平
成
一化
年
度
に
Lt=
政
サ
ー
ビ
ス
を

榊
始
し
た
が

地
城
山
民
の
所
管

が
住
所
に
よ
り
分
か
れ
て
お
り
､

フ
ァ
ン
タ
ス
で
対
応
し
て
い
る
が

岬
;3
が
か
か
っ
て
い
る
｡
慨
立
了

升
の
中
で
7
7
ソ
ク
ス
を
糊
や
す

等

時
糊
の
板
紙

に
芳
め

る｡
A
I

級
引
き
綻
き
個
人
対
応
茶
托
に
つ

い
て
､
花
井
処
確
を
使

い
虚
根
が

ど
う
拡
充
す
る
か
検
柑
す
る
｡

農

業

専

用

地

区

tE

連

公
共
､
公
益
施
世

の

整

備

●

E<間

･
公
Eg
内
の
ー
イ
レ
設
芯

･
桔
食
･3
:院
柴
偏
に
つ
い
て
の
検
討

状
況

･
.t=
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

◆
答
弁

･
あ
る
用
度
の
公
間
加
悦
が
な
い
と

-
イ
レ
の
設
芯
は
む
ず
か
し
い
｡

地
元
で
も
拭
否
両
論
が
あ
る
が

ぷ
肘
も
肝
和
と
い
う
こ
と
で
検
討

し
LJい
l

･
来
年
三
日
の
料
供
瀕
計
画
の
見
7gL

L
に
向
け
て
､
今
後
作
灘
が
締
ま

●

Et間

･
池
辺
長
英
IT
川
地
坪
の
退
路
移
管

の
手
枕
き

･
点
茶
印
EE
地
区
の
の
り
両
保
渦
の

イ
U
i
=
r=

◆
答
弁

･
池
辺
地
区
に
つ
い
て
は
.
四

十
三
･

五

ヘ
ク
タ
ー
ル
小
十
九

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
皿
水
路
移
狩
の
た
め
の
確
定

洲
〃瓜
を
*
年
度
別
IZ
し
て
い
る
.

必
要
な
･D
の
ほ
地
元
と
協
流
し
干

E*
郡
上
を
検
附
し
た
い
Q

土

地

区

野

生

理
事

#

tE

連

･■
･_･1
4'r

増
九
･･は
ほ

ほ
ほ

T
J
H

n

●

質
問

･
郁
航
難
航
物
件
の
川
辺
で
工
恥
が

で
き
な

い
粁
所
の
横
地
予
定
名
の

代
懲
旭
希
望
に
つ
い
て

･
エ
都
の
検
充
発
現
を
迅
速
に

◆
答
弁

･
痴
5
,.満
が
い
て
､
土
地
区
画
整
理

帯
紙
合
の
了
承
を
糾
ら
九
九
は
可

随
も
拒
棚
で
代
作
地
を
探
す
｡

･
税
在
J
封
力
し
て
い
る
が
､
LS
i
に

努
力
し
た
い
｡

1
.
r

e

!

●

貰
間

･
人
口
別
画
の
見
吐
L
を

･
分
区
の
エ
-
ア
に
つ
い
て

･
新
牲
産
松
地
制
度
に
つ
い
て

･
c
A
T
i
の
工
船即
仁
へ施
ば
ー域

≡
盈
-
習
曹
診
匿
◎
還
る

由
魚
篭
観
察

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
然
教
室
開
催

夏
休
み中
の八
日
十
七
日
STγ

暗
中
学
校
区
の
tL
快
速
が
参
加
し
て

校
合
南
に
広
が

る
公
脚
の
4
拘
榊
保

讃
区
で
､
港
北

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
自
然

教
室
が
糊
催
さ
れ
ま
し
た
｡

郡
六
11日
を
迎
え
i
J今
年
の
白
紙
教

室
は
､
ガ

ナ
崎
小

十
校
の
協
力
を
悶

て

lq
卜
人
を
超

え
る
参
加
名
が
あ

り

好
投
は
立
ち
入
り
郡
山
で
静
か

な
こ
の
区
域
に
､
時
折
了
快
速
の
喚

TL
が
あ
が
る
統
範
に
捕
ち
た
自
然
観

群
が
展
仰~
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
救
軍
は
､
柵
浜
j=
が
港
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ

/
地
区
の
別
科
系
教
師
を

中

心
と
す
る
白
状
環
鳩
保
全
研
究
会

の
協
力
に
よ
り
J
祐
文
例
い
て
い
る

も
の
で
､
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
別
噺

に
･Lt
っ
て
快
食
さ
れ
た
緑
地
の
イ
メ

ー
ジ
7

7
ブ
と
､
練
地
油
川
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
閑
雅
を
円
的
と
し
て
い
る
･･U

の
で
す
｡

批
抗
小
地
と
な

っ
た
生
物
付
保
摺
区

は
､
唯

1
e
(
さ
れ
た
滑
池
を
中
心
に

雑
木
林
の

山
が
残
る
区
域
で
､
ふ
る

さ
と
の
生
物
を
そ
の
ま
ま
機

(す
み

か
)
ご
と保
全
し
了
供
た
ち
の自然

批
察
串
に
役
立
て

t
=)
い
と
し
て

税

収
煎
備
中
で
す
｡

こ
の
よ
う
な
､

ふ
る
さ
と
の
自
i
.

を
休

会
Iし
て
い
く
に
は
.
ル
ー
ル
が

必
紫
で
あ
る
と
し
､
参
加
月

に
も
､

仙
つ
り
や
遊
び

に
こ
の
区
域

へ
甘
ち

人
ら
な
い
で
ほ
し
い
と

協
力
を
求

め
ま
し
た
｡

｢
カ
ウ
二
ナ
と
サ

カマキ刀イの温いを

手
に
と
っ

て好かめてあました.し

T感
夢
の
.絹
'つ
く
り
セ
三
ナ
I

ー

開
催
の
お
知
ら
せ

ヨ
コ
ハ
マ
都
市
ア
サ
イ

/フォーラム実行委‖全と日本蛙消印

阿
礼
で
は

1
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
J
を
諾
晋
テ
ー

マ
と
し
た

｢横
浜
の

析
づ
-
リ
セ
ミ
ナ
ー
｣
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
｡

【
‖

叫
)

平
成
一二
年
1

1
月
八
日

入金
)

牛
後

l
時

-
午
綬
凶
時

E梯

所
】

新
横
浜
同
作
ホ
テ
ル

繭
hL｡
2
F

｢仰
校
の
糊
｣

捕
渋
柿
港
北
区
斯
様
tzS
三
-
十

一
-
八

【内

至
t
謙
揃

｢国
際
化
と
郁
iE
｣

多
輝
夫
.千
教
授

望
月

限
彦
氏

夢

･
ハJ
紺

霊

了

"

信

は
罷

と
コ
…

ユL.Th
L
T
:

L

L
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=3 ヨ 金 主

.
､一
Ll

･
横
浜
･1
日イ
投
の
一別
一∫
.-
山
肌を
す
る

I
で

l人目糾
岨は爪.a.1
地

利
川
の

あ

り
力
と
い
っ
L
J悦
･=.か

ら
J
偵
付
し
た
い
.

It
rI
I
タ
ウ

/
地
場
の
糾
し
い
行

政
区

を
ど
う
ク

エ
る
の
か
は
S
i=
柵

五
十
九
年
の
答
叫
を
抑
ま
え
て

こ
れ
か
ら
化
ハ体
的
怒
浦
が
軌
ま
る
｡

B
i稚
拙
他
姓
の
改
rl
に
㈹
す
る
政

竹
や

･
仙
退
か
川

から
t
=
さ
れ
る

r
従
で

､
X
LI;
蝦
用
地
35:の
伽
拙

い
に
つ
い
て
l
姐
漣
が

あ
る
と
仰

い
で
い
る
｡
爪
と
測
地
し
､
で
き

る
だ
け
Ei･
L
-
良
家
の
竹
様
に
桁

祇

基
準
等
を
示
し
た
い
｡

今
年
度
は

北
山
m
の
先
行
道
政

也
.
熊
山
m
称
[
実
地
切
符
で
概

に
供
川
ー-1
的
し
て
い
る
舵
機
に
つ

い
て
エ
耶
を
淡
施
す
る
｡

≪別表> 港北ニュータウン関連事業の事業計画(抜粋)

】敵組の析u制 ヒエユ丁タウ

①′<iL鈷Ik等7_J<スntGlのtl帳⑤軒二'1:浜の析インター+エ;~i,の吐紋 を&やる: 1ー■_9L巾5弗投の現場TT収を並のる
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H_叫連ノ-カ-のLP._Q:li_ ,MAitr4-71

I

区)-1､4-3.1てそれぞLL並汰に丑編､拡尤施奴 価.仙のみ -hl.伯をffう.収n片を1rう,してtF(.

帝を粥稚L､

J.七ンタ-の先付②駅帆 近Fq七~ンタ-の頓脹

F汗に.tl いてはするit

止し.七､東山EF).

r膳
北
ニ

ュー
タウ
ン
の
川
貯
化
と
n
…
ユ
一T
T
ィ
イ
-
リ
し

(
ハ
ネ
リ
ス
-
)

-
イ
ソ
√
㈲

ラ
イ

ノ
ハ
ル
ー

ア
イ

/
1-iJ
ル
州
が
;X

イ
ー
Tt
ー
?
/

n
b
･.
′
ク

マ
ー
ク

P

マ
ー
ナ
ー
氏

横
浜
阿
際
交
流
ラ
ウ

/
ジ

小
山

雑
I
人
令
rhI
:叔
ほ

熊
川

横
浜
L;
仰
山
.･山
川
局
八

小
河

八
千
代
氏

欠
次
郎
氏

E
3

比

(
コ
ー
チ
ィ
･*
-
タ
I
V

L[
rl
-
ス
キ
ー

ス
タ
ー

小
池

ユ
リ
/
氏

㊤
小
し
込
み
は

ハ
ガ
キ

又
は
碓
砧
で
日
本
提
<
=_
新
例
利
横
浜
支
朴
ま
で

鬼
瀬
i
に
しハ
門
人
を

m
n

(入
場
無
料
)

〒

.

川
脈
山
中
川
本
E=

-
T

t
)

○

-

Lq
l<

･. 一㌔二 . 回

L主なイベント l
☆ステー三ノ イヘント

☆三二 ･ステーミノ

☆/1ヴ-ル

☆怪獣トロッコ

☆園馨大会

☆フウフワラント

≡妄喜ヨヒコ- 朋79.20日☆.1フつトトフフコーナー

☆ウオ-ウラリー 吐)脚
☆フリーマーケット

主催

港北ニュータウン

a=つり実行委民会

℡943-4347

☆企芙PRコーナー

☆中看垂フエフフ

今日QEBQ』冒陳電!!
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.[･.

舶

加

炭

L

.

椎

だ

代
表
垂
■
会
及
び

E
l地
区
正
ii
会
長
会
ZB

平
収
三
年
七
;
三
n

那
旧
･｢
回
4
日
川
協
!九
台
の
逆
位
に

つ
い
て
仏
紙
が
LII
わ
れ
.
恥
乗
組
明

の
冊
源
化
の
野
党
か
山
さ
れ
た
'

rそ
の
他
J
と
し
て
､
凹
地
区
立

梢
の
批
送
迎
金
に
つ
い
て
､
畑
東
が

あ
っ
i
J.

会

9
線

よ

-

.

書

だ

第
一地区

那百四十1回

平成三年五月三十日

1
.
仮
換
地
指
定
の
繊
悠

三
百
五
十
什

(七
百
六
画
地
)
の

仮
検
地
指

定
に
つ
=
て
糾
浩
が
ノーr
わ

れ
た
｡

二
､
小
香
山
公
の
轍
什u

凶
日
二
I
H
㈹
伸
の
那
二
回
小
番

目
公
の
捕
小
成
瀕
及
び
班
山
川
指
凝

然
愉

(そ
の

)
の
現
地
個
別
況
明

の
応
刈
状
況
に
つ
い
て
剛
爪=
が
行
わ

れ
L
JJ｡

】
一

性
根
地
の
兜
把
に
つ
い
て

ET
利
払
策
繋
盟
に
･Lt
る
仮
横
地
実

だ
､
退
収
刑
桝
の
兜
tE
に
伴
う
仮
換

地
兜
E
L符
に
つ
い
て
税
明
が
行
わ
れ

L
I'凶

､仮
換
地
析
従
の
印
附

四
作

(十
.
1LSS
旭
)
の
仮
換
地
梢

塩
に
つ
い
て
縮
刷

(那
ヒ
十
三
H
V

が
行
わ
れ
､
原
糸
に
舛
三九
な
い
R
it:

申
さ
れ
i
J｡

五

榊
価
ーl
適
作
の
作
問

削
梢
映
地
力
は
棟
局
惟
北
川-1
戯
所

瓜
武
休
止
の

桝
価
ハ
帥
作
に
伴
い
､

線
化
の
Ei:柵
比
桶
仏
独
証
氏
に
つ
い

て
評
価
ハ
遵
t
j
の
印
川
が
行
わ
れ
.

称
基
に
榊
t
3す
る
93
it:小
き
れ
た
｡

軒
市
川
十
二
回平成三年七日十

九
日

1仮換地指定
の
抑
止
=

.

十
凶
作

(百

1卜

'畑
地
Y
の

仮

換

地
指

止
に
つ
い
て
軸
柴
が
′け
わ

;
ト
､.

第

二

地
区

郡
山
l]卜
lM

平
成

tl牛
.6
日
].
-

‖

一
､
評
価
爪
適
作
の
姉
川

･刑
横
浜
他
方
法
摺
り
川
棚
tI
脳
仲

戊
揃
叫
桁
久
比
の
㌦
佃
;ー
神
化
に
ー

い

後
作
の
川
仲
兄
触

媒
光
代
に
つ

い
て
㌦
佃
;
過
作
の
浦
川
が
行
わ
れ
t

tB
W翁

に
m
t
Jす
る
旨
#
=申
さ
れ
1
J｡

l
I.
性
根
地
相
･止
の
郎
舶
脱
g
=

前
作

(卜
Tj
内
地
一
の
仮
換
地
梢

立
に
つ
い
て
小
机
淡
i
=が
行
わ
れ
た
.

rT
打
一
卜

1川

や
収

..-
ヒ
H
ニ
ー

二
日

二

仮
横
地
梢
滋
の
浦
川

L
作

(
一-
帥
他
)
の
仮
換
地
梢

･.止
に
つ
い
て
招
問

(那
･ハ
ト
円
阿
)

か
.ILI
わ
れ
､
伯
東
に
Mg
は
t.t
い
i);
&'=

申
さ
れ
i
J4

1.
性
根
地
相
-止
の
郎

肌
掬
明

し
作

(

-
Ld
･;_
地
)
の
伽
検
地

肺

止
に
つ
い
て
や
･刑
比
例
が
行
わ
れ

た
｡｢

=T
ナ
叫
近
硝
セ
ン
タ
ー
の
換
地

凋
髭

に
つ
い
て

ガ

ヶ
叫
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
缶
内
凋

i
;
拭

氷
の
枚
穿
報
什‖

棟
地
変
lS
L方

針
'
(
･後
の
進
め
方
に
つ
い
て
挽
明

が
行
わ
れ
L
J.

タ

ウ

ン

セ
ン
タ
ー

E
発
推
遭
協
t
会

合
同
部
会
E
惰

帆

稚
拙
過
協
は
合
で
は
､
心
力的

乙
附
づ
-
リ
を
阿
る
た
め
.
タ

ウ
ン

セ
ン
タ
ー
地
代
の
仙
椎
に
あ
L
J
つ
て

の
､
‖
ハ作
的
な
ル
ー
ル
長

山
す
る

｢州
舛
ル
ー
ル
珊
公
J
と
.
…
地
暖

に
お
け
る
小
児
化
仙
地
=
13=
を
模
打

す
る

r小
農
化
促
進
部
仝
｣
を
止
粧

し
ま
し
た
.

こ

れ
ら
の
郭
公
は
.
加
約
に
･定
め

る

協
捕
小
判
の
検
打
を
あ
ら
か
じ
め

け
い
.
仏
純
金
で
の
正
兇
湘
抄
を
.

川
桁
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

収
け
ら
れ
た
J
の
で
､
そ
れ
ぞ
れ

那
一
地
は
.<
も

tEE
.他
ti
L
･<K
の

朋
卜

竹
の
部
台
目
で
捕
唆
さ
れ
て

い
ま
す
｡

那

回
の
部
公
は
.
両
部
会
に
よ

る
入
日
川
部
公
と
し
て
'
九
日
.二
日
に

㈹
催
さ
れ
'
外
部
全
.･qv
の
遠
山
と
J

A
･接
の
泊
仙
r
衣
な
と
の
検
討
が
k
:

わ
れ

脚
光

ル
ー
ル
部
食
止
に
は
.

電柱等位置図閲覧の
あ知らせ

公川施行地l刈JlのiGHITP設muJ'針につきましては.P.'柵57
Lト31J'･](恥62)においてその粍Arを竹掛 ここ説HJlしましたが

乍触､ r例のL*).JH=ついてLu性等のGE芯別ができあがりまL
たので､)っ如らせ します.

I..お､l比胤 でご故比がなければ､原基とお りのは芯で施工

いf=します｡
〔L川乾 ｢llI.や】

竹及 31FLIJJ13日(水)-18u(1日

10叩-】6昨 日二P払 E川Aiとい汚川求です)

【仙買切所)

は1i･耶If)t.t輔公川 越北側脚 こ'J 軒 7公議至
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日本.tiL.i屯;T.株式仝寸上 伸朱川支社

℡045 3]9--9061
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ru
江
森
治
氏
､
御
題
化
促
進
部
仝
T･B

に
は
.
m
丸
政
治
氏
が
遜
?.
き
れ
よ

し
ー
ー●

ま
i
J.
今
後
の
紙
軌
ー
定
に
つ
い

て

は
.
仙
椎
州
過
仏
紙

全
の
祁
棟
局

で
あ
る
㈱
港
北
肺
ホ
珊
沌
七

/
タ
1

上
り
挽
叫
が
な
さ
れ
.
次
阿
l
引
き

絞
き
両
部
公
介
川
で
州
仙
し
､
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
堪
本
別
州
に
兆
づ
-
全

件
の
仙
椎
刺
的
と
､
渦
糸

S
(横
地

は
P
の
仰
縄
=
--;
と
し
で
'
弛
み
㈹

芯
や
施
設
柵
収
イ
ノ
ー
ソ
F
T
鳥

肘

し

そ
の
後

れ
郭
公
ご
と
に
‖
ハ体

的
な
打
-1
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い

q
+
.タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー

(
遍
地
区
研
究
会

■

儀

(i那
ト
ヒ
川
)

平
収
三
伽
T
Lハ
‖
ニ
ト
八
日

じ
地
所
和
名
の
七
ノ
タ
-
側
迎
地

区

へ
の
正
装
羽
東
を
､
郵
送
ア
ン
ケ

I
-
に
よ
り
.け
う
こ
と
が
柁
炎
さ
れ
､

L
H
h
‖
-

-
h
‖
!.I･J
g
r
Jn

る
こ
と
に
な
っ
た
｡

{軒
十
八
回
)

平
成
三
年
八
円
i
lハ
日

は
じ
め
に

ア

ノ
ケ
-
ー
調
査
の

結
果
が
報
告
さ
れ
た
｡

そ
の
あ
と
.
土
地
所
有
省
全
il
に

対
し
て
､
九
;
八
日
､
九
円
の
二
日

間

鋭
明
全
を
行
い
､
ア

/
ケ
1
-

結
果
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
i
J｡

構

嚢

･

紐

工

式

･
上
な
祝
韓

6

･
24

本
LE
Lは
朽
迎
締
皿
西
側

地
区
推
進
他
組
合

6

･
26

同
際
協
力
耶
荘
川
肝
は

生

6

･
27

村
域
印

し
他
州
柁
公
判

7
･
川

側
桁
泌
iE
地

域

頓
備
研

究
合

邦
政
¶
側
火
都
政
-1

7
･
24

小
松
i;
小
は
榔

8
･
27

郵
政
S
=

如
浦
の
幡
北
I(
rl
-
タ
ウ

ノ
ふ
れ

あ
い
つ
ン
サ
ー
-
が
､
は
や
荊
I
H

H
を
迎
え
る
こ
と
と
ち
り
ま
L
L
l｡

ま
た
､
析
i
Jに

人
f
･配
合
別
の
だ

仙
郎
展
l
始
ま
り
ま

す
の
で
.
お
知

ら
せ
し
ま
す
｡

∵

J
L.''ll
.
I::閂

.

広
<J'L=
衣
川
北
枕
紋
所

非
人
日
日
宅

rfElj化
7
ァ

･･1-
ル
ハ
イ
ツ
J

フ
ル
ー
-
.
ヴ
ィ
オ
ラ
'
ハ
ー
ブ

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ー
.

【‖
岬
】

日
月
2
日
(土
)

牛
接
3
時
I

L

(qS
)

㈹
図
研
ホ
ー

ル

(j
f区
荏
川
平

2
-
25
-
1
)

【i
･=
肋
石
】

立
川
舟
朋

(
フ
ル
ー
ト
)

中
山
方
夫

(ヴ
ィ
オ
ラ
)

山
崎
軸
介

入
ハ

ー

プ
)

【州
‖
】

ド
ビ

ユ

y
/
I

フ
ル
-
･1
1

ヴ
ィ
オ
ラ
､
ハ
ー

プ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ

ビ
ゼ
ー

ア
ル
ル
の
女
よ
り
ノ
ヌ
エ
′
ト

ほ
か

E
対

象
】

稚

北

区

･
抜
区
在
住
で
小
学
校

四
年
生
以
i
1

2
0
0
人

【申
,i)
ふ
】

花
詣
で
一
度
に
2
人
ま
で

℡
九
凹
二
-
七

lヒ
六

8

29

兆
合
は
宅

r括
北
ガ
ー

デ
ン
ヒ
ル
ズ
)

人

雷

轟

勤

朋
川
法
人

棒北
二
r]-
タ
ウ
ン牧

捕
対
流
協
公
で
､
人
耶
淋
勅
が
あ
り

･ま
L
L
J'

(敬
称
嶋
)

珊
梢
和
祁

(
L
H
二
日
付
)

(帥
)

谷
即

tV

一旧
〉

剃
E=

別
紙

E輔
切
り
)

相
月
19
日
(土
)

牛
縁
は
昨
45
分
ま
で

+
入
城
無
;

小
込
み
多
政
の
棚
八
日抽
遜

輔的iEでは､人生に臥い5川を

放
す

H
f
･

耕
脚
P
の
･3
:ぴ
を
お

呪
い
し
て
､
稚

(月
日
}
と
秋

(十

〟
)
の

1回
､
比
企
の
爪
木
を
さ
し

あ
げ
て
い
ま
す
.

従
来
か
ら
､
行
区
役
所
及
び
軸
区

北
軸
支
所
の
底
比
川
賊
.A.Tlqで
紀
和
を

し
て
い
ま
す
か
､
水
年
収
分
よ
り
､

幡
北

ニ
ェ
ー
タ
ウ

/
地
城
に
･J
紀
和

棚
所
を
放
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

(丘
の
セ
ン
タ
ー
糊
』
を
一
･.hj
)

帥
し
い
こ
と
は

r碓
北

ニ
ェ
ー

タ

ウ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
｣
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
.

〔小
込
み
方
法
】

叫
込
み

ハ
ガ
キ
に
必
要
祁
刷
を

ご
犯
人
の
う

え
､
行
政
サ
ー
ビ

ス
n
I
ナ
1
ま
で
は
ほ
お
朽
ち

い
L
Jだ
-
か
､
r00
楳
浜
朽
柚
の

協
会
J
ま
で
郵
送
し
て
い
た
L
'

き
ま
す
.
(申
込
み
ハ
ガ
キ
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り

ま
す
.
)

(巾
,<)
ふ
刈
糊
)

･
五
;
下
仙
配
布
分

十
月
上

二
日
ま
で
受
付

･
十
月
下
旬
配
布
分

四
月
～
九
月
ま
で
T･貸
付

税
在
'
架
咋
前
日
の
配
布
分
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
｡

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

℡

九
四
二
-
ヒ
三
七
六
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賑わう祐
一港北ニュータウン-

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

港
北

二
.1
-
タ
ウ
ン
も
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
､
肝
炎
に
術
づ
く
り
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
｡

今
年
は
､
平
成
5
年
庇
の
t=
迎
鉄
血
3
日り
純
の
㈹
燕
､

平
成
6
咋
皮
の
行
政
区
朽
柘
収
を
按
･Y{

さ
ら
に
大
き

-
飛
和
す
る
た
め
の
樋
を
築
く
年
で
も
あ
り
ま
す
｡

今
後
と
も
皆
様
と
協
力
し
て

｢安
全
で
快
適
な
二
十

一
世
紀
を
目
指
し
た
街
づ
く
り
｣
を
進
め
な
が
ら
､
新

し
い
ふ
る
さ
と
推
北

ニ
r]
-
タ
ウ
ン
の
剛
志
に
全
力
を

早
-
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

本
咋
J
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
-
お
噺
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
蛸
年
元
旦

頼

決
ま

島

本

･骨
絹

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

昨
年
は
'
皆
様
の
ご
理
解
､
ご
協
力
の
も
と
に
節

一

地
区
で
初
め
て
の
研
究
所
施
股
が
オ
ー
プ
ン
し
､
節
二

地
区
で
は
､
北
京
横
浜
ド
イ
ツ
単
組
が
㈹
佼
す
る
符
'

活
飢
あ
る
多
機
能
校
合
都
祁
の
形
成
に
向
け
て
弛
み
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
｡

本
年
も
引
き
絞
き
'
耶
薬
の
早
期
完
成
と
､
州JL
か
な

地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
､
向

1
屑
の
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
の
で
､
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
四
年
元
旦

粘
北

こ
.(
-
タ
ウ
ン

祁

薬
経
過
迎
給
仏
紙
合
金
良

･
･
･

Tfk
,

+

ふ

!･'
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市
再
編
成
害

が

中

間

案

捲
北
区
と
校
区
の

行政区耕相成

に
つ
い
て
横
打
し
て
い
る
市
行
政
区

再
g
F政
審
沈
金

(合
脹
-

1
杉
碑
也

横
浜
市
大
軟
は
)
は
昨
秋
､
両
区
を

凹
分
別
す
る
中
糊
峯
を
ま
と
め
稚
袋

し
ま
L
i
JQ
(左
団
)

中

川
東
に
･よ
る
と
､
弼
区
に
.M
tLJ

が
っ
て
桝
苑
が
池
ん
で
い
る
碓
北

.E

rt
-
タ
ウ
ン
地

区
川
辺
を
D
区

〈開

区
の
う
ち
'
新
関

筏
m
地
区
の

1

部
と
中
川

･
都
田
地
区
を
合
わ
せ
た

地
域
)
と
し
､
架
横
線
沿
投
を
中
心

に
し
た
残
り
の
地
域
を
A
区
､
-
FE:

伴的扱S=紋をB区
(校区から川

区
北
部
支
所
腎
3
:と
桃
川
地
区
を
除

い
た
地
域
)
四
囲
都
市
按
沿
線
を
C

区

(北
部
文
所
管
内
か
ら
襟
川
地
区

の

部
を
除
い
た
旭
は
)
と
し
て
い

ま
す
.

扮
=
き
米
の
検
肘
に
あ
た
っ
て
は
､

①
外
析
区
の
人
∩
は
It
ト
ガ
人

指
収
ま
で
と
す
る
.

②
両
州
は
弼
区
全
体
の
二
〇
-

三
〇
%
｡

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

で
き

る
限
り
珠
光
す
る
｡

も
ど
を
愉
別
に

川
や
姐
路
な
ど

わ
か
り
や
す
い
地
形
を
瓜
･抑
と
し
､

地
元
忠
比
J
サ
止
し
た
､
と
し
て
い

･ま
す
｡

井
川

公
で
は

こ
の
小
川
架
を
l

と
に
､
地
止
化
址
や
帆
係
前
の
正

光

を
さ
ら
に
如

体的
に
聴

い
て
靭

性
･

検
打
を
池
め

て
お
り

人
･作
に
は
‖=

典
茶
巾
と
し
て
報
什HI..PF
を
拙
山
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

市
は
､
こ
れ
を
受
け
て
条
例
を
制

定
し
､
ば
も
遜
･定
,･tと
の
作
文
を
進

め
､
;I
成
六
...1
度
に
的
351を
托
施
さ

せ
る
ー
鎚
で
す
.

凡例 ■●■ 舟 fl 中 Fq 案

⊂ コ 港北二ュ~タウン区域(公団施行)

▲ 区 役 所 等

平成3年度住居表示実施
中山北山EI)線

半断面ガ開通

1
年
度
中
に
は
竹
節
が
伐
川
州
的
さ

れ
る
チ
定
に
な
っ
て
お
り
､
抑
止
ifJ

m
横

浜
椴
と
交
必
す
る
際
の
他
郷
の

解
消
や
桝
の
苑
臓
に
大
き
く
苛
々
す

る
i
の
と
期
維
さ
れ
て
い
ま
す
｡

仰山
別

内
血
路
r小
山北仙
川株
J

の

一
部

(也
.戊
的
.<
0
0
日=
)
の
半

折
柄
が
t
;
柑
n
W

血
し
ま
L
i
J｡

中
山
北
山
日

掛は
粘
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ

/
軒
1
地
区
と
邦
2
地
区
を
荘
線

的

に
耗

ぶ
幹
線
血
路
の
ひ
と
つ
で
､

こ
の
ほ
ど
早
浦
川
に
か
か
る
培
竣
工

節
の
元
成
に
よ
り
側
通
し
た
l
の
で

す
●L;

[繭
は
上
下
合
わ
せ
て
二
非
掛
が

i
=･1.4
仇
川
棚
的
さ
れ
ま
す
が
､
=-
収

港

北
ニ
ュー
タ
ウ
ン第
1地
区の

米
山
田

一
工
区
に
お
い
て
維
北

ニ
r4

-
タ
ウ
ン
で
7
赤
目
の
建
築
協

也
が

繰
拭
き
九
､
八
日
二
十
m
=
捉
イ
公

パリ
さ
れ
ま
L
i
,I

こ
の
協

従
は
､
呪
瓜
Lj
め
ら
れ
て

い
る
法
相
FJ.
の
胡
即
か
ら
さ
ら
に
瓜

ん
で
､
こ
の
他
城
の
人
過
が
日
も
的

に
ま
ち
づ
-
リ
に
対
す
る
t
･世
の
拭

1
を
は
か
り
､
月
利
あ
る

発
展
を
目

的
と
し
て
定
め
b
れ
L
JJ
の
で
.
抹

を
よ
り
盟
か
に
､
,Li
リ
ぷ
い
用
嶋
.

住
み
よ
い
T3
嶋
.
仁
供
が
公
心
し
て

.A.h
て
ら
れ
る
E3
鳩
を
榊
械
的
に
作

っ

て
い
こ
う
と
す
る
J
の
で
す
｡

港
北

こ
.(
-
タ
ウ

/
L
姐
て
日
.已

地
は
内
の
経
年
仏
道
と
し
て
は
那
3

解
日
に
あ
i
Jる
こ
の
火
山
Hj

一
L
は

姐
if(脇
道
は
､
運
,.;
番
目
合
が
(
･級

の
運
).I.:
に
あ
た
り

仏
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
屈
側
が
斯
け
さ
れ
て
い
ま

す
｡
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事 務 所 等 も あ わ せ て 移 転

平
収
州
咋
五
日

･L
一
日

維
北
.I

rt
l
タ
ウ

/
行
政

サ
ー
ビ
ス
i
J
/
タ

ー
が
オ
ー
ブ

/
し
ま
す
.
叫
柵
は
､

漕
北
佐
井

ケ
叫
町
の
T山
並
鉄
血

3日り

般

･
セ
/
タ
ー
網
状

(仮
称
)
の
近

く
で
す
｡

平
成
元
年
度
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
-
ナ
I
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ

て
凍
ま
し
た
が
.
こ
の
度
農
棟
内
等

を
拡
充
し
､
r行
政
サ
ー
ビ
ス
七
/
タ

t
J
と
し
て
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
,
=)I
(油

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
/
行

政
サ
ー

ビ
ス
n

-
ナ
ー
は
､
.i
;
八

日
で
畑
山
さ
れ
ま
す
.
)

(
･
ま
で
の
=
比
サ
ー
ヒ
t<
は
､
L

捕
坪
ル
ネ
､
ほ
氏
水
の
写
し
.
印
鑑

懲
軸
旋
桝
の
交
付
で
し
た
が
､
サ
ー

ビ
ス
七
/
タ
～
の
州
-q
で

総
出

転
入
の
届
出

や
そ
れ
に
伴
う
国
民
健

庸
保
険
､
国
民
年
金
の
手
枕
さ
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
.
ま
た
､
呼

子
手
帳
の
交
付
な
ど
保
健
所
燕
柵
に

つ
い
て
J

l
部
行
わ
れ
る
寸
志
で
す
.

(叩
掛
に
つ
い
て
は
､
三
両
を
ご
覧

く
L
,さ
い
.)

ま
L
.
叩

成
人
..平
鹿
の
行
政
区
T

I
2

EZ
収
に
作

い

r
丘
の
セ
ン
タ
I
J
の

ほ
芯
に

は肺
底
の
捻
合
作
<
=
が
姐
過

さ
れ
る
た
め

油
北

二
rJ
I
タ
ウ

ノ

娃
設
御
株
柵

､
八朔
)
措
北

ニ
ュ
ー
タ

ウ

/
生
消
対
i3:協
会
､
建
築
相
談
所

も
あ
わ
せ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
二
桁
に
移
転
し
ま
す
｡
サ
ー
ビ

ス

セ
ン
タ
ー
と
川
じ
占
‖
卜

日
か
ら

点
虎
を

帆
的
し
ま
す
｡

な
お

､
維
化
耶
巾
州
確

七
/タ1

は
､
丈
こ
ろ
軸
圧
は
川
北

1

rH
に

捗
拒
す
る
ー
延
で
す
が
､
そ

れま
で

は
純
米
と
お
り

r
R
の
七

/
タ
ー
J

で
展
林
を
.ーr
っ
て
い
ま
す
.

5
枚
サ
ー
ビ
ス
七
/
タ
I

℡
L二
術
を
ご
監
-
だ
さ
い
.

粘
北

lt
rt
I
タ
ウ
ン
地
紋
妨
概
所

℡

九
凹
二
-
二
川
八

一

生
活
刈
井
協
金

℡
九
四
二
-
八
七
凶
五

娃
単
相
扶
所

℡
九
四
二
-
八
七
五
三

⑳
所
在
地

略
北
区
井

ケ
崎
町
二

〇

二H

O
遜
棟
昨
問

;
-
金

午

前

八

時
凹
十
茄
分
1
牛
後
五
時
十
五
分

上
川

(那
I
､
荊
川
を
晩
-
〉
牛
･S

八
時
凶

卜
五
分
-
牛
後
半
時
四

卜

五

分

](
‖
帖
.
批
日
､
咋
束
咋
始
.

那
二
､
凶
上
和
は
休
み
で
す
.

関
連
予
算
の
概
要

戚
棚

主
な
港
北
ニ
ュー

タ

ウ

ン

建

設

くJit■JrLqtA)

◇港北ニュータウンの即発 It暮0
事♯稚iL連絡協は会の5(営､タウ/センターの叫発､
IR前 近RPセンターのBB廿､促iL

◇叩暮街ZSの84 9Itt2.400万円

枕浜上瓜生抜.中山北山fEl接､佐江戸北山田株等の丑(I

◇■3京浜新インターチェ/ジの1■ 22仕0 000万円

◇ホ遠鉄il3号披(新横浜-3)ざみJfrLq)の♯披 501qEO 300万円

6惟8.000万円

2113 400万円

20便0.000万円

5,500万円

25tt4 800万円
4tt3.800万円

400万円
22t18 800万円

500万円
500万円

7仕6 000万円

◇下水iXのt廿

◇港北ニュータウ/地域のJI+iFA

(JtLItIAqtA)

◇小事校のJL蚊(2枚) ql燕(l格)

◇行政区再暮成AE)連子暮

tl王rLq休

区耗合庁舎の建t文

行政サービスセ/ターの亜tA

◇秘書AI院tFdEttlE書の■土

◇歴史11*Jfの連投 AL牧草●

◇事ヶqhL杜の保存

◇市民ホールMiiPl王

◇北僻地t&dE甘セ/クー(仮称) Xヶ甘在宅支71

サービスセ/クー(仮称)書の4枚

誘
致
企
業
決

定

住
宅
･都
市
盤
偏
公
規
で
は
軒九

Ei.の
施
設
EE
地
の
分
相
を
平
成
四
咋

三
日
二
十
.<
H
に
行
い
ま
し
た
.

分
托
し
L
J施
設
川
池
は

.
維
北
区

部
h日
日
町
の
<
区
政
と
B
区
画

(千

れ
ぞ
れ
仲
川
1
6
2
6
dT
ガ
‖=
)
.同

区
ダ
ヶ
Sr
粥

の
C
区
画

(山
桃
～
8

-
6
や
ガ
1=
)
の
3
尻
的

｡

∧
区
樹
の
紬
受

入
は
兼
松
繰
入
金

心
で
.
海
外

へ
赴
付
す
る
救
い
や
現

地
採
用
牡
ft
の
研
修
所

(国
際
交
織

セ
ン
タ
ー
)
を
別
画
し
て
お
り
､
平

成
七
年
三
月
の
朋
薬
子
左
で
す
｡

B
区
画
の
綿
受
入
は
新
日
本
4.7軌
軌

指
揮
株
式
会
心
で
､
瓜
切
羽
点
デ
ー

タ
.
爪
丸
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
う
研

兜
所

(

現場
は
術
研
死
所
)
が
平
成

ヒ
平
四
日
の
W
恭
予
定
.

c
Txi
.IS
の
根
攻
入
は
株
J<
<
1
1と
鞘

プ
ロ
モ
ー

ン
ヨ
ン
で

テ

レ

ビ
c
M

製
作
の
た
め
の
ス
タ
ジ
オ
と
祈
祷
所

(ガ
ー
デ
ン
ス
タ
ジ
オ
)
を
別
画
し

て
お
り
'
平
成
七
咋

1
;

の
仰
点
を

｢
.戌
し
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
企
兼
に
お
い
て
は

朴

樹
の
内
容
に
地
場
帆
放
施
設
を
付
設

す
る
な
ど
､
地
増
加
金
に
叩
か
れ
た

施
設
と
な
る
千
淀
で
す
.

節
凶
同
横
浜
ま
ち
な
み
=･F･
批
井
の

ま
ち
な
み
部
門
の

一
つ
に
､
維
北

ニ

1
-
タ
ウ

/
地
区
内
の

r
さ
さ
ぶ
ね

の
皿
.
御
影
牌
.
図
研
本
心

･
研
兜

所
し
(は
区
提
川
東
)
が
遊
ば
れ
.

I

月
卜
九
日
に
袋
形
J<
か
け
わ
れ
よ
し

t
I'こ

の
肌
は
､
捕
脈
の
榔
iE
T_･枇
の

別
迫
や
縦
令
に
苛
々
し
た
ま
ち
な
み
､

姐
薬
物
に
仰
ら
れ
る
も
の
で
､
昭
和

六
十
年
度
か
ら
1
年
お
き
に
行
わ
れ

今
年
で
e
l回
目
に
な
り
ま
す
｡
こ
れ

ま
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
内
で
は
､

か
し
の
き
宙

ハ
イ
ツ

し
い
の
き
台

ハ
イ
ツ
が
､
平
成
■凡
年
度
に
安
部
し

て
い
･M
す
.

r
4t'さ
ぷ
ね
の
皿
.
抑
形
鰭
､
図

研
本
心

･
研
兜
併
)
は
､

せ
せ
ら
ぎ

の
流
れ
る
純
血
､
レ
ン
ガ
色
の
地

物

･
保
神
経
地

石
造
り
の
増
が
湘

和
し

抑
較
血
路
沿
い
と
は
愁
え
な

い
ほ
ど
､
称
か
で
滞
ち
軒
い
た
'増
刷

を
つ
く
っ
て
い
る
11
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
｡

三
月
ニ
ー
ニ
tE

(〟
)
日
蝕
観
音
使
節
と
し
て
来
日
中

の
ハ
/
プ
ル
グ
i=
の
前
十
七
代
桜
の
女
王
ジ
ル
ケ

ス
ラ

ド
チ
ユ
タ
さ
ん
が
ド
イ
ソ
半
_朗
を
拙
囲
､
帳
の
爪
木
tt,他

榊
し
ま
し
た
.

T
H
は
pt
そ
れ
よ
じ
り
の
附
が
降
る
あ
い
に
く
の
お
.i

仇
.
で
J
､
ド
イ
ソ
や
肘
の
元
飢
い
っ
ぱ
い
の
･J･供
述
に

耕
始
に
こ
や
か
な
美
都
で
こ
た
え
て
.=
･M
L
i
Jr
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ぎ
ご
ろ
か
ら
第

一
地
区
は
今
ま
で
と

安
わ
ら
ず
中
川
駅
荊
七
ン
タ
ー
地
区

内
で
､
節
二
地
区
は
こ
の
新
会
場
で

㈹
服
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
､
皆
さ
ん

畑
か
ら
と
れ
た
で
の
祈
肺
肝
茶
な

ど
が
市
価
よ
り
安
く
手
に
入
る
こ
と

で
人
丸
の
あ
る

r
ふ
れ
あ
い
制
柿
J

の
耶
二
地
区
金
城
が
四
月
よ
り
変
E
L

に
な
り
ま
し
た
｡

こ
れ
ま
で

の
金
城
は

新
区
の
捉

合
庁
舎
娃
牧
予
定
地
で
あ
る

r丘
の

セ
ン
タ
ー
｣
近
-
の
広
蛸
で
仙
椎
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
､
住
宅

･
排
市
彪

備
公
団
の
造
成
工
碑
か
野
手
さ
れ
る

た
め
､
台
場
移
転
を
余
依
な
く
さ
れ

た
も
の
で
す
｡

斬
全
域
は
繰
区
葛
が
谷
の

｢都
筑

ふ
れ
あ
い
の
丘
｣
近
-
の
公
団
管
理

用
地
で

将
来
､
市
営
布
達
鉄
血
4

‖㌧
奴
の

r川
柵
駅
前
セ
ン
タ
I
L
と

し
て
†
韮
さ
れ
て
い
る
地
区
内
の
広

棚
で
す
｡

こ
の

r
ふ
れ
あ
い
朝
市
｣
は
平
城

元
咋
十
月
､
維
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内

の
地
元
農
.Ji
と
新
し
く
伸
り
旺
ん
L
'

人
と
が
耽
格
ふ
れ
あ
う
横
公
を
つ
-

る
こ
と
に
よ
っ
て
.
郡
市
農
兵
の
確

立
と
碓
北
ニ
r]
-
タ
ウ
ン
の
活
性
化

を
は
か
ろ
う
と

ス
タ
ー
ー
し
た
l
の

で
'
こ
の
間
.
地
域
性
民
の
大
き
な

交
流
の
叫
と
し
て
根
強
い
人
気
を
得

て
お
り
､
現
在
で
は
す

っ
か
り
走
哲

し
て
き
て
い
ま
す
｡

毎
週
日
曜
日
の
朝
.
年
前
八
時
過

お 知 ら せ

作●七･抑IF了較偏公rq7巷｣LF耶 邑EIJ

では.平成 一l隼LllH Hより勤務

Elか兜uZに/JJ)まし/=のでお知ら

せします.

･E戊過I.川日 JXllF

･I肘方岬n"はJrまでとおl)です｡

そ
の
後
は

称
名
寺
､
金
沢
文
雄
､

上
行
寺
架
退
路
､
田
谷
の
洞
窟
と
横

浜
南
部
に
占
在
す
る
嫌
か
時
代
の
古

淵
､
娃
物
を
脈
次
､
パ
ス
で
め
ぐ
り

ま
L
i
Jが
.
受
講
名
は
遭
い
嫌
介
時

代
の
横
浜
に
恐
い
を
馳
せ
tLt
か
ら
､

パ
ス
の
中
で
の
許
師
の
外
昧
深
い
お

帖
に
州
き
入
っ
て
い
ま
L
i
J'

な
お
､
1477;
は
､
出
初
了
起
し
て

い
L
J制
比
奈
の
切
過
し
は
咋
州
の
耶

4
日
で
､
肋
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん

で

L
i
Jが
､
池
北
二
r]
-
タ
ウ

/
川

辺
に
お
住
ま
い
の
方
々
が
､
日
朝
､

な
か
な
か
執
れ
る
横
合
の
少
な
い
川

谷
の
洞
冊
を
は
じ
め
と
す
る
横
浜
柄

部
の
古
川
や
吐
物
を
ま
わ
れ
i
.こ
と

が
､
交
評
者
の
皆
さ
ん
に
大
姉
即
で

L
i
).

牛久件 .-..-.l.+メ/牛至苧誓 ′中川- -1-.丸 ミ…__ま〆 暮モー､ ≡芋冨〟帯ケqX三T El yケNITニ丁目■ 茅ケ嶋荊二丁目川鵬 匿 引 起蒜 喝 ー

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
行
政
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は
､
昨
年

に
ひ
き
つ
づ
き
､
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
-
を
は
じ
め
.
み
な
と

み
ら
い
2t
施
設
見
学
金
､
偲
火

柵
雌
な
ど
.
い
ろ
い
ろ
な
雅
の

イ
ペ
ン
ー
を
企
画

･
父
施
し
よ

し
L
J.
.な
i
Jね
づ
ゆ
.
の
(
;

州
を
ぬ
っ
て
､
身
近
な
地
域
で

汁
狐
に
汀
を
輔
け
L
lり

ふ
L
J

ん
､
な
か
な
か
足
を
の
ば
し
に

く
い
地
域
に
で
か
け
た
り
r
多

く
の
方
々
に
ご
奉
加
い
た
だ
き

･ま
L

LJA

そ
の
中
か
ら
.
コ
/
サ
ー
-

と
歴
史
純
銀
の
梯
子
を
お
知
ら

せ
し
ま
L
J.4う
｡

第
4

回
港
北
二
r]
-
タ
ウ
ン

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

二
月
二
十
九
日
.
土
帖
口
､
r軒
1

凹
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
-
｣
が
維
北
区
牛
久
休
の
ポ

ッ
ソ
rl
技
術
セ
ン
タ
ー
の
7
-
り
ウ

ム
で
側
催

さ
れ

二
百
名
を
心
え
る

地
域
e
j比
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
.

1J1
日
は
､
金
管
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

と
オ

ル
ガ
ン
に
上
･O
帆
李
で
､
パ
ン

ハ
の
オ
ル
ガ
/
曲
や
へ
/
デ
ル
の
r水

-
1の
e;
雑
J
な
ど
が
仙
超
さ
れ
､
淑

1爪
…31村
人
乍
の
…i
生
の
打
々
し
い
仙

券

が

喝
采

を

浴
び
て
い
ま
し
た
.

ま
i
l.
合
切
を
雌
伏
し
て
い
L
lだ

い
た
ボ
ソ
ン
rt
か
ら
は
休
懲
岬
糊
に

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
放
ろ
物
か
耀
伏
さ

れ
､
地
域
住
民
に
喜
ば
れ
ま
し
た
｡

歴

史

講

座

三

月
二
十
五
巳
､
雨
上
が
りの
水

仙
臼
､
群
雄

r併
折
師
部
の
中
性
嫌

介
武
将
の
足
跡
を
L
Jす
ね
て
｣
の
締

雌
参
加
名
軌
凹
卜
も
を
鬼
せ
i
.
パ
ス

は
'
年
別
九
時
､
下
立
辿
り
丘
の
セ

ン
タ
ー
を
山
縄
し
ま
L
i
Jr

捕
帥
に
お
招
き
L
i
J臆
虹
柿
物
鮒

地
紋
神
仙
L;
の
ド
山
先
生
の
解
組
を

う
か
が
い
な
が
ら
'
舶
初
の
兄
甥
地

嫌
か
時
代
ゆ
か
り
の
名
刺
'
彬
凹
の

光
淋
守
へ
到
*
し
ま
し
た
.

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
取
扱
事
務

=.
坐
届

死
亡

揃
､

肺也凧､
そ
の
池
戸
林
に
関

連
L
i
.偶
山

戸
師
柵
抄
本
.
火

稚郷肝可
-3
な
ど
の
焚
付

収
入

帳
3=
捕

栃

は捕.そ
の
他
性
比
?
.紬
に

関
過
し
た
稲
山

日
比
妹
の
写
し
.
人
祥
通
知
軒
乙
と
の
交
付

咋

公

安
ei
,=
の
税
収
証
明

印鑑放緑営朋軒の
交
付

印
だ
党
3
E

改
印
な
ど
の
届
出

作
僻

公示従叩
雅
の
沌
行

析
策
長
鮎

な
ど
へ
の

Ⅶ
E付
加
:鮎

抵
入

振
れ比
や
出
生

死
亡
に
伴
う
加
入
､
脱
退

助
産
や
､
井
然
世
の
支
給
中
綿

転
居
､
氏
名
変
更
市
に
伴
っ
保
険
証

受
給
名
狂

の
訂
正

拒
人

位
店
.
氏
名
変
y
な
ど
に
ーF
つ
勾
金
従
価

の
;
Itj

老
船
堀
祉
年
金
受
給
YF
の
任
所

氏
銘

支
瓜
ai

惟
LT
の
実
-d
櫛

そ
の
他
､
納
付
秒
の
稚
け
な
と

◆
な
お

ホ
妃
以
外
の
細
目
祁
梢
に
つ
い
て
は
紅
絹
､
区
役
所

39(所
で

手
枕
さ
を
お
i
E
い
す
る
こ
と
に
..･
リ
･M
す
の
で

ご
了
尽
く
LJさ
い
.

欄

..0-

㊨

古
‥
…
…
…
約
㍍

…
施

/了
定

◎

㊥
㊥
-
･
悪

食

⊃
ン

サ
ー
･1害
の
開
催

他

.4

7

?
.
6

m

交
通
都
政
伸

輔
(祈
凹

火
柑
8
)

誠
よ
り
炎
先

は
紳
用
托

(毎

月
4
回
)
六
月
中
旬
以
降
炎
施

E保
健
所
兼

携
】

∵

相

子手
械

の
交
付

触

媒手
帳

の
交

付

偲

鮫ZrSi
付
那

轟
の
受

付
に
関
す

る郡神

保

碓
析薮
収
に

関
す
る

榊械

取
次

ぎ

●
七
月

上

り
､
札
幼
児

検
詮.
干
iS
相

律
.
成
人
検
降
も

火
施丁
･hd

港
北
区
ー
捷
区

(北
ザ
支
所
の
折
t
&
叫
･>
t
t
)
に
お
任
･N
い
の
万
は

ど
な
た
で
J
利
用
て
き
ま
す
.



平成4年5月号 pblO7



,･薮 と 二

平成4年 7月号NolO8

発行-5月 ･7月 ･10月 IFl Ⅵ洲A

横浜市で
人事異動

推進払l哨依･nJ.次のとおりです.

6月 11】付

弘

炊

夫

旭

範

放

生

正

何

和

光

内

川

本

本

川

Ei
止

大

堀

収

問

蜘

鎌

足

f別t.区er_那(樺北ニュータウノ

行政サービス七/タ一所及)

PT. 正

都市即両局港北ニュータウン娃投部戊

牧畑 l_JLyI

･ XB市卸商符拙当れ妓

市民局だ林部良

書Il 行政区網我3ぎ戊

･′ †lt少年部長

民生局捨楕部妓

衛生fFl歴瀬対策部此

iEi鼎局皿絡部戊

II 娃壬生部位

下水皿K.I)河川内IY{

姓薬局姓舞踊林部及

Li谷川的少)

田中 lf

石Jl PlLJl

tl,k 叫

FE]lTi'i 便l稚

41日El 邦IX-

Elllll 茂l#

ll川 TT

lE一対 fl)臥

火枯 淡

救和委fl合判l戦局祉全教宰相り之

れ1F LI帥

小松 光生

lI 港北こユ-タウ/

行政サービス七/タ-払出部此

NrI ～-1L+

繰区北部支所払出部長 亡# 侶大

+印は.捜r*改称にJ:ら

拭
区
域
は
住
居
を
表

示
す
る
区

域
で
表
現

しています
｡

各

区

域

の

町

名

(
町

･
丁

目
略

)

車一手!･駕.:#:儲噂億朗 唱
(oI､弥:Q:噂嘱㈱ 好摩膚嘲㊥㊨@@@㊨静削㈱ 噂㈱ ㈱

市行政区再編成害が答申

A区

B区

C区

D区

ま
ず
.
Tx_
の
名
称
に
つ
い
て
は

硯
樵
の
区
役
所
の
あ
る
<
尻
及
び
B

区
が

そ
れ
ぞ
れ
帖
北
底
･
軸
足
の

新
線
を
引
き
継
ぎ
､
析
た
ち
ま
ち
づ

く
り
の
進
む
C
区
及
び
D
圧
に
つ
い

て
は
､
耶
氏
参
加
の
見
地
か
ら
､
区

名
遜
定
香
山
仝

(仮
称
)
を
設
け
て

公
捗
す
る
こ
と
か
耶
ま
し
い
と
し
て

い
ま
す
.

ま
た
､
区
民
の
利
他
竹
に
枇
膿
し

つ
つ
新
区
1.;
命
の
姐
設
を
皿
め
る
と

と
i
に
､
柿
に
継
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/

地
域
に
つ
い
て
は

1-2
編
成
の
災
椎

ま
で
の
問
､
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
段
階

的
な
拡
充
に
努
め
る
よ
う

求
め
て

い
ま
す
｡

さ
ら
に
.
今
後
の
謙
過
と
し
て
､

新
し
い
四
区
の
特
性
.
ま
す
ま
す
多

仲
化
す
る
iE
.i
i
ニ
ー
ズ
を
抑
ま
え
た

柿
色
あ
る
ケ
ィ
リ
'
/
の
苅
延
や

ソ
フ
ト

･
ハ
ー
ド
粥

術

に
わ
i
l
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
･ij
に
つ
い
て
碓
パ

し
､
こ
う
し
た
抑
止
に
身
近
で
さ
め

の
軌
か
Lt
施
f3:を
鵬
州
し
て
行
く
た

め
に
,a
.
ほ
の
機
能
の
尤
淡
が
必
誓

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
.

答
申
を
受
け
L
J捕
脈
i=
で
は

､
(･

年
度
中
に
.
析
別
区
の
区
切
是

め

る
条
例
を
制
定
す
る
と
と
l
に
､
区

げ
{
=等
の
娃
没
に
l
都
下
す
る
ほ
か
､

ESJ
名

選
定
に
i
取
り
か
か
り
た
い
と

し
て
い
ま
す
｡
な
お
､
平
成
五
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
.
開
院
す
る
条
例

等
の
手
抜
き
や
gi
務
の
停
滞
神
を
進

め
.
平
成
六
年
度
の
新
区
の
雅
兄
を

目
指
し
ま
す
｡
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∴ 二 ∴ ∴ -,

多
く
の
支
流
と
広
い
淀
城
を
持
つ

拙
見
川
で
は
､
流
城
の
前
桁
化
が
急

速
に
進
み
.
保
水
榛
能
が
減
少
し
.

水
管
の
化
険
性
か
相
大
し
て
き
て
い

ま
す
｡

そ
こ
で
､
他
見
川
流
域
総
人
目
的
ホ

対
照
協
は
公
で
は
､
昭
利
六
卜
二
年

よ
り
毎
咋
五
日
十
五
日
を

T捨
命
的

水
の
日
｣
と
定
め
､
川
を
群
紫
と
L

L
J様
々
な
イ
ベ
ン
ー
や
帥
Sf
全
を
仰

梢
し
て
.
捉
(
u
治
水
に
つ
い
て
ひ
と

り
ひ
と
り
に
現

肝
を
探
め
･._
う
と
升

め
て
き
ま
し
た
.

維

北ニr]-タウン地域
の
雨
水

l

早淵川と大熊川及び谷
本
川

(相

見川
本液)
に
絞れて
お
り
､

地
は

内
で
･a耐水流山抑制
施
設
等

を
紋
芯

する
こ
とにより.
洪水
刈

取

に

抑える必
軍がありま
す
.

今

年Jこの
r捉令i:･水の
H
L

に
あ

たり､流
山抑制に珊瓜
が
あ

っ
た

として.r紫坑
株折ド
イ

ツ
りr

胤
｣
(

写･;)に感∬状
がi=
ら
れ
ま

l
L
J

rr媒･V.i柵択ド
イソや楓
J
に
は

サ

′

カーやハノド
ポール
.
バ
ス

ケ

′

ーポールな
ど

のスポ
ー
ソ
を

久
し

むグラウンド

や校倉
の
下
に

･J
雨

水の貯別施
設

があり
､
酌
が

降

る

と耐水はタ
ラ

ウ/ド
周
囲
の

側
溝

等か
ら流入し

.

貯仙川
さ
れ
て

い
ま

す｡

こ

の施
設に,L

t
リ
､

大雨
が
降

っ

て
･J

T

時
に大雄

の

雨
水が
川
に

流

れ

込

むの
を防ぐと

共
に､
プ
ラ

ウ

/
ド

も人
工芝に

な

ってお
り
､

附

が

上

がれ
ばすぐ

に

でも依
え
る

こ

i冶水対 策市村者への 厄州 Fは 式

と
か
ら
.
生
絶
遠
に
も
大
好
評
の
･Lt

う
で
す
.

感
謝
状
仰
望
式
は
五
月
十
九
日

(火
)イ
ン
タ
ー
ナ

ン
rh
ナ
ル
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
.
r東
京
横
沢
ド

イ
ツ
学
風
｣
ほ
か
流
出
抑
制
施
設
の

奴
窓
や
.
保
水
椎
能
を
持
つ
森
や
山

の
保
全
な
ど
､
捻
合
的
水
に
許
献
さ

れ
L
'六
弧
の
方
々
が
衣
形
さ
れ
ま
L

t
J.

大
熊
保
育
歯

地
区
内
に
オ
ー
プ
ン

横
浜
市
立
の
大
熊
保
刊
風
が
改
姫

き
れ
､港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
内
.

操
区
仲
町
台
三
-
六
に
四
月
二
十
EZ:

オ
ー
ブ
ン
し

･HtLiJ｡

今
ま
で
は
操
区
大
熊
町
の
大
熊
炭

素
専
用
地
区
内
に
あ
り
ま
し
た
か
､

通
園
の
利
便
性
と
､
港
北
ニ
rl
I
タ

ウ
ン
の
世
帯
軟
の
相
加
に
対
応
す
る

た
め
移
転
し
た
も
の
で
す
｡

改
夷
に
あ
た
っ
て
は
､
多
様
化
す

る
保
育
帯
革
に
応
え
る
た
め
､
乳
児

定
凸
枠
の
拡
大
を
回
り
､
班
に
紳
智

北
韮
山
件
を
牧
け
i
J印
書
光
析
立
間

と
し
･ま
L
L
J｡

場
所
は
市
営
耗
並
鉄
血
三
号
鎖
大

熊
釈

(仮
称
)
の
近
-
､
r
(抹
)
ソ
デ

ィ

ッ

ク
技
術

･
研
件
セ
ン
タ
ー
J
の

北
E
､
二
五
二
六
平
方
=T
の
敷
地
に
.

鉄
筋
L
l肝
姓
の
建
物
が
娃
牧
さ
れ
､

]
故
か
ら
五
歳
ま
で
の
子
と
も
六
十

名
を
保
育
し
て
い
ま
す
.

大
熊
保
狩
楓
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
操
福
祉
都
濃
所
福
祉
援
護
傭

電
路

(
9
3
3
)
1
2
1
2
ま
で

●1992年10月17日仕卜18日旧)

10:00-17:00 (予定)

●詳細は港北二ユ-タウン109号や

広報よこはま･横浜のたよりなど

でお知らせします｡

ご期待ください｡

お
願
い

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
住
ま
い
の
方

宅
地
を

所
有
さ
れ

て
い
る
方

へ

継
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
快
適
な
生
活
環
境
に
保
つ

た
め
'
次
の
こ
と
に
つ
い
て
皆
様
の
こ
理
解
と
ご
協

建
築
工
事
に
際
し
て

力
を
お
願
い
し
ま
す
｡

地
帯
工
郡
の
際
は
,
コ
/
ク
リ
-

-
や
蝿
油
な
ど
を

r池
旅
｣
や

r析

土
地
利
用
に
あ
た
っ
て

通
行の
支
陣

に
なり化
映
で

すので.

す
ふや
か

に砂
皿
･根
石

の切りF

げ工郡
を

行
って
-
だ

さ

い｡
姫
ま
す
)
な
ど
に
流
さ
な
い
よ
う

エ
解
施
工
者
に
対
し
て
･,D
十
分
注
瀬

し
て
く
だ
さ
い
｡

土
地
を
活
用
さ
れ
る
に
あ
た
り
､

駐
車
場
や
資
材
置
場
と
L
L
JJり
'
n

/
テ
ナ
を
愈
伴
等
に
利
用
し
た
り
す

る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
叫
に
は
､
糊
辺
の
任
t3

鳩
に
な
じ
ま
ず

近
捕
住
民
と
の
ー

ラ
7
ル
に
な
っ
て
い
る
例
も
で
て
き

て
い
ま
す
.

描
:
与
に
コ
/
テ
ナ
嘉

岬
符
に
利
目

さ
れ
る
場
合
に
は
t
r

姓
策
姓
雅
法
に

兆
づ
く
姓
策
物
｣
に
挟
む
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
た
め
'
耶
前
に
ご
仙
叛
を

し
て
い
L
JL
Jき
､
必
芽
な
手
根
さ
を

糾
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
お
帆
い
し

･ま
す
｡

迷

惑

駐

車

和
英
施
設
及
び
ア
+(
-
-
･
マン

y
rh
ン
地
区
伯
辺
の
迩
恐
駐
中
が
非

常
に
多
く
.
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い

る
方
か
ら
の
苦
竹
が
絶
え
･N
せ
ん
.

連
番
駁
非

は
牧
仏
神
､
州山
肌
非
な

ど
取
払
非
や
'
少
行
邪
の
血
行
に
l

肪
げ
に
な
り
ま
す
の
で
.
し
な
い
上

う
こ
協
力
を
お
即
い
し
ま
す
.

宅

地

の

管

理

供
用さ
れ
iJ宅
地
を
所
布
さ
れ
て

い
る
方
は
'
火
災
防
止
や
防
犯
上
か

ら
も
､
雑
草
の
草
刈
り

(右
横
擁
壁

の
の
り
下
部
分
は
忘
れ
が
ち
で
す
)

を
し
て
い
た
L
Jく
な
ど
'
歩
行
名
や

近
隣
の
方
々
に
迷
悪
を
か
け
な
い
よ

う
管
哩
を
お
軒
い
し
ま
す
｡

縁
石
の
切
り
下
げ

敷
地
の
日
動
祁
出
入
り
口
に
畑石

の
切
り
下
げ
を
し
な
い
で
､
三
角
プ

ロ
′
ク
等
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
､

【問
い
合
わ
せ
先
】

住
宅

･
伽
市
堆
備
公
iE
J稽
北
側
沌
LT

宅
地
赤
恥
那
二
殊

℡
九
四
三
-
七
三
p

l

捕
択
和
也
策
LFI
姓
熊
村
端
部

企
画
綿
叫
練

℡
六
七

E
-
二
九
三
四

横
浜
市
郎
叩
別

個
局

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
耶
稚
蹄

℡
九
四
二
-
二
四
八

一
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港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
､
基
盤
整
伸

の
進
捗
と
と
も
に
'

集
合
住
宅

の
建
投
､
核
的
施
設
の
携
数
も
進
み
､
街
は
活
気

を
帯
び
て
き
ま
し
た
.

ま
た
､
間
近
に
迫

っ
た
市
営
高
速
鉄
道

三
号
綾

の
関
集
､

平
成
六
年
度

に
予
定

さ
れ
る
行
政
区
再
編
成

に
よ
り
'
街
づ

-
り
は

L
届
進
展
す

る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
｡

こ
う
し
た
状
況

の
中

で
､
人

口
走
升

の
促
進
'
新
旧
住
民

間
で
の
新
た
な

コ
ミ

ュ
ーl
lT
ィ
の
形
成
と

い
っ
た
株
低
も
生

じ
て

い
ま
す
.

今
回

の
合
同
協
仇
会

で
は
､

こ
う
し
た
現
状
と
珊
甥
を
踏

ま
え
､
活
発
な
半
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

叫
が
必
要
と
の
糾
小
目
を
l
ら
い

検
柑
し
て
い
る
.
(
･牛
皮
中
に
は

川
地
を
遜
雀
し
て
い
き
た
い
.

地
11g
の
r
l革
が
あ
れ
は
.
仙
次
戊

iq
L
で

い
き
た
い
｡

農業
専
用
地
区
の

整
撫

I
..g

e
霊

_憲

.

I

三
号
線
開
運

●
舛
附

三
号
轍
の
状
名
の
快
打
状
況
に
つ

い
て

◆
答
弁

大
能
咲
､
南
新
羽
吹
に
つ
い
て
は
､

駅
名
の
変
S
Lを
検
討
中
｡
七
/
タ
I

術
､
北
駅
に
つ
い
て
は
粥
泣
中
｡
そ

の
他
の
秋
に
つ
い
て
は
､
仮
称
の
駅

名
を
そ
の
ま
ま
拙
い
た
い
｡

(旺

･
駅
名
は
%
決
定
し
ま
L
i
.)

道
路
関
連

●
蝶
附

･
性
H
L
北
山
肘
掛
の
惟
帖
を
促
過

し

て
ほ
し
い
.

･
現
状
皿

路
等
､
LE
の
泊
格
別
的
ttJ

;+
め
に
経
過
し
て
ほ
し
い
.

◆
貫
井

･
仕
丁ht
戸
北
山
凹
按
の
地
区
内
部
分

は
､
平
成
六
年
度
末
酌
ま
で
に
は

完
成
さ
せ
i
J
い
｡

･
訴
澄
.
脇
紙
横
側
が
多
-
あ
る
｡

苑
滋
に
は
あ
る
程
度
の
糾
並
が
ゼ

帯
で
あ
る
.

'憶

藍

6
断
割

.

l
l
t

巾

一1L
r.I=
▼ハ_
,一

●

げ八川

･
農
S
(相
川
他
kJ

(池
辺
良
叫
)
の

退
路
の
価
淡
を
巡
め
て
ほ
し
い
.

･
岨
棚
の
､
の
り
佃
S
i.輔
を
過
わ
て

ほ
し
い
｡

･
堆
肥
に
側
す
る
周
辺
住
民
か
ら
の

けi=梢

へ
の
対
応
に
つ
い
て
.

◆
答
弁

･
兼
緋
鯉
の
部
分
に
つ
い
て
は

で

き
る
L
Jけ
;+
-
や
っ
て
行
き
た
い
｡

皿
旅
5
=叩
.
拝
辞
に
文
相
が
あ
る

J
の
に
つ
い
て
は
'
馳
咋
柳
は
L

t
L,
い
.

･
凧
叫

の
の
り
両
は
､
土
羽
打
ち
が

原
則
だ
｡
正
路
移
管
等
に
支
師
か

あ
る
蛾
令
は
､
移
管
が
可
能
な
よ

う
に
蛇
編
を
は
か
り
た
い
｡

･
紳
し
い
は
比
の
山
々
に
も
哩
塀
が

獅
ら
れ
る
よ
う
.
P
R
等
を
行
い

(
/
=
'

I
..y
_
ト

岬

.-

●

維
問

･
駅

肌
､
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
心
神
甥

那
l個
に
つ
い
て
仙
い
L
J
い
｡

･
r維
北
ニ
ェ
ー
タ

ウ
ン
ま
つ
り
L
の

(
･級
の
方
向
に
つ
い
て
伺
い
L
J
い
.

･
北
山
M
の
作
駅
¶
帳
に
つ
い
て
は
､

地
域
日
比
の
想
見
を
充
分
州
い
て

出
端
を
遡
め
て
ほ
し
い
.

●
FJ日
下

･
公
共
駐
韓
甥
は
与

hJて
い
な
い
.

.民
間
の
側
先
の
中
で
と
ら
せ
る
よ

っ
相川t印
し
た
い
.

.
rt■■◆t
.t
▲

一′
ケ
ン
l
■
つ

.

に
つ
;

て
ほ
.
貨

ヽ
.
に
つ
い
て

下
水
道
施
設
､初
の
管
理
移
管

公
団
か
ら
横
浜
市
へ

去
る
八

日
1日

e=宅
･抑i=並

端
公
相
か

ら
捕
浜iE
へ
地

区
内公
判

寸
水
止
の

部
の
作
用
が
引
き
削
が

れ
ま
L
i
..
<
-1
'
=
き
桃
が
れ
tLJ

椛
棚
は
'
柚
木
州
ホ
肝
椀
､
柚
木
押

水
枠
線
及
び
析
m
祥
山
水
幹

換
､
池

辺

･
大
熊
抑
組
の
流
域
で
､
は
ば
推

m
栴

二
｢
日
､
住
用
～;
[
1
日

･

一

丁
臼

･
四
丁
目

･
五
丁
目
の

1
部
､

J<
九
の

1
部
､
誰
北
区
新
発
町
の

1

部
で
す
.
地
BSt内
公
i=ハ下
水
止
の
=･.

き
削
ぎ
は

肝
yq
捉
延
妓
約
六
〇
〇
､

0
0
0
=日
の
う
ち
的
じ
‰
の

四
t.

〇
〇
〇
==
が
､
<
･3
:･-
王
納
め
て

火
施

さ

i
.
eE的
iE
へ
拶
辞
さ
れ
ま
L
i
J.

維
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
地
Ⅸ
内
の
公

<
下
水
皿
は
､
L
地
3
1両
や
和
郎
丑

の
1
環
と
し
て
､
仕
モ

都
市地
脳

公団
で施
工し､甘
印して
お
り
ま

す
が

横
沢
巾
に
引
き
継
が
れ
ま
す

と
.
今
ま
で
e
=
で

･
肺
iE
恨
帖
公
川

幡
北
仙
椎
L.=
が

行
ってい
t
=Jy
旭
川

小

人'-;
水

･
-;
水
)
の
公
八
卜
小
皿

(ネ
甘

･
取
付
肝
)
へ
の

接
穂
及
び

他
生
の
小
川
.
接
眺
小
爪
L;
刺
-Z
L.I

樺
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
紋
祁
梢
所
が

.t
っ
て
い
i
J住
宅
地
題
に
伴

っ
排
水

設
脹
計
画
確
控
坤
的
展
楯
を
港
北
区

抜
区
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
に
よ
っ
て
､

堆
北
上
ホ
耶
梢
所
､
j
E上
*
小
橋
所

で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
.

(
･後
も
､
碓
北
二
rJ
-
タ
ウ

/
榔

展
の
皿

抄
に
作
い
､
公
八
卜
小
皿
に

つ
い
て
l
Wi
次
.
拶
rF
が
行
わ
れ
.

椛
浜
iE
狩
=I
の
制
4
日
が
州
加
し
て
行

く
こ
と
と
な
り
ま
す

.

㈱
団
地
サ
ー
ビ
ス

港
北
出
張
所
開
設

平
成
凶年
じ
日
二十
日
か
ら
､作

川
北

l
T
u
の
新
羽
佐
川
梯
沿
い
に
.

白

い
二
階

姓
の
稚
北
山
弧
所
が
仰
放

さ
れ
ま
L
i
,.

㈱
団
地
サ
ー
ヒ
r(
は
.
住
宅

･
郡

市
並
備
公
団
を
主
な
出
資
宅
と
し
て
'

昭
和
三
十
六
年
に
設
立
さ
れ
概
に
三

十

1
年
臼
を
迎
え
i
J民
糊
企
桑
で
す
.

主
な
点
禰
内
容
は
､
団
地
内
の
滑

川
.
心
神
鳩
の
姐
枚
管
理
'
空
家
住

宅
の
榊
は
､
住
宅
内
部
膜
頒
価
工
恥

の
施
工
布
地
合
住
宅
の
維
挿
管
現
恭

棟
を
行

っ
て
い
ま
す
｡

港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン

自

然

教

室

開

催

文
休
み
中
の
八
日
IL
l
日
と
二
十

.:
;

井
ケ
叫
小

川γ悦
の

絹
に
広
が

る
地
区
公
仰
の
唯
物
棚
休
識
区
で
.

n
然
枇
繋
が
州

悩
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
教
室
は

､
牌
的
市
払
印
刑
畑

局
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
娃
設
部
が
､

自
炊
環
境
保
全
研
究
会
の
協
力
を
獅

て
､
晦
ま

洪
庵
し
て
い
る
･･D
の
で
､

オー
由
的

に
保
令
さ
れ
i
J校
地
の
イ
ノ

ー
リ
ア
7
プ
と
､
校
地
捕
m
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
仰
苑
を
目
的
と
し
て
ii=服
さ

れ
て
い
ま
す
.

軒
七
回
を
迎

え
i
,人
･年
の
批
rJ･r.tは
､

フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
を
見
な
か
ら
､

コ
ー
ス
に
そ
っ
て
白
山
に
観
察
し
て

J

ら
う
オ
ー
プ
ン
方
式
で
行
わ
れ
ま

し
た
｡

一n
人
に
乃
千■
-も
ay
.叩
■日
進
は

S

め
て
足
を
爪
み
入
れ
る
休
講
区
内
の

経
木
の
山
.
;j
I旭
､
せ
せ
ら
ぎ
､
溜

池
な
ど
に
牡
臼
す
る
チ
h
ウ
や
-
/

ポ
や
小
爪
な
ど
を
川
並
に
比
t=)り
&

化
i
Jり
す
る
こ
と
が
で
き

と
て
l

柵
足
そ
う
で
L
t
=Jb

拙
群
地
と
も
っ
L
J生
物
相
似
簿
区

は
､
こ
れ
ま
で
生
白
し
て
き
た
従
物

を
､
そ
の
ま
ま

rす
み
か
)
ご
と
保

全
し

子
供
L
Jち
の
自
然
批
幣
耳
に

役
立
て
て
い
-
た
め
の
光
琳
を
し
て

い
ま
す
が

参
加
し
た
ー
仇
漣
か
ら

は
､
細
を
持
っ
て
比
山

を
州
っ
て
み

i
.
い
と
い
う
挙
句

J
あ
り
ま
L
L
JO

耕
粥
川
で
は
､

こ
の
上
う
な
･;
然

を
淡
-
保
全
し
､
浦
川
し
て
い
く
L
,

め
に
は
維
持
辞
世
の
手
法
や
清
川
に

あ
L
J
つ
て
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
あ
る

と
し
て

自
炊
環
櫨
保
全
研
究
会
に

検
討
を
依
轍
し
て
お
り

参
加
名
に

∃

仙河
Lfir当
の抑
即
市

.つ

くn
ソ
の

専

門

家

｣
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且

W

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

皆
伐
の
お
か
げ
を
･D
ち
ま
し
て
'
港
北

LL
r]
I
タ
ウ

ン
は
土
地
区
内
拒
喫
碑
菜
に
よ
る
#
t盟
難
偏
も
進
み
'

析
並
み
も
日
々
淡
い
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
｡

僻
に
は
い
よ
い
よ
lFH
迎
鉄
退
三
ぢ
線
の
新
株
脈
-
あ

ざ
み
那
:3
を
仙
炎

い
た
し
ま
す
が
'
こ
れ
に
よ
り
術
の

熟
成
に

一
例
の
は
ず
み
が
つ
く
も
の
と
心
い
ま
す
｡

ま
た
削

3L=S心
と
し
て
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
､
明

年
の
行
政
区
T-3
舶
収
を
拙
え
'
新
X
の
総
付
け
合
の
鎚

設
と
と
も
に
.
公
兆
恥
神
城
､
地
域
冷
暖
研

施
設
tL
の

環
備
を
進
め
る
な
ど
'
伽
心
権
能
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
､
二
十

i
川
紀
を
目
指
し
た
安
全
で
快
適
な
港
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
街
づ
く
り
に
全
力
を
投
入
し
て
ま
い
り

ま
す
｡

本
年
･D
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
｡

平
成
五
年
元
旦

頼

婆

長

鳥

･奇
･骨
化

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

サ
ボ
よ
り
'
描
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
紋
神
苑
の
州
過

に
つ
き
ま
し
て
多
大
な
ご
協
力
を
貼
り
､
弧
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

継
北

二
･t
-
タ
ウ
ン
は
近
年
大
き
な
変
紋
を
と
げ
て

い
ま
す
｡
t
宅
や
施
設
の
迎
談
が
進
み
J
術
も
脹
わ
い

を
み
せ
て
お
り
ま
す
｡
ま
さ
に
､
横
浜
市
の
榔
市
づ
-

り
の
刊
格
を
成
す
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
胎
軌
が
感
じ

ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
｡

今
後
は
'
平
成
七
年
度
へ
和
英
の
概
戒
を
目
途
に
造
成

上
郡
を
進
め
る
と
と
も
に
.
横
浜
四
ぢ
練
の
和
光
化
､

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
=i･
L
別
姓
ち
あ
げ
等
､
伐
さ
れ
た
謙

l=1
の
抑
決
に
向
け
'
引
き
拙
さ
努
力
を
し
て
参
り
ま
す

の
で
､
本
年
l
竹
棚
方
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
校
を
お
鰍
い

巾
し
あ
げ
ま
す

｡

平
成
九
咋
元
日
.

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
叫
文
相
巡
迎
紙
他
派
公
金
止

-

区
戊

=/

督
勉



平成5年1日号 NQllO

池
北

Lt
rt
-
タ
ウ

ン
耶
燕

州
過
連
結

他
紙
公
那

九
州
総
合

が

I

H

L

H
(｣
)､
ふ
れ
あ

い
の
tj;
の

√
柵

式

化
は

七

ノ
タ

I
J

件
〃
鮒

で
Ⅷ
催

さ
れ
よ
し
i
l'

当

日
は
梢
朗
小

か
ら
､

=回
流
jf
戊

欣
棚

肋
役

を
は

じ
め
､
側

係
-3
妓

･
軸
比
､
化
.七

榔

i=
耶
愉

公
川

か

ら
は

FT
l
礎
総
我

･
小
川

嘩
粥

を

は
じ
め

港
北
㈹
従

局
妓

部
托

.
そ

し
て
地

ル
地
相
JG
も
ど
約

二
百
S

が
州

席

し
ま
L
L
J｡

総
合

は
､
山
本
新

田
地
区
全

盛

の
FF
金

に
よ
り
進

め
ら
れ

三
者
全

段

F=
男
i=
滋

仰
山
篇
総

裁

の
あ

い

さ

つ
が
あ
り
､
放

く
浅
都

で
は

三
常
全

長

か
ら

推
進
連
結
協
純
金

の
活
動

織
<
=
が
あ

っ
た

の

に
拭

い
て

小

津
都
iE
別
:-2
局

先

か
ら

｢
港
北

ニ
ェ
ー
タ
ウ

/
姐
設
都
濃

の
は

過
及

び
人
･
後

の
見
止

し
,

に

つ
い
て
､
性
･.Y

･

抑
仙
8
g肺
公
同
駅

Ⅳ
椎
北
胤
托

L.F
比

か
-p

r
土

地
区
.Bj
地

相
耶
苑

の
抜

道
及

び
(
･
後

の
止
血

し
,

に

つ

い
て
.

そ
れ
ぞ
れ
税

朋

が
あ
り
ま

L
t
lJ0

枚

い
て
､
金

片
小

川
地
伴
食

戊

か
ら
代

必
喋

問

か
行

わ
れ

.
紬

､
公
川

よ
り
不
弁

か
あ

り
ま
L
L
JP

そ
し
て
旭

t
j
山
内

地
区

削
合

Eet
に
上
る
映
川
文

の
朋
的

､
,I
S
=
抑

目
地
Txi
金

光

に
よ
る
榊
公

の

あ
い
さ
つ
に

よ
り
LS
九
回
捨
金

を
終
え

よ
し
L
J.

捻
公

終
了
後

に
は
恐
税
金

が

伸
さ
れ
.
哩

犯
を

代
湘

し

て
八
日
水

仙
内

地
〆
金
蛇

の
あ

い
さ

つ
の
あ
と
､
.
:I
こ

や
か
も
拙

純

が
拭

き

.
川
九
中

川
地
区
別
企

及

の
糾
合

の
あ

い
さ

つ
に
よ
り
鍵

/

し
ま

し
た
.

鵬
靴
虻
針

bP
T
h
紛
語

群
は

掛

に
つ
い
て

(要
旨
)

-
yIヰtEQ_I[

【ぶ
d
rl
d

･J
iB
)

Li.
税
は

-T
収
九
勺
.
;
に
仙
農
.

状
H

T
.
1

の
頓
蛸

に
つ

い
て
は

.
㈹
価
L;
と

引
N
J披
き
鞘
較
す
る
.

【代
沢
M
り
払
】

四
日･.･校
に
つ
い
て
は

稚
北
二
.I
-
タ

ウ

/
の
枇
づ
く
り
や
珊
浜
山
の
放
止
群
の

形
状
に
と
り
東
方
J
枯
拙
で
あ
る
と
サ

え

て
お
り

朋
休
f
関
と
押
流
を
川
リ

Jが

p

火
叫
化

に
山
け
て
氷
り

机
ん
で
い

lパ
ス
抑
拙
】

11
戊

;-
度
の
終
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ノ代

8
1
所
の
仰
設
に
介
わ
せ
て

八
糸
払

北
柏
抄

へ
九
菰
牧
人
丸
松
を
輯
正

芳
枚
人
純
拙

系
抜
江
川

投
及
び

r
M
系

統
fT
γ

叫
税
の
叩
9
lを

人
施
し
た
.
ま
た

.〇

系
紙
幣
I;
川

梯

c

l茶
托
北
山
日
払
の
堪
火
4
1=

り
JLJ
と

･Jに

ス
4
'.q
yt

L
t.J+

M
v-
也
は

茶
托
に
は
稚
魚
パ

れ
蛾
人
BEI
拙
､

･･.J
爪
払
仏
日
t
蛾
の
神
棚

ヽ

茶

托
九
･;
州
税
の
38比
布
+
Jf
q
推
し
t
;.+

<
-柏
と
l

TC
.
.
E
O
e
l

U

山
系
牧
の
巾
強
運
帖
Q
J刑
的
し
て
い
る
.

き

.P
に

‖勺
挫
和
英
に
作

っ
ハ
･(
鈷

扱
抑
SF
や
編
に
つ
い
て

拙
作
<
(体
的
計

的
そ
横
付
小
で
あ
る
.

Ti<
什
拙
皿
爪
等
】

こ
rl
-
タ
ウ

/
関
連
批
粍

-

絡
蛇
に

つ
い
て
は

抑
件
S
.
ル
小
川

扮

人
純
東

山
川
拙
~
関
羽
什
川
蛾
が
乍
拙

ん
収
し

仇
川
中
で
<
ro
4
..*
15

乍
休
の
伯
仲
桝

は
約
･<
-

九
で

<も
.
叫
れ
祁
丑
中
の

指
輪
は

‖

･T;此
れ
川
蝕
他
し
粋
拙
と
な

っ
て
い
る
.

一川
ノ川霊
芝

イ

ノ｣

や

収

勺
政

人の
小
薬
此
け
叫
ほ
れ
=

-

㌔

川
他
E
仙
岬
は
約
八
I
M
㌔
と

J
っ
て
い
る
.
(
･枠
.
I-
収
J

C･催
せ
目

途
に

づ
さ
較
d
JM
他
加
糾

r
朴

を迷

わ
て
い
く
.

2

上
古
住
宅
の
止
投
､
核
的

鬼

没
の
ほ

z
l'

t
F
L
J
:
=

L
l

仙
小
ま
で
に

ia

那

地

げそ
へ
‖

わ
せ
て

n
n

L
が
人

肌析
人

で
{
リ
.
i
;

L
L
(
り
の

り
と
が
止

t!
小

あ
る

い
は
也
は
叶
は中
で

<

古

.

八
･枚
は

叫
小

也
止
4
J池
{
て
い
る
iS

地
jf
火
雅
で
人
.5

女
川る
と
と
J
に

七

城
で

=
き

捉
dJ多
は
t.t
H
で
供
折
を

け
い

人
目
左
打
を
促
進
し

て
い-
.

1
1<
い
■
tS
)

呪

巾

ま
で

に

I

一粘
J
が
付~
攻
さ

れ
て
ーj
リ

手

3.に
-
の
iE
止
が
並
八
紘

L<
し
て
い
る
.
j=
滋
で
は

研
究
頼

岬

は
巾
の
仙

介
6
1
の
<
化
や
J-
川
St
､
上

り
多
作
も
▲

浪

捕
食
Q
J:

っ

て
い
･4
'

【c
A
T
V
】

切

れ
的

仁
山
の
〆
旭
で
サ
ー
ビ
ス

を
;

っ
て
お
り

人
･
絶
kT
収
L
a
･也
ま
で

に
は

M
t
p
叩
郎
菜
_¥
岨
4
･城
で
サ
ー

ビ
ス
が

受
け

f
れ
る
よ
っ
虫
偏
長

め
る
.

3

公

益

用
虻
書
の
長
g
E

E枇
〃
it
J
】

こ
れ
ま
で
に
小

-
悦
M
仲
が
剛
は
し
､

仙
C
..T~
収
･=
叶
M
H
帆
は
ー
･LJ
で
川
小
爪

小

7
校
ガ

7
2
か
小
て

は
の
l
は
を
q

m
林
崎
し
て
い
る
.
小
7
枚
tj
M
は
が

州

は
し
て
い
･4
'

仙
悦
に

つ
い
て
u

伯
が

州
は
し
て
お
り

さ

.)
に

{
サ
レ
ジ
オ
乍

I..)
の
過
納
が
決
近
し
た
.

(公
仙

ぷ
仙
仏
叫
】

叫
爪
ま
で
に

地
_く
公
榊

..
頼

IIj

eE
公

仙
･ハ,
柿

湛
山
血
糊
八
丁
仲

山

止

7

帝
の

挑
及
び
a
l生
公
剛
E
:l

l

ヶ
所
の
r
1脂
を

凡
丁
し
て
い
る
.
i
-
接
と

J
供
用
if
敗
に
人
目
わ
せ
て

丑
婿

公
開

を
進

め
てい
-
.

捻
<
〓
公
榊
に
つ
い
て
は

Z
f作
の
瓜
tf

J
山
の
叫
を
山
人
別
勺
か
L
L
J公
側

と
し

て

八
･
叩
蝶
は

仙

北
仏
の
甘
晦
及
び

蝕
-
小
に
軒
-
す
る

.

aT▼
7
5g
柚
に
つ
い
て

は

松
山
公
側

と
し
て
q
SE
産

め
て
い
-
r
･})
で
<
る
.

一紙

…
㌔

㍑

…

縄
琵

一

行
政
サ
ー
ビ
ス
七

/
タ
ー
は

平
収
J

や
群
の
薬
指
拡
充
に
対

応
す
る
た
め
に

E
L中
碇
に
別
様
を
神
政
す
る
.
ま
t
;]

-

日
に
芥
I
L
た
い

だ
八日目
介
に
は

長
政

が
伐
所

北
郷
九
･州
3

'糸M
d
所

M
7:i.=

舵
f
>
せ
け
fj
L
.
ザ
収

･ハ勺
雌
の

攻
-
を

･･
▲
し
て
い
･O
'

ば
介
粥
izEに
つ
い
て
は

}
朋
竹
帽
を
川

もべ
-

閃
怖
外
人
伽
と
仏
紙
J

W
紋
-

叶
か
快
速
で
･･,0
4
1
粥
少
長

め
て
い
-
.

如
け
J
F汝

に
つ
いて

は呪
c

r北

部

地
は
S>
抑
七

/
タ
ー
L

r苛,
絡
み
A
J女

様
サ
ー
ビ
ス
七

/
タ
-
)

｢挫
楳

町
側
)

等
の
e
偏
を
並
め
て
い
る
.
I.I･練
と
も

人
目
の
従
軒
北
枕

巾
岨
及
び
北
部
<
血

で
の
■
t
:R
Ef
神
を
サ
止
し
J
が

b

je

J
竹
村
を
此
れ
て
い

-.

捕
tE_

i;虹件
-ゎ
柵
に
つ

いてり
ゃ

成

人ql
也

に糊
脈
の
r
･hj
で
-
小

を
過
わ
て

い
も

.
≠
tLJ

閉

経
す
る
人
様

#
脚
1

止
Zt
JE,化
〃
し
つ
つ

r..aIt火
付

紬
鮒
Ⅳ
外

鵜
放

しと
し
て
付
芯
付
け

件
f
m
と

作
油
川
を
は
か
る
イ

止
で
あ
る
.
ち
お

雌
た
け
E
析
蒋
文

化
朋
帆
逮
施
止

の肝用

達
碑
及
び
捕
浜
の
蝶
虹

･
文
化

即
の雅
及

作
俺
等
Q
Jけ

つ

T糾
川
払
人
件
沢
山

･.ら

さ
と
積

出
相川
｣
か
設

t
さ
れ
L
'-.

一…
…
七
/
タ

.
写

､
言

l

旭
川
七

ノ
タ
I
は

す
で
に

r爪
茶
畑

_ィ
七

/
タ
I
L
r小
川
内
地
〆
七

/
タ
I
L

の
l
軒
が
剛
斬
し
て
い
PC
P
山

比

ホ
ー

ル

に
つ
い
て
は

ホ
ヤ
也
は
J
E
止
別
川

北

止
内
怒
P
の
粥
tT=
そ
瀬
維
し
て
い
る
.

l
t
.Lt
ぷ

上

平
収
〓
叫
度
は
I

か
町

7-
城
川
勺

雌
は
L
か
町
に
つ

い
て
火
t
L

こ
れ

に

上

り
=
-
と
か
町
の
桝
叫
が
生
T
し
た

.

(
･経
と
i
帆
川
州
姑
に
介
J=
せ
て
火
北
し

て

い
く
が
､
rI
収
LE
T
峡
に
つ
い
て
は
火

札
4
'比
退
り

=-
収

･(叶
雌
に
/
逆
さ
八

て
い
る
_.-
政
比
-2
叫
収
に
(
;
わ

せ
て
火
推

す
る
√
･逆
で

あ
る

4

セ
ン
タ
ー
の
荘
■

一
タ
ウ
/
七

ノ
タ
ユ

タ
ウ

/
七

ノ
'
-
は

-･･n
H
捕

他
ー

ll
小
畑

地
は
tI唖
蛎
串

の
肺
心
瓜
S
g
J
J

現
場
す
べ
-

部
の
-
祁
が
S=
-
さ
れ

て
い
る
.
･N
t
LJ

平
政

I
JT
に

rタ
ウ

/

七

/
タ
ー
榊
徒
稚
過
払
は
仝
｣
を
拙
強
し

開
苑
ル
ー
ル
や
祁
塵
化
の
促
進
九
蒲
に
つ

い
て
横
町
･),け

っ
て
い
る
.
桃
川
化
木
精

仙
伴
に
つ
い
て
は

他
州
L;
封~
蛾
に
お
い

て

小
t
(
I
八
L;
ハ
q

J
什
q
仙
Jq
t

..

八

て
い
る
.
A
-

は
と･J
仰
山
<
･叫
頓
嶋

を
引
L
J収
I
,止
め
る
と
と

し
に

化
的
tTt

満
点

玉
柏
札
弦
や
公
人
公
生
地

止

の
;I

刈
他
校
を
川
っ
て
い
く
.

【状

刑
近
SE
t

ノ
タ
上

中
川
駅

肌
七

/
タ
ー

で
は

向
恭
施
設

の
姓
詮
が
過
行
小
｡
仲

町
ム
=
駅
刑
七
ノ
タ

I
で
は

]■‖り
抱
の
㈹
血
に
向
け
て
<
･5
1

丑
垢
4
'過
め
る

r
TI.

む
つ
-
リ
伯

止
や

A
EZ
小
感
の
榛
山
が
け
わ
れ
て
お
り

化
:

作
的
も
仙
づ
-
り
の
は
即
に
入

っ
た
.
北

山
M
iS

m
七

/
タ
1

才
ナ
7
近
阿
七
/

タ
ー
で
は
~
止
粍
Fl

朗
P
の
比
巾
し
か
_L･

わ
ー

こ
れ
.J
JJ
と
に
蜘
づ
く
り
ふ
J皿
の

る
こ
と
に
,_

つ･LLlf
川
伽
ii
桝
七

′
タ
ー

抜
t3
1Li
近
閑
七

/
タ
I
で
は

八
川
祁
6q

の
検
打
を
引
き
は
き
過
わ

八
･枚
は
東
山

M

T
久
促

析
-
り
川
の
行
近

Si
t

/
タ

I
で

･･D他
捕
x
;
魁
銭
金
を
打

っ
て
い
く
.

Lf)

よ
#
書
用
地
区
を
書

析

朋
人
f

旭
』
及
び
仰
木
の
ね
t
E

AE
E
f
L
r.

≠
り

帆
=

い
.
･
甘
.J

を

凡
T
し
て
い
る
+
芳

氏
8
1
相
川
地

yt

北
部
他
姓
に
つ
い
て
は
､

γ
収
:
収

か

b
丘
止
加
地
泊
りを
火

jfし
て
い
る
.

ま
た

朽
和
地比
に
つ
い
て
は

1.-
性
か

_I.I
他

都
生
態
晦
抑
典
を
光
祐
し
て
い
る
.
伐
る

地
区
に
つ
い
て
は

内
63:i
.を
旭
花
と
他

紙
し
ろ
が
-r
岱
鯖
推
進
を
関

っ
て
い
く
.

6

P

R

イ
へ
ン
ト
N
'の
実
施

r
略
北
こ
.1
-
タ
ウ

/
ま
つ
り
L
に
つ

い
て
は

I
;
I
L
‖

I
八
日
の
山
日

中
久
代
州

公
_

fJ
M
推

さ
れ
､
I

〃
山

下
<
の
瀬
棚
'=
が
<
っ
tZ
'
よ
L;,槽
北
LL

ェ
ー
タ
ウ

ノ
の
仙
づ
-
り
Q
J山
山
と
･U
l

に
サ
TL
る
坤
.f
公
及
び

ハ
寸
ル
デ
ィ
久
わ

ヮ

ン■
/
を
恥
は
し
た
ほ
か

=}
紬
映
由

の
弛
む

SLJ
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
ュ
ユ
ー
ス

の
碓
行
そ

り
っ
て

いる
.

7

そ
の
他

【コ
都
だ
乍
〃
取
】

帖
甘

心

の

㈹

連
柘
41
及
び
日
と

肺

心
f
=佃
公
川
と
仙
川
仝
そ
ぶ
り

-
榔
の

む
乍
Q
J州
し
て
い
る
.

【勺
捕
1-2
他
日
熊
】

r
M
川
比
入

棺
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
/
1

5

刈
k
;
比
企
｣
に
上
り

け

*J

I川
畑
.

=

r

M
ii
Q
Jは
じ
め

外
川
1
捕
り
岨
叫
郡

部

典
が
炎
jJZさ
れ
て
い
る
.

琵

完

縄
謂

鞘
_ie
閥
瑚

矧

い
て

(要
旨
)

腰北
ニュータウ
/の-地!tや付

郎
8
1
は

S;
仙
川
T
･E,e
･
八
日

1
L
日

に
施

汀
胤
柑
及
び
邸
史

,I=佃
の

止叫
+
J雀

け
て
u
練
･+
柿
的

L

L
小

弟
に
〃

T
L

u

米

m
仰
山
-

勺
I
;
1
m
=
仙
L;
I

VI
E
;
の
松
代
地
の
仲
J

M
糾

<
-
N

叫
M
H
の
恥

川
蝕

枚地の
仰

山

=
柵

･=I
八
q
r;
の
取

次
肌
川
州

坊
l軒

一旭
川
的

ha
一
と
皿
の

f
八

収

件

rI
収

1.･I
L
H

の
入日川
SZ
肌
公
で
/

棉

さ
れ
た
>-
榔
丑
ス

ケ
ゾ
･]1
ル
に
≠

づ
い

て
小
薬
4
J付
過
し
て
い
る
.

姉
弟
の
過
抄
状
況

te-
収
M
q
九
日
叫

4
)
に
つ
い
て
は

拶

k
捕

れ

粘
■L
敦
が

九
卜
九
㌔

(H
粗
相

仲
山
.

L
杓
は
八
-
i

㌔
}
快
州
側
jE
加
納
は
九

･r

ha
一他H

公
休
の
L
1

㌔
)
と
t:t
っ
て
い
る
.
ま

た

梓
拙
述
称
は
附
帥
i=
-

八
勺
･(
;
の

純
株
折

冗
L=
川
拙

-
収

†
<
;

の
‖

･

‖
ル
れ
川
枚

の
州
油

を
他

の
と
し
て

せ

托
約

-

L

t地
jt
M
埴
北
の
丸
-

㌔
)
が
爪
川
和
的
肺
と
J
っ
て

い
る
.

人
･
は

は

〃
耶
地
は
の
竹
姐
や

軒

地_ィ
心
部
に

お
ける
S:拙止
抽
BE
の
t
帖

P
･
の
鵜
恐
P
塘
J'-化
此
す
る
と
と
l
に

タ
ウ

/
七

/
タ
t
に
お
い
て

仇
削
削
耶

L.
に

A
蕃
.C
し
い
hH
性
′
一杯
山
北
盤
の
竹

垢
を
迎

<

ド
収
L
什

哩
の
全
血
快
M
槻

･J;.=に
向
け
て

乍
力
を
あ
げ
て
小
6
n
J州

池
し
て
い
-
.

周

辺
地

区

丑

廿

の

考

え

方

に

つ

い

て

■
5
(
叩

k
州
畷
叩
小
題
tL
城
と
‖
山
地

3i
と
の
佃
超
が
他
人
し
て

い
る
が
.

▼
回
答

市

公
川
的
碓
池
i
と
の

件

的
tt
も
編
か
丈
叫
で
N
Jる
よ

っ
牧
村
し
て

い
-
.
一㌧
L一.
⊥
,
/
タ
I
Jr
に

つ
い
て
は.リー

_
一

l

･
t



平成5年1月号 NQllO

交
通
体

系

の
亜

竹

叫
穎
四
号
托

I
半
間

仙
川
捻
金
か

.っ
の
桂
H
相
通
及

び
都
農
爽
秋
の
比
通
し
に
つ
い
て
.

▼
回
答

市

円
.～
.轍
の
朴
歯
に
つ
い
て

は

代
脈
川
中
蛸
頼
=
粥
群
奄
ハ
公
で
は

H
を
H

っ
て
き
た
が

q
収
か

P
は
他

ij
や
及
5
運

け
_手
中
の
仇
純
化
や
人
目
LiJ

斤
の
代
地
J
と
の
ポ
カ
化
に
向
け
た
杜
岨

に
つ
い
て
､
H
t

耶
巾
牧
場
公
_
と
八

川
で
頼
打
を
謎
め
て
い
る
.
ホ
旅
紬
は

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
恥
づ
-
り
や
本
山

の
鉄
血
E
の
形
成
の
た
め
に
先
P
tl
SE
税

と
ケ
え
て
3
;り

伽
喋
他
関
と
l
JE
P
+
J

H
り
な
か

r
小
玉
化
で
･･,る
･･t
r･刈
り
机

ん
で
〓
く
.

t

IdJ
i_
JI一4
q
■

J
5L
何

州
丞
朔
日
.
州
水
式
<
の
力
払

及
び
速
措

き
_一
本
枚
に
つ
い
て
.

▼
回
答

市

托
休
的
Lt
仰
恭
糊
目
に
つ

.J
L
で
け
Jき
た
い
.
<
<
に
つ
い
て
t

S
J恥
Lq

㈹
垂
比
企
.<
<
ち
と
を
サ
え
で

い
る
が

付
加
に
つ
い
て
は
サ
ー
-3
め
て

h
d
J
h
L.
い
.
溝
川
に
つ
い
て
は

巳
〃
･E

i-
の
比
叶
ポ
糊
で
あ
る
.
連
打
朴
叫
に
つ

;
て
ほ

ル
､J;
の
タ
イ
ヤ
ふ
Li
･
の
壬
N

)

仲
す
る
/

七
で
あ
る

ハ
ス
鵠
煉

1
5<
何

日り
拙
抑
止
複
の
バ
r<
iE
退
=

t

柵
脈
川
ぢ
投
が
¶
傭
さ
れ
る
ま
で
の

ハ
ス
の
代
f
=綴
操
に
つ
い
て
.

▼
回
答

市

ハ
]<
持
投
に
つ
い
て
は

iE
軸
の
は
人
目
的
1
-i
.J
F収
+
)叫
垢
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
<
る
.
川
作
的
に
は

は
目

地
状
と
鉄
d
ii
4
-払

い
的
也

か

i･S

旭
げ
を
止
れ
す
る
粥
E3
粍
扱
の
は
.i

m
目
地
_犬
か

f
七

/
タ
ー
旭
川

へ
の
州
税

粥
誼
み
舟

山
し
て
い
る
.
八
･
稚

さ

.F'に

胡
川
井
の
勅
･;
+
,ウ
止
し

i
Lrの
轍
か
J

旅
扱
竹
SE
に
取
り
S
ft
ん
で
い
-
.
ま
た

即
日り
投
の
代
打
軌
株
に
つ
い
て
は

比
舛

祁
6
t
x
;
の
他
力
i
糾
乙
が

p
は
J
し
て
い

く
.
連
日
小
鼓
に
つ
い
て
l

で
I
Fる
耶

リ
tr
触
M
Q
Jれ
{
て
け
L
Jt
L.
い
.

幹
*
街
巧
*
の
並
書

■
5(
叩

仏
日
..1
北
山

日払
の
竹
崎
北
批

地
〆
の
州
外
を
虹

小
関
過
払
iE
の
;I
刈
併

給

那
1
.
淋
訳
述
旅
所
イ

/
タ
ー
ナ
ェ
ノ

リ
の
=-
利
他
冶
及
び
交
適
沖
荷
へ
の
札
せ

沌
〆
朋
を
i
i
ふ
け
撫
別
路
の
p
SE
別
州
に

つ
い
て
.

▼
個
富

市

j
=
;
〃
北
山
州
税
に
つ
い

て
は
､
ia

止
_丈
の
‖
〃

凡
石
川
SE
か

_.

1
久
は
小
川
也
ま
で

耶

1旭
川
の
析
朋

仲

川
山
か
･り
九
ー
才
,
Y
u
ま
で
の
jE
川

を
昨
日
し
て
い
る
.
e
fリ
の
〆
if
に
つ
い

て
は

=
き
扱
き
-
小
を
進
め
て
い
く
.

七

/
タ
ー
糊
に
つ
い
て
は
㌧
地
域
で
遜
め

f
h
て
い
る
血
的
竹
偏
に
へ
‖
わ
せ
て
V
m

に
小
文
〃
ー
L
t
Z
い
.
他
ji
の
内
外
を
朴

L
iF
t
l山
n
に
｢
I
tJ
..,

叫
rr
lt
で
...

M
II
択

凡
山
川
S
r

人
純
水
山
川
叫

印

朋
什
日
払
の

iE
税
が
ナ
払
拭
川
し
て
い

a
+
は
也
tE
的
M
-

3
の
う
ち

的

I
M
h
が

iJ収
L
P
伯
叫
は
約
八
1

㌔

で
あ
rO
.
祈

れ
S
L抑
イ

/
タ
ー
は

呪

S
の
郎
bt
進
捗
呼
は
乍
作
で
机T
._･JI
∴
㌔

川
他
E
仙
叩
け

i
;
九
-
㌔
で
<
も
.
ド
収

ハ
勺

性
の

E)収
を
日
比
に

‖
心
血
持
分

川
に
H
L
小
b<
此
け
ん
r附
き
か
け
t
l
い
.

州
為
旭
の
川
池
の
突
止

杜
仲
に
つ
い
て
は

閃
捕
撫
閥
と
仏
は
L

H
汁
乙
女
冶
処
印

が
川
八
る
･.t
つ
t
竹
し
て
い
き
t
LJ
い
.
地

打
開
を
拙

.J
叶
拙
血
相
に
つ
い
て
は
.
叫

山

中
山
北
山
川
扱

代
り
〃
t
I;
州
税

の

杵
拙
あ
る
が
､
柁
水
仙
に
は
地
B
l榊

を
{
順
及
び
水
川
人
山
で
仇
び
什
J
JJ
J強

化
す
る
輪
秘
か
ゼ
ガ
で
<
る
と
ケ
え
て
い

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の

活

性

化

d(合
住
宅
の
凍
蛤
促
進

Id
常
仰

恥
入
=
･.ILL)祉
止
の
仙
jS
及
5
4
･

-1
の
仏
泣
別
れ
に
つ
い
て
.

▼
旬
N
l

公
田

叫
の
止
は
申
e
(び
仏
は

竹
晦
小
の
日
と
約

-
L
H
-t
の
;-
〟l

れ

収
を
川
も
こ
と
と
し

そ
の
小
の
化
汀
り

g
I;
日

加
山
川
の
軌

T
M
H
L
に
つ

い
て
は
米
vI
に
は

人
肌
で
x
Jる
よ
っ
止
よ

そ
並
の
て
い
る
.
ま
た

粥
た
に
火
山
川

北
山
川

は
並
木
の

ヶ
所
に
つ
い
て
姓

tt
=
仲
が
ま
と
よ
り

約
九
･E
L
が
旭
丘

肝
性
に
人

っ
t
I+
さ

_P
に
(
IiI
也

γ
.F

八
,
=Et
の
目
地
itJ日
と
岨
枚
小
男
打
に
は
旭

す
る
r
心
で
<
る
.
二
つ
し
.LJ小
で

,t

仲
の
1
捕
-
の
サ
ー
ビ
ス
か
(*
り

b
h
る

r
ソ
こ
丁
目
と
L
の
岨
Iq
を
相
即
▲日
で
榔

銃

L
LLJの
Q
Jほ
じ
れ

†1
台
の
事
は
t:_
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
私
人
=
‖
毛
の
粗
品
を
過

の
て
い
き
た
い
.

握
的
抽
敗
書
の
摂
放
任
汲

t
S(
榊

比
丘
捕
蚊
4
,と
の
よ

っ
t･t-
I.･引

_
相川■
J
t
J
･J
J<
{
′
2'
JE･
′
■_
■J
J
d
◆
_

1
{
て
;
ら
.
八
･
は
と
1
.

止3
B
の
止
竹

化
4
･げ
並
十
る
の
に
･･
さ
わ

し
い
jr
J
の

Jf
比

に射
りわ
て
い
＼
,tlI
い
.
仙
椎
に
つ
い

て
は

T
サ
レ
シ
オ

?
LV
,
〟
.-
収
L
v-
作

糊
ほ
を
{
ぎ
し

け
SE
中
で
{
与
.
人

′

の
捕
汝
に
つ
い
て
は

3
巾
3
;
し
い
状
批

に
あ
る
が
引
き
校
d
J絹
汝
に
労
力
し
て
い

-
.
措
北
側
維
u
3
分
に
つ
い
て
は

牧

山
r7

地
_才
の
タ
ウ

/
七

/
'
-
M

帥

ji
ftB
介
.;
介
の
此
爪
伸
を
√
.4
他
と
L

V
収
･ハ
tI
作
を
‖
は
に
件
山
叫
鳩
を
;
っ

て
い
る
.

(,)
zt
r,]
Jg
t
:B
の
J

的

P
t

■
★
何

桁
は
5
1C
仲
介
姐
紋
別
t
の
ス

ケ
ソ
r]
-
ル

叫
#
及
び
町
内
公
が
判
川

叫
柾
な
全
紙

十
の
江
正
に
つ
い
て
.

▼
B
]富

市

a
l分
け
<
:
に
つ
い
て
は

H
R
斤
の
他

作
触
帝

公
公
や
､
tn
的

野

火
<-
仙
椎
頼

川
井
的

t
E
山
i
相

補
4
'山
形
L

Ll
収
･C
q
也
に

ぺ
収
の
/

心
で
<
る
.

公
肌

?
,に
つ
い
て
は
t-
川
合
≠
川
の
<
.

肌

≠
n
Ff
u
H
≠
L
,が

公
代
P
の
仰
価

に
支
持
の
ろ
い
よ

っ
に
L
t
;J
い
.

■
S(
間

は
人
目
.S
LV

iE
比
ホ
ー
ル

i
t

火
付
拘
仇

細
祉
施
設

は
人
目
公
榔

化

S
〃

小
及
び
や
k
･耶

邦
他
い
や
の
竹
垢

刑
{
に
つ
い
て
.

▼
凪
*

市

①
33
介
桝
i=
に
つ
い
て
は

ポ
遜
･i
作
品

.4
'
へ
く
外
力
伽
と
ZE
や

小
で
<
･8
-
②
山
.i
i+
:
-
ル
は

<
･
叩
ぼ

a
e汝
,tI
l;

▲
校
内
額
･Lt
と
の
Jr
介
を
火

掩
し
て
い
る
.
①
鑑
史
株
和
郎
は

暇

小

丑
を
洗
設
旗
ホ
官
と
企
内
臓
示
S
の

つ

に
分
け
る
.
拝
外
J
r没
に
つ

い

て
l

i
･

火
の
採
水
を
十
る
叫
と
し
て

灯
油
帆
と

作
捕
川
し
て
い
く
.
の
は
付
札
止
u

c
と
文
相
サ
ー
ヒ
ス
七

ノ
'
-

=
別
井

叫
と
人
ホ
ー
ム

は
仰
側
S
-
状
比
に
･i
rし

て
竹
崎
し
て
い
-
.
⑤
増
<
=
公
側
は
'
は

を
山
人
別
に
1
か
し
Lt
が

f

蛸
維
す
る

タ
ウ

/
七

/
タ
ー
地
比
の
祢
小
蛾
従
を
捕

ん
す
る
公
側
と
し
て
B
鯖
を
進
め
る
.
㊨

日
加
ぷ

小
は

.T
収
も
咋
雌
の
人
jt
は
j
e

退
り

や
収
･ハ
JT
牡
の
分
.tu
に
(
;
わ
せ
て

火
*
す
る
.
･ハ
q
ぽ
u
什
･･D
i
j5
火
j<
し

て
い
-
.
e
}
醗
下

林
佃
3-
は

タ
ウ

/
七
ン
タ
ー
叫
に
川
畑
鳥

相
し
て
い
る
.

人
･は

人
目
の
椎
け

岬
允
状
批
P
を
和

名
し
別
納
を
辞
去
す
る
と
附
い
て
い
る
.

民
両
地
通
用
足
道
東

■
常
帆

-
他
杭
州
の
は
並
に
つ
い
て
.

▼
回
答

市

良
M
t'
‖
tZ
雌
を
判
的
し

な
が

E
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
f
t
か
蝿
で
や
す
-

J
も
よ

っ
に

仙
づ
-
リ
梢
伸
の
2=
蔑

叫
の

琳
比
<A
L
を
過
め
て
い
る
.

セ
ン
タ
ー
計
g
と
並
g
E促
#

■
T
M

他
姓
¢
伯
の
王t
体
的
叫
群

山

描
心
形
成
を
ど
の
よ

っ
に
捕
縛
し
て
い
く

の
か
.
ま
た

駅
前

･
近
捕
七

/
タ
ー
の

歩
幅
稚
拙
に
つ
い
て
.

日.･拙
㈹
農
峠
の

.t
状
の
肌
桝
･3
叫
の
紗
傭
状
牝
.

▼
風
答

冊
.
公
田

タ
ウ

/
七

/
'
-

aFLE
y札
S
E
七

/
'
-
に
つ
い
て
け

中

川

川
仙
七

/
'
-
は

2
㌢
=
-
t
の
岨

止
が
進
め

わ
れ
て
い
る
.
5
:;
{
七

ノ
タ

ー
ほ
-
祁
小

北
-;
H
t

/
タ
t
は

小

満
的
1
小
の
糾
伯
を
過
の
て

い
る
.
I血
SE

セ
ン
タ
-
は

ハ
ヶ
所
の
っ
ち
一
γ
斤
の

越
生
¢
SF
が
総
ー

e
:
ヶ
所
の
｣
郡
を
収

任
遇
め
て
い
る
.

‖㌧
鮎
川
農
相
の
iS
Zm

m
梢
に
つ
い
て
は

仲
村
i
=

小
川
耽
り

㈹
曲
坤
に
<

わ
か
L
Jの
-
小
ん
,･凡
√
十

へ

-
打
力
し
て
い
る
.
七
/
'
-
仙
北
iF
に

つ
い
て
は

州
地
相
は
lh
2-
に
げ
･.<
山
川

ん
J設
け
如
柾
し
た
い
.

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
つ
り
の
今
後
の
方
向
､

孟
串の
拝
保

-1
貸
切

他
城
に
並
行
し
た

｢
ま
つ
り
,

刀
(
･
桟
と
公
叫
の
稚
化
に
つ
い
て
.

▼
回
答

市

<
-純
と
l

こ
の

r
ま
つ

り
)
を
淡
推
し

父
純
の
指
Q
Jさ

P
に
凪

げ
た
い
.
仝
叫
に
つ
い
て
は
公
仙
St
の
刊

川
に
つ
い
て

叫
輔
稚
M
と
逮
捕
ん
JH
っ

て
い
く
.

r

仰

./

-一.
叫

.I

..

IL
T
脚

や
収
L
JT
_1
(-地
い
肌
日
脚
帆

の
k
d
L
と
叩
iq
促
過
の
ん

仏

〃
i<L
地

代
の
態
暗
内
市

進
わ
ん
に
つ
い
て
.

▼
回
筈

公
田

牧
は
折

では
.i
･畦
L

cI
性
余
地
TyLS
伏
M
M
ji
は
述
収
で
き
る
･U

の
と
与

え
て
い
る
.
付
表
地
坪
に
つ
い
て

は

す
で
に
日
放
の
=
刊
u
-
に
つ
い
て

-
耶
を

ん
/
し
て
い
る
.
牧
山

火
山
川

点

♯

専

用

地

域

の

整

備

●
9
t伺

酬
叫
の
の
り
伽
に
つ
い
て
災

-n
仙
川
-
の
拙
･T=
か

E
化
止
が
打
方
.LJ
ケ

上
る
が
.

▼
回
i

市

の
り
伽
は
止
は
I
朋
〃
ち

か
順
刑
L
Iが
化
放
肌
･;
そ
の
他
で
ゼ
繁
と

決

議

文

繕

北ニュー
タ

ウ/吐J
小繋では

1王
城
t
q
哩
公
地
E
伏
川
棚
帆
を
日
放

に

乍
力
を
や
け
て
鵜
Tq
伯
帖
が
遇
の

r
八

仙
川
_
j=
Ty_
蛾
u
L
I
㌔
)･I山

え
る
に
や
っ
た
.

恥
介
什

i
)の
也
ふ

け
的
比
Lt
の
J

軟

公
i
J札
止
の
刈
巾
的
竹
仰
P
･の
J
E

前
に
加

え

山
肌
〟山
並
凡
瓜

._り
椀
の

剛
兼
を
ド
収
E=
年

目
に
押

え
て

収

め
の
〆
城
内
人
目
的
ji
〃
入

代
閉
経

人
人
目
約

力
人
が

4
-
は
そ
れ
ぞ
れ

立
通
に
榊
加
し
て
い
く
こ
と
が
r
f
さ

れ

捕
机
<
る
机
の
人
災
に

人
'
,-

舶
遡
す
る
l
の
と
桝
目
さ
れ
る
.

し
か
し

II
曾
+
J迎
え

帖
映
す
へ

さ
止
叫
が
e
(
さ
れ
て
い
る
こ
と
l

此

わ
て
比
d
L
tl
t
h
は
J

..I.乙
い
.
と

-
ハ
H

.I

.jt
こ
･_
ぴ

py
_
(.
E
rL

そ
収
十
経
机
叩
1･..紬
は

小
小
感
収
止

の
蕃
作
で
あ
り
.
fI
糊
に
ポ
惑
化
を
紙

正
し
て
行
く
必
裳
が
あ
る
.
ま
tJ

伏

折
の
引
払
L
に
は
深
づ
け
ら
h
L
J
タ
ウ

/
七

/
タ
ー
の
;I
刈
t
S婿
や

人
目
芯

i=
化
皿
の
t
;lわ
､
止
れ
地
は
川
は
血
の

〃
誠

に
つ
い
て
の
棉
〃
l
池
や
ら
け
化

...
L･
pE
,一
い
.

小
a
i仝
+
,炎
f
に
.
代
々
地

凡
､
杵

的
山
.
日
と

仰
山
や
垢
公
川
の

･;

は

ら
ム

朋
の
労
力
と
川
村
に
･.+
リ

根
さ
れ
た
沫
他
帖
決
の
た
め
氷
り
組
ん

で
〓
-
こ
と
を

稔
恋
を
i

つ
て
こ
こ

に
祉
肌
す
る
.

TI
収
川
勺
-

;
L
H

他
北
エ
4
1
タ
ウ

/
ホ
8
(
畑
地

t
Iu
仙
川

･.･

街
づ

く
り
基

中
か

一
部
改
訂
さ
れ
ま
す

仙
づ
-
り
捕
縛
は
附
仰
山
-
<
叶
の

桃
川
開
始
u
米

為
糖
化
払
t
t.
Å
叫
も

8
枚
の
和
は
神
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
が

本
年
二
月
よ
り
米
の
通
り

旺
y
住
宅
地

(那
1
3
:托
E
=
岬
川
他
収
}

の
鵜
雅
の

部
が
柿
し
-
な
り
ま
す
.

<
I
M
の
改
姓
は

仲
井
Ir
L
Jり
人
目
の

州
少

地
S
の
柿
r
寺
の
日
金
t
L
河
状
牝

の
k
化
を

山
生
え
て
.
上
地
の
S
川
を
促

止
し

人
目
の
;-
刈
･逆

打
を
蜘
る
こ
と
ie

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
す

.
ル
作
的
に
は

二
L
蝿
任
じ
に
つ
い
て
は
従
来
止
り
の
些

椎
で
す
が

絹
地
等
4
J稚
媒
す
る
こ
と
を

粂
作
に

タ

ウ/
ハ
ウ
ス
や
テ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
¥
が
L
Lて
や
す
-
も
ろ
L
t
う
鵜
叫
を
維

仙
す
る
l
の
で
十
.

こ
の
鵜
桝
は

他
地
肌
川
公
の
-
:地
利

m
Iや
別
事
ハ
公
に
泣
け
ら
れ
t
L
r肘
づ
-

り
横
目
ワ
ー
キ
ン
グ
J
の
小
で

捨
糾
さ

れ
た
l
の
で
す
.

拝
し
い
E
L
合
わ
せ
免
ー

t
Ji
･I
L
h
山
t
じ

結
北
.1
ュ
ー
タ
ウ

/
S
Id
郎
梢
輔
ま
で

℡

九
iE

-

M
八

窮一種住居耳用地城内の街づ くり毒草 (主な項 目)

･ 戸 建 タウン-ウス

≠'dt )80JTr 220rTY ■ー +I
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平成5年1月号 他110

第
二
十
八
回

交
通
問
歴
垂
具
合

平
成
四
年
十
月
十
九
日

｢三
ぢ
嫉
J
に
つ
い
て
は
､
･.TJLT

か
ら
､
榊
恭
朔

日
の
稚
淡
は
J
う
し

ば
ら
く
帥

っ
て
欲
し
い
､
ま
た
､
川

虫
時
の
秋
周
辺
地
欄
に
つ
い
て
は
.

欄
係
省
と
約
億
を
則

っ
て
い
く
と
の

鋭
明
が
あ

っ
た
.

r
パ
ス
絡
扮
J
に
つ
い
て
は
､
.
I

日り
税
仰
点
検
の
パ
ス
絡
軸
内
加
計
1-;

(准
)
に
つ
い
て
税
印
が
あ
り
.
叩

焔
に
際
し
て
は

哲
に
先
攻
を
図

っ

て
欲
し
い
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
｡

続

い
て
酌
回
合
同
協
餓
全
以
降
工

布
に
進
捗
の
見
ら
れ
た
佐
江
戸
北
山

旧
税
他
二
路
投
の
僻
松
附
路
の
虫
偏

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
L
"

舶
後
に
.
r
四
F
扱
J
の
検
肘
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

地
元
l
凹

地
は
轟

け
て
支
頒
し
て
行
-

の
で
､

1
E
J
jl

L
祁
恭
兆
地
に
向
け
､
i=

l
射

力
し
て
鉄
し
い
と
の
繋
竹
か
あ

っLJ.

第
二
十
五
回

土
地
利
用
特
別
香
■
会

平
成
凶
年
九
日
三
十
日

耶

1
横
様
㍍
印
川

地
域
の
桝
づ
く

り
棉
蒔
非
難

の
控
制
に
つ
い
て
検
附

を
進
め
て
来
た

.析
づ
-
リ
頗
肘
ワ

ー
キ

/
グ
.
か
ら

r新
し
い
的
づ
-

リ
基
准
J
の
i
Y
案
が
あ
り
了
承
さ
れ

(
I+そ

の
他
､
公
団
か
ら
平
城
他
年
度

の
柿
的
化
促
進
策
の
過
捗
状
靴
の
報

<
=
が
あ
り
､
こ
の
小
で
､
大

:･･
拭
軟

に
つ
い
て
は
雌
し
い
状
批
で
は
あ
る

が
､
米
隼
二
1;
を
め
ど
に
､
(
･後
l

舛
力
し
て
行
く
持
出
明
が
あ

っ
t
=J
.

第
四
十

二
回

合
同
協
犠
芸

平
城
岨
句
十
日
二
十
日

各
-3
門
番
八
台
の

香
ハ
妓
･Lt
り

今
期
の
は
軌
堤
通
に
つ

いて
軸
〃
日
が

打
=
わ
れ
i
J｡

次
に

市
よ
り
.
土
地
利
用
特
別

委
血
合

委
Hll
瓜
報
告
の
補
足
と
し
て

｢析
づ
-
り
検
肘
ワ
ー
キ

/
グ
｣
に

ょ
り
.
こ
れ
ま
で
に
模
肘
4t,九
て
米

た
､
新
し
い
析
づ
く
り
il.<
桝
の
･<;
群

旭
川
が
あ

っ
L
JQ

引
き
椀

い
て
.
維
北

]t
rt
-
タ
ウ

/
耶
燕
仙
血
迷
拙
協
肌
合
iS
九
回
蛇

公
の
迷
'爪
に
つ
い
て
.
小
稚
L?
よ
り

晩
叫
か
あ
り
.
r
水
さ
れ
た
｡

第
七
回

書
羊
対
策
委
<
会

jEL
収
川
隼
九
日

+1卜
‖

公
用
か
ら
-こ
他
仙
川

打
の
改
訂
が

経
基
さ
れ

r
水
さ
れ
た
.

ま
た
.

1
-

-
A
ブ

ロ
ッ
ク
他

二
画
地
の
地

合
住
宅
姐
設
別
所
の
報

<
口
が
.
公
川
､
if
公
社
か

b
行
わ
れ

了
解
さ
れ
た
｡

こ
の
他
.
行
政
サ
ー
ピ
Tt
七

/
タ

ー
耶
一
l刺
⊥
耶
お
よ
び
新
:xLZE
柁
4
日
H

t
=
仏
法
=
帥
の
既
望
の
粘
i･=
､
那

八

if
の
･M
と
め
か
行
も
わ
れ
た
.

第
六
回

生
活
対
策
委
q
E
毒

.4
･城
川
勺
九
日
二
卜
八

日

那
九
州
は
公
に
向

け
て

､
那
八
利

の
ま
と
め
が
行
な
わ
れ
た
｡

こ
の
他

.
析
づ
-
り
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
.
の
小
側
軸
t
=
が
行
も
わ
<

㌔
.第

七
回
桑
葉
対
策
委
員
会

･

集
合
農
地
利
用
協
定
運
営

連
軽
協
は
会
合
同
会
紗

や
収
g
l叫
九
日
'
十
八
目

前
九
回
ĵil公
を
迎

え
る
に
あ
た
り
､

那
八
m
純
利
の
ま
と
め
か
行
も
わ
八

た
ほ
か
､
r机

づ
-
リ
検
〃
ワ
ー
キ

ン
グ
｣

の
中
仙
糾
;
=
が
o
IL
も
わ
れ

た
.

平成4年度住居表示実施
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[コ未 実 施 区 域

会

り

嬢

よ

嚢

だ

第

一
地
区

rTh
h
-
∴
_･;.

平
成
糾

q-
九
日

卜
日

､
潜
流
合
金
比
及
び
全
,･iH
代
哩
の

越
山
に
つ
い
て

公
滋
､
合
点
代
印
を
遜
;
す
る
遁

世
が
行
な
わ
れ
.
公
地
に
小
目

一
番

目
､
公
は
(代
用
に
小
的

･>
紙
凌
山
か

遊山
さ
JL
た
｡
次
に
､
仰
次
及
び
小

番
目
公
の
梢
収
ノ

/
ハ
1
が
状
速
さ

ーし
た
.

1
.
鮎
検
地
摘
記
の
糾
<
=

I
L
n

(六
十
八
内
地

)

の
仮
換

地
指
左
に
つ
い
て
恥

肌
比
明
が
行
t･t

い
れ
,
I.

三
､
北
山
凹
秋

馴
セ

/
タ
ー
仮
換
地

供
覧
に
つ
い
て

北
山
日
収
･州
七

/
タ
I
の
伽
横
地

の
快
監
i
f
米
に
つ
い
て
税
朋
が
行
な

わ
れ
t
;..

g
3'
そ
の
他

平
城
川
平
膿

I
W
仰
の
仙
川
収
益

仰
机
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
鵜
川

が
行
乙
わ
れ

L
J.

軒
n
Ji
I
r

回

平

城
川
¶
卜
‖
ヒ
日

､
位
検
地
指
定
の
祁
ル日

.
lLb
n

八
七
P
八
I
L
内
地
)
の

仮
検

地
指
誼
に
つ
い

て
祁

肌
拙
明
が

行
も
わ
れ
た
.

､
那
八
川
小
委
▲1
台
の
触
砦

九
月
l
卜
Iit
:
何
機

の
i･3
八
回
小

感
ハ
全
の
SZ
料
淡
明
及
び
誠
小
牧
ガ

の
細
川
=
か
け
も
わ
れ

L.A

-､
仮
換

地
梢
･芯
の
淵
問

L
M

(九
州
地
)
の
仮
検
地
梢
･従

に
つ
い
て
油
川

lL｡3
八
I

H
)
が

.;
乙
わ
れ
､
悦
楽

に
火

純
も
い
行
先
=

叫
さ
れ
た
｡

第

二

地

区

那
自
M
i
回

平
成
川
咋
九
日

九
日

阪
横
地
相
克
の
諮
問

･ハ
n

(卜
六
州
地
)
の
性
根
地
相

左
に
つ

い
て
諮
問

(那
L
I
一
回
)

か
行
な
わ
れ

.仰
髄に
火

縄
な
い
i);

芥
申
さ
れ
L
Jr

､
性
根
地
相

止
の
小
爪
脱
明

日

(...l杓
地
)
の
性
根
地
相
･左

に
つ
い
て
小
爪
批
判
か
け
.'
わ
れ
た
.

rT
Tj
四
-

回

.
zT
収
糾

咋
i
E
]
1-
八
日

仮
換
地
朽

妃
の
r
i
問

三
C

言
T内
地
)
の
仮
横

地
指
定

に
つ
い
て
諮
問

(荊

ヒ
十
三
回
)
が

行
な
わ
れ

府
秦
に
米
紙
な

い
旨
苓

小
さ
九
･h
=JA

二
.
仮
換
地
柿
･:#
の
小
･州
税
叫

二
卜
に
作

(
･1(
卜

州
地
)
の
仮

換
地
梢

･.4に
つ
い
て
耶
■州
税
川
か
行

な
わ
九
.h
=J.

視

察

･竣
工

･r
･.
二
eL.r･

8

20

姐
設
黙
止
設
披

講
T1

9
･
2

参
淡
陀
t
他
州

姐
等
特
別

委
‥日
金

上
海
市
税
的
管
用
LT

9
･
3

札
幌
柿
企
押
測
y
L?

9

30

岨
上
げ
大
仰
iE
風
雅
偏
り

〓

t6

茨
城
1-ー
地
は
州
苑
問
岨
逮

捕
他
派
(
1

日

別

脚
Ti
iE
柿
iE
馴
IZ
部

-
,･
攻
･-

6

･
30

オ
り
ペ
h
LT
ィ
柁
(
;
研
究

州
雅
セ
ン
タ
ー

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

開
先
推
進
協
膿
会

開
先

ル
ー

ル
部
会
の

活
動

平
政
E
7年
六
月
以
降
は
､
六
E
E
i

EZ
.
八
月

五
日

十
;
二
十
六
EE

十

l
月
十
二
日
.
十
二
月
丁八
日
と
五

回
帆
悩
さ
れ

T
術
づ
-
リ
協
(社
)
の

基
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
.

事
業
化
促
進
部
会
の
話
i
i

jF
収
川
咋
八
日
1i
j
日
､
十

一日

-

日
と
洲
哨
さ
れ

叫
ぶ
化
の

モ
デ
ル

地
区
で
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
が
日
付

的
に
横
付
さ
れ
て
い
る
｡

第

二
回
開
発
推
進
協
は
芸

平
成
g
ltT
九
日
十
E
E;
併
催

開
発
ル
ー
ル
部
会

卒
業
化
促
進

部
全
で
の
検
討
都
柄
に
つ
い
て
の
小

閑
報
告
が
行
わ
れ
L
J｡
ま
i
J

今
咋

艦
内
の
.･川
軌
ス
ケ
ジ
ェ
ー
ル
鳥

相
･

稚
･<
さ
1
.'
ト
J'

も
お
､

叫
部会
に

お

い
て
は
.

平

城
的
中
凹
月
ニ
ト
凶
日
に
.
桝
づ
く

り
の
代
作
的
な
叩
例
研
究
の

i
用
と

し
て

多
仰
七
ン
タ
-

鞘
汀
八
日
が

丘
P
を
拙
T
T
L
i
J'

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

tE
遮
地
区
整
傷

促

進

協

嬢

会

第
四
回
役
鼻
会

平
成
四
年
五
月
二
十
九
EE

協
浪
合
か
ら
祈
糞
婆
隅
を
受
け
i
J

公
団
は
､
串
薬
の
L
Jめ
の
用
地
刀
収

に
新
手
し
､
目
標
二
ha
の
う
ち

一
山

五
+
Ld
%
の
胡
印
が
進
ん
で
い
る
旨
､

軸
･.
=
が
あ

っ
t
lJd

ま
L
-叫
摘
.E
か
ら
.
別
的
〆
切
の

I
T地
利
川
に
つ
い
て
.
｣
地
利

川
擁

州
都
公
で
快
打
し
て
い
る
耶
が
軸
q
;

さ
れ
i
J｡

第
五
回
役
<
会

平
成
四
年
九
月
T

1
n

公
団
よ
り

そ

の
後
の
和
地
iZ
収

状
況
と
し
て

1
･
八
六
ha
約
九
十
八

%
ま
で
並
ん
L
Jと
の
軸
告
が
あ
っ
L
J｡

ま
た
祁
桑
准
偏
の
た
め
.
現
地
調

査
の
災
施
に
つ
い
て
挽
明
が
あ
り

/
尽
さ
れ
L
JP

土
地
利
川
検
肘
部
会
か
ら
の
報
<
=

と
し
で
'
上
地
利
川
に
つ
い
て
は
､

タ
ウ

/
七

/
タ
ー
帆
縄
と
側
逮
捕
.止

し

柵
取
あ
る
安
ら
ぎ
や
(
'
か
さ
を

つ
え
る
側
経
と
し
た
い
持
.
稚
<
=
が

あ

っ
t
LJe

∴ -i=tjも
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棚

沢
絹
がは
し･げ
な

ど
八
竹

付
と
協
は
し
て
き
iJ
r椛
択ぷ棉

催
仇
耶
逃
水
牌
恐
｣
が
､
二
日
に
此
J<
に
水
越
さ
れ
よ
し
t
JJ
農

林
搬
仰
山
は
､
那
･机
1
槻
地

中
に
上
る
川
川
地
を
脈
純
す

る
こ
と

を
目
的
に
.
};
肺
機
能
な
ど
の
拶
ig
の
受
け
肌
と
し
て
髄
備
す
る

榔

前
群
で
す
.

こ
の
姥
弟
は
さ
れ
た
姓
本
納
州
化
で
は
､
ふ
も
と
み
ち
い
地
区
や

横
浜
秋
問
辺
を
含
む

｢械
脈
打
心
及
び
川
辺
｣
の
ほ
か
.
所
捕
択

節
二
都
心
､
そ
し
て
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
七
/
タ
ー
地
区
を
は
じ

め
四
つ
の
副
旅
心
の
人
目
刑
六
地
区
･
i
茄
二
〇
J=la
が
某
横
地
輔
地

区
と
し
て
の
棉
定
を
受
け
ま
し
た
.

こ
の
こ
と
に
よ
り
繋
頼
申
耶
機
能
の
姑
榊

や
川
横
間
の
経
的
誘

致
に
大
き
な
神
ん
が
つ
-
こ
と

が
刈
紺
さ
れ
ま
す
.

そ
し
て
､
特
に
描
北

LL
r1
-
タ
ウ

/
七

/
タ
ー
地
性
は
.
北
部

地
域
の
削
肺
心
と
し
て
WH
雌
の
6
i
稚
立
地
が
M

b
h

職
は
が
逆

相
L
L
J析
づ
-
り
に
川
3-1
が
か
か
･o
l
の
と
サ
え
ら
れ
ま
す
.

4年 度

供用開始
について

〝

横
浜
業
務
核
都
市
茎
本
構
想
〟

国
か
ら
正
式
承
認

～
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
推
進
に
弾
み
-

i笹｣[こ1-タウンの1地r*TFTli並和

郎Rは､〟l次1肘Ilr朋好.が過んでいま

すが.IFL収 Llq'･JRは. rJrxBのLnRで

IIuFLがl汁桝.され まLI=.

llt:抑IF)I.t備公川では.3日251H=地は目地J}tF比lrLJ 姓

介H tHJ地の縄 文人を.次の止 り淡近 しよし1=.
(Llllり也のT1-Flr'については.卜の(ylをご覧まください｡)

施1生用地

<:･･g `̀
新横浜等あざみ野間
3月18日 開 業

◇養生亜dLTull糸

港北ニュータウ/のFM尭

事9-他姓連絡仏LA会の運営_タ

IR析 近炉センターの開発促進

W連叫手持の鼓4
下水i暮のBEdL

港北ニュータウ/地域のA*掘れ

◇JL放生ttW休

小学校の連投(2格)

区拙甘庁書の性比

(図書巾 児Jl相は所建設兼を含L)

歴史t書物rRの連投

北砂地吐頼甘セ/ター(仮称)

tヶ℡在宅支持サービスセ/クー(偵称)の4t2

北88病院(伍糠)基本机廿の棟的

市民ホールff育Lt至

仲町台地区センター(仮称)の投打

茅ヶ叫城址の発掘tq王

抱合公知の丑qI

6tt0000万円

2ttl 1OO万円

A28ttO.000万円

641t2 000万円

30ft2.400万円

15tt6.000万円

1500万円

500万円

4 200万円

1.500万円

lItO.000万円

建
設

関
連
予
算
伽

威

圧

市

主
な
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
山

羊

浜
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新
株
浜
と
あ
ざ
み
野
川
十

･
九
キ

ロ
を
結
ぶ

雌

浜
市
債
地
下
鉄
が
三
月
十
八
日
川
北
し
ま
し
た

｡

こ
の
側
近
に
よ
り
戸
塚
-
横
浜
-
粘
北

ニ
ュ

ー

タ
ウ
ン
ー
あ
ざ
み
野
ま
で
､
柵
浜
市
を
南
北
に

縦

断
す
る
三
十
三
キ

ロ
を
五
十
五
分
で
つ
な
ぐ
大
動

脈
が
･:1<
成
し
､
港
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
術
づ
-
り

は
い
よ

い
よ
新
し
い
時
代
を
迎
え
ま
す
｡

セ
ン
タ
ー
南
･北
駅

ご
利
用
の
万
へ

収
れ
'
ii
川
辺
¶
仰
I
di
の
関
係
で

血
行
で
き
･L･9
い
部
分
が
あ
り
ま
す
.

ご
利
川
の
人
に
ご
小
班
を
お
か
け
放

し
ま
す
が
､
井
田
の
皿
純
､
仮
設
砂
皿

を
こ
利
川
く
だ
さ
い
.

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

発
展
に
大
き
な
期
待

t=■ヽ､■.ヽこ■.t■

下 鉄 世 発 達 行
■OttLLnXJTtヽTLヽ7

圭一 あ ざ み 野 開通

印
梢
浜
か
ら
港
北

.t
rt
-
タ
ウ
ン

を
止
り
あ
ざ
み
即
ま
で
i
六
分
で
枇

ぶ
析
路
奴
が
洲
茶
し
た
こ
と
に
よ
り

港
北

Lt
rt
-
タ
ウ

/
の
失
血
ア
ク
セ

ス
は
飛
柑
的
に
向
上
し
ま
L
i
JJ

帖
北

lt
.I
-
タ
ウ
ン
か
ら

横
沢
の

小
心
部
ま
で
を
約
三
卜
分
で
拙
ぶ
は

か
り
で
も
-
､
あ
ざ
み
Ⅳ
駅
で
は
収

及
川
悩
桁
i=
抱
に
稚
拙
す
る
た
め
､

止
別

･
池
･7
時
間
l
J(
jE
に
転
相
さ

れ
ま
す
｡
ま
た

新
株
浜
で
は
J
R

新
幹
緋
と
の
順
税
に
よ
り
.
交
油
横

側
の
主
役
と
し
て
､
そ
の
劾
巣
は
は

か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
J
乙

ま
す
｡

さ
ら
に
今
後
は
戸
塚
～
湘
南
古
間

ヒ

四
ー爪
の
路
線
が
計
画
さ
れ
て
お

り
､
措
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
位
置
す

る
iE
北
部
と
市
中
心
部
.
そ
し
て
i=

P_
.3
部
お
よ
び
湘
此
方
血
を
拙
ぶ
先

安
も
公
此
交
血
横
側
と
し
て
の
紋
刑

を
川
う
こ
と
に
な
り
ま
す
.

従

来の1000型
.
二

〇
〇
〇
型

iF
佃
と
合

わ
せ
て
合
計
百

八
十
六
恥

が
刺
夕
の
ラ
ン
シ
ュ
時
に
は
四
-
六

分
糊
陥
､
並
関

の
時
間
絹
も
八
分
仰

幅
で
遠
位
さ
れ
て
お
り
､乍
ば
糊
(.1

煤
-
あ
ざ
み
Ⅳ
)
の

I
日
の
平
均
束

非
人
H
は
1
ト

二
刀
人

が
見
込
ま
f

て
い
ま
す
.

地
F
玖
埴
伸
仰
史
に
上
る
rnLt収
-

あ
ざ
み
Ⅳ
m
l]
卜

1山
が

本
の
税

で
柿
ば
れ
1
Jこ
と
に
よ
り

､

人

目

))I十
方
人
を
目
指
す
幡
北

ニ
rt
-
タ

ウ
ン
に
と

っ
て
.
ま
i
J.
代
脈
山
全

体
の
(
綾

の
附
づ
く
り
の
州
池
に
l
､

(
･
川
の
析
粒
挽
仰
油
は
.
人
き
ち
形

塀
力
が
あ
る
l
の
と
利
け
さ
れ
ま
す
｡

車
窓
か
ら
の
展
望

あ

ゆ

み

小
泊
地
F
n
は
そ
れ
･M
で
の
旅
所

屯
叫
に
5
(わ
る
i;
比
の
新
し
い
比
と

し
て
i=仙
川
卜
じ
咋
1

7日
に
ー
大

仰
-
帥
戟
作

t
.iX
iP
町
側
l九

㍍

で
迷
帖
を
洲
如
し
ま
L
t
:).

そ
の
後

S
51

･
9
日

伊
妨
件
木
瓜
満
町
-

横
浜

(三

･
五
3
:)

S
5

･
9
日

上
大
岡
-
上
永
谷

二

八
ー
)

560

3
日

椛
浜
-
析
eE
折

l.㍗)
･

JEI
)

E
:

i

l

l
._合
戸

_
ト

ー
r

L

L

-
8
･
-
=

-
よ
か
h

h

M山

従
来
の
絡
蚊
と
の
大
き
な
州
速
･=.

が
､
新
路
操
は
r地
下
鉄
｣
と
い
う
名

前
と
は
逆
に
､
lF!
触
部
分
が
路
線
の

約
半
分
を

_巧
め
て
い
る
こ
と
で
す
｡

斯
様
沢
駅
を
出
た
花
心
は
あ
さ
rt

打
に
向
か
っ
て
地
下
を
止
り
ま
す
が
､

新
補
駅
北
駅
を
出
た
と
こ
ろ
で
地
上

に
そ
の
ス
テ

/
レ
ス
の
淡
を
あ
ら
わ

し
ま
す
.

維
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ノ
を
止
る
抑
内

か
ら
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
蝦

っ
た
肘

止
み
.
そ
し

て
.EL;
れ
た
日
に
は
は
る

か
過
-
爪
上
山
や
水
lLi
の
ビ
ル
仰
ま

で
も
比
慨
す
こ
と
が
で
き
ま
す
.

こ
の
地
L
を
は
し
る
〃川
触
BSJm
に

つ
い
て
は

コン
ク
リ
ー
-
の
は
仰
山
令
;

_
iL
桝
軌
を
岨
収
す
る
肪
焔

マ
′
ト

を
敷
き
.
そ
の
上
に
仲
石
を
死
ね
る

肌
磁
構
造
と
ち

っ
て
お
り
.
3
日.ー
の

机
RE
班
を
設
け
る
な
ど
の
騒
4=;
対
tS

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
｡

外
駁
{
=
に
つ
い
て
･3
7
駅
の
う
ち

･7
駅
が
地
･il
aS
と
■リ
っ
て
お
-

紫

l
▲T
ITT
す
/l
′
L
･て
L凡
LLJJEnk
■一
e

LJの
■
お
いたで
h
n
る
･･

/
.-
･人
か
1･1

;
.-
H
h
卜

L
p

tWiT
玩 弄 (中学生以上) 生以下)

ー 3か月 6力､月 1か月 3か月 6か月

二 12.320 23.330 2.1Ⅸー 6.168 日.67D
1Ll.370 27.22t) 2.520 7.ー90 l3.6tD
16.Ll20 31.日D 2,880 8.210 l5.568
18.Ll70 35.0m 3.24D 9.240 )7.5【氾

_etL520 38.880 3.68D 10.268 相.440
ー22.580 42.770 3.960 H.298 21.390
2d.630 46,66D Ll.320 12.32ロ 23.330

,26,608 58.550 d.680 13.3L)O 25.2E)0

｣I--一一J
｣卜逓
厄は化止

匡 ≡臣 ≡匝 'l賢 一ーLl.370l27.22t)l⊂.lPUl2.520ID,Il7.ー90Il3.6tD 曇 ;運 券賃 ●運賃) 牛久保.-7---l-言==6.Ll20 3一一a 2,880 8.2lO l5.568 仮牧童忘＼等ロ■■■

18.Ll70 35.0m 3.24D 9.240 7.5【氾

etL520 38.880 3.68D 0.268 相.440 センター北LR:i▲歩主il

22.580 42.770 3.960 H.298 21.390
2d.630 46,66D Ll.320 12.32ロ 23.330
26,608 58.550 d.680 13.3L)O 25.2E)0
28.738 5JI.440 5.D40 ー4.370 27.228

古I籾 -､

tLIIIIFtl一▼れ

席
LJLl･ry,l■■内1l+ホIT100円EZLIIJLP一■■

l21D円EgJq q J.A

l l l 1
240円区IIl 片t■丁
l l JlkJ

270円EErq ■■■
l JFtJt

300ーZ]区II ■▼一llM bl338円区I4l J
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平成5年5月号 NQlll

斬横沢-あざみ打倒開通仙日の三E十七日(柿)あざみ押収プラソ-ホームで偶催i;を弧めて仙血比念<炎が桝帖されまし

]I+

rテープカ7-Jや｢-す上州化.Fなどのセレモニーに挽き公棚をセンター爪秋n/コースに伸して批飢全が州か九千人を払える人過か沓加して析路線
(･

Jh
)

S
62

5
日

q
㈹
1
.1
喋

(
.
･
六
h
)

と
胡
火

に
掛
軸
が
延
止

さ

れ

て

き
て

ぶ
り
､
師
柵
LS
'-
あ

ざ
み
Ⅳ
m
i
'

州
仙
･ハ
ト

一勺
一
一日
に
仁
小
刀
下
さ

れ
､
以

氷
そ
の

･

rg
収
が

和
ら
Ⅶ
生
れ

て
い
た
l
の
で
す
.

今
川
の
延
伸
川
又
に
什

い

叫
佃

に
つ
い
て
･J
伯
通
力
の
叩
織
を
は
か

る
た
め
.

甘
食
件

快
適
¶

暮
16

竹
な
ど
を
北
山
に
お
い
L
J抑
梨
神
両

(
.10
0
0
i
j
)
が
叫
人
さ
化
て
い

ま
す
｡

三
〇〇〇別
人叩
TiE
は
デ
サ
イ

/
を

L
糾

し
､
丸
み
を
J
た
せ
た
外

税
と
㈹
T伽
に
は
流
派
プ
ル
I
の
牌
ラ

イ

/
が
入
り
､
jl
<;
に
は
大
刑
山吹
軟

案
内
袈
示
SW
の
設
訳
､

t
部
雌
肺
の

ポ

′
ク
ス
F
I.
非
い
す
ス
ペ
ー
ス
符

の
設

芯
を
J
つ
新
型
非
丙
で
す
｡

運
転
は
こ
の
三
〇
〇
〇
型
を
含
め
.

さ
LK
て
い
･h
†
●

旭
-
と
･t5
-

ム
を

礼
ぶ
エ
ス
カ
レ

ー
タ
I
や
エ
レ
ベ
ー
タ
I
.
別
火
刑

の
叩

い
す
川
の
-
イ
レ
.
･=
･.l
プ
レ

ー
ト
qS
叫
7
ロ
ソ
タ

耶
指
S
P
を

戊
m
L
.
刺
川
し

や
す
い
'
快
適
な

T3
鳩

づ
-
リ
せ
め
ぎ
し
て
い
ま
す
｡

バ
ス
路
線
の
変
更

池
F
鉄
の
延
伸
州
児
に
什
い
絡北

]l
ユ
ー
タ
ウ
ン
地
3Siの
パ
ス
純
松
が

変
だ
さ
れ
ま
し
た
.
(i
滋
沓
柑
〉

こ
の
他
の
路

線
J
(･ま
で
と
は

t

適
地
を

兜
だ
し
て
い
る
叫
入
日
が
あ
り

ま
す
の

で
ご
比
t
Jく
L
Jさ
い
.

℡
お
問
い
人
目
わ

せ
は

交
辿
-3
運
5E
沫

パ
1
)
i
-
三

-
九
i

稚
北
LL
rt
-
タ
ウ
ン
節
男
所

九
州

1

二
三
ヒ

の
仰
l旭
を
祝

い
ま
し
た
｡
(写
粘
)

こ
の
ほ
か
地
域
ぐ
る
み
の
も
枕

い

行
解
が
各
駅
で
揺
り
広
げ
ら
れ
ま
L

L
Jが

三
月
二
十
八
U

(E
:)
に
は

地
元
･市
･公
団
で
柵
促
さ
れ
た
開
通

記
念
イ
ペ
/
ー
.pi<
行
香
.3
公

1LLl帖
の

.
ス
イ

ソ
チ

･
オ
ン
･
ぎ

:
一
ユ
ー

タ
ウ
ン
.
が
セ
ン
タ
ー
P_
秋

川
に
お

い
て

仙
服さ
れ
よ
し
i
J｡

7-
E
は
あ

い
に
く

の
お天
肌
に
J

か

か
わら
ず
､
コ
ン
コ
ー
ス
や
肌
約

に
設
け
ら
れ
L
Jj
t缶
で
の
様

々
な
7

-
ラ
タ
シ
n
/
や

.
み
こ
し
.
ま
で

が
操
り
山
し
て
.
馳
ま

っ
t=Jl
〃
人

の
人

々
が

r
洲
油
J
を
批

い
ま
し

た
I'

市

鷲

パ

ス

超点系統書号主な冶ib地抵点

+

負

パ

ス

程点主な経過地樟点

紡機浜脈
300仲町台脈センタ-両駅
Jfg島駅

百石偶東山田営巣所

303センタ-同AR研究新前北山田すみれが丘

仲町台脈
301江田AR新羽判新羽脈

310加

米
原センター同朋センター両駅荏田南;Ⅰ日lR

センタ一両l尺

303fFr栄74校耶新北
川梢

たまフラーザ駅

中川脈すみれが丘

304みすさが丘三工EEl脈研究所前センター北LR

307中川小芋校道中坂下
センター北脈

新北川惰センター北AR

311中川脈あざみ野脈北山田新北川.A

中山脈

73EPUJ駅北口南山田三丁E∃粟LLJ田宮集所

88仲町台脈屯中坂下

月島脈

新羽駅勝Efl折返斬

88適中坂下センタ-商状江EBAR

中山l尺北口305川和中学佼市が席脈仲町台駅中山脈

302仲町台uZ新羽脈新横浜朋
新モ托浜脈BFr羽駅研究所同

■
止
新t苑浜耶
30Elセンタ-辞ー■Rあざみ野朋顔
止
市が

届
脈
茅ヶ崎新通あざみ野脈
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平成 5年 7月号 Nol12

発行-5月 ･7月 ･10FJ･川 Ⅵ洲A≡勉

21
世
紀
の
新
都
市
を
め
ざ
し
て

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
地
区
で
は

.問

邦
榔
過
払
純
金
に
お
い
て
､
平
成
三

年
六
月
か
ら
.
引
世
紀
を
H
桁
し
､

地
力
的
な
析
づ
-
り
の
た

め
'
姓
策

物
符
に
関
す
る

1
定
の
1-1
り
決
め
と

し
て
の
折
づ
-
り
脇
起
一品

附
し
て

さ
･N
L
i
Jが
､
本
年
三
月
に
附
純
さ

れ
L
Jプ
ロ
y
ク
毎
の
池
棚
宅
鋭
明
合
､

頚
廿
に
よ
る
漕
見
附
_食
､
E
]月
二
十

四
日
の
第
四
回
地
相
名
総
合

(全
体

視
明
全
)
を
娃
て
､
五
月
三
十
日
の

節
五
回
地
権
者
だ
金
に
お
い
て
､
こ

の
析
つ
-
り
協
定
を
､
地
畑
名
相
互

の
理
脚
と
脇
駒
の
元
に

.非本
的
な

々
え
ガ
と
し
て
小
し
合
わ
せ
て
い
-

こ
と
が
7
示
さ
れ
ま
L
L
J.

こ
の
桝
づ
く
り
他
誌
は
'
タ
ウ

/

七
ン
タ
ー
地
紋
に

か
か
わ
る
人
々
の

刑
t
iと
工
夫
に
よ
る
析
づ
-
り
を
過

め
る
附
の
拠
り
所
と
し
て
､
姐
策
柚

等
に
関
す
る
非
雅
や
､
そ
の
迷
'LE
方

法
等
を
月l
り
決
め
'
地
区
全
域
に
わ

i
Jる
肪
づ
-
り
の
基
本
的
な
考

え
方
･

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
｡

そ
の
内
容
と
し
て
は
､
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
地
区
を
､

●
冊
恭

･
農
務

･
文
化
野
の
肺
機

能
が
兆
仇
L
i
J

い
わ
ゆ
る
多

様
稚

拙
(
C
型
の
広
域
拠
点
｡

●
貼
晒
･文
化

の
柵
髄
鞘

G
搬
L=.

●
市
波
の
肪
心
性
と
n
然
伯
を
備

えた
七

/
タ
-
.

●佃
株
LT3:か
で
n
己
主
脈
を
州
つ

七
/
タ
-
.

と
し
て
形
成
す
る
た
め
.
以
下
の
六

項
目
を
街
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
い
ま
す
｡

①
広
域
約
兆
客
力
を
持
つ
施
設
を

排
致
し
､
新
し
い
肺
心
を
則
る

L
Jめ
に
.
敷
地

･
吐
物
の
邦
同

化
､
協
約
化
に
よ
る

T
体
的
な

附
づ
-
り
の
柚
過
.

②
様

々
な
川
途

･
横
舵
を
姓
柵
十

る
こ
と
に
上
り

鮎
わ
い
の
迎

税
L
L
J仏
力
あ
る
桁
の
馴
延
.

③
人
々
が
‖
山
に
利
川
で
き
る
止

り
抜
け
山
路
や
広
域

･
小
胞
と

い
っ
た
､
オ
ー
プ
ン
ス
'(
-
ス

を
放
け
.
水

繰

光

･
モ
]t

ユ
ノ
ン
-
市
に
よ
り
､
時
附
や

季
節-
の
変
化
に
応
じ
i
J.
様
々

な
IS
i
==を
行

い
.
奥
行
き

･
発

見
の
あ
る
楽
し
く
振
わ
う
桁
を

別
道
｡

⑥
吐
物
は

恋
匠

･
廿川
さ

･
色
彩

等
の
調
和
に
既
慈

し
､
タ
ウ

/

七
ン
タ
I
地
区
全

体
の
個
性
や

r非
取
｣
確
に
'
統

一
感
の
あ

る
方
_山
肌
を
仲

っ
i
l此
奴
づ
-

り
を
行

い
.
そ
れ
ぞ
れ
の
姐
物

の
個
性
と
通
り
の
イ
ノ
ー
ジ
が

共
切
す
る
仏
粥
的
な
桁

づ
く
り

の
肺
胞
｡

⑤
軒
概

･
サ
イ

/
の
析
出=
や
夜
糊

の
朋
明
野
に
も
心
を
配
り
､
通

り
の
賑
わ
い
や
イ
ノ
ー
ジ
を
浦

山
す
る
小
さ
な
仏
力
の
ち
り
は

め
ら
れ
た
桁
づ
-
り
の
推
進
｡

⑥
広
域
的
な
米
桝
宅
に
も
対
応
で

き
る
､
利
目
し
あ

い
T
分
な
駐

叫
叫

･
恥
伶
棚
を
侵
伯

し
.
;FH

牧
漣
の
行
き
水
を
助
け
る
外
陣

強
碇
を
､
地
物
や
敷
地
内
に
牧

け
る
顎
.
利
俳
性
の
tI
い
桝
づ

く
り
の
経
過
｡

こ
れ
ら
六
tr-
H
の
越
水
的
々

･L方

に
基
づ
き
.
全
体
で
二
+

)

瑚H
の

益
雄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
.

ま
た
､
こ
の
折
づ
く
り
協
定
の
運

営
に
あ
た
っ
て
は
へ
街
づ
-
り
協
定

運
営
委
nll
金
を
牧
正
し
て
お
り
､
施

設
姓
役
､
広
告
物

･
工
作
物
の
設
逆

等
の
析
づ
く
り
行
NTPを
行
う
祁
6
1名
､

さ
ら
に
は
､竹
定
的
な
土
地
利
川
(仮

設
旭
張

･3
空
■た
叫
叫
､
流
材
芯

切

節
)
を
行
､つ
都
東
胡
は
､
土
地
区
画

転
機
は
祈
76
粂
揃
山
､
及
び
蛙
無
印

牡
申
剛
に
先
立

っ
て
.
あ
ら
か
じ
め
､

そ
の
計
的
を
折
づ
-
り
協
･34
運
営
香

山
食

へ
届
け
出
て
.
嗣
並
を
操
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
.

こ
の
析
づ
-
り
協
定
運
営
委
員
会

は
'
タ
ウ

/
七

/
タ
-
偶
宛
推
進
協

は
仝
委
爪
の
互
選
に
よ
る
地
柚
者
代

穀
十
六
名
､
横
浜
市
横
山

1
名
､
佳

屯

･
抑
耶
兼
備
公
EE
.職
i

l
名
､
㈱

結
北
爪
印
l;
苑
七
/
タ
I
中
上

1
名

に
上

っ
て
柵
成
さ
れ
て
い
ま
す

.

な
お
､
析
づ
-
り
協
従
迷
節
香
上

食
の
祁
横
H.I
は
､
那
一二
セ
ク
タ
ー
で

あ
る
㈱
維
北

抑
梢仙
椎
セ
ン
タ
ー
か

旭
当
し
.
同
む
が
.
析
づ
-
り
独
走

逮
..3:
番
n
金
か
ら

委
付
さ
れ
て
､
捕

耶
雅
を

枕
り
行

い
ま
す
｡

て
は

こ
の
附
づ
く
り
協
･:4
を
火
際

の
桝
づ
-
り
に
反
映
さ
せ
る
即
の
榔

完
と
し
て
.
定
め
ら
れ
た
2t
功
C
の

考
え
方
や
2;
常
に
つ
い
て
の
附
脱
と
､

利
休
的
な
作
り
方
､
ア
イ
デ
ア
や
色

々
な
参
考
祁
例
､
及
び
仙川
汀
山恥
;～-
杏

示
し
た

rガ
イ
ド
ラ
イ
ン
J
の
検
討
･

作
成
が
了
主
さ
れ
て
い
ま
す
D

ま
た
､
こ
の
桁
づ
-
り
協
定
の
う

ち
､
先
輩
で
あ
･0
と
考
え
ら
れ
る
朝

日
に
つ
い
て
の
担
体
方
耶

(地
区
計

鮒
符
)
に
側
し
て
も
仏
紙

検
肘
を

行
う
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
｡

今
.3
1の
析
づ
-
り
協
定
の
収
り
決

め
に
際
し
て
は
.
横
沢
m
t
化
A
)
･

抑
柿
光
琳
公
団
と
し
て
1
.

タ
ウ
ン

セン
タ
ー
地
区
内
地
相

ポ
附
で
の
相

互
理
解
と
協
調
に
基
づ
-
街
づ
-
り

が
M
冊
に
皿
む
よ
う
.
こ
の
附
づ
-

り
仏

道
の
爪
り
決
め
3
:
容

に
つ

い

て
.
関
係
部
杓

･
部
甥

へ
糊
知
符
を

行

い
､
地
細
部
の
析
づ
-
り
を
4J･耐

的
に
支
ほ
し
て
い
-
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
｡

今

後

､

こ
の
折
づ
く
り
協
定
の
趣

旨
を
生
か
し
て
､
多
様
な
個
性
を
S
E

む
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
｡

･Lt
お

こ
の
附
づ
く
り
仏
滋
の
祁

*
的
Jで
･LiqI･そ
よ
と
の
･Ltビ
デ
オ
テ

ー
プ
の
甥
-;
し
そ
け
っ
て
い
ま
す
.

II
L
-
は
.
析
づ
-

り仏
道
N
f竹
重

八台
耶
梢
LT
で
あ
.0

秒
S
J北
爪
印

州
兇
七
/
タ
ー
lL
tJ
Zj!
((]九
iZZ三

-
二
四
五

九
)
ま
で
お
問
い
人いJ:せ

く
だ
さ
い
.

開
先
推
進
協
浪
合
に
お
い

住

･
都
公
団

新
局
舎
着
工

市･公団で
人事異動

捕折7f了及び住宅 ･柿市整騰公団で人

7Fl兆勅がありました.

今向の淋軌で.新たに推進taノンパ

ーに/Jつた方は､次のとおりです.

也

地

菅

泌

昭

彦

仏

文

熊

岬

孝

忠

元

武

家

E横沢7f7] 平成 5年 5月12口付

TrfJ丈局地峻舶井担当理市 議屈

民生l;う娘 亦塘

下水jnJ:JJ主 岩竹

交油J:.lJ戊 川連

以区P.耶雅北部支所混 練本

企画JtJl改FJgl南山当部長 金近

7fil丈t.L:J行政区桐充実並 木村

松故7.1号公l判部長 池F11

継北ニュータウ/地紋qi稚所戊

枕崎

i丘絡J.:liAj払部及 古里 弘JlJl

碓｣ヒ区i馴ヒエ エ-タウン行政

サービスセンター区政担当部l壬
777二色 延111

校lgLg政創成 加藤 文拙

rtl.屯 ･耶 r了滋蛸公団 港北rM羊毛T:.'l】
平lR5年5月】7日付

蛇補NT爪部戊 rr'柑 何次

平lR5年5月24EH~r

工耶預り蔓 蒲EIl 戊])i

新
株
が

帖に
映
え
る
五
月
十
二
日

(水
)
'
タ
ウ

ノ
七

/
タ
ー
叫
､旺
宅

m
市
転
借
公
団
維
北
川
苑
LT
の
祈
LT

(
=及
び
祁
燕
P
R
館
の
地
紋
予
完
地

に
お
い
て
､
地
元
･
侠
浜
苅

･
公
団

等
の
工
不
例
係
者
が
出
席
し
て

､
起

工
式
が
行
わ
れ
ま
L
L
J｡

現
在
の
L.F
i
=
は
､
肘
胤
林
iE
攻
江

田
駅
近
く
に
昭
和
凶
十
六
年
二
EE
に

側
放
さ
れ
､
そ
の
後
二
度
に
わ
i
Jる

榊
策
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
､
柿
倍

地
下

鉄
の仰
血
を
州
に
.
地
元
か
ら

SZ
ま
れ
て
い
た
り
人
目
の
拶
椋
に
柄
ふ

切
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
｡

起
工
式
の
中
で
挨
拶
に
た

っ
L
J公

団
掛
野
堆
北
開
托
LrF
戊
は

r新
都
恭

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
も
と
で
､
残
さ
れ

i
Jエ
叫
の
鉱
山
で
あ
る
タ
ウ

/
セ
ン

タ
ー
の
水
盤
B
Z輔
⊥
耶
を
身
近
に
経

過
し
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
油
性
化
の

1
肋
に
L
i
J
い
J
と
そ
の
淡
怨
を
述

べ
よ
し
L
J.

斬
L?
介
は
地
上
五
取
払
､
川
辺
の

放
牧
と
の
銅
柵
を
考
慮
し
て
.
外
批

は
う
す
い
グ
リ
ー

ノ
系
の
タ
イ
ル
を

は
と
こ
し

約
45
%
を
占
め
る
保
存

緑
地
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
冷
暖
房
の
軌
瀧
は
'
港
北

ニ
ェ
ー
タ
ウ
ン
熱
供
給

(抹
)
の
軌

雌
ブ
ラ
ン
ー
か
ら
伏
<i
さ
れ
る
予
定

で
す
.

新
L.=
(
=と
SE
指
し
て
姓
放
さ
れ
る

即
発
p
R
枇

(仮
称
)
は
､
継
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
を
広
-
P
R
す
る
i
.め

に
建
設
さ
れ
る
i
の
で
､
地
上
二
桁

姓
､
組
物
の
中
に
は
､
二
〇
〇
平
方

==
の
ホ
ー
ル
及
び
展
示
室
等
が
予
定

さ
れ
て
い
･N
す
.

い
づ
れ
l
､
来
年
三
〃
完
成
を
め

ざ
し
て
エ
恥
が
池
め
ら
れ
て
い
草
丁
.
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こ
の
三
月
に
､
地
下
鉄
三
ur
妹
が

｢あ
ざ
み
野
｣
ま
で
延
伸
さ
れ

待

望
の
屯
非
が
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

走
り
始
め
ま
し
た
｡

こ
れ
に
伴
い
､
パ
ス
路
線
が
駅
を

中
心
に
設
置
さ
れ
､
人
々
の
軌
さ
が

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
L
L
J.
駅

へ

の
み
ち
'
バ
ス
停

へ
の
み
ち
が
臥
所

で
つ
な
が
り
､
い
ま

.歩
け
る
み
ち
.

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
｡

港
北

ニ
r]
-
タ
ウ
ン
計
画
で
は
.

歩
並
の
ほ
か
に
､
駅
前
セ
ン
タ
ー
等

か
ら
放
射
状
に
伸
び
る
妙
行
者
印
用

皿
路

(捉
延
長
約
五
十
二
.i:)
.公
周

群
を
つ
な
ぎ
環
状
に
ル
ー
ブ
す
る
緑

皿

(捉
延
妓
約
十
五
h
)
が
設
置
さ

れ
て
い
て
､
こ
の

.少
け
･る
み
ち
..

が
縦
様
に
走
り
.
街
づ
く
り
の
大
き

な
特
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の

.歩
け
る
み
ち
.
の
整
備
が

進
む
に
つ

れ
､
沿
奴
の
施

設
や
環
相

と
､様
々
も
関
係
を
結
び
な
が
ら
.歩

け
る
み
ち
.
の
効
用
が
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
｡

通
勤

通
学
･
E;
い
物
に
始
ま
り
､

あ
そ
び

散
歩

･
ジ
n
ギ
ン
タ
は
勿

笛
､
遠
足
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
か
ら
軌

察

･
視
察

･
観
光
に
ま
で
､
括
Ef
の

対
叙
と
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
｡

そ
こ
で
'
こ
の

.歩
け
る
み
ち
.

が
産
み
出
し
た

魅
力
を
､
先
ず
は
地

図
情
報
で
追

っ
て
項
き
ま
し
･..
う
｡

LZ;的
.むー章

動
仏性'■γと
.仙人
に
い
2つ

;

ろ
tl
L3
鳩
か
設
巾_■
さ
れ

=
確
外
で

の
括
軌
の
蛾
か
円
窓
さ
れ
て

い

ま
す
｡

◎

も

り

あ
ち
こ
ち
に放
る
樹
林
は
､
先
人

か
ら
の
贈

り
物
｡
雑
木
林

･
什
林
あ

る
い
は
常
操
樹
林
も
あ

っ
て
､
昔
か

ら
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た

歴
史
が
怒
じ
ら
れ
ま
す
｡
新
し
い
並

木
や
水
辺
の
尉
々
そ
し
て
ケ
ヤ
キ

ン
ラ
カ

ン
な
と
の
郷
土
樹
健
が
植
え

ら
れ
､
新
し
い
ふ
る
さ
と
の
森
も
打

ち
つ
つ
あ
り
ま
す
｡

④

せ

せ

ら

ぎ

雨
が大
地
を
珊
し
､湧い
て
池
を

な
す
.
流
れ
る
水
が
水
中
や
生
物
を

育
む
｡
六
つ
の
水
系
に
こ
の
よ
う
な

せ
せ
ら
ぎ
(52
延
長
約
｣ハ
3
'
が
並
備

さ
れ
ま
す
｡水
辺
や
生
き
物
と
の
出
合

い
は

生
清
空
間
を

T
耶
E.止
か
ら
J
の

へ
と
1㍍
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
｡

⑤

み

は

ら

し

小
山
の頂
上
や廿川台
のみ
ち
か
ら

樹
問
を
と
お
し
て
載
る
街
並
み
や
､

逮
-
都
心
の
T-州
別
=ビ
ル
群

･
遇
か
な

峠
々
.
立
体
交

変
の
揺
上

･
(山
土
壌

の
山
上
や
広
域
も
港
北

ニ
r]
I
タ
ウ

/
で
の
特
徴
的
な
み
は
ら
し
畠
と
な

っ
て
い
ま
す
｡

◎

め

じ

る

し

それぞれ
の公胤
に淑リ
込
ま
れ

配
置
さ
れ
た
中
筋
い
森
は
､
造
成
前

の
こ
の
地
域
を
物
語
る
歴
史
的
な
め

じ
る
L
で
J
あ
り
ま
す
｡
解
か
で
ゆ
っ

た
り
と
L
i
J練
の
小
山
の
it:ま
い
は

人
々
が
新
し
い
街

へ
と
け
こ
ん
で
い

こ
う
と
す
る
時
の
､気
持
ち
の
よ
り
と

こ
ろ
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
上
う
｡

里山の森の山頂 かb中川駅周辺

が一望てきる

早,yJ川対岸の台地一帯が眺めb

れる運動広場

折 田 不 動 公 園

近 隣 6号 公 園

せせらぎ公園
S 54里山の風景をて

かかりにつ くられたモ

テル公園｡

池と舌民萩が詮(=rJる｡

rせせりぎ計画J

発祥の地

不t日払のある里山の山頂か

らは南面の見明しがJ:い

魅
力
の
構
成
安
東
は
､
大
き

く
分
け
て
六
つ
｡
み
ち

･
ひ
ろ

ば

･
J
り

･
せ
せ
ら
ぎ
､
そ
し

て
み
は
ら
し
と
め
じ
る
し
｡

鴨池公園森地区
芝生の大広鳩と渋沢の谷戸十校

を保全する里山

I{二 二 宣 至 言 U

都EEl公園 Lhl':<ー†コ鶴 レ-b㌧一.一､.ヾ一千

靴 鰍 池の地上部を 1-塞 曇裏 芸

1I --1

ゆうぱえの みち の みち

東方公園 近隣10号公園

ささぶねのみち

鴨 池 公 園 池 地 区
対岸に生物相保稚区を持つ!一池
は兼tP_的(:bfFれてし､る

川和富士公園
7(土山を株して築造し

た大展望合とすそ野(=

広がる草地の大広鳩

舌代の大型住居地が地

下に眠る.

多月的広1島と丘の広場

凡 例

- 竣工 ･開放すみ

⊂] 計画 ･造成 ･整備中
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第
二
±

八
回

土
地
利
用
特
別
垂
lt
会

平
成
五
咋
四
月
二
十
八
日

平
成
五
4
度
の
朽

析
化
促
池
沢
に

つ
い
て
､
地
金
は
宅

､
雌
的
施
設
の

前
咋
度
米
桝
と
今
級
の
別
働
に
つ
い

て
.
公
団
か
ら
税
糊
か
あ
り
生
し

(_I'そ
の
中
で

大
学
の
甥
歓
に
つ
い

て
の
輩
出
や
LL
ェ
ー
タ
ウ

/
の
柄
僧

化
の
た
め
七

/
タ
ー
地
区
の
土
地
の

i
:･足
利
川
の
必
要
性
に
つ
い
て
t
仙兄

が
山
さ
れ
､
公
団
.
柿
と
J
に
今
後

の
検
肘
t.B
組
と
す
る
こ
と
に
な
り
.～

L
L
J｡

窮

三

回

事
井
対
策
費
<
会

平
成
五
年
五
月
二
十
五
_

公
団
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で
の
供

用
側
始
状
況
に
つ
い
て
は
.
携
わ
計

画
ど
お
り
に
進
捗
L
i
l旨
の
軸
告
が

あ
り
ま
し
た
｡

椀
い
て
､
平
成
五
年
度
の
洪

E=州

始
針
軸
に
つ
い
て
鋭
明
が
あ
り

.7

本
さ
れ
ま
L
t
:J｡

そ
の
他
'
交
油
L?
か
ら
祁
泊
地
下

鉄
3
ぢ
般

･
仲
町
台
駅
付
近
の
荊
触

下

一
%胡
利
川
部
の
公
瀕
に
つ
い
て

稚
拙
日
が
あ
り
･M
L
t
:)+

次
に
､
枇
和
沓

11
台
か
ら
価
的
惟

火
脚
物
m

(仮
称
)
町
外
地
紋
の
盟

鮒
刑
相
の
賢

明
が
あ
り
ま
し
た
.

こ
の
他
､
以
政
LT
か
ら
捉
八
日
公
胤

の

一
部
ユ
抑
新
手
に
つ
い
て
比
例
が

あ
り
ま
L
L
JA

第
二
十
由

佳
居
表
示
検
肘
声
■
会

平
収
五
年
エ
;ー
二
十
五
日

耶
比

LF=か
ら
､
油
北
区

(勝
目
J=

の

1
冊

･
祈
i･B
M
町
の

1飾

･
大
棚

町
の

I
部

･
耐
山
川
町
の

1
邦

北

山
=L
即
の

一
部
･双
山
川
町
の

1
離
･

小
川
町
の

一
部
)
.3
f区

(作
m
町
の

1
部
)
の
仕
Lq
破
燕
に
つ

い
て
批
判

か
あ
り
.
T
水
さ
れ
ま
し
た
｡

Lt
も
'
水
魔
は
所
定
の
手
紋
を
経

た
後
'
平
成
六
年
の
秋
卯
を
予
定
し

て
い
ま
す
｡

蘭
留

≪
Yggh⑯
串

訓別
宙

改

折
づ
-
り
指
呼
は
､
桃
川
仙

始以

北
.
過
脆
化
眺
止
と
山
好
な
Ef
鳩
の

碓
休
符
を
目
的
と
し

て
3=わ
れ
で
お

り
ま
す
が

水
咋
I
;
･Lt
り

l
板
目

.J}地

八軒
-
棚
e
=侶
-3
川
地
峻
)
の

鵜
恥
の

一
部

が

的
し
-
も
り
､
こ

れ

に
t
い

r桝
づ
-
リ
の
下
引
き
｣
の

此
打
版
が
稚
印
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
バ

/
フ
レ
7
-
に
は
､
よ
り

良

い
桝
を

つ
く
っ

て

い
く
i
'
め
の

r附
づ
-
リ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
J
の

ほ
か
.
拙
他
it
を
確
保
す
る
こ
と
を

粂
作
に

1他
州1-.紘
.U
や
テ
ラ
ス
ハ

ウ
ス
5
.
が
i
lて
や
す
-
も
ろ
畑
朴
粂

n
t
f
を
分
か
り
や
す
-
化
概
し
て
お

り
ま
す
.

訂

版
発
行

ごガ判の九･は.維北
ニュータ

/
姐
設
耶
裾
所
ま
で
.

℡

九
g
:二
-
二
四

八
i

陸 ∃

鷲

J一二二一ウウノaZつくりのl引t

裸

嚢

25

や
il-･<
刈
り

火久保

上
地
TK_
蜘
鴨
即
机
(=

27

秋
川

ポ
抑
止
桝
放

刈
訴
挽

合

川

タ
イ
m
ハ

/コ
ク
};
郎
憾
･LI

公
共
郡
丑
日

印
門
‖

2t

爪
ij比
山
水
不
例
耕
地
リ
プ
レ
ー
bt

柵が
空

似
5
仝

-

2

(
祉

)茨
城料
地
策
ヒ
仝筑

披
文
飾

2

･7
愛

知

州

.i
(久

下

LI

抑
iE
州
縄
t
i

2
･
19

l肘
)今
川

姐
汲
研
作
セ
ン
タ
ー

･･

9
秋

川
絹
代
払

･
油
平
地
区

瓜
述
斬
止
〃
詔
仏
は
仝

5

日

火
は
Iii全
紙

開発許可規制対象面積の

引下げのお知らせ
1 都fri附則法施行令の改正

郎Tri什触法施行令の改正に伴い､平成 5年 6月25日より､

FM苑而棚が.500ml以上の側事モ行わについて､州発許可が必要

となります｡(TrluT化区域)

2 1Fl榊恕H

Lflm窓口については.給水の榊苑許可Efl柄と同様に.港北

ニュータウン池LR内については.略北ニュータウン建設科稚

所で枇 l)槻います.

3 他法令による許可等を受けているものの姐い

州苑区切仲川が500nf以上で1,000mJ末梢の桝発行劫のうち

jrL収 5年 6日24日までに,次の手拭きを受け.エ司i番手され

ているt'のについては､桝朋 帽強引こよる朋党許可は不要で

す.

日 払燕州 にJ:る碓比

は) 姐茶祁恥法にJ:る皿旅は芯桁左の御前jF絶

(宅地道戒で,規制法にJ:る許Llを作うものは､許可を

mてからの胡下となります｡)
L3) i:地正成印加別法による許可

4 施rrLL糾 (6)J2LLH)に粗茶櫛比車的.血路位㌫指定ホ荊

7R･鮒 ､宅地出版,r†川川Imを r走されている方へ｡

満額には -従の抑榊が必繋f+Icめ.できるだけ早 く拙当市

にご4Lは点く/_/さい.

問い介せ

維北ニ ュータウン姐投祁凍所

す
で
に
ご
案
内
の
と
お
り

維
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
は
は

叩
収
6
咋

秋
に
行
わ
れ
る
維
北
は

･
軸
性

の
行

政
区
耶
SF
収
で
析
区

{
D
姥
)
に
絹

/
さ
れ
ま
す
.

2
0
1
0
勺
を
桝
印
し
L
JD
B
lの

斬
捻
(目刺
桝
に
つ
い
て
､
昨

年
度
よ

り
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行

っ

て
き
よ
し
i
lが

こ
の
度
､
祈
Jj
i弁

別
.I;
T･iX
剃
ピ
ソ
h
/
の
朋
炎
が
稚
滋

さ
れ
ま
し
た
の
で

､
似
介
し
ま
す
.

2
0
1
0
年
の
D
区
将
来

都
市
の

快
適

性

人
の
温
も
り
を

実
感
す
る

新
し
い

生
活
文
化
都
市

区
の
小
心
と
な
る
タ
ウ

/
七
ン
タ

ー
地
区

八
七
/
タ
1
南
駅
､
七

/
タ

ー
北
駅
を
小

い
と
L
L
J横
浜
の
副
郁

心
)
の
豊
描
か
す
す
み

さ
ま
ざ
ま

な
菜
務
が
姓
絹
L
J
m
報
を
発
伯
す

る
術
｡

交
通
不
7
-

ワ
ー
ク
が
較
愉
さ
れ
､

ど
こ
に
行
-
に
･J
便
利
な
桁
｡

区
外
か
ら
お
お
せ
い
の
人
が
放
れ

る
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
桝
｡

凶
李
の
群
花
か
咲
き
､
水
辺
に
親

し
め
る
術
.

区
民
L
J九
･･P
が
f=
り
と
空
前
を
朽

ち
､.
ふ
る
4]Jと
.
と
呼
べ
る
附
｡
そ

ん
な
D
TxB
が
火
e
ZL
ま
す
.

｢
区

づ

く

り

の

目

標
と
主
な
施
策

の
方
向
｣

個
性
的
で
地
力
ある
D
区
の
火
災

の
た
め
'
次
の
･Lt
う
な
施
爪
を
こ
れ

か
ら
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
.

-

安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
衛
を

め
ざ
し
て

血

路
交
通
ネ
ソ
･Lワ
ー
ク
を
は

じ
め
と
す
る
榔
小
堺
雀
の
澄
輔
.
多

様
な

LL
I
ズ
に
〃
応
L
L
.旺
EE
攻
の

鴨
輔
を
す
す
め
る
と
と
l
に
､
姥
介

的
な
肪
災

帆
妃
刈
顕
を
す
す
め
ま

す
.

2

人

･
も
の

･
情

報
か
行
き
か
う

活
力
あ
る
街
を

め
ざ
し
て

タ

ウ
ン
七
ン
タ
-
他ほ
を
､
爪
印

_
tiJ祉
升
に
お
さ
め
た
､
満
6
i
･
F
!

梢
拠
･=一と
し
で
雅
絹
し
'
L
Jれ
l
が

附
き
や
す
い
t5
鳩
づ
-
り
､
柵
は
折

の
姫
僻
な
ど
を
す
す
め
ま
す
.

3

水

と

緑

に

親

し

め
る
う
る
お
い

の
あ
る
街
を
め

ざ
し
て

紬

を
舶
大
阪
に
生
か
し
た
総
合
公

胤
の
丑
編
､
枯
見
川
な
ど
の
親
水
化

を
す
す
め
る
と
と
i
に
､
郁
市
農
薬

の
桜
井
､
ま
た
､
流
離
の
祈
劾
利
用

を
図
り
.
環
椴
に
配
慮
L
i
J
ン
ス
テ

ム
の
確
立
に
つ
と
め
ま
す
｡

4

す

こ

や

か

で

心

ふ
れ
あ
う
だ
れ

に
も
や
さ
し
い

街
を
め
ざ
し
て

人

に
や
さ
し
い阿
礼
Cf嶋
の鰯
僻

や
･.射
止
も
地
域
_宜
蛸
の
滋
櫛

比
光

を
す
す
め
ま
す
.
ま
た
.
保
村
の
光

火
､
竹
少
年
の
心
身
の
碓
鵬
づ
-
り

を
す
す
め
る
と
と
i
に

き
れ
い
な

析
づ
く
り
な
ど
の
地
域
捕
軌
の
支
掘

外
凶
人
の
黙
ら
し
や
す

い
地
他
社
仝

づ
-
リ
な
ど
を
す
す
め
ま
す
.

5

芸

術

･
文

化

の

香
り
あ
ふ
れ
る

街
を
め
ざ
し
て

溢

術
･文
化
ゾ
ー
/の
別
出を
は

る
と
と
も
に
､

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
や
ス
ポ
ー
ツ

･
レ
ク
リ
エ
ー

ン
rrl

/
施
設
の
雅
櫛
な
ど
､
文
化

学
田
･

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
倭
を
す
す
め
ま

す
｡

ま
た
.
国
際
化
'
仰
報
化
に
対

応
す
る
た
め
の
TM
等
救
和
機
関
の
妨

致
､
さ
ら
に
.
伝
統
や
歴
史
に
ふ
れ

あ
う
鳩
を
別
出
し
ま
す
｡

｢
将

来

構

想

図

｣

I

)の櫛米
に
つ
い
て
は

秋
に
碓
韮
し

さ
ら
ir

娼
朋
ピ
ソ
8
/
を
lt
体
化

す
る
叫
典
朴
:E
に
つ
い
て
J
収
作
仲
兄
が
す
す
わ
ら
tIJ
て
お
り
.I_
す
.
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本
年

三
月
､
港
北

ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン
に
欠
-
こ
と
の
で
き
な

い
交
通

ア
ク
セ
ス
と
し
て

待
ち
望
ま
れ
て
い
た
､
市
営
地
下

鉄

三
号
繰
新
横
浜
-
あ
ざ
み
野
間
が
開
通
し
ま
し
た
｡

こ
の
路
線

の
朋

#
に
よ
り
､
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
今
後

ま
す
ま
す
街
づ
-
り
が
進
み
､
住
宅

の
建

設
､
企
#
施
設

の

誘
致

･
建
設
に
も

一
tF
の
拍
手
が
か
か
to
も
の
と
期
待
さ
れ

て

い
ま
す
｡

今
回
の
合
同
協
牧
舎

で
も
､
活
気
あ
る
街
の
熟
成

に
向
け
､

活
発
な
g
t
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
O

-
即

に
な
り
ま
す
.

i.1
諜

路
抱
に
つ
い
て
は
.
棉
米

区
城
内
の
人
目
竜
野
に
作
う
叫
両

州
苛
が
丁
恐
さ
れ
る
i
Jめ
'
で
き

れは
B
E借
を
進
め
た
い
と
ち

え
て

い
ま
す
｡

住
民
や
地
椎
名
の
幣
様
に
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
､
肺
i;
刑
画
と

し
て
進
め
る
准
幅
は
で
き
て
い
る

の
で
よ
ろ
し
く
お
暇
い
し
ま
す
｡

が
安
心
し
て
‖
め
る
は
て
を
M

っ

て
行
き
た
い
の
で
､
他
佃
月
の
ガ

で

ン
ニ
ア
化
A
Jを
姐
止
し
た
い
と

い
う
方
は
抑

並
柿
-
L
Jさ
い
｡

【逮
紡
先
】

捕
沢
iE
ほ
ぞ
状
Si
公
判

t
]六
方

i
-

川
六
I

E
引
日

当

叫

l

●
f=
榊

･
農
必
朝
川
地
区
の
岨
犬
こ
ろ
や
政

弘
自
動
非
を
至
(.Jj撤
去
し
て
放
し

二

での他
地
区
の
現
偏
に
つ
い
て
の

iE
の
考
え
方
は
｡

◆
回

芥

･
各
良
男
吋
川
地
〆
に
机
人

ご
み
や

放
折
rl
軌
叫
が
か
も
り
あ

り
､
農

政
祁
頒
価

t3
鳩
叫
ぶ
LT=
･
L
本

郷
棉
稀
そ
し
て
丘
･紫
の
竹
価
と
の

協
力
作
6
t
で
､
昨
年
版
は
か
な
り

の
撒
よ
を
行
っ
L
.'
仰
紬
を
相
次

郡
､
人
1枚
と
l
見
場
抑
児
LT
Pl･
と

仏
力
し
て
撤
上
し
て
行
き
た
い
.

な
お
放
F4
日
軌
小
に
つ
い
て
は

平
収
三
年
十
日
に
条
例
が
で
き
.

平
成
五
年
iq
月
呪
作
で
二
r
ヒ
0
0

仲
雌
の
通
報
の
う
ち

一
､
八
〇
〇
作

は
撤
去
し
て
い
ま
す
｡

･
そ
の
他
地
区
に
つ
い
て
は

､
引
画

を
立
て
て
行
く
咋
州
に
来
て
い
る

と
考

え
て
い
ま
す
.<
･後
.総
合
計

内
の
小
で
位
芯
づ
け
て

行
き
た
い
｡

Alllt+

.' 4ステーi;イぺL･ト/書土叢k/スワー′L
J7うスバL,ド/ドナILド書のマi;りワt.ヨー/

ゝテージJ7-ム大童/7うスバL.ド/地元や加

ステージ/宮川朱Jti,ヨ｢/タイLL,e}T･-a,9-/

都築太わ/西相知#スペシャlLステーi;

●企*PRコーナー/バザーJL/つりーマーケット/つ

うり-スりエ7γドtJ一ミードうゴし(1仰/ポーIL1-也/
つりつr7//＼L.マ一つし1/71メリわしh一二バlL

L
主

菜

e.
J
]
i
i

l

E
]号
繰
開
運

●
叩
ハ
問

･
捌
サ
税
の
中
州
壕
帖
を
.

･
屈
服
鉄
血
に
は
芯
づ
け
る
祁
に
･Lt

リ
､
紫
輔
が
過
れ
る
よ
っ
..]
こ
と

は
な
い
か
｡

◆
回

答

･
四
号
妹
に
つ
い
て
は
､
路
線
が
日

吉
か
ら
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
経

て
､
そ
の
先
が
明
確
に
な
っ
て
い

も
か
っ
L
'が

<
T･回
､
新
だ
合
計

向
の
小
で
､
横
浜
環
状
鉄
血

(,ソ

テ
ィ
ル
ー
ブ
)
(後
述
参
叩
_)
と
い

う
部
鵜

の
も
と
'
四
つ
の
別
件
心

を
過

給
す
る
免
罪
も
絡
操
と

して

は
f<
づ
け
ら
れ
ま
し
た
.

今
後

㈹
係
横
側
と
の
は
S
を

血
め
､
中
州
祁
柴
化
を
図
っ
て
行

き
L
,い
｡

･
捌
C･'払
の
は
過
A
J抑
ま
･Lて
､
中

仙
新
手
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
行

は
.

氏けい
耶
英
領
と
J

仏紙
し
て

利

使性の
向
上
に
舞
め

て行
き
L
J

分

区fTJ
ち
止
し
て

遥次
､
川

和

地区か
ら
地
下

鉄
駅

へ
の
絡
投

の

Ⅶ櫛に
射
め
て
行
き

L
Jい
.

道
路
関
連

●
ー…

m

･
祇
山
川
E
IT
U
の
川
q
iE
城
の
抗

日㌧
機
の
改

称
及
び
川
q
iE
伽
皿
路

の
拡
幅
を
.

･
架
山
川
恥
工
菜
地
域
の
路
-
:山

一-

日
記
も
,.

･
三
特
級
駅
間
辺
の
路
上
牡
桧
の
‖止

正
梢

沖
を
｡

･
大
熊
東
山
凹
採
デ
ュ
ポ

ン
協
か
ら

牛
久
保
中
川
投
と
の
血
路
接
綻
計

画
の
和
虹
は
｡

◆
回

苓

･
L併
;1勺仕
P
F
Li
つ
い
て
一

-
外せF
と

I
.針
乱

副
の
‡

…

●
探

問

･
勝
央
公
胤
に
近
舛
公
凧
か
S~
ふ
込

ま
れ
た
位
相
は
.

･
.i
f糊
と
協
力
し
て
淡
く
.
雀
心
し

て
入
れ
る

ソ
エ
ア
は
宅
を
札
芯
し

て
欲
し
い
｡

◆
向

芥

･
大
雄
故
肪
上
述
称
を
保
存
す
る
刑

画

に
つ
い
て
は
､
横
沢
二
十

[
他

妃
プ
ラ
ン
の
那
3
次
f
Y施
刑
軸
の

小
で
､
よ
り
祈
効
に
利
捌
い
た
L
J

け
る
よ
う
に
.
練
政
LT
と
J
迎
状

を
耽
り
.
絹
碓
す
る
近
閑
公
胤
と

1
件
的
に
､
歴
史
公
胤
と
し
て
腰

鯨
し
て
行
-
こ
と
で
朴
歯
が
罪
足

さ
れ
て
い
ま
す
.

･
耕
浜
リ
ブ
イ
ン
に
つ
い
て
は
､
維

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
地
権
者
に
l

大
分
御
協
力
い
た
L
Jさ
､
小
･間
所

NEMWAK..Ds.t等紛
LLiす可

10/16@･17@100〇･一1700

主催=港北ニュータウンまつり実行委具合

おFq合せ先℡045-943-4971

港北ニュータウン内牛久保西公園
■文書のこ事内
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<別表≫ 割 t=ユータウン開運事業の事紺 酉(抜#) .iJ盛吉 宗 莞 腔 ,> 急 募 パ

IL 件 的 方 平 芸 宗 芥 ;,.帯 笠 描 FE王■ 孟服 誓 望 墓 等 壷 窪･Prl芝シス

①′<スh姐 ).持JAQ)J*幼 よ 宅. 真 言 や L1.芸 と(=lll

T'㌫ カニ三 等 芸 歪

(4)(52.3.日 TrJおの瓜引きfQ)fA ) 描 鮒 蔓 … …蔓

仏投 葺 灘 替 禦 制 空 {罠灘⊥ m 一 一 い l‥ 1

･10･2･111･人･研･並V収28011r肘F1.NLI寸

①Ĉ TVの'A-DL 手!'.I諾1●た ィ ､
と き に 肘し娃 つ T;.て浪 い のも りrて J'.
お と もわ

モーJ.L､ます. 隼 f..- -のり て 御 ニ

川棚地L孟u近FL7北東以培介1TL欠JH).L*一々LS北瀬ていくD川公l4):タウン センタ-向上リ.二 部滋AP;l二Jtlこ帝下します. 鮎 手 riP横 ま バ ､設 ど の .(

･7.はhtBtld工.恕火T4的相順 1 . . /I駅 牛 バ

Lr=.bSf. めます. ～.毒 L.;碧 空 苦 情 毒Jt.!⑥ 一 スi
.. . A .m 甜 買害悪;時 名 スN) の ,'=

②北野 .Y;lL収とLl;IE収仲■r戊唄-3IさはJ.I; I-(-''･R 故 h㌫;i.-9.八午l凹〆 ≠門 n戸=--満 月る - 与 川三 担… 三 -I l'u当 し いtb▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲マ▲▼▲▼▲▼▲サ▲℡▲℡▲マムマ▲▼▲▼▲▼▲▼▲9▲叫 9▲7Af占

です.

(lt.IA6

jbLます.

(芸霊芝諾花王.ic脂) る7-逆です.'RJtrJJiでさしま十.
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〟Wt

I
i
.I

協

り

進

よ

椎

だ

集
合
♯
地
利
用
協
定

運
営
連
拾
協
沈
会

平
成
五
年
六
月
十
七
H

役
凸
の
退
任
に
つ
い
て
は
､
前
期

に
引
き
続
き
規
任
と
い
う
形
で
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
｡

◎
会

長

T川
憶

良
雄

○
副
会
長

唐
戸

兼
次

○

〃

並
凹

捕
助

○

〃

大
矢

知
遇

○
合
計

梓

芳
軟

第
二
回
)書
井
対
策
挙
兵
会

･

集
合
t
地
利
用
協
定
運
営

連
括
協
班
会
合
同
会
所

平
成
五
年
六
月
十
七
日

ま
ず
へ
r張
合
農
地
の
供
川
㈲
始
別

幽
｣
に
つ
い
て
公
EE
Iか
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
今
後
供
用
開
始

と
な
る
張
合
農
地
に
つ
い
て
も
耕
｣

に
つ
い
て
は
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
う
え
で
了
承
し
ま
し
た
｡

次
に
へ
恥
務
局
よ
り

｢生
産
緑
地

の
追
加
桔
.足
｣
に
つ
い
て
組
明
が
あ

り
ま
し
た
｡

そ
の
他
と
し
て
は
都
市
正
英
先
例

地
祝
祭
の
開
催
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
､
永
世
さ
れ
ま
L
L
J｡

ま
た
.
地
合
農
地
の
転
用
に
際
し

て
の
手
拭
き
に
つ
い
て
'
生
産
緑
地

以
外
の
長
池
は
､
税
爪
担
の
朋
保
か

ら
i
土
地
利
用
促
進

の必
要
性
が
あ

る
た
め
､
今
後
は
周
辺
農
地
所
有
話

へ
耶
前
に
誠
を
す
れ
は
足
り
る
と
い

っ
た
形
に
㈹
略
化
す
る
こ
と
で
了
ホ

さ
れ
ま
し
た
｡

第
二
回

生
活
対
策
委
dE
会

平
成
五
年
ユハ
月
十
八
日

公
団
よ
り

｢平
成
五
年
度
供
用
牌

始
計
画
｣
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
｡

次
に
､
今
期
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
､
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
｡

①
造
成

工
科
の
早
期
完
成
と
安
全
対

ri

②
土
地
活
用
の
促
進

③
鞭
打
施
設
の
娃
設
促
進

⑥
健
全
な
町
の
背
成

⑤
残
土
不
法
投
棄
の
阻
止

⑥
横
浜
4
n,h奴
の
都
英
化
促
進

そ
の
他
と
し
て
､
公
団
よ
り
セ

/

タ
-
北
駅
の
仮
設
の
弊
行
宅
通
路
の

き
り
か
え
に
つ
い
て
報
告
か
あ
り
ま

し
た
｡

ま
た
､
土
地
は
朋
の
促
進
の
た
め

の
研
桔
全
を
問
棚
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
｡

第
三
十
回

交
通
同
原
委
員
会

平
成
五
年
六
月
二
十

一
日

始
め
に

｢
3
[り
扱
｣
に
つ
い
て
､

交
通
局
よ
り

関
菜
の
お
礼
と
利
用
状

況
の
報
<
=
が
あ
り
ま
し
た
｡

抜
い
て

｢
バ
ス
路
線
｣
に
つ
い
て

交
通
局
よ
り
平
成
茄
年
腔

の
避
行
刑

rJI
に
つ
い
て
挽
明
が
あ
り
ま
し
た
｡

こ
れ
に
対
し
て

熟
練
行
程
の

l

部
変
更
や
運
行
E
:政
の
糊
傑
要
望
が

あ
り
､
交
通
杭
か
ら
平
成
六
年
度
の

分
区
に
合
わ
せ
､
地
域
の
要
望
符
肺

ま
え
て
検
附
し
て
行
き
た
い
と
の
jil

答
が
あ
り
ま
L
i
J｡

次
に
､
｢幹
扱
道
路
網
の
兼
備
｣
に

つ
い
て
退
路
局
よ
り
進
捗
状
況
の
組

明
が
あ
り
､
併
せ
て
公
団
か

b
大
塚

歳
勝
土
の
長
大
擁
壁
工
非
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
宮
内
新
横
浜
線

や
丸
子
中
山
茅

ヶ
崎
扱
､
横
沢
上
麻

生
級
の
難
鯨
促
進
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
｡

次
に
､
｢
4
nlF･絞
｣

に

つ
い
て
､

企
画
財
政
Lr=
よ
り
新
結

合
刑
画
の
中

で

横
浜
環
4<,T
抜
道
の

一
環
と
し
て

位
芯
付
け
､
整
備
促
進
を
図

っ
て

行
き
た

い
と
の
組
明
が
あ
り
ま
し

た
｡こ

れ
に
対
し
て
､
V
ぢ
松
を
新
総

合
計
画
の
環
状
鉄
血
に
す
り
控
え
る

べ
き
で
は
な

い
と
の
な
見
や
'
土
地

利
m
促
進
の
た
め
に
も
､
4
日1
線
の

ギ
斯
群
発
化
を
図

っ
て
鉄
し
い
等
の

意
見
が
仙
さ
れ
ま
L
L
J｡

そ
の
他
と
し
て

公
田
よ
り
セ
ン

タ
ー
北
駅
の
仮
設
歩
崩
の
切
り
回
し

に
つ
い
て
㍑
朋
が
あ
り
ま
L
L
J.

会

り

練

よ

幸

だ

第

一
地
区

第
百
五
十
七
回

平
成
五
年
六
日
三

u

l

恢
横
地
指
定
の

報
告

三
百
七
十
二
作

(千
百
二
十

一
:-3

地
)
の
仮
検
地
指
定
に
つ
い
て

報
告

が
行
わ
れ
た
｡

二
､
仮
換
地
析
定
の
諮
問

十

1
件

(三
丁
八
内
地
)
の
仮
換

地
指
定
に
つ
い
て

5
:･問

(那
八
十
六

回
)
か
行
わ
れ
､

棚
案
に
別
紙
な

い

旨
苔
申
さ
れ
た
｡

三
､
㍍
仰
山
退
任
の
然
間

柄
横
浜
地
方
法
務
LT
油
北
出
張
所

戊
村
上
巾
U偶
氏
の
評
価
E11
辞
任
に
t

い
､
複
任
の
同
所
戊
江
川
佳
子
氏
並

び
に
荊
捗
北
区
役
所
区
政
部
固
定
焚

産
税
談
些
HH
川
廉
叫
氏
の
評
価
E3
辞

任
に
作

い

後
任
の
同
課
長
S
f山
階

二
比
に
つ
い
て
評
価
凸
進
化
の
5
:･問

が
行
わ
れ

仲
米
に
同
法
す
る
旨
苓

申
さ
れ
た
Q

節
百
五
十
八
3
1

平
成
五

年
七
月
T
石
臼

一
､
仮
換
地
指

正
の
縦
倍

三
十
二
伸

(百
六
T

1
.=j
地
)
の

仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
(
''

二
､
仮
偵
地
の
安
正
に
つ
い
て

早
期
姐
築
賢
哲
に
･Lt
る
仮
換
地
変

丈
に
つ
い
て
挽
明
が
行
わ
れ
た
｡

三
､
位
検
地
指
定
の
諮
問

一
作

〓

画
地
)
の
仮
換
地
指

L足

に
つ
い
て
諮
問

(那
八
十
七
回
)
が

行
わ
れ
､
僻
基
に
炎
経
な
い
旨
苓
申

さ
れ
L
J｡

凶
､
恢
検
地
指
定
の
群
別
説
明

六
十
五
件
二
百
T
L;
幽
地
の
仮
換

地
指
定
に
つ
い
て
ホ
獅
説
明
か
行
わ

れ
L
J｡

第
二
地
区

第
tp:凹
T
六
3i:

平
成
五
年
･ハ
〓
四
日

｢

評
価
n

選
仔
の
托
関

前
横
浜
地
力
法
稚
L.7
川
舟
出
張
所

妓
芯
鰭
荻
安
氏
の
評
価
=H
耕
作
に
伴

い

後
任
の
同
所
良
識
谷
皿
春
氏
に

つ
い
て
評
価
Hll
適
任
の
5
5問
が
行
わ

れ
､
僚
牛
に
同
奇
す
る
旨
苓
巾
さ
れ

ト
P.

二
､
恢
横
地
指
定
の
諮
問

凹
作

(四
所
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
諮
問

へ那
七
T
六
凹
)
が

行
わ
れ
､
僚
輩
に
別
派
な
い
旨
苓
申

さ
れ
た
｡

三
.
恢
横
地
指
定
の
祁

肌
挽
E
=

i
件

H

画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
市

肌
説
明
が
行
わ
れ
た
｡

那
百
四
十
七
tE:

平
成
五
年
七
日
十
三
日

1

仮
検
地
指
定
の
許
問

l
伸

二

,IE
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
許
問

(那
七
十
七
回
)
が

行
わ
れ
､
原
案
に
粥
淡
な
い
旨
父
日中

さ
れ
た
｡

l
l'
仮
横
地
析
定
の
祁
獅
説
明

1
円

(二
十
九
内
地
)
の
仮
換
地

指
定
に
つ
い
て
邸

州
税
明
が
行
わ
れ

･･I

= バ ス 運 行 の 増 回 等 =
平成5tl三ljZ､あL･,たに7TJ･jのバスを増強 し､次のとおり運行の和rTLl等を'JR施する1左です｡

キロ桜 税 行 和 鎌 後

300系統 9.7klm 40_0 50_5

5.6kln 77,5 80.5

4.2kn - 】0.0

305系統 6.9kn1 1.5 9.0

L1.8kn 34.0 52.0 Tii】上

306系統 LZ.7kn 31.0 38.0 Tis)｣:_

3ー0系統 3.9km 24.5 3Ll.5

(旺)運行ltLJnLi片jLを05回としてTEt許｡

1ビ
ュ
ー
フ
lコ
ザ

セ
ン
タ
ー
北
L

入
居
始
ま
る

襟
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
那
lE地
区に

住
宅
･郡
市
軽
減
公
印
の
地
合
住
宅
､

｢
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
七

/
タ
-
北
｣
の

那

一
次
入
居
が
八
日
二
T
五
zZ
よ

り

始
ま
り
ま
し
た
｡

｢
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ

七
/タ
1
北
｣

は
､
i=
,13:地
下
鉄
七

/
タ
ー
北
E
iLよ

り
徒
歩
十
分
の
近
さ
に
あ
り

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
邪

一
地
区
で
は

｢ウ

エ
ス
ト
エ
ミ
ナ
ン
ス
｣
､
｢港
北
ガ
ー

デ
ン
ヒ
ル
ズ
｣
､
｢サ
ン
-
ウ
ー
ル
中

川
｣
に
税
-
大
塊
挟
張
合
住
宅
と
し

て
､
地
域
の
活
性
化
､
そ
し
て
人
口

定
SP
へ
の
期
待

が
か
か

っ
て
い
ま

す
｡

電柱等値置回閲覧の
あ知らせ

日本屯倍電括㈱ 神奈川設偏建設センタ- 渉外制翌夏

TEL OLL5(319)906LZ

架京奄力㈱ 神奈川支店 中tlr岩井所轄鞍謀

TEL OL15(939)7550

公団施行地区内の範柱等設芯方針につきましては､粥川r)57

年3月号(NcL62)においてその概要を皆様にi印税FIJlLましたが､

今般,上図の区域について粘性等の位芯匝Iができあが りまし

たので､おkl)bせ します｡

t.Lお､帖賢でgl)悪鬼がなけれはTEi実とおr)の位芯で施工い

たします｡
tru覧 日時】

平成 5年11月10日㈱-11月15日(印

10時-16時 (土B捉･F]Bk;とも同株です)

(IR]覧場所】

住宅 ･郡市!吉備公団 壮北開発局旧館 節 5台言残蓋

横浜市繰区荏田北 1-5- 5
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洩軌 力頴 G-JA糊 l

発行-5月 17月 ･10月 11月 Ⅵ… A=勉

テーマ

～人と街のふれあい-
上左 ニュークワ/と市営地下鉄

上右 行政セノタ-1建t参風景

下左 荏田東小学校にて

下中 地下鉄中川駅前

下右 ビュープラザセ/ター北

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

皆
様
の
こ
協
力
を
得
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
/
建
設
事
業
-
､
堪
舶
皿整
備
が
仕
上
げ
の

段
階
に
入
り
､
今
年
秋
に
は
行
政
区
再
編
成
が
行
わ
れ
､

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を

一
つ
の
区
域
と
す
る
新
し
い
区

｢都
筑
区
｣
が
窪
生
し
ま
す
｡

そ
の
怒
味
で
本
年
は
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が

1
つ

の
街
と
し
て
新
i
Jな

l
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
り
､
こ

れ
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区

の

一
体
的
勲
偏
や
各
駅
前
セ
ン
タ
ー
の
整
備
､
残
さ
れ

た
基
盤
髭
倫
事
業
の
推
進
な
ど
に
気
持
ち
を
新
た
に
し

て
取
-
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

hLて
お
り
ま
す
｡

一
つ
の
行
政
区
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
皆
様

へ
の

き
め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
'

タ
ウ
/
七
/
タ
ー
地
区
へ
の
区
役
所
を
初
め
と
し
た
行

政
機
関
の
･果
柿
や
商
兼
利
便
施
設
の
立
地
が
促
進
さ
れ
､

よ
り

i
屑
の
人
口
定
着
が
進
み
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
街
の
執
成
が
進
展
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

今
後
と
も
､
二
十

1
世
紀
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
街

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
､
よ
ろ
し
-
お
願

い
い
た
し
･ま
す
｡

前丁
成
六
年
元
旦

挿

婆

長

鳥

▲奇

･骨
化

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

日
頃
か
ら
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
祈
薬
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
ご
支
援
､
ご
協
力
を
い
た
だ
き
､
誠
に
あ

り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
す
o

お
か
げ
さ
ま
で
都
菜
は
峨
次
進
展
し
､
昨
年
春
に
は

待
望
の
市
営
地
下
鉄
三
号
練
が
新
横
浜
か
ら
あ
ざ
み
野

ま
で
延
伸
し
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
街
づ
-
り
に
大

き
な

l
歩
を
記
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

本
年
は
'
皆
様
と
引
き
続
き
平
成
七
年

度
全
地
区
供

EE=開
始
を
目
指
し
.
工
事
を
促
進
す
る
と
と
･D
に
､
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
L
Jち
あ
げ
や
四
号
線
な
ど
､
残
さ
れ

た
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
.

=S
後
に
な
り
ま
し
た
が
､
今
年
は
行
政
区
再
1編
成
に

よ
り
､
街
づ
-
り
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
､
新
区
誕
生
に
ふ
さ
わ
し
-
､
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
飛
経
の
年
と
な
り
ま
す
よ
っ
祈
念
い
た
し
ま

し
て
､
年
鎖
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
O

平
成
六
年
元
旦

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
卒
業
推
進
連
結
協
議
会
全
長

-

区
長

=

/

漁

り

勉
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今

秋

中
収
八
g
雌
に
丁
従
さ
れ
て
い
る

港
北
.Ti
及
び
3
f区
の
行
政
尿
朽
3
収

に
作

い
､
か
ね
て
よ
り
公
辞
し
て
お

り
ま
し
た
折
区
名
か
､
検
脈
iE
区
名

遠

足
委
HAl
含

二

杉
絹
血
合
丘
)
に

ょ
り
‖耶
終
選
定
さ
れ
､
措
北
ニ
ュ

ー

タ
ウ
ン
地
域
を
扶
持
す
る
仮
称
D
区

は

｢都
筑
区
｣
と
す
る
こ
と
に
き
ま

り
ま
し
た
｡

r榔
筑
J
と
い
う
銘
称
は

岬
柵

十
凶
年
､
こ
の
他
城
が

r
播
北
hL
L

と
し
て
梯
lS
iE
に
SF
入
さ
れ
る
以
桝

か
b

rm
筑
m
L
と
し
て
i=
く
か
ら

親
し
ま

れ
てき
ま
L
L
J｡

江
戸
岬
代
紋
斯
.
佑
肘
が

g
F載
し

た
L;
岬
の
柑
々
の
梯
棚
が
必
さ
れ
て

い
る

r風
土
氾
絹
｣
に
は
､
す
で
に

r抑
筑
m
L
と
し
て
の
堺
が
は

り
れ

て

おり
.
さ

わ
に
i･=
く
十
は
妃
･州
半

に
ま
と
め
ら
れ
L
J
r碓
部
納
難
抄
J

誕
生

に
･･D
33
姓
が
放
さ
れ
て
い
ま
す
.

こ
の
よ
う
も
文
献
や

武
威
M
分

寺
通
称
な
ど
の
古
寺
か
ら
沌
推
さ
れ

た
純
を

･J
つ

_-r
R
の
J
か
に
･J

r耶

耗
｣

の

鉢
を
J

つ
l
の
か
あ

っ
た

り
､
力
腰
恥
に
l
う

た
わ
八
て
い
る

な
ど
､
比
い
傑

出
の
-;
紬
が
あ
り
.

T伽
苅

J

の
過
上
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
ま
す
.

ま
L
l

附
づ
-
り
が
過
も
維
北
こ

Fl
-
タ
ウ
ン
に
ち
も
み
､
r
抑
J
を

｢筑
く
.)言
,す
-
)
と
い
う
任
昧
l

〈･=ま
れ
で
お
り
､
垢
広
い
iE比
の
･X

柿
を
即
て
.
(
･
州
道
･正
さ
れ
1
'1
の

で
す
｡

駅
前
に
自
転
車
放
置
は
醐
◎

地
下
鉄
帥
哨

腎

禁
止
区
域
に

駅
前
に
放
kJ
さ
れ
た
n
ig
印
や
バ

イ
ク
は
少
行
月
の
過
行
や
月
利
の
さ

ま
た
け
に
な
る
は
か
り
で
t.t
く

梨

{3
時
の
…
zS
や
救
助
油
劫
へ
の
仰
せ

も
ど
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

き
て
い
ま
す
｡

岬
的
iE
で
は
叩
.qLL
i

一
日

H
よ

り
､
山
'13:地
F
鋲
延
伸
X
刷
の
う
ち
､

二
駅
に
つ
い
て
放
訳
捕
Il
何
機
に
梢

I..成
し
ま
L
L
J.
こ
れ

は
｢搬
粥
if
C

帖
叫
博
の
放
芯
肌
山
に
㈹
す
る
束
例
｣

に
<
･tづ
き
析
･.4
さ
れ
る
J
の
で

eJ

北
こ
rt
-
タ
ウ

/
地
は
内

で
は

r伸

町
白
秋
｣
と

r中
川
秋
｣
の
川
辿
そ

れ
ぞ
JL
概
ね

二
日
目;
の
細
川
tt,放
肌

i
;=
ば
城
と
し

て
いま
す
.
(別
川
)

=
¶
一
日
に
仰
山
L
i
'if
苅
旭
卜

鉄
粥
柵
la
.-
あ
ざ
み
狩
川
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平成6年1月号 NQl14

第
四
回

事
業
対
策
委
Dt
会

平
成
五
年
九
月
二
十
九
日

公
団
か
ら
土
地
使
用
料
の
改
定
に
つ

い
て
擢
案
が
あ
り

7
本
さ
れ
ま
L
i
P

そ
の
他
と
し
て
､
牧
村
奄
八
台

よ

り
平
成
五
年
舷
評
ナ
叫
城
祉
の
保
存

浦
川
の
i
Jめ
の
稚
拙
調
光
に
つ
い
て

の
蛇
明
が
あ
り
乏
し
L
JP

次
に
.
民
生
LT
上
-
特
別
井
領
七

人
ホ
ー
ム

(仮
称
一
小
川
の
里
の
娃

設
計
面
に
つ

い
て
､
平
成
六
年
十
二

月
帆
所
子
宝
で
進
め
た
い
旨
の
挽
明

が
あ
り
ま
.J
L
J｡

ま
た
､
港
北
祈

1
地
区
の
橋
梁
名

称
に
つ
い
て
'
公
団
よ
り
名
称
の
理

由
等
の
税
明
が
あ
り
.
大
筋
で
了
承

さ
れ
ま
し
た
｡

第
三
回

生
活
対

策
垂
l(
芸

(研
g
tlf])

平
成
五
年
十
;
二
十
日

横
附
練
組
の
ひ
と
つ
で
あ
る

r土

地
油
川
の
促
並
J
の

一
成
と
し
て
､

行
地
区
の
iE
削
企
及
に
･J
牛
加
を
呼

び
か
け
て

土
地
浦
川
の
L
Jめ
の
公

的
制
度
に
つ
い
て
の
研
帳
合
を
仰
惟

し
ま
L
L
,.

内
容
は
'
始
め
に
横
浜
市
住
宅
供

給

公
社
か
ら

｢
ヨ
コ
ハ
マ
･
リ
ぷ
い

ん

(横
浜
市
地
域
特
別
仲山
庁
住
宅
)

制
度
｣
に
つ
い
て
.
次
に
公
団
か
ら

r公
団
の
圧
接
別
使

(民
粥
控
深
川

相
左
分
は
住
宅
制
収
)｣
に
つ
い
て
の

横
罫
挽
叫
が
あ
り
､
そ
れ
ぞ
れ
.･･E
稚

な
父
性
応
答
が
行
わ
れ
ま
L
i
.I

そ
の
他
､
横
浜
市
か
ら

｢析
づ
-

り
棉
叫
の
拡
紳
｣
に
つ
い
て
脱
朋
が

あ
り
ま
L
L
-.

第
三
回

書
#
対
兼
委
<
会

･

♯
合
lQ
地
利
用
協
定
M
営

連
括
協
班
会
会
同
会
規

(合
同
視
察
)

平
成
五
年
十

1
E
:八
日
-
九
日

今
後
の
頂

点
の
事考
と
す
る
1
Jめ

に
､
茨
城
州

｢
筑
波
研
兜
学
風
耶

市
｣

の
農
林
水
産
省
点
薬
生
物

流

離
研
兜
所
他

の
牧
野
か
行
わ
れ
よ

し
L
J｡

会

り

撫

よ

書

だ

第

一
地
区

第
百
五
十
九
回

平
成
五
年
九
月
二
日

｢

仮
換
地
指
定
の
報
告

二
十
四
件
二
ハ
十

一
画
地
)
の
仮
換

地
岬
定
に
つ
い
て
糾
〃日
が
行
わ
れ
L
J｡

二
.
仮
換
地
の
変
世
に
つ
い
て

仏
紙
に
･.t
る
仮

検
地
変
哲
に
つ
い

て
牧
明
か
行
わ
れ
た
.

三
.
佼
検
地
析
淀
の
印
刷

七
十
作

ニ
ー百
二
十
八
画
地
)
の

仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
純
閃

(那
八

十
八
回
)
が
行
わ
れ
.
原
案
に
兆
は

な
い
旨
苔
申
さ
れ
た
｡

第
百
六
十
回

平
成
五
年
･T
月
十
八
日

1

仮
換
地

指
定
の
報
告

二
百
三
件
(四
tJ3
十
九
内
地
)
の
仮

換
地
佃
定
に
つ
い
て
帖
恐
が
行
わ
れ
L
P

二
.
恢
検
地
の
変
SE
L
に
つ
い
て

仏
紙
に
よ
る
仮
換
地
実
S
L
に
つ
い

て
批
判
が
行
わ
れ
,I.

第
二
地
区

第
百
四
十
七
回

平
収
五
年
七
月
十
三

日

一

Ta
検
地
摘
i社
の
訊

問

1
作
二

的
地
)
の
佼
検
地
踊
定
に

つ
い
て
輔
附
(郡
七
十
七
円
)
が
行
わ

れ
､原
案
に
邦
絹
な
い
とIj
iE印
さ
れ
i
7.

二
､
仮
換
地
指
定
の
耶

前

弘
明

一
件
(二
十
九
画
地
)
の
仮
検
地
指

定
に
つ
い
て
耶
前
祝
明
が
行
わ
れ
た
｡

第
百
四
十
八
回

平
成
Ld
や
九
日
三
日

1
'
仮

換
地
析
延
の
作
問

f
n

l二
一卜
こ
-2
地
)
の
仮
換
地

指

定
に
つ
い
て
抑
問
(荊
ヒ
ト
八
凹
〉

が
行
わ
れ
.
伯
東
に
兆
は
な
い
持

#
=

申
さ
れ
た
.

二
､
仮
検
地
仲
立
の
耶
嗣
比
例

十
三
件

二
二
十
五
:細
胞
)
の
仮
横

地
指
定
に
つ
い
て
神
前
税
明
が
行
わ

れ
ト
言

祝

察

_o
･
29
人相
比
は
地
方
日

放研
げ
i=戊

‖
･
日

大
駁
抑
制
火
打
山

mi=
恨娘抹

1
.
6

=

=
)
い
な
椛
は

I.-K
急
パ
ス
..I

東
山
田
営
業
所
開
設

叫
牛
十
L月
一口
米
仏
バ
ス
鮒

が
堆
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ノ
州
に
北
山
凹

2.1]茶
所
を
開
設
し
ま
L
L
J｡

こ
れ
に
よ
り
､
港
北

こ
r]
-
タ
ウ

/
内
の
紳
当
.ll:農
所
が
従
来

の
新
羽

節
点
所
か
ら
拶
辞
さ
れ

=
巾目
方
繭
､

川
崎
万
両
納
税
の
新
設

･州
仏
及
び

速
L7
岬
別
の
変
哲
が
あ
り
き
L
i
J｡

(iiii.一
郎
汝
鼎
撫
)

･

北
山
仙
術
燕
所
1

血
中
収
F

I
H

I‖
帆

･
北

山
日
常
来
所

-
す
み
れ
が
tj
-

紫
洞
駅

【附
い
合
わ
せ
】

加
温
パ
ス
東
山
日
常
恭
所

℡
五
九
二
-

一
1
0

1

◎営業所移管昂緑

析 TLI乗 lJf I日 常 R 粁 l⊥ lJtr EF1 旭 A

東 山 rrl El.'Tm 虎iG ll ■r

ド 川 ■r

( 城 ーr/i;j正中 4- ド

抑制 碑 文頼 ■ Lb P' イl- 偵

十ふ LLが 1-(.

｣L l1 日 ffr北 川 拍

七ンタ-A一代

す みれ か rr.

yt 川 炊 久 人 J rき y(

If IH
Pl + Lr

f llr 且 す JIltが rr

参
昏
診
包
oq
蓼
口

司
-
チ
E-

捲
北

二
.1
-
タ
ウ

/
を
並
る
市

.r.jn
地
下
鉄
三
号
蚊
に
セ

/
タ
ー
両

駅
･
七
ン
タ

ー
北
状
が
あ
り
ま
す
.

こ
の
両
駅
周
辺
区
機
は

｢タ
ウ

ン
七

/
タ
ー
｣
と
し
て
'
将
来
､

棚
浜
市
北
部
の
挟
と
な
る
中
心
的

な
和
英
秦
棟
鵜
川
地
区
で
あ
り
､

文
化

･
サ
ー
ビ
ス

･
怖
報
な
ど
あ

ら
ゆ
る
都
市
機
能
を
榊
つ
横
浜
市

の
副
都
心
を
目
指
し
て
い
ま
す
｡

昨
年
五
月
に
は
､
二
十

一
世
定

を
目
指
し
た
魅
力
的
な
街
づ
く
り

の
た
め
の

｢析
づ
-
り
協
定
J
A

取
り
決
め
ら
れ

い
よ
い
よ

｢タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
J
の
凡
作
的
な
施

設
建
策
や
先
並
的
機
能
の
展
開
が

動
き
つ
つ
あ
り
ま
す
｡

広
和
紙

｢捲
北

二
r]
-
タ
ウ
ン
J

で
は
､
今
後

rタ
ウ
ン
七
/
タ
ー
コ

ー
ナ
ー
｣
を
設
け
'
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
を
ご
紹
介
し
て
参
り
ま
す
｡

･
附
択

靴
鮎

引

州
苑
経
過
協
11
台
で
は
､
昨
年
九

月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
.
蚊
約

に
碁
づ
-
プ

ロ
ッ
タ
香
山
の
改
過
か

行
わ
れ
ま
L
L
-.

改
過
級
の

酢
六回
仰
焚
榔
巡
協
純

金
は
'
昨
年
九
月
三
十
円
に
洲
梢
さ

れ
.
淡
的
に
よ
り
､
食
止

･
削
合
姓

か
逝
出
さ
れ
ま
L
i
-.

金
我
は
､金
子

保
氏
､副
会
長
は
､

田
丸
政
治
氏
(節

一
地
区
)

徳
江
燕

治
氏

(酢
二
地
区
)
が
連
出
さ
れ
ま

し
た
｡

ま
i
JJ
本
年
三
月
ま
で
の
活
動
干

定
に
つ
い
て
仏
紙
か
な
さ
れ
.
昨
年

五
月
三
十
日
に
取
り
決
め
ら
れ
L
'rS

づ
-
り
協
定
し
の
捕
完
と
し
て
.
也

々
な
歩
ケ
都
例
や
幻
想
耶
朋
を

r
ガ

イ
ド
ラ
イ

ノ
ト
と
し
て
ま
と
め
て
い

-
こ
と
､
及
び
昨
今
の
和
合
提
訴
状

況
下

に
お
け
る
地
椎
名
の
早
期
祁
燕

化
に
際
し
て
の
指
針
づ
く
り
と
､
市

街
化
促
進
に
帆
す
る
検
肘
を
過
め
て

い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
L
L
Jd

そ
の
後

ガ
イ
ド
ラ
イ

ノ
横
町
の

た
め
の
仰
托

ル
ー
ル
部
全
が

､
:
午

i

T
;
卜
二
日
と
十
二
;
十

三
日
に

ま

た
.
Li
桝
小
森
化
t>
抑

析
化促

皿
苅
横
肘
の
た
め
の
耶
P
i化
促
進
知

合
が
.
叩
咋
十

1
;
十
一
L;

卜
二

月
十
iG
H
に
洲
悩
さ
れ
ま
し

た

.'

両
部
金
で
は
.
凧
苑
ル
ー

ル
部
会

長
に

繕
日
韓
拍
氏
'
耶
茶
化
促
進

部
全
長
に

附
九
政
治
氏
が
遠
出
さ

れ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
両
部
会
の
横
町
経
過
は
､

昨
年
十
二
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
.

苅
七
回
川
碓
経
過
協
川
合
で
中
州
報

告
さ
れ
ま
L
L
J.

な
お

桝
づ

-り
協
定
運
餌
香
山

金
は
.
州
雅
郷
地
仏
紙
仝
番

目
の

立
退
に
よ
る
地
佃
竹
代
ぷ
iS
､肺
.

公
団
.
㈱
港
北
加
前
側
苑
七

/
タ

I
で
捕
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
'
委

I.出
合
香
山
良
は
､
教
子
採
氏
､
副

香
爪
炎
は
､
大
久
休
久
夫
氏
､
廷

江
礁
拍

氏

(御
株
L?
妓
兼
棟
)
が

過
t
j
さ
れ
て
お
り

呪
准
､
桝

づ

-
り
Sf
･並
の
運
漕
を
行

っ
て
い
ま

す
.●

脈
前
に
コ
ン
ビ

二
開
店

仙
絹
地
F
鉄
七
ン
タ
ー
和
秋
と

北
収
前
の

一
触
に

=
年
十

1
;

二
十
ヒ
臼
､
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
T(

-
ア
が
オ
ー
プ

/
し
ま
し
た
｡

タ
ウ

ノ
七

/
タ
ー
<;
で
は
ま
だ

供
川
区
域
J
少
な
-
､
利
使
性
,i)

よ
く
な
い
こ
と
か
ら
.
乗
降
客

へ

の
サ
ー
ビ
ス
と
同
時
に
､
攻
刷
の

駅
･肌
の
安
全
性
l
ケ
膿
し
て
､
㈱

池
北
m
iE
仰
兆

センタ
ー
が
州
放

L
i
,i
の
で
す
.

,ea,. 轟音=S港北=1-タウン
･惑1.vN･寺つtiJ

前
九
Ei.帖
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
つ

り
は
.
=
Y.-
卜
‖
卜
六
n
､
-
じ
日

の
向
日
､
約
回
と
同
じ

-池
北

LL
.I

-
タ
ウ
ン
川
中
久
帖
.q
公
胤
に
て
仰

服
さ
れ
ま
し
た
｡

T
‖
は
あ

い
に
-
州
は
順
の
お
人

i

.

で
･J
ち
び
っ
こ
に
人
爪
の

rタ

イ
レ
ン
ジ

ャ

ー
ソヨ
ー
.I
を
は
じ
め

払
災
あ
ふ
れ
る
♯
台
や
御
仲
恥
も
放

り
出
し
て
､
お
祭
り
飢
分
を
CI
V回
洞

に
盛
り
上
け

西
相
知
Fq
さ
ん
の
さ

わ
や
か
乙
ス
ベ

ン
十
ル
ス
テ
ー
ジ
が

山
後
を
締
り
.
延
べ
十
二
〃
人
J
の

米
収
石
が
難
し
い
二
日
間
を
過
ご
し

ま
し
た

｡
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先行-5月･7JJ･IOJJ 川 Ⅵ洲A

;薗専 o甜蘭留田鎗固
地 区 内 に 移 右

港 北 原 発 局

昨年 Gnからタウン七/ター南地区.都二抗区桔伽'JJ介のITLlJJLlに地収 中の 5断

姓,憎｣ヒF州光Iこ.)析fFJ介が完成 し. 上目i18Elから平群B梢%I別的 しています.

吐物は､稚いグリー/の外装で.3･:rMに広々とLI=ホール.止-L†&スペース.

大公は玉を備えています.

ろお､こLllこ仰せて ｢7笹｣Lニュータウンまちづ くり餌J も､縛地に川I汝さJt

よし/i.(4瓜を事.llEt)

〔所/L.地】 触区/r_LEIJAtlgl~‖】0蘇21･; センターrli秋 FJl主祉)jl約10JJT

f+お､J.旺;n及び7丁 ′タス席''十は.fit;水盛 りです｡

◇基盤整備関係

港北ニュ-タウンの開発

事兼推進if路地h会の頭首､タウン センター及U

駅前 近隣センターの開発促iA他

的連世テ粗衣U下水i土の監4 75115 000万円

港北ニュータウ/地王女のA*嫉A ltt9 000万円

◇施設整備関係

Jt蚊の連投 62tE2 700万円

区総合庁舎の建披(Ea書吋､児*相tZ所‥肖眺giaqの娃蚊を含L)

小学横の建視(l概)

総合公園の埜tf

(仮称)横浜市歴史T8物輔(JA示､工事十称)

(仮称)大塔 妓肋土歴史公国の工事穴

仲町台地区セ/タ-の建Ⅰ定

休EL急患t李席所の博捜

lI王 ･tElt朋保

北各所院(基本計画額定I:向けた枚MLIl空)

茅ヶ崎城祉箕料tq査十

王内水′萩や技鳩の実施校t十

本
叫
L

l
月
六
日
､
批
准
の
妹
尾
.

eJ
北
は
か
ら
分
佐
し
て
.
｢仰
坑
は
)

｢仰
腰
.TKi
J
か
挺
生
し
ま
す

｡

憎
北

ll
r]
-
タ
ウ

ノ
地
区
を

含む

r卯
茨
は
J
は
､
秋
の
新
坪
碓
=3
を

日
脚
し
て
.
4
㌧

節
々
と
そ
の
恥
櫛

が
過
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

｢加
筑
圧
し
の
区
政
を
川
う
行
政

サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
.
扱
耶
的

に
区
役
所
玉
靖
の

1
部
を
伐

っ
て
き

て
お
り
､
区
役
所
横
棺
を
さ
ら
に
強

化
し
な
が
ら

呪
♯
の
地
下
鉄

｢
七

ノ
タ
ー
南
｣
軟
前
の
仮
庁
舎
に
お
い

て
､
｢柿
筑
区
)
の
発
足
を
迎
え
ま
す
｡

l
方
区
庁
告
に
つ
い
て
は

利
用

す
る
区
民
の
刷
俳
任
を
考
慮
し
､
地

域
行
政
を
捻
(
目的
に
経
過
す
る
｢榔
筑

区
桔
(
Elげ
<
=J
と
し
て
､
=-
成
ヒ
咋

二

日
の
攻
t
を
u
伸
し
て
縫
紋
か
皿
め

酌
∩り
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

｢抑

筑
区
｣
の
区
名
決
定
を
受
け
て

本

年

一
日
卜
八
日
に
は
r
r肺
筑
区
)
佐

竹
決
･.#
を
祝
う
析
作
の
つ
ど
い
J
が

榔
式
地

区
七

/
タ
ー
に
お
い
て
帆
服

さ
れ
ま
し
た
.

J<
典

で
は

除
従
に
よ
る
2g
,T･;
舷

花

の
挽
､
昨
年
行
わ
れ
た
区
名
応
凝

T
過
t;
の
碓
点

･
氾
念
‖州
m
EItが
行

わ
れ
､
引
き
絞
き
仰
t
さ
れ
た
批
判

全
で
は
､
甘
ケ
叫
W
r
休
作
公
の

人

過
に
よ
る
7
-
ラ
タ

ン
ョ
/
が
会
場

の
弄
岨
久
を
盛
り
じ
げ
､
恥
ま

っ
た

市
妓

･
LE
全
純
良

を
始
め
､
六
汀
人

以
上
の
人
達
が

｢
都
筑
区
｣
の
誕
生

を
況
い
ま
し
た
｡

ま
た
､

l
月
三
十
E3
に
は
.軌
筑
.

の
名
前
に
親
し
ん
で
,J
ら
お
う
と
r
7

レ
ン
シ
ユ
都
筑
カ
ー
ニ
バ
ル
｣
が
苛

ケ
叫
繭

二丁目
の
束
t
;雌
脈
ド
イ
ソ

学
伯
を
全
域
に
川
化
さ
れ
ま
し
た
｡

餌
3
:
で
は
.
+柿
茨
.
の
惟
火
を
ひ

l
と
-
展
示
や

7リ
ー
マ
ー
ナ
ノ
ト
.

析
作
=Y=き
初
め
大
公
を
的
め
仙

北
の

人
過
の
沓
加
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど

の
惟
L
l
の
や
､
川
m
女
流

コ
ー
ナ

ー
で
は
ー
イ
ソ
甥
仙
の
ソ
ー
七
-
ジ

が
火
人
丸
.

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
5=･
L
.

い
息
を
l
の
と
･a
せ
ず

お
父
さ
ん
､

お
付
き
ん
の
人
山L
甥
を
受
け
て
､
<
･

人
肌
の
,l
リ
ー
グ
チ
ー
ム
題
下
に
よ

八･行政サー
ビスセンター玄

側には.r抑現世｣
挺坤･Nでの日

放

を示し1'カウ
ン,lダウ/栽l小

板

がは誕されて
います.

分区まであと
わずか.

終北ニュータ
ウン祁典も､i;

解

地下鉄三LIt税
の

帆血を肘に前

P
(

にそのあゆptを
Liめ1朋の

人

目榊加や抑iE横
紙の貼柵が過

む小で
.

｢那花粍Jの
鮎牡はいよい

よ

秒読み佼桁に入
って火.ました

｡

監F事..I::軍(_.. 新区の発足にか
らんで.地域住

民組織としての連
合町内会の碑銘

も進められ､本年
gl月｢都筑連合

町内会自治AFが設
立されました｡

この連合町内会
自治会は｢都

筑区)を十二に分
別した十二Eg

体で構成され
初

代仝7位には､

勝

田ガケ叫地区
の

金子保氏が就

任

されています.
このほか区行政
にかかわる各

棟団体も'｢柵筑圧し
稚児にあわ

せて仲SFする雅臓
が始まってお

り.地場は恥の順
熊にilF:全の

雅伯が逝められて
います.

ら
れ
て
お
り
､
は
も

･怖れ
耶
愉
公
用

惜
北
側
碓
何
日
介
に

槻
-.
タ
ウ
ン
七

/
タ
ー
地
比
の
先
過
的
施
過
と
し
て
､

そ
の
尤
収
が
経
ち
和
ま
れ
て
い
ま
す
.

る
､
少
年
少
女
サ
ン
カ
ー
叔

丑
が
仰

か
れ
.
姓
ま

っ
た
六
千
IR
百
人
の
人

並
の
秋
気
が
､
金
城
の
ド
イ
ノ
r
胤
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≡ 勉

F'
=4,

来
年
′
月
の
開
館
を
め
ざ
し
て

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
朋
発
の
中
で
出
土
し
た
土
器
を
始
め
､

横
浜
に
か
か
わ
り
の
あ
pO
歴
史
9
(料
を
保
存
公
開
す
る

｢
横

浜
市
歴
史
博
物
虎
｣
が
市
営
地
下
鉄
セ
ン
タ
1
北
駅
前
に
尭

成
し
ま
し
た
｡
(
写
★
)

地
下
鉄
の
車
窓
か
ら
も

l
日
で
そ
れ
と
わ
か
る
ユ
ニ
ー
ク

な
建
物
は
､
地
上
大
隠
､
地
下

一
階
建
､
常
設
展
示
室
を
は

じ
め
'
企
画
展
示
室
､
体
験
学
習
重
､
各
種
の
催
物
や
映
画

会
な
ど
を
行
う
沃
堂
､
研
究
会
や
生
涯
学
習
の
た
め
の
研
修

室
'
歴
史
関
係
の
書
物
を
捕
え
閲
覧
で
き
る
Eg
暮
閲
覧
室
等

が
あ
り
ま
す
｡

現
在
､
来
書
の
開
館
に
向
け
て
の
期
待
が
高
ま
る
中
､
箕

料
の
収
*
や
横
型
の
製
作
な
ど
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
､

本
紙
で
は

一
足
早
-
そ
の
什
報
を
お
伝
え
し
ま
す
｡

r柵
-S
i=
出
火
悼
柵
鮒
｣
で
は
､

帖
的

･
L=
代
か
b
側
漕
j
;切
ま
で
を

小
心
と
し
て
.
約
二
方
牛
に
わ
た
る

蛸
粥
の
偲
虹
を
難
し
･t
Lt
が
b
'
分

か
り
や
す
-
…仁
べ
る
よ
う
､
映
性
の

油
川
や

手
に
ふ
れ
て
体
験
が
で
き

る
コ
ー
ナ
I
な
ど
'
新
し
い
手
法
を

取
り
入
れ
i
'楽
し
い
展
示
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
､隣
接
す
る
何
桁
左
史
跡
｢大

塚

･
膿
勝
L
通
称
｣
や
校
地
を
博
物

館
の
町
外

施
設
と
し
て
憾
偏
し

1

体
的
清
川
を
図
る
な
ど
､
誠

で
J
が

丸
し
め
る
脚
柵
即
が
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
匙
S
iL
ま
す
.

常

設

展

示
室

怖
柚
机
の中
心
地
故
であ
る
r珊

股
峨
l:{
≠
J
の
小
に
は
.
血
山
腹
-小

鞘
､
脱
出
劇
叫
.
ス
タ
デ
ィ
サ
ロ
/

映
惟
コ
ー
ナ
I
が
あ
り
ま
す
｡

横
粥
の
雌
火
を
卜
.J
分
は
ど
の
峡

他
で
わ
か
り
や
す

く
Sf
介
す
る

｢船

出
劇
場
｣
で
歴
史
の
他
={
に
ひ
L
'
つ

た
あ
と
'
軍
内
を
右
に
回
る
と
咋
代

脈
に
六
部
屋
に
分
か
れ
た
通
史
展
示

室
が
並
び
ま
す
｡
r横
浜
に
生
き
た
人

々
の
生
活
の
歴
史
Lを
埴
本
稚
念
に
､

火
物
溌
杓
の
ほ
か
､
挫
取

順
法

･

快
戯

写
井
パ
ネ
ル
な
ど
の
外
相
流

科
に
よ

っ
て
分
か
り
や
す
い
膿
示
が

は
ら
れ
ま
す
.
各
時
代
の
は
示
の
特

故
は(liL=始

-
)
で
は

‖
休
の
小
で

Ttき
た
先
-
各
時
代

･
拙
文
時
代
の

く
ら
し
.

〈
棚
的
‖
)
は

r人
媒

･
収
防
じ

止
件

｣
の
時
代

で
あ
る

椛

-a
.
の
称
B
J

岬
代
の
f
I的
.

(占
代
)
は
1=
川
時
代
と
紳
令
岬

代
､
地
方
の
役
所

で

あ
る
耶
筑
郎
榔

の
生
砧
と
文
化
｣
で

あ
り
､
そ
れ
を
共
体

化
し
た
力
針
と
し
て

(-
)

焚
漣

･
交
弘

に
側
す
る
焚
科

(2
)
牌
.S
の
放
牧

に
㈹
す
る
焚
柿

(3
)
庶
民
の
付
仰

と
文
化
に
憐
す
る

51
料

の
収
Iq
に
力
を
入
れ

て
い
･ま
す
｡

こ
れ
ま
で
に
収
貼

し
た
流
料
は
hハ
千
九

百
〃
､以
上
.
そ
の
う

ち
主
な
物
と
し
て
､

(I
)
に
関
し
て
は
.

(
つ
づ
き
ぐ
ん
が
)
を
め
ぐ
る
人
と

物
の
流
れ
.

(中
世
〉
は

鎌
介
蘇
肺
か
ら
至

町
時
代
ま
で

の
武
十
に
よ
る
新
し
い

故
紙
の
･J
と
で

中
性
の
梯
浜
の
人

々
は
ど
の
よ
う
な
生
柄
を
お
く
っ
i
,

の
か
｡人並

は
)
は
蝦
回
時
代
か
ら
横
浜

か
㈹
油
す
る

ま
で
の
燃
出
､
i=
城
に

は
日
本
の
大
動
脈
で
あ
る
双
粕
皿
が

油
リ
､
弼
叫
が
緊
壊
し
た
梯
ヂ
.

(近
批
代
)
で
は
.
代
脈
の
仰
越

か
ら
収
在
に
祁
る
ま
で
の
絶
叫
と
雌

火
に
つ
い
て
人
々
の
耕
ら
し
を
中
心

に
S;
介
し
て
い
ま
す
.

ま
た
'
各
展
示
I.jiに
は

そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
を
牡
放
す
る
人
世
の
悦
型

が
小
火
に
.#
か
れ
､
時
代
の
雰
EE
l爪

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
｡

常
設
展
示
室
の
中
央
に
は
ス
タ
デ

ィ
サ
ロ
/
が
だ
芯
さ
れ
.
休
日
護
を

柴
ね
て
稚
内
の
案
内
や
､
土
払
な
と

を
じ
か
に
手
に
触
れ
て
i<
怒
で
き
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
｡

こ
の
ほ
か
､
鎌
浜
に
側
す
る
姫
出

を
テ
ー
マ
に
し
た
各
棟
ビ
デ
オ
が
･;

山
に
光
る
こ
と
が
で
き
る
映
他
コ
ー

ナ
ー
か
此
花
さ
れ
ま
す
.

資

料

収

集

r捕
'-Ei;腰
火
付
柚
師.F
の
側鮒

へ
向
け
て
の
本
納
的
な
流
料
収
弘
は
､

平
成
l
l咋
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
.

鹿
本
用
念
は

｢代

脈
に
f
Lき
L
J人
々

中
世
の
中
国
と
の
.lH
鼠
を
示
す

r･:;

磁
見
本
香
炉
)
｢
背
磁
刻
化
牡
丹
版

串
文
査
｣

近
世
で
は
安
藤
広
盃
の

虹
英
重
版

r東
海
退
五
十
三
次
名
所

同
会
L
r
双
海
皿
必
勝
児
六
｣
な

ど
'

(2
)
に
倒
し
で
は
､
近
相
の
武

篇個の
旧
絵
図
の
他
､
H
LL
時
代
の

本
牧
本
市
付
の
梯
子
を
伝
え
る
耕
地

B
な
ど
.

(3
)
に
関
し
て
は

横
沢
馴
港

の
父
と
称
さ
れ
る
佐
久
捌
故
山
の
脊

画

･
耶
冊
や
.
港
北
ニ
rJ
-
タ
ウ
ン

此
山
川
町
内
会
の
識
榊
に
,Lt
る
､
大

山
阿
大
利
神
社
へ
参
服
す
る
人
々
が

払
い
で
い
っ
L
J｢火
山
珊
抑
神
所
枠
｣

も
ど
.
軟
多
く
の
汁
洗
な
焚
科
が
あ

り
ま
す
.

大
塚

･
漉
勝
土
歴
史
公
E

(仮

称
)

r横
浜
肺
腺
虹

博
物
餌
｣
と
血
路

ひ
と
つ
陥
て
て

傑
出
公
胤
の
憤
偏

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

公
周
内
に
は
､
同
指
誼
史
跡
で
あ

る
弥
生
時
代
の
大
塔
追
跡
(旺
店
群
)

と
正
勝
上
追
跡

(抗
粁
)
か
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
､
当
時
の
ム
ラ
の
様
子
や

墓
を
再
現
し
た
り
､
休
戦
･LT
群
の
で

き
る
広
場
を
設
け
る
な
と
､
俸
物
舵

と

1
体
的
な
楢
川
を
図
り
な
が
ら
､

白
&
.に
廟
ま
れ
た
広
々
と
し
た
町
外

で
.
鰭
火
を
紫
し
-
り仁
び
､
の
び
の

び
と

1
日
を
過
ご
せ

る
よう
な
Ⅳ
外

施
政
が

放肺
さ
れ
､
平
収
八
咋
腔
の

･凡
収
を
目
指
し
て
い
ま
す
.

遺
跡
を
保
存
川す
る

道
路
擁
壁

｢横
浜
市
侭
火
怖
物
柵
｣
牌
の

拒
む
公
阻
卜
道
北
in
い
に
､
硯
推

掠
り
戸
北

IEE投
の
退
路
横
F
T
工

邸
が
進
行
し
て
い
ま
す
｡

HM
大
i=f
さ
十
八
==
.
T･#
さ
二
百

二
十

‥日
に
及
ぶ

長
大
血
路
擁
蹄
比
の

q;
面
に
は

国
指
定
の

｢大
塚

攻
防
L
退
路
｣
か
あ
り
､
退
経
を

保
讃
し
.
休
符
す
る
た
め
､
‖
朋

に
よ
る
親
杭
ア
/
カ
ー
I
m
工
法

を
仲
川
し
た
上
は
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
.
こ
の
方
は
は

あ
htか
じ

め
七
秒
ルt
塀

肌
止
の
t
;'め
に
;
卯

を
打
放
し
L
JJ後
､
-
:収
リ
と
並
行

し
て
補
強
の
た
め

｣
小
に
ア
ン
カ

I
を
打
ち
こ
み
､
鉄
筋
コ
/
ク
リ

I
ー
部
を
施
エ
す
る
と
い
う
J
の

で
す
.

デ
ザ
イ
ン
ー
タ
ウ
ン
七
ン
タ
ー

の近代的な抑m空胴を還
し､

T=

川さによるLj迫感を解消し'

遡
辺

環境との調和をはかるiJ

め
に
壁

的デザインと列柱に特

取
を
J
L
Jせ

ており
平成七年

度
の
完
成
を

予定しています｡
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雅
北
二
r]
-
タ
ウ

/
地
区
内
の
逆

へ
引
き
附
か
れ
て
い
ま
す
.

路
､
下
水
皿
は
土
地
区

画整
理
串
兼

平
成
五
年
度
は
左
図
の
把
皿
で
こ

の

-
環
と
し
て
､
住
宅

･
都
市
衷
情

の
管
理
移
管
か
あ
り
ま
し
た
｡

公
団
が
工
砂
を
施
行
し

そ
の
後
の

引
き
継
が
れ
た
地
区
に
つ
い
て
は
､

維
熊
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
が
､

一

そ
れ
ぞ
れ
の
土
木
都
携
所
が
管
理
発

走
の
手
枚
さ
を
蛙
で
､
脈
次
横
浜
市

株
を
行
い
ま
す
.

●
措
北
土
木
神
稚
Te･

港
北
区
太
尾
町

1
八
六
九

℡
五
三

】
-
七
三
六

一

●
蛭
土
木
科
務
所

校
区
川
和
町
九
六
七

℡
九
三

一
-
二
四
二
七

協

り

遺

よ

椎

だ

第
六
回

事
業
対
策
委
Dt
会

平
成
六
年
五
月
三
十
円

公
団
か
ら
平
成
六
.,ILiL
度
伏
川
㈹
始

耶
州
及
び
脹
人
目は
屯
の
批
判
が
あ
り
､

と
l
に
/
水
さ

九
･才
L
L
J.

次
に

叔

ff
香
い
公
よ
り
平
収
十

叫
の
郡
市
卜
三

回
伺
比
休
村
人
仝

･

神
奈
川
大
全
の
小
林
拙
技
金
城

と
し

て
拙
川
さ
れ
る
こ
と
が
内
起
し
L
J繕

北
は
北
山
剛
町
の
横
浜
和
室
内
水
祢

頒
枝
堀
(仮
称
)
の
姐
設
に
つ
い
て
､

本
年
度

に
炎
施
設
別
を
行
い
平
成
七

年
度
か
ら
エ
節
に
竹
手
L
L
J
い
と
の

組
明
が
あ
り
ま
し
た
｡

そ
の
他
と
し
て
､
部
称
検
肘
垂
れ

公

の
紘
過

及
び
､
す
み
れ
が
t
t小
.ド

紋
分
校

〈
惜
北
は
北
山
;
町
)
の
地

紋
工
耶
が
平
成
六
咋
父
よ
り
祁

上
さ

れ
､
平
成
八
年
腔
に
洲
校
了
小社
と
の

枇
<
=
が
あ
り
ま
し
た
.

第
二
十
八
回

土
地
利
用
特
別
垂
見
会

平
成
六
年
四
月
十
九
日

公
EE
Jか
ら
平
成
六
年
舷
の
市
桝
化

促
進
に
つ
い
て
､
f
t4
日
=
P
P
桜
的

施
設
の
前
年
岐
f
Z朗
と
(
･
後
の
肝
1-Z

に
つ
い
て
挽
明
が
あ
り
､
八
に
/
棉

さ
れ
ま
し
た
｡

次
に
.r伴
粥
iE
肘
出
岬
物
帆

の
過

ち
..
-
状
況
に
つ
い
て
J
㈲
暮
lS
.i;

ふ
る
さ
と
推
火
脚
川
か
ら
､
姐
物
は

ヰ
叫
二
日
二
･L
八
日
に
攻
｣
し
た
が
､

今

後
十

二
月
ま
で
に
例
示
物
の
収
姓
.

充
用
を
行
い
.
来
年

r
H
に
は
例
解

予定
と
の
淡
明
が
あ
り
ま
L
i
)｡

こ
の
ほ
か
､
新
川
途
地
域

制
の
経

過
軸
ilZ:が
あ
り
ま
L
L
J｡

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I

胃
弗
推
遭
協
雛
金

剛
雅
経
過
仏
紙
公
で
は
本
年
l

月
十
七
口

こ
H
T
M
U

l一
日

T

五
日
に
㈹
発
ル
ー
ル
掛
合
を
仰
休

し
'

折
づ
-
り
脇
立

に
非
づ
い
た
参
考
祁

例
布
を
ま
と
め
た

1桝
づ
く
り
協
定

か
イ
ド
ラ
イ

/
)
の
検
討
を
進
め
て

き
ま
L
i
J｡

ま
L
J

t
;
二
T
八
日
と
二
月
二

十
g
3日
に
は
､
旭
川
宅
の
=i･刈

郡
8
1

化
に
際
し
て
の
柿
引
づ
-
り
F
F
を
廠

打
し
て
い
る
耶
炎
化
促
池
郭
公
を
帆

催
し
よ
し
i
J'
4tI･S
に
､
M
H
八
日

に
仙
椎
L
L
JW
苑
ル
ー
ル
部
金
と
抑

茶
化
促
進
部
金
の
(
;川
部
金
で
は

牧
水
の
蛙
沸
状
況
に
お
け
る
は
帖
的

な
耶
茄
の
成
立
作
P
Tの
見
通
し
に
㈹

す
る
､
よ
り
tt
柵
な
検
Jlr
を
行

っ
た

め
'
祁
6
1化
促
迎
部
会
に
研
究
公
を

戊
識
す
る
こ
と
が
r
水
さ
れ
､
呪
准
.

検
肘
が
過
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

Lt
も
､
四
日
八
日
の
合
同
部
会
で

は
t
r的
づ
く
り
協
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

/

(莱
案
)｣
の
と
り
ま
と
め
を
行
い
､

五
月
十
ヒ
臼
に
開
催
さ
れ
た
那
八
回

牌
苑
推
進
協
沈
金
に
締
ら
れ
､
了
承

さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の

r肘
づ
く
り
協
延
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
｣
は
､
攻
瓜
印
刷
中
で
す
の

で
.
次
竹
の
当

n
-
ナ
I
で

庶

祁
方
法
市
を
お
知
ら
せ
す
る
で
定

で
す
.

会

り

鶴

よ

書

だ

第

一
地
区

節
百
六
十
四
回

平
成
六
牛
五
日
十

日

1
.
恢
襖
地
相
定
の
糾
i;=

k
:g
jT
･.(
‖
一八
七
ニ
ト
阿
州
地
)

の
恢
横
地
析

従につ
い
て
郎
<
=
か
け

わ
れ
た
｡

二
､
仮
検
地
の
変
,S
Lに
つ
い
て

;I
刈
姐
炎
穿
S
=及
び
協
J
に
よ
る

仮
換
地
兜
E
L
に
つ

い
て
脱

叫
が
t
わ

れ
t
;.｡

I
1.
仮
検
地
梢
志
の
諮
問

九
作

(1ハ
蜘
地
)
の
仮
検
地
朽
･LH

に
つ
い
て
諮
問

(第
九
十
二
回
)
が

行
わ
九
.
原
基
に
湘
沈
な
い
旨
#
:申

さ
八
,.J.

四

先
行
近
攻
地
の
仮
換
地
指
･社
に

つ
い
て

先
行
･山
脱
化
の
仮
換
地
指
定
に
つ

い
て
比
例
が
it=わ
れ
た
.

Ji

検
地
刑
軸
に
つ
い
て

仮
珊
許
の
概
要
及
び
較
埋
後
の
他

日
に
つ
い
て
挽
明
か
行
わ
れ
i
J'

第

二

地

区

軒
百
五
十
二
回

平
成
六
年
五
月
十
三
円

1
.
評
価
n
適
任
の
5
:間

柄
横
浜
地
力
抜
穂
LT
川
和
出
舶
所

戊
捕
裕
皿
仲
代
の
P=
価
ハ
帥
任
に
作

い
､
純
化
の
同
所
比
,=
S=公
明
比
に

つ
い
て
t誹
価
ハ
退
化
の
諮
問
か
L7
わ

れ
､
櫛
東
に
川
鑑
す
る
iI;
芥
申
さ
れ

ト
､.

T
｢

検
地
肝
剛
に
つ
い
て

仮
折
井
の
概
姿
及
び
並
喫
級
の
地

目
に
つ
い
て
鋭
明

が
行
わ
れ
た
｡

≡
.
そ
の
他

分
野
姓
緑
に
お
け
る
亜
紀
地
岬
と

迎
畔
地
柵
の
関
係
に
つ
い

て
鋭
明
が

行
わ
れ
i
J.

東

急

パ

ス

東

山

田

営

業

所

/

オ

ー

ケ
ー
ス
ト
ア

鶴
見
川
総
合
治
水
対
策
で
表
彰

蛾

北
川
純
切
で
は
榔
巾
化
に
よ
る

水
神
を

肌
止
す
る
た
め
.
河
川
恨棚

の
他
に
流

域
刈
茶
と
し
て
1
1g水
を

L
Jめ
L
Jり

没
遷
さ
せ
iJリ
す
る
保

水

機

能

の
確

保
な
ど
の
､郁
見
川
総

合

治

水

対

策

が

進め
ら
れ
て
い
ま

す
｡梅

坪

血

日

に
は

､
こ
の
蛭
4
日
的
水

に

つ

い
て

の
州
解

を
探
め
る
た
め
､

幅
･広
い
広
鵬
的
軌
が
旗
㈹
さ
れ
て
お

リ
､
こ
の
1E3:と
し
で
.
蛤
合
i:･水

に
･一t
献
さ

れ
た力
々
が
超
形
さ
れ
ま

L

iJ.
本
年
度
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ノ

地
区
内
か
ら
は
.
班
(.j
バ
ス
株
式
会

社
東
山
田
態
某
所
と
オ
ー
ケ
-
株
式

会
社
港
北
D
S
C
七
/
タ
ー
か
変
彰

さ
れ
ま
し
た
｡
そ
れ
ぞ
れ
非
嬢
城
の

下
や
漣
柵
の
下
に
貯
刑
柵
を
設
け
､

耐
水
か

1
度
に
川
に

流
れな
い
エ
犬

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
.

宅地の草刈りを

お願 い します

大
利
川
の
屯
地
に
維
印
が
従

い

戊
リ
､
少
行
省
や
近
隣
の

方

々
に

ご
迷
憩
を
お
か
け
し
て
は

い
ま
せ

ん
か
｡

供
用
帆
始
後
の
宅
地
を
土
地
利

川
す
る
ま
で
の
榊
､
火
災
防
止
や

的
北
上
か
ら
も

叩
刈
り
を
す
る

な
ど
の
押
収
4
'お
願
い
し
ま
す
.

(tiS
捕
縄
憎
の
f･

地

絡
と
の
鳩

ThL
部
分
は
よ
く
忘
れ
が
ち
で
す
)



平成 6年10月号No.117

発行-5月･7Jl･10n ･1月 Ⅵ刃《汁IAMA≡勉
七月十四日
午絶

二
時
か

ら'新

横浜ホテルに
おい

て
､
港

北ニr]

-タウン都農推進
運
紡
協

強食の

軒四十四回合同他組
合

か朋帖さ

紘.ILiJ｡
ます､i=の人祁火軌に
伴い領

仰となっていた惜北ニJ
tIタウ

ン小弟経過連結協純金
企及に火

内棟区良が'また､副
企及には

先払港北区戊がそれぞれ
退化さ

れまLLJ'
紙串では､市及び

住

宅

･跡前

整備公団から
r

港
北
ニ
ュ

ータウ

/関連郡安の進捗状
況
と

琳英計

画し及びr土地区画
並

理都菜の

進捗状況と祁燕計朗
J
に

ついて

の軸告･税明があり
､
こ

れに〃

する賓健応芥が行われ
よ

しiJ'

(関係妃都二･三両)

披いて､畔門番八台
(耶6!対

頂
生満月鞭･良港

刈
爪

)'特別 香‥日
金
へ上地利用
特
別

･交通閃

相

性居並示検
肘)の
外
賓

Hll滋

から

泊勅経過の報告
か
あ

り･NL

ト･'ま

た､(･句は､十
-
ノー
六

日に

行政TTKLiltSF収が行
わ
れ
る
こ

とを 受
け
.
苅
卜
回
は
公

へi

l
;
ご
1卜

‖
仰
仙
)
以
仲
.
榔
過

払
は
公
金
戊

を
肺
茨
区
長
と
す
る
下
の
事
朋
改
正

の

提
案
が
耶
稚
LF=
か
ら
あ
り
､
了
林

さ
れ
ま
し
た
.

そ
の
他
､
総
合

へ
向
け
て
の
全
強

日
用
等
に
つ
い
て
邪
推
局
か
ら
鋭
明

か
あ
り
ま
L
L
J｡

純
耶
終
了
後
､
i;

公
団
の
人
郡

外
軌
に
ー
う
地
元
主
催
の
放
送
迎
合

が
新
川
奄
11
多
故
山
仰
の
小
､
和
や

か
に
行
わ

れ
ま
し
た
.

七月二十1
E年前十1時か
ら

新

iE浜
ホ
テ
ル

において港
北

緑

雨
区
選出
の
1R餓全市
全
紙目上

に

よ
り捕
成
さ
れている新問旧
全

紙

が
榊
催
さ
れ
､
峠北ニュータ
ウ

/

耶
兵
に
つ
い

ての熱心な群
抜か

行

われました｡

全紙では､
雌戊に1(久保iE全

紙

エーか迎
山さ
れ､ます.横
浜心

及

びは
七
･J.;qiE
伯榔公樹からr継

忙
Jlr]-タウ
ン側

過柳腰の皿
抄

状況と郎6i朴lI;
｣及びr上地区

画滋埋祁濃の過
捗状況と祁61計

幽｣
に
つ
いて報

告･説明が
行わ

れま
した｡

つづ
いて
行わ
れLJだ楼応
答で

は､横
浜
1EP扱
(捕浜現状鉄血
)

の進
捗状況
バ
ス粍奴の運行
別

陶､主芋
幹
挽

北路の憤協状況
､

什仙術
胡〃
双

等
小農全休にわ
iJ

り多くの質

問政見が出され
.

消光な照軽

が行われまLL'｡

なお､今

回は合法に先立ち
､

同会餓ノン

バーにより.港
北

こ

r]-タウ/

の折づくり状況
に
つ

いての現地

硯.Yrが行われまL
i
J｡

市
･公
団
で

人
事
異
動

祈LJに推
進
協
の
ノ
ン

バー
に

な

っ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

E横
浜
市
】

校
区
稚
申
渡
北
部
支
所
及

【住
宅

･
都
市
笠
偏
公
団
】

r港
北ニ
ュータ
ウ
ン
｣

事
業名
称
存
続

本年三月から｢港北ニ
ュータ

ウン｣の名称の取鎖に
ついて検

附してきました｢措北

ニェータ

ウン名称検肘委八仝
｣
(

香山妓

企PL保氏)では.六
日
こ

i七日

の邦三回香n令におい
て

｢eZ在

の名称である性北ニ
ュ
ー

タウ/

を引き挽き紋別する
こ
と

が適当

である.JというSi
ST
を
山

し､市

波に報告しまLL
J｡

Eこの蘇生に空っL
J埋

山】

①現在の名称は全国的
に

知名度

があり､また.広く
住
民

にも親

しみを持LJれてい
る
こ
と

｡

②現在の名称は.坤
に
所

在地を

示すだけでなく､耶
炎
の

歴史を

含んだものであり､地
摘

省を始

め都典に携わってきt
=J関

係部に

とってJ費廿の探い
名
称

である

こと.
③fj.'北ニュータウン内

に

立地し てい
る多-の民関都蒸

所

が

この

名称を地相しており.
変
y

する

ことによる形廿
があ

る
こ
と

.

④油北ニrt-タ
ウ/

内
の
粗

菓協

･芯の
竹林にl俳

川
し
て
お
り

'変

I.fJす
るiJめには
.全

エー
の
同

店を

糾な

ければなら
ない

こ
と
｡

⑤油

化Lニュータ
ウン

の
名

称を焚 【香
れ
金
の
香
山
】

堆
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
祁
茄
柵
遜
雌

耗
仏
紙
合
を
㈹
成
す
る
即
地
区
の
代

戒
名
.
都
筑
区

(平
成
六
年
十

1
月

六
日
設
記
す
定
)
の
連
合
町
内
会
の

代
求
名
､
公
称
に
よ
る
委
凸
､
及
び

住
宅

･
抑
iE
兼
備
公
団
､
横
浜
巾
の

㈹
係

XPから
捕
止
さ
れ
て
い
ま
す
｡

【香
山
公
の
㈹
帖
経
過
)

本
年
三
日
二
日
､
lF
;
卜
八
日
.

六
日
ニ
ー
ヒ
日
の
三
回
に
わ
t
:)
つ
て

仰
伸
さ
れ
､
様
々
な
れ
雌
か
ら
幅
広

ELす

ると

､それ
を川

知
す

るため
に
多

-の
時間

や
任

用を要
し'まLJ､新
し
い

都薬
が始ま
った
かの

よ
う

な誤
解を生じる
懸念

が
あ

る
こと
｡

⑥港
北
ニ
ュータ
ウン

と

い

う名称
には､これ

ま
で
培

われてきi.校が
多い

.

E3

雌がぷいといった良
好

も

イノージが
あること｡

という､六
i=.を挙げて
い

ます.

-
煉
肘
を
行
い
ま
L
L
J.
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技術原発研究所 開設へI

フォードfl軌非(日本)株式仝itは.フォーHl軌和部品部rJ'JとしてpA拡LbJ二枚くEl本で2布目の技術IはJ苑研究所を】任｣ヒニュータウ/に漣設することを決定しました.この施設では.カーオ-ディオ､ナビy-L/ヨン-/ステム等のエンターティ/ノト､快i色及V安全関連のn如仰臥I,LTTの研究仙椎を行うとともに.アジア人jF咋地域〔l軌iJi部品部r'tlの本部機能をは砿する刑1叫です.また.施設内には､社の歴史､魁.1',を展示するフォードエキソビジョンや地域
のJJJ7が利川できるコミュニティールームを設1むする那画です.
E過咄.施紋の牧lBT】

JA 所 i馴 ヒ区北山田四 日コ

(右供奉口琵)
敷地佃榊 3.478rTt,
延休術捕 5,310mJ

(地上 3階L地下 1搾り

仙北-I.走 平成8年 1月

従来Ll歓 lM恭当初 約40人
(西暦2000年までに約 2

倍にする予定)
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港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
建
設
事
集

は
-
平
成
七
年
度
末

の
全

地
区
供
用
開

始
に
向
け
､
基
盤
安
価
も
進
み
､
平
成

五
年
度

末
供
用
開
始
区
域
は
<
+

六
㍗

に
達
し
､
区
域
内
人

口
も
六

万
人
を
超
え
る
に
至

っ
て

い
ま
す
｡

ま
た
'
横
浜
高
速
鉄

道4
号
線

に

つ
い
て
は
､
横
浜
市
r
ゆ

め
は
ま
2
0
-
0
プ

ラ
ン

｣
で
横
浜
環
状

鉄道
(
シ
テ
ィ
ル

ー
プ

)
と
し
て
世
辞
付

け
が

明確
に
さ
れ
､
事
業
化

に
向
け

て
の
鯛
重
も

行わ
れ
tO
な
ど
'
多
模
範
複
合
都
市
と
し
て
の

発
展
を
目
指
す
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
と

っ
て
､
大
き
な
期

待
が
も
た
れ
て

い
ま
す
｡

本
年
十

一
月
六
日
に
は

行
政
区
再
編
成

の
実
施

に
よ
り
l

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
区
域
を
中
心
と
し
た

r
那
筑

区
J
が
性

生
し
ま
す
｡
今
後
は
､
基
盤
亜
価

の
早
期
尭
成
と

い
っ
た

ハ

ー
ド
面

で
の
街
づ
-
り
に
加
え
て
､
タ
ウ

ン
セ

ン
タ
ー
の
建

ち
上
げ
を
始

め
と
し
た
市
街
化
の
促
進
や
､
新
区
挺
生

に
向

け
て
街
の
地
域
社
会
を
ど
う
育
ん
で

い
く

の
か
と

い
っ
た

ソ

フ
ー
面
で
の
杜
頂
が
大
き
-
な

っ
て
き
ま
す
｡

今
回

の
合
同
協
粗
金
は
､

こ
う
し

た
現
状
と
喋
哩
を
踏
ま

え
､
活
気
あ
も
街

の
取
成

に
向
け
､
活
発
な
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡

い
て
｡

◆
回

芥

①
iH
-
L
日
中
に
は
川
他
E
収
の
祝

明
に
入
り
L
J
い
と
々
･え
で
い
ま
す

.

川
北
の
仙
印
状
況
に
J
よ
り
ま

す
が
､
平
止
し
咋
収
ま
で
に
出
揃

す
る
よ
う
労
め
ま
す
.

②
仏
日
〃
北
山
目
線
に
つ
い
て
は

牛
久
悦
中
川
粉
か
r
唯
日
代
的
税

ま
で
に
挙
る

一
部
分
の
恥
皿
鴨
棚

を
平
成
六
.,-
度
に
､
今
般
の
小
皿

◆
川

芥

①
平
成
茄
咋
収
か
ら

Ⅳ
外
地
牧
の

蝦
備
に
新
手
し
て
い
ま
す
｡
平
成

･ハ
.
じ
勺

度
に
つ
き
ま
し
て
は
'

仲
代
時

代
の
純

化
は
M

や
休
惣
地

紋
F
'
の
姐
戊
を
r
･記
し
て
い
ま
す
.

中
止
L
q
促
に

は
'

一
部
仙
設

5川
瀬
る
ー
･:J
で
す
.

②
桝
ノ
人

公
肘
に
つ
い
て
.
相
に
1

1-1
鳩
の
別
.I;
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

③
仙
川
約

L
九
九
ヒ
平
i=iI.H
.
鉄
筋

コ
/
ク
リ
1
-
造
り
で
､
･.Q
n
は

p
一
丁
人

絹
度
の
｢
定
で

す
｡

⑥
L1
初

.
五

､
六
年
度
の
光
韮
付
従

軟
を
推
即
し

十
校
を
姐
紋
し
て
い

ま
す
｡
そ
の
後

泣
所
状
況
に
･Li

り
仏
に
咽

え
た
場
合
は
､
改
め
て

州
燕
を
し

ら
け
九
は
な
ら
な
い
甥

AHJ
あ
り
ま
す
.

雅
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
､
叩

成
八
年
度
帖
･:
で

小
]･柁
九
校

小
_/
校
川
校
の
入
日
刑
I
1.｡は
で
､

こ
れ
は
7-
5
の
別

州
と
そ
れ
ほ
ど

人
き
な
追
い
は
:川
て
い
ま
せ
ん
..

⑤
す
み
れ
か
tZ
小
川7
校
に
つ
い
て
は
､

.Tf
収
八
;-
に
此
仙
川
小
7
枚
を
州

止
し
て
､
%
T旺
牧
の
L-5糊
を
湘
鴨

し
た
い
.

岩

別

間

I.
薫

語

義
(

.'

.

'

㌦

川
∵

.

.

.

..

.

.

i

+

∵

･

4
号
線
関
連

●
!;
EI

l
n㌧
掛

(
‖
IG
-
博
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ

ン
1
小
山
)
は
一
九
九
八
神
ま

で
に
軒
エ
す
る
の
か
.

◆
3
3

苓ゆめは
ま
2
0
1
0
プ
ラ

/
の
L11

カ
咋
e=
朗
の
2-
A
r勺
で
あ
る
平
収

-
勺
二

九
九
八
年
)ま
で
に
は
､

節
⊥
し
て
い
ま
す
｡

パ

ス
路

線

関

連

●
照

的

①
川
向
･池
辺
町
方
面
か
ら
新
区
庁

舎

へ
の
パ
ス
僻
を
｡

②
紫
山
田
か
ら
新
区
庁
舎

へ
行
-
バ

ス
&.I
の
山叩
強
を
｡

⑳
一打
産
床
p
q
庇
に
什
-
三
〇
三
一が

付
し
て
お
り

運
行
阿
散
･D
四

l

系
統
の
百
三
十
回
に
対
し
て
､
十

二
日
と
胡
常
に
少
な
く

主
に
帥

朋
LI
か
ら
人
か
山
秋
の
判
川
お
が

-
体
で
す
.

稚
北
ニ
rt
-
タ
ウ
ン
地
区
か

Lp

油
化
拷
役
所

へ
の
利
川
状
況
･D
御

熊
の
拙
火
で
は
.

一
使
あ
.]
り
一

二
七
と
伶
め
て
少
な
い
状
況
で
.

路
地
の
鵬
山
を
し
て
1
'
他
の
約

枚
の
碓
少
徴
で
利
川
い
L
Jだ
け
る

甲
奴
ヒ

年

二
日
に
､
架
名
松
イ

ノ

タ
1
は
平
成
九
勺
度
に

化
成
の
√

･.Q
で
す
.

側
迎
娼
給
の
渋
滞
〃
範
と
し
て

は
.
iE
食
帖
で
は
､
捕
脈
(=
状
血

路
や
､

`
奴
の
t=
状
血
路
を
サ
え

で
い
ま
す
.
/
付
目
投
に
つ
い
て

は

帥
油

化
イ
/
タ
ー
に
㈹
迎
し

て

=:i;勺
糾
捕
脈
税
か
ら
桝
油
北

イ

ノ
タ
I
の
m
l
仰
せ
て
竹
㈲
し

て
い
き
た
い
.

①
九
i
中
山
fT
ケ
叫
税
の
形
脚
に
つ

い
て
.
秋
水
､
‖
･=
北
LI
川
純
か

ら
川
崎
前
項
ま
で
P
備
中
で
す
が

進
捗
難
は
末
だ
半
分
く
ら
い
で
す
｡

こ
れ
が
､
あ
る
粘
度
日
通
か
つ
い

て
き
た
と
き
に
､
日
吉
元
石
川
投

か
ら
生
山
横
浜
払
ま
で
か

あ
る

い
は
全
部
に
つ
い
て

ギ
朔
耶
茶

化
を
山凹
り
た
い
｡

T
>
の
稚
拙
対
秤
と
し
て
､
C
A

T
>
が
な
い
と
対
頂
が
難
し
い
｡

②
本
年
-

;
に
淡
施
さ
れ
る
‖
川

ぷ

小
地
区
か
ら
は
ず
れ
た
T

久
保

町

顎

の
他
3
Tに
つ
い
て
､

平
成
ヒ

YI
雌
に
は
‖社
外
相
川
滋
l小
を
淡
施

し
て
ほ
し
い
.

◆
回

芥

①
c
A
T
>
に
つ
い
て
は

T-
収
ヒ

iLL
収
に
は
e
･て
.化
成
す
る
ー
誠
で

す
.
4̂
披
抑
留
の
対
邪
に
つ
い
て

は

棚
M
i=
で
あ
る
地
物
の
蚊
2:芯

刀
が
行
う
べ
き
･J
の
で
､
作
ej
加

入
の
C
A
T
>
祁
丑
と
は
P_
ほ
の

帆
係
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

②
大
棚
町
の

1
瓢
地
域
に
つ
い
て
は

区
画
類
推
神
燕
地
区
的
で
す
の
で
､

平
成
ヒ
年
度
に
向
け
て
使
先
的
に

譲
施
し
て
い
き
ま
す
｡

iL
久
探
り
の
1
知
に
つ
い
て
は
､

VnHt(
a
_巧
打八川_
Mけ
一で
エT
が

l

一ん

｢中
央
地
区
｣都
市
計
画
原
案
説
明
会
開
催

じ
;
ニ
ト
〓
牛
後
･

u岬から､捲

北

こ
.(
-

タ
ウ
/
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
I

に
お
い
て
､
糟
北
]t
rI
-
タ

ウ
ン
舶
北
タ
ウ

/
七
ン
タ
ー
の
川
に

位
芯
す
る

r中
央
地
区
.)(は
芯
凶
参

照
)
の
土
地
区
画
濫
用
那
花
に
関
す

る
都
市
計
画
原
空
淡
明
仝

(都
市
別

画
局
主
催
)
が
開
催
さ
れ
ま
L
L
'｡

当
日
は
地
元
地
椎
名

川
辺
低
位

i
Pを
小
心
に
.
百
人
以
上
の
参
加
苛

が
あ
り
､
株
La
.小
の
挽
明
の
あ
と

耶
iq
の
内
零
.
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

姐

的
伸
峠
な
ど
に
関
し
て
､
T･S
純
な
㌍

雌
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
批
判
公
で
は
､
叩
勺
耶
止
さ

れ
i
Jrゆ
め
は
･M
2
0
-
0
プ
ラ

/
｣

に
お
け
る
削
耶
心
の
ひ
と
つ

r継
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
七
ノ
タ
t
j
の

1
伽

に
は
砥
づ
け
ち
れ
て
い
る

r小
火
地

区
｣
が
､
今
後
.
=
.P

耶
小
冊
輔

公
例
を
施
行
r
Lj
i;
と
し
て
､
I
地

択
TIZ
惚
和

小
農
を
火
施
す
る
1
lめ
に

必
要
な
前
桁

化
佐
旭
へ
の
SZ
人
や
､

上
地
庄
内
恨
理
邦
題
の
施
行
同
機
及

び
川
途
地
域
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て

郡
市
計
.助
手
挽
き
の
1
環
と
し
て
椛

th
.市
原
寒
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

1中
央
地
区
｣
は

昭
利
六
-
二

年
か
ら

｢タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
旧
迎
地

区
J
と
し
て

地
城
の
-
地
利
川
の

あ
り
方
に
つ
い
て
地
元
地
相
名
山
忘

な
ど
が
研
究
公
を
机
蛾
し
て
検
付
し

てきたものが.地域公地柵5;に

受
け
入
れ
ら
れ
'
上l
休
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
J
の
で
す
｡
祁
腰
の
_

的
と
し
て
は

タ
ウ

/
七

/
タ
ー
地

区
の
機
能
捕
･:花

地
域
の
現
収
紫
編

及
び
幹
投
血
路
の
滋
愉
促
進
な
ど
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
｡

今
後
は
､
横
浜
市
炎
を
確
定
し
､

神
奈
川
的
li]惟
の
公
聴
会

郁
iE
副

軸
他
方
潜
議
会

姐
設
大
日
の
認
可

な
ど
を
絶
て
､耶
i=
別
画
の
状

空
出
目

衣
)
が
Lt:わ
JL
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

そ
の
後
､
‖
七

･
m
小
竹
焔
公
川
が

小
丘
比
叶

の
た
め
の
下
税
さ
を
地
的

て

い
く
こ
と
に
も
り

･ま
す
.

第
四十四
回

合川
協
純

金におい

て
推
進
地
溝
金
全
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
大
内
較
区
長
と
､
副
全
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
丑
弘
治
北
区
t;iy
に
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
に
つ
い
て
,治
っ
て

･む
ら
い
ま
し
た
｡

l4'
l
l
Ru
J

⑳
港
北
二
･]
I
タ
ウ

/
計
軸
が
持
ち

あ
が
っ
L
J卯
､
ド
水
皿
の
拙
当
部

局
に
い
ま
し
た
.
榔
i=
存
立
の
必

節
条
件
と
し
て
'
早
速
懲
手
し
た

の
は
下
水
道
計
画
と
下
水
処
理
場

用
地
の
取
紺
｡
設
計
と
工
小
を
進

め
､
昭
和
四
-
ヒ
蝕
T
に
牲
北
､
-A

+
J
]J*
･J
吐
下
･i
JV
f
<JP
れり■t
iy

か
ら
ト
ヒ
叫
が
蛭
ち
ま
し
た
.

T

加
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
う
な
り

を

あ
け
山
を
刷

っ
て
い
ま
L
L
Jが

<
I
で
は
折
と
し
て
山
水
上
が
り
つ

つ
あ
り
､
人
々
の
性
.帖
の
叫
と
し

て
の
純
爪
を
見
る

B,い
で
す
.

血
路
･鉄
血
FT
の
兆
姓
も
で
き
.

こ
れ
ま
で
の
竹
様
の
労
力
に
朗
が

下
が
り
ま
す
｡

R

U
■
_

･LI

h

け

.
I

_E
J
川
T

=:

h
H
H

i
M
け
-AI

絹

印

*..A
tZt

ケ
t
k
-▲亡
.-
■
P■1
,一
.
-
ー
ウ

/
に
備
え
ま
し

た.
地
元
の
人
々

富

琵

ノ･
A絹

ン
ノ
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平成6年10月号 NQl17

第
四
回

生
活
対
策
委
鼻
会

平
成
六
年
六
月
六
日

住
宅

･
都
市
整
備
公
団
よ
り
平
成

五
年
度
造
成
工
率
の
進
捗
状
況
と
平

成
六
年
度
の
供
用
開
始
計
画
に
つ
い

て
の
鋭
明
が
あ
り

こ
れ
に
対
し
て
､

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
の
供
用
牌
始

が
遅
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

L
L
)｡

そ
の
他
.
4
号
線
に
つ
い
て
の
打

開
や
束
名
繰
イ

ノ
タ
t
に
つ
い
て
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
横
浜
市
よ
り
1

号
税
に
つ
い
て
は
早
期
耕
恭
化
を
図

る
た
め
.
シ
テ
ィ
ル
ー
プ
と
し
て
｢
ゆ

め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
｣
の
中
で

こ
れ
か
ら
5
か
年
の
胴
に
S
:手
を
し

て
い
-
と
の
回
答
が
あ
り

ま
L
J

東
名
繰
イ

/
タ
ー
の
仲
に
つ
い
て
は
､

刑
地
E3
収
に
つ
い
て
ほ
ぼ
終
√
の
快

株
と
の
誠
が
あ
り
ま
L
L
J｡

第
四
回

農
業
対
策
委
鼻
会

集
合
農
地
利
用
協
定

運

営

連

結

協

議

会

合
同
会
議

平
成
六
年
六
月
六
日

住
宅

･
都
市
空
偏
公
団
よ
り
平
成

五
年
度
造
成
工
率
の
進
捗
状
況
及
び

平
成
六
年
度
の
供
EE･開
始
計
画
に
つ

い
て
､
平
成
五
年
度
末
の
進
捗
準
で

八
十
六
%
に
透
し
て
お
り
､
残
額
丑

は
平
成
六
､
七
年
度
で
概
ね
並
偏
す

る
挽
明
が
あ
り
ま
し
た
｡

次
に
､
区
画
無
理
後
の
土
地
の
他

日
に
つ
い
て
､
従
前
の
土
地
の
地
目

と
仮
検
地
の
利
用
状
況
に
よ
り
登
記

上
の
旭
EZE
を
決
め
た
い
と
公
団
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
｡

ま
た

農
地
の
同
定
流
産
税
の
取

り
根
い
に
つ
い
て
の
餌
関
野
が
あ
り
､

こ
の
間
姐
は
､
引
き
絞
き
研
究
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

第
三
十

一
回

交
通
問
題
委
員
会

平
成
]ハ
年
六
月
二
十
八
日

企
画
財
政
局
よ
り
､
T
号
線
に
つ

い
て

横
浜
IIT
の

r
ゆ
め
は
ま
2
0

1
0
ブ
ラ
ン
｣
で
横
tz=iS環
状
鉄
血
と

し
て
市
城
の

一
体
化
を
図
る
路
線
と

し
て
位
芯
づ
け
ら
れ

杵
に
日
吉
-

中
山
問
に
つ
い
て
先
行
し
て
整
備
を

進
め
る
区
問
で
あ
る
と
の
鋭
明
が
あ

り
ま
し
た
｡

次

に

､

ハ
ス
絡
抱
に
つ
い
て
交
通

局
よ
り

平
成
六
咋
度
の
変
更
別
1tzj

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
､
今
後
史

に
委
nH
全
を
例
催
し
て
充
分
に
検

附

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

次
に
､
幹
線
血
路
5
Eの
塘
臓
の
状

況
が
血
路
LT=
よ
り
説
叩Ⅰ
が
あ
り
ま
し

た
｡
こ
れ
に
対
し
て
幹
線
道
路
に
つ

い
て
は
ETT
誼
に
澄
揃
す
る
よ
う
繋
型

が
あ
り
ま
し
た
O

代
表
要
員
会

及
び

四
地
区
正
副
会
長
会
議

平
成
六
年
六
月
二
十
九
EZ

ま
ず
､
｢軒
凶
十
四
回
合
同
協
議
会

の
運
ルぎ

及
び

｢
E
3地
区
主
帖
の
放

送
迎
会
｣
に
つ
い
て
什
小兄
の
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
｡

次
に
､
平
成
六
年
十

l
月
六
zE
の

行
政
区
再
編
成
に
伴
い
､
現
在
は
港

北
区
戊

･
緑
区
点
が
交
互
に
就
任
し

て
い
ま
し
た
全
長
に
つ
い
て
､
以
後

は
肺
筑
区
長
を
合
点
と
す
る
こ
と
が

主
な
内
容
の

｢
要
舶
改
正

(莱
)
に

つ
い
て
｣
の
祝
_明
が
非
頼
吊
よ
り
あ

り
ま
し
た

｡

拭
い
て
､
｢那
十
回
結
合
の
開
仰
日

程
｣
及
び

｢
洲
帖
へ
向
け
て
の
今
後

の
金
紙
日
程
｣
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
ま
L
L
J｡

会

り

譲

よ

薯

だ

第

一
地
区

酢
百
六
T
五
回

平
成
六
年
月
日
二
十

1
日

｢

仮
換
地
指
定
の
報
告

二
十
六
件

(六
十
八
御
地
)
の
仮

換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
ー

た
｡

二
㌔

仮
換
地
の
変
態
に
つ
い
て

協
議
に
よ
る
仮
換
地
変
態
に
つ
い

て
況
叫
が
.‖
わ
れ
た
｡

三
､
恢
横
地
指

正
の
諮

問

十

】
件

へ二
十
二
相
地
)
の
仮
換

地
指
定
に
つ
い
て
謂
糊

(那
九
1
三

回
)
が
行
わ
れ

tS･
案
に
那
捕
な
い

旨
苔
申
さ
れ
L
J｡

四
､
襖
地
別
画
に
つ
い
て

検
地
別
阿
及
び
時
心
緒
正
に
つ
い

て
説
叫
が
行
わ
れ
L
J｡

t･3
百
六
十
六
回

平
成
六
年
ヒ
月

1-
日

F

仮
換
地
指
定
の
軸
八
日

百
ヒ
十
ヒ
什

(わ
九
十
二
画
地
)

の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
職
<
=
が
行

わ
れ
た
｡

二
､
櫓
地
Jt
何
に
つ
い
て

拡
大
小
管
En
全
の
概
安
に
つ
い
て

報
･t.=
の
綾
､
珊
耳
金
の
咋
i=
繕
山
及

び
仮
紡
弟
か
i.本
折
井
へ
の
移
行

に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
.
丁
水
が
糾

∴
1
.
し
.

第

二

地
区

で
.∩
.I-I
,
-.i

平
成
六
咋

･ハ
‖

卜̀
I
日

.
､
検
地
別
働
に
つ
い
て

換
地
T=
也
及
び
峠
･=.ほ
il
に
つ
い

て
t=3
明
が
行
わ
れ
､
r
水

が
粘

.n
れ

t
J.

二
､
そ
の
他

kJ
梢
施
l什
後
の
寸
竹
木
の
移
伝
に

つ
い
て
鮎
ij=
が
行
わ
れ
.t]｡

第
百
五
十
四
回

平
成
｣ハ
牛
ヒ
月
二
十

一
日

仮
検
地
指
定
の
諮
問

一
件

(

内
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
諮
問

(耶
八
十
)
'回
)
が

行
わ
れ
､
棚
某
に
R
J脹
な
い
旨
不
申

さ
れ
た
｡

r

仮
換
地
指
定
の
神

仙
脱
叩

1
L作

(凶
lr=E
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
LS
･
耶
説
明
が
行
わ
れ
L
J｡

一
､
枚
地
引
画
に
つ
い
て

仮
肺
肝
か
ら
本
･=
許
へ
の
拶
行
に

つ
い
て
脱
明
が
行
わ
れ
L
J｡

蜜

桝
の
つ
と
い

開

催

七
円
ニ
ー
ヒ
‖

入水
)
勺
綾
六
時

t
卜
分
か
ら

捲
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

′け
政
サ
ー
ビ
ス
七

/
ク
ー

t
W
で

｢榔
筑
の
っ
と
い
｣
が
仙
催
さ
れ
ま

した.全
域
の
m
見
地
T2i
七

/
タ
I
に
は

迎
EB
の
娃
岩
に
も
か
か
わ

り
ず
､
乍

体
で
三
E
:二
人
が
出
怖

続
発
も
捕

L
e
E
い
が
1t=わ
れ
ま
L
L
J.

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
那
燕
凹
地
で
は

4
日㌧
紋

へ
の
悦
心
が
FI
-
､
柁
軌
の

方
か
ら
早
柳
軽
偏
の
賢
盟
が
}=
さ
れ

ま
L
i
J｡

こ
れ
を
受
け
て
､
締
め
く
く
り
の

市
花
皆
川
J
の
巾
で
､
｢
日
吉
-
中
山
糊

は

ソ
テ
ィ
ル
ー
プ

(滋
綾
述
)
の

一

部
と
し
て
盤
備
し
て
い
-
｡
軽
減
手

法
等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
リ
1
.i

諒
が
出
扶
郡
手
拭
き
を
例
始
L
､
rl

t誠
に
邪
｣
し
た
い
と
そ

乙
て

い
る
｡｣

と
の
コ
ノ
ノ
-
が
あ
り
ま
L
L
J｡

.′横
浜
環
状
鉄
血

(
/
テ
ィ
ル
ー
プ
)

従
来
の
T
=リ
練
は
､

｢
ゆ
め

は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
｣
に
お

い
て

繊
tES
環
状
鉄
並
の

l
粥

を
川
う
路
税
と
し
て
は
芯
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
｡

と
り
わ
け
･7
=.h奴
佐
川

(‖

･U
I
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
-
中

山
仰
)
に
つ
い
て
は

ソ
テ
ィ

ル
ー
プ
の
小
で
も
苅
嬰
も
搾
糊

で
あ
る
た
め

先
行
し
て
柴
偏

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

平
成
十

年
ま
で
に
布
F
i
に
眉
手
す
る
r

志
と
な

っ
て
い
ま
す
.

節
茄
化
に
向
け
て
'
平
成

六

年
度
了
許
で

｢快
･速
･,k
･H

不
ソ
ト
ワ
ー
ク

プ

ラ

/

推
進
凋

稚

坪

｣
が
別
卜
さ
れ
て
い
ま
す
C

〔ゆめはま2010プラン5か年計画中間とりまとめの概要 ･抜粋〕

髭 備 /k 唯

】993年 19981Fi 2010年

榊 菜

を 除 き

●催 物 コ ー ナ ー

バ ザ ー ル

叫

多
昏
診
包
oq
多

-

…

ヨ

丑

-

+.

タ
ウ

ン
セ

ン
タ
ー

叫

開
発
推

進
協

璽

芯

ふ

か

ら

の
お
知

ら

せ

り

前
日Tq,
(帆
.1-
)
で
お
知
音

L

や
ま
L
L
Jが
､
開
発
経
過
脇
純
金
で

.
は

rタ
ウ

/
七
/
タ
ー
地
区
街
づ

十
く
り
脇

茅

イ
ド
ラ
イ
ン
J
を
作

Y
成
し
ま
し
た
｡

こ
の

rガ
イ
ド
ラ
イ
ン
J
は
J

や
術
づ
く
り
協
定
を
以
体
的
な
術
づ

サ
-
り
に
反
映
さ
せ
る
際
の
璽

e
JJ

L
+

.
+

-
ノ.
,.
J

.
LI
Y.
I

し
て
､

止
め

r
九
L
J=
lS
H
の
恭

1L

唯
に
つ
い
て
の
々

左
方
の
解
脱
と

‥

別
口
の
説
明

及
び
朋
体
的
な
姓

叩

禁
に
側
す
る
ア
イ
デ
ア
や
､
参
与
`

ホ
例
の
那
介
､
さ
ら
に
は
田
方

印
.

相
等
を
と
り
ま
と
め
た
,･D
の
で
す
｡
▲

タ
ウ
ン
七
ノ
タ
ー
ル
区
内
の
仝
地

上

椎
名
の
方
々
に
郵
送
配
和
し
て
お

{

り
ま
す
の
で
､
今
後
の
姐
築
那
向

(

符
に
降
し
'
‖祉
非
ご

一
説

･
ご
活

･

川
下
さ

い
｡

な
お
.
地
区
内
地
佃
省
の
方
以

.

外
で

rガ
イ
ド
ラ
イ

ノ
)
を
必
要

｡

と
さ
れ
る
方
や
､
rガ
イ
ド
ラ
イ
ン
J
i

に
偶
す
る
お
問
い
合
わ
せ
の
あ
る

‥

方
は

析
づ
-
り
協
定
迷
}態
委
日日

.

全
都
稚
LT
の
㈱
維
北
郷
ー-7
偶
発
七

i

/
タ
ー
別
働
部

へ℡
九
凶
三
-
二

g
]五
九
)
ま
で
ご
連
結
下
さ

い
｡

NEMWAK.,Os.t 等 毎 覇

10月23日⑪1ロ00-1700

港北ニュータウン内牛久保西公園
L交通のご案内
市営地下鉄
センター北駅 ･中川駅より徒歩10分

主催=港北ニュータウンまつり実行委員会 ′5､れ あ い 朝 市

ぉ問合せ先℡045-942-7168 農協マーケ ット

【会 場 案 内 図 】

都筑区アルバイ ト登録

<丑紬職棚>
ア 御株繍肋
イ †iiFl正英鞘 (粥)

◇探榊 ‡則
必要丑楯が之lこじ7'=時

◇勤稚JLLI1-lrr/抑筑区役所

◇生抜方法/粗略'E吉Ji-にて可

◇F.Z恰 わせ

rT政サービスセンタ-総鞘課
℡ 943-4101
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あ
け
ま
し
て
わ
め
で
と
っ
ご
ざ
い
ま
す
.

-
牧
牛
の
韻
日
を
か
け
て
地
朋
し
て
ま
い
り
ま
し
た
.
維

北
二
r]
-
タ
ウ
/
姐
止
郁
男
J
い
よ
い
･Lt
.T
収
ヒ
中
心収
束
に
は

乍
宅
地
の
伏
川
糊
始
が
/
な
さ
れ
て
お
り
.
g
l･恐
悦
偏
小
月
は

山

終
技
師
を
迎
え
て
い
ま
す
｡
こ
れ
i
ひ
と
え
に
.
八
州
問
に

わ

た
り
こ
>;
甥
を
皿
ね
て
こ
ら
化
L
f
地
元
地
佃
月
の
竹
は
や

け
懸
mttJ施
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
=
宅

･
払
小
鴨
備
公
相川
の
▲カ
々

の
ご
努
力
の
賊
物
で
あ
り
､
吋
-
御
礼
小
L
L
け
ま
す
.

お
か
け
を
･J
ち
ま
し
て

:
年
は
､
幡
北
ニ
rtI
タ
ウ

/
区

切
が
肺
筑
Y.は
と
し
て
苑
=j
L
.
本
.I.ii
は
1-
比
の
竹
は
の
様
々
も

ニ
ー
ス
に
･h
Jl
ht
り
れ
る
木
綿
的
な
区
づ
く
り
を
進
め
る
牛
と
t:_

り
ま
す
｡
こ
の
小
で
准
北
ニ
rt
-
タ
ウ
ン
建
設
ポ
丑
の
裟
1
'す

役
割
は
人
き
-

こ
れ
か
ら
の
庄
づ
-
リ
の
か
ざ
を
捕
っ
て
い

る
と
1′‖
っ
て
･b
遺
子
Hで
は
あ
り
ま
せ
ん
.

(
･後
は
､
タ
ウ

ン
七
/
タ
ー
地
区
を
は
じ
め
と
し
た
行
七
/

タ
ー
も
ど
へ
摘
果

･
男
頗
権
能
を
姓
耕
さ
せ
る
と
と
J
に
.
多

様
も
tE
も
乙
と
の
蛙
設
を
蛸
島
的
に
進
め
､
塀
住
が
近
接
L
L
'

バ
ラ
ン
ス
あ
る
多
様
帖
振
人
目邦
山
の
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
｡
こ
の
小
で

:
年
十

一
月
に
タ
ウ
ン
七
ノ
タ
ー
地
区
で
の

･中
桁
的
な
商
薬
施
設
の
那

1
=14'
と
し
て
､
西
南
架
{
a百
代
店
を

桟
と
す
る
人
放
校
持
薬
施
設
の
進
出
が
決
定
し
た

こ
と
は
､
現

わ
の
板
し
い
縫
捕
状
況
の
f･
で
は
非
栄
に
り汐
は
し
い

こ
と
で
あ

り

七
/
タ
ー
仰
発
に
は
ず
み
が
つ
く
J
の
と
耕
作
し
て
い
ま

す
｡私は

.
引
き
絞
き
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
二
十

1
世
紀
を
也

うに
･;
さ
わ
し
い
先
進
的
も
街
に
仕
･L･.げ
､
産
声
を
あ
げ
た
師

友
3SJを

J<
き
-
維
3ilさ
せ
る
よ
う
.
4L3力
を
背
け
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
､

EC
雌
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
聯
い
い
た

し
･ま
す
｡

TLT
成
し
咋
九
日

挿

漉
夏

鳥

▲奇
弁
絹

あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
こ
き
い
ま
す

｡

目
的
か
ら
f_)北
二
rl
I
タ
ウ

/
姓
設
け小
友
の
経
過
に
ご
仏
力

い
た
L
Jき
深
く
感
訓
小
L
I
げ
ま
す
｡

:
勺
は
.
お
か
け
さ
ま
で
耶
茨
‥性
が
連
作
し
'
措
浜
e
:‖1.
枚

は

rゆ
め
は
ま
-
0
-
0
プ
ラ

/
L
に
お
け
る
株
脈
環
紙
放
血

と
し
て
の
川
.#
付
け
か
州
価
に
き
れ
る
と
;
ハに

ll
か
年
以
内

の
火¶
-
が
i
;･t止
Tt,八
ま
し
た
｡

ま
た
.
タ
ウ

ン
L)
/
タ
ー

r苅

他
山
n八
川
化
非
点
り附
_
A

へ
の
内
山
火
{.i);
代
肌
の
巡
出
も
ど
､

S
t<
あ
る
多
稚
随
柑
<
;

仰
山
の
形

成
に
向
け
て
.
人
･き
-
仰
ん
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
L
L
J｡

本

勺
･D引
き
絞
き
.
小
農
の
;-
桝
･-化
収
と
1
-

川
妃
の
接

続
の
副

榔

心
に
､-;さ
わ
し

い
肘

づ
く
り
に
山
け
.
よ
り

朋
の

労
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で

本
咋
･J
竹
様
方
の
変
わ

ら

ぬ

二

丈
は
を
お
即
い
小
し
-
げ
･Ht
す
｡

小
･収
L
n1
八
日

港
北

ニ
ュー
タ

ウ
ノ
か
茶
畑
並
連
結
他
流
仝
台
北

-

区

長

森

茂
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措
北

こ
rt
-
タ
ウ
ン
叩
腰
椎
過
述
拙
脇
は
仝
那
十
回
総
公
が

卜

.
‖

1
-
:

(水
)
､
r
仰
筑
旭
は
七
ン
タ

A
)
体
7.-T
鮒
で
帆
推
さ
れ
ま
L
L
J.

出
目
は
､
岬
的
袖
か
ら
拓
秀
巾
瓜

･
瀬
棚
肋
役
を
は
じ
め
閥
族
LT
t八
･
部
戊
､
化
七

･
榔
i=
竹
愉
公
川
か

ーっ

は
氾
縦
捻
地

･
小
川
和
郎
を
は
じ
め
維
北
㈹
縄
局
止

部
は
(.
そ
し
て
地
元
地
㈹
i
;
な
ど
的
ー
J
卜
九
が
州
珊

し
ま
L
L
JJ.

S
i
金
は
､
山
本
新
川
池
55Z全
点

の
詞
全

に
･Lt
リ
､
J<
内
金
戊

=州
秀
iE
'-
.y

==
U
戎
招
は
の
あ

い
さ

つ
が
あ
り
､

純
恥
で
は
､
大
内
合
成
か
ら

r経
過
迎
松
帆
組
合
の
ほ
軌
稚
八
日
J
に
槻

い
て
'
小
浦
横
柄
i;
仰
iE
=
帥
日
比
か

ら

T.楢
化

二
･l
I
タ
ウ

/
娃
設
耶
滋

の
枝
過
及
び
人
･後

の
比
過
し
/
pr
久
川
:
屯

･
抑
if
竹
儒
公
川
捲
北
側
沌

L?

戊
から
｢
土
地
区
画
較
確
小
森

の
横
道
及
び
人
･後

の
見
過
し
J
'
祁
棟
L?
よ
り

｢朝
粥
の
改
止
J
に
つ
い
て
､

そ
れ
ぞ
れ
鋭
明
か
あ
り
ま
し
た
.

披

い
て

金
子
中
川
地
区
全
盛
か
ら
代
滋
符
問
が
行
わ
れ
､
ポ

･
公
用
よ
り
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
｡

そ
の
後
､
要
綱
改
正
に
伴

い
.
入
内
全
段

･
此
曲
別
仝
良
の
退
任
あ

い
さ

つ

戊
仝
戊

(榔
茶
は
比
)
･余
丁

副
会
長
の
就
任
あ

い
さ

つ
が
あ
り
､
牡
江
山
内
地
区
別
企
及
に
よ
る
決
議
文

の
例
説

,=
泊
跡
目
地
山51公
娼
に

よ
る
関
金

の
あ

い
さ

つ
に
よ
り
轄
全
を
終

え
ま
L
L
J.

桔
仝
終
了
綾
に
は
懇
親
会
が
催
さ
れ

森
全
点
の

朋仝
あ

い
さ

つ
に
綻
き
､
来
賓

の
贋
漸
助
役

小
川
相
や

地
元
を
代
袈
し
て
爪り
本
山
内
地
区
全
長
の
あ

い
さ

つ
の
あ
と
､
な
ご
や
か
な
放
談
が
紋
き

川
九
小
川
他
551副

会
長
の
例
会

の
あ

い
さ

つ
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
.

港

北

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

建

設

事

業

の
経
過
及
び
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て

(要
旨
)

1

交連休t爪の姓t

t山
耶
爪
過
払
止
E･.
り
似
】

他
L
は
析
作
的
-
<
ぎ
入
町
側
t

.-

収
L;
I-
1
H
I
八
日
に

例
月
L
L;..

【伴
的
!
け
挽
】

r
ゆ
め
は
ま
2
0
-
0
ナ
チ
/
,
に
お

い
て

柿
沢
tf
状
仇
止
(
/
テ
ィ
ル
ー
プ
)

の
中
で
jtlけ
現
伯
す
る
H
帆
と
し
て
i
収

-
印
度
ま
で
の
ポ
カ
St
-
を
〓
ほ
に

人
･

叶
収
よ
り
粥
命
や
4
'計
-
L

V
ii
那
文

化
に
向
け
t
LJ棉
〃
4
'過
の
ろ
.

【パ
r<
終
払
】

KI
収
=
年
雌
は

.〇

糸
抜
目
州
別

-
七
/
タ
ー
刈
取
校
を
師
-止
l

tf;

牧
人
雑
株
ち
ど
Lj
gE
株
の
F
唖
LJよ
り
荊

株
の
化
尤
竹
伯
そ
関
っ
た
.
･ハ
JT
也
は

l

l
;
の
け
此
1
-3
3
収
に
あ
わ
せ
て

小
¶
小
4
'捕
川
L
LJ

.
八
糸
托
1-
･PL
祥

紬
の
析
汝

し

果
比
の
け
さ
i<

空
y

(
I
tT
k
f
H
.L
Z
.1
ぴ
､
r
p

'Lt
__

人
丸
轍
の
巾
強
運
k

ノ

tE
代
印
-

机
秋
-
川
先
付
胴
相
の
唯
d
P
･+
･i
(比
し

た
.
作
例
佃
の
ー
川
は
柑
i
･析
Lt
し
て
お

り
.･日付･畦
･･3
-
状
抑
$!
す
る
1-
{
で
<
る
.

下

せ
S
:桃
山
淋
i>
】

鳩
北lJ
r]
-
タ
ウ
/
㈹
連
山
m
u

I

m
純
で
捉
吐
ほ
u
机

州
-

h
<
リ

叫
<

約

-
L
h
が

凡
収
L

i;紹
叫

は
机
八
I
=
㌔
で
あ
る
.
糾
畑
的
此
れ
川

は
を
は
じ
め
tI
絡
投
が
乍
投

iI収
L
t
l州

さ
れ
て
い
る
.
甥
C

‖
-‖
九
小
川
抄
を

は
じ
め
し
絡
投
の
E
,SE
を
打
っ
て
い
る
.

平

川
蟻

川
川
ノ
J

.-
成
t=
中
性
水
の
小
農
玉
梓
t
は
机
八

1
㌔
で
あ
り

<･¶
i<人
の

EJ状
を
‖
肺

2
*
含
住
宅
の
蛾
枚

債

的
穐
於
の抜

放
書

【恥
<
;:
U
l

呪
c
l
で
Lr

的
･(
-
八
日
目
が
人
ii:

肺
で
<
リ

机
M
T
M
n
〃
の
〓
L
Jが
吐

J
小
及
び
=
t
小
で
<
る
.
(･et1

事
件

..1
日
七
化
Li
を
t
い

人
目
従
行
Q
J促
地

す
る
.Eは

的
施
Lt
)

拙

作
ま
で
に

I
人
の
研
究
伸

EE
結

締
P
･が
仙
よ
さ
れ

-

施
L山
が
吐
止
申

･･･T)L
-
は
朋
巾
小
で
あ
る
.
人
･経
と
J
よ

り
多
托
･L..
施
El
そ
dS
放
し
､

桝
の
仲
川

人
目
の
確
は
ip

地
峡
の
捕
作
化
に
辞
す

･(･
'
､.,
の
,;
t
l
Pt
<
与
.

一=
本
=
川
棚
･文
花
七
/
タ
ー
】

維
Li
<{
鞘
+
J
r
ハ
ウ
ス
ク
エ
7
柿
沢
J

と
L

H
ま
い
づ
-
り
収
..J
‖
1
L=
に
側

す
る
は
介
的
ち
仰
棚
の
tJ
帆
ふ
･什
1
.
∩

ま
い
に
糊
十
乙
小~
捕

コ
ン
サ
ル
テ
ー
/

7
T]
-
ナ
ー
4
Jf
;SE
L

‖
仙
剛
は
仇

川
畑
仰
叫
の
雌
山
と
し
て
七
火
t
JH
rO
J

A
.-1
収
L
叩

;
オ
ー
ナ

//A.豊

【c
A
l
V
】

.

-1
収
i
.I-
牧
人
ま
で
に
的
h
n
L
I
八

r=
の
は
状
で
サ
ー
ビ
ス
4
'打
っ
て
い
る
.

ド
収
L
CI
牧
人
土
で
に
は
比
.=t
他
作
小
&
.

j
;鳩
十
蛾
で
サ
ー
ビ
ス
が
そ
り
r
止
る
よ

っ
に
頓
蛸
を
過
め
る
.

【比
〃
地
の
-
地
利
川
2y
崩
苅
-

化
ハ作
的
t11
対
託
と
し
て

r蜘
づ
く
り
桁

蛸
水
郷
L
の
k
iL
L
+
l火
推
し

他
日

七
地
の
LE
批
化
促
連
与
川
っ
て
い
る
'

捕
し
い
-
他
別
川
の
〃
-1
で
あ
る

r
増

刷
肺
他
仰
L
の
他
姓
全
を
上
島
し
た
.

人∫絶
J

I
地
M
H
Ⅳ托
点
の
研
究
‥捕
パ

3

公
益
粍
於
書

の
荘
■

【叔
〃
jf
止
】

･)ル
ー
で
に
小

/
性
u
ハ
ほ
か
仙
椎
し

呪
わ
ず
収
･<
勺
M
H
W
は
√
･LiJ
で
化
I;
川

小

r
ほ
の
止
rE
称
蝿
を
し
て
い
る
.
小

′

は
り
M
は

･3
≠
-.L
柁
ほ

ほ
が
州
は
し

て
い
る
.
サ
レ
リ
オ
fL
LL
u

止
eI
小
で

>
収
L
q
M
=
剛
は
/

止
で
<
る
.
人

′

ほ
純
止
′
側
か
州
は
し
て
い
る
.

【公
仙

迷
如
山
鳩
】

叫
小
ま
で
に

地
ji
公
側

か
巾

~

-7

綿
公
仙
･八
か
舟

運
的
h
叫

ハ
か
締

純

血

か
仲
の

称
及
び
仙
3i
公
仙
=
-

か
伸
の
根
性
+
J
IJr
し
て
い
る
.
搭
人
目公

帆
は

粍
〃
の
山
吋
も
-;
什
Q
Jは
即
し
た

公
糊
と
し
て
性
情
に
符
丁
し
た
.

=
_
I
-
し
,､■
､._
り

打
lh
L
T･..L

は
･J

折
目
{
=
へ
の
仲
山
ま
で
は
呪
C
の

叫
巾
で

仙
の
け
と
日
経
の
稚
能
に
ょ
っ

て
6q
梢
を
;
っ
て
い
く
.
柵
瓦
.11
3L<
日
.;

(
=u

JI
比
の
=
他
を
川
る
た
め
､
〆
相

.i

N
牡
巾
LI加
,J
M
的
γ

C
此
那
梢

仲

公
<
･.常

北
命
M
J
仲

川
It
m
Y
J

川
J
L
t
J止
柵
と
乞
っ
て
お
り

r
収
L

q
川
=
-
3
州
日
の
/
.j
て
<
る
.

培
<
=
.3
1iB
u

h
虫
-
作
を
仰
仙
人
T

に
紙
･.J
L

月
･T;

桧
山
+
JP.-
つ
て
お
り
､

;I
M
㈹
i=
i1
向
日
て
it
竹
を
進
わ
て
い
-
.

仙
z
jf
戊
と
し
て

T叱
れ
地
地
輔
巾
七

/
タ
-
,
と

rZ2
が
群
わ
し
丈
は
サ
ー
ビ

ス
七
/
タ
-
｣
の
和
42
施
J
ti+
ぴ
に

rみ

ど
り
化
〃
仙
)
･
r中
川
の
叩
J
を
州
伸
し

た
+
r此
鉢
山
仙
氾
哉
=
歳
析
L
へ析
3i
3L

e日
付
4
=州
)
･
r小
川
内
は
〃
ー
(仮
称
〉｣

の
惟
備
+
J適
め
て
い
る
.
椛
駅
小
畑
火
件

柏
餅
は

-
収
し
年

目
に
州
俳
の
r
道

で
あ
る
.
人
桜

丘
捗
-
地
相
を
抹
〃
L

r鵬
火
打
柏
餅
が
外
施
tl
(人
様

戊
柵

-
退
拝
LLi:L
l公
仙
人臥
持
)J
と
し
て
化
ttJ

づ
け

什
柏
餅
と

付
的
仙
川
を
帆
る
ー

hj
で
あ
る
.
捕
tM
LE
≠
内
水
柏
蛇
は
川
l似

jz=)
は

ド
収
-
勺
に
州
椎
の
ia
h
I

川
H
は
什
仲
人
公

f
<
-川
人
<･lで

水

泳
枚
は
<
,川
･こ
し
て
帖
;
さ
れ
る
こ
と
か

･M
tj
L
で
お
り

.T
収
し
叫
性
に
-
小
抑

-
ん
Ir
.J
し
て
い
る
.
父
薪
は

収
<

か
E
か
_m
J
r
J八
で
い
る
.
入-旭
･･3
FS
訳

に
向
け
て

川
怖
様
相
と
仙
川
を
皿
の
ろ
.

E州
川
H
tT
:
=
川
慧

一

旭
は
七
/
,
-
り

牧
山
よ
で
に

即

が
糊
即
し

.T
収
･ハ
仰
性
に
は
神
町
ム=
地

は
七
/
タ
I
が
抑
L
L
LJ'
北
榔
朋
は
ホ

し
て
は
F<
付
け
､
比
J
の
和
<‖化
F
･の
検

汁
を
pPL
つ
.

【日
は
此
小
】

-
収

ハ
JT
也
は

.t
政
H
-2
3
位
と
川

叶
に

I

か
町
G.祈
り

J
.J
と
M
か
頼

火
J
eL
tZ.
こ
れ
に
上
り

‖
川
八
小
に

上
r
て
･ハ
ー
九
か
町
の
析
町
が
止
1
L
tLJ.

し
¶
吐
け
山
か
町
の
粥
町
止
Lj
と

か

仲
の
粍
止
町
へ
の
3
人
を
£

し
て
い
ろ
.

d

L
Jン
9
-
の
t
l(

【タ
ウ
/
七
/
'
-
】

タ
ウ
ノ
七
/
'
-
は

ーl
H
紙

状
桝

山
川
他
ー
=~
小
叫
･
地
肌
相
咋
S
P
の
-

仰
+
J地
力
て
い
る
.
札
E3
と
し
て
は
-1
収

u
じ
{
JJ
川
椅
北
側
稚
.3
十
･r他
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
/
ま
ち
づ
く
り
相
,
が

心
成
し
.

櫛
茶
托
楼
t
L･･介
u
吐
止
中
で
あ
る
.
k

日

に
は

r
タ
ウ
/
七
/
タ
ー
地
3i
机
づ
-

り
SE
.4
｣
が
別
け
は
め
り
八

こ
れ
に
<
･

イ
い
た
比
丘
姓
.山
の
鼎
性
が
け
わ
れ
て
い

旨要

ち
.
仕
′H
化
並
桔
附
X
に
お
い
て
は

柑
L=
糾
練
で
あ
る
吐
止
別
(
=
に
ょ
リ

3=:小
男
六
の
適

も
作
男
が
池
わ
..
h
て
い

ら
.
(･練
tJ

L=
批
化
の
促
進
与
川
り

タ
ウ
/
七
/
'
-
の
仙
と
ち
る
耶
瓜
は
柚
や

ン
/
ポ

ル
払
城
下
の
状
岱
竹
触
Q
J速
め
る
.

さ
_h
に

は
的
も
向
丑
･
双
持
他
止
や
公
八

公
4
札
止
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こ
の
ほ
か
rT
九
州
の
ま

と
め
が
〓
わ
<し
ま
し

′

l
●

第
五
回

熊
井
対
策
姿
見
会

･

集
合
牌
地
利
用
協
定
荘
官
連
絡
協
は
会

γ
収
･=
7-
九
日
-
九
日

那
7
回

結
公
に
向
け
て
､
耶
九
州
の
ま
と
め

が
〓
わ
れ
ま
し
た
｡

そ
の
ほ
か

柵
-
川
=7
や
1
描
線
地
に
つ
い

て
∬
し
八
..わ
れ
ま

し
た
｡

第

三
十

二
回

交
通
閉
尿
重
点
会

.-
心
∴
1-
-J
;

I
_

は
じ
め
に
､
皿
路

日
よ
り
Ⅷ
述
肘
払
及
び
f･S

机
lE_
止
杓
の
抑
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ソ
の
此
抄

北
批
の川
叫
日
が
あ
り
ま
し
た
.
こ
れ
に
対
し
て

梢
抗
-
鵬
1
枚
の
小
弟
山
狩
F
.
に
つ
い
て
柁
畦

が
あ

り

朋
速
断
路
を
;I
州
に
悦
帖
す
る
･Li
う

姓
叫
･
が
あ
り
ま
し
た
.

次
に
､
(=
仰
L.F
よ
り
肌
的
川
‖り
鍬
に
つ
い
て

椛
.Bi
山
の

rゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ

/
.I
で

仇
tS
環
状
鉄
脳
の

部
と
し
て
は
KL
づ
け
ち
れ
､

‖
･‖
-
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
-
小
-;
に
つ
い
て
は
t

か.rI以内
に
iS
T
す
る
と
の
削
り
=を
t･(け
ま
し

た

.
二八
に
対
し
て
'
牝
p
=
の
jl
PH

T･.L､
;-
刺

に
小
梨
促
進
す
る
よ
う
紫
S｡し
ま
し
た
｡

蛇

い
て
､

ハ
ス
純
税
に
つ
い
て
.
こ
の
た

び

の
机

筑
1
稚
=3
に
あ
わ
せ
L
J推
挽
の
-2
山
峡
の

北
川
が

あり
ま
し
た
.
こ
れ
に
JJ
し
て
､
-I-i
u

収
の
M
X
=を
･k
m
S
.
で
日
比
に
川
知
す
る
よ
う

甘
5
･.し
ま
L
tJQ

第

二
十
九
画

土
地
利
用
特
別
委
員
会

ー
収
∴
勺
九
日

-

:

公
川
か

ら
1T
収
･(p-
性
の
山
附
化
促
過
i3
;の

逝
抄
紙
加
に
つ
い
て

m
==
が
あ
り

√
ホ
さ

れ
ま
し
た
｡

そ
の
他

折
目
碓
地
域
の
桁
･止
<
･竹

の
東
に

つ
い
て
純
小
目
が
あ
り
ま
し
た
｡



平成 7年 6月No.119
くJFi集 発行)
塊浜両都市計Ei局別とニュータウンiW gl私所
(横浜而都筑区夢ケ特中突∈誠一lTEL朗2-2481)
平成7年6角
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朋 ｣分頒 GIJAl即=勉

終
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
の
先
安
な

交

通

不
ソ
ー
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ
､
那
三

京
浜
必
路
か
ら
正
接
港
北
こ
rJ
-
タ

ウ

/
に
乗
り
入
れ
る

｢都
筑
イ
ン
タ

ー
チ

ェ
ン
ジ
｣
が
四
月
二
十
E;
洲
過

し
ま
し
た
｡

那
三
京
浜
血
路
は
昭
和
凶
十
年
に
全

株
開
通
し
て
以
来
､
煎
山肌
-
横
浜
を
iiE

ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
.
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
発
展
に
苅
献
し
て
き
ま
し
た
o

開
通
以
来

梯
tZ=i;新
崩
や
首
肺
.‖叫

速

三

ソ
沢
扱

･･
横

浜
横
列
刑
過
給
と

の
指
紋
､

さ
ら

に
新

横
浜
取
川
辺
や

括

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

/
の

進

展

と

共

に

軒

三

京

浜

血

路

の
交

通

先

･,D
激

f
F
L

.

港

北

イ

ン

タ

ー

チ

ェ

ン

ジ

の

利

用

台

ン
)
は
終
北
イ
/
タ
-
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
光
束
方
術
へ
約
三
キ
ロ
の

付
込
に
洲
放
さ
れ
.
SS)北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
/
内
の
幹
赫
血
路
､
大
鶴
北
仙
川

投
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
｡
利
川
は
L

H
二
二
万
台
･刑
後
が
見
r<)
ま
れ
て
お
り

沿
忙

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
交
通
ア
ク
セ

ス
は

1
凧
強
化
さ
れ

今
緑
の
折
づ

く
り
に
大
き
な
は
ず
み
か
つ
く
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
｡

JJHLニュータウ/の土地区画較FJ!

恥盛は.平成7叫度の慨攻をEl指 し
推1次供用開始が進んでいます｡

平成 6咋度は､下図の区域で供川

がl剃始されました｡

.
k
FE
!
撃

捲北
ニ
ュータウ
ン南北タ
ウ
ン

七
/
タ
ー
の
申
開
に
は
.#
す
る

r中

央
地
区
｣
(北
部
新
郷
市
中
央
地
区
)

は
.
本
法

l
t
七
胃

(平
成
六
年
十

月
ぢ
)
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

現
在
､
土
地
区
画
並
理
祈
基
の
実
施

に
向
け
て
の
手
拭
き
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
｡

昨
年
十
月
の
横
浜
市
都
市
計
画
帯

紙
全
'
*
vLiL･二
月
の
神
奈
川
舶
都
市

別
南
船
議
会
に
滞
り
.
平
成
七
年
三

月
二
十
四
日
､
土
地
区
画
塵
瑚
和
英
､

市
街
化
区
域
へ
の
好
人
等
の
邦
iE
計

画
決
定
が
普
示
さ
れ
ま
L
L
J.

｢中
央
地
区
｣
(両
榔
約
二
十
三

･

七
h
)
は
横
浜
梢
の
副
肺
心
で
あ
る

タ
ウ
/
七
ノ
タ
I
と
l
体
と
な
っ
て
､

南
井

兼
務

･
文
化
顎
の
複
合
横
紙

の
貼
椛
を
図
り

.
公
j;ハ施
設
の
照
備

改
蒋
及
び
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る

も
の
で
'
今
後
､
本
年
秋
の
耶
菜
認

可

今
咋
度
中
の
群
工
.
平
成
十
三

年
度
末

の
造
成
工
碑
の
完
了
を
目
指

し
､
住
宅

･
都
市
整
備
公
団
が
施
行

す
る
子
宝
に
な
っ
て
い
ま
す
p

9
.
100万円

43伎3000万円

l仕8700万円
109性1300万円

◇基盤整備関係

港北ニュータウンの開尭

事典推進連枯協t浪合の遷宮,タウンセン

駅前 近l鞍センターの開発促進ほか

加速8i路の亜廿

港北ニュータウン地域のA*撮Jt

◇施設監備関係

耗投の立命 ･連投

室内水泳疎抜鳩の建投

総合公園の定価

保育所の建設(l所)

小学校の建設(3校)

(仮称)大塚 鼓勝土歴史公Egの婁価

都筑土木事務所の整備

水道局都筑営集所の整備

i:Fj等

横浜lT状鉄道 (E]喜一中山間)関連調査

北部地域中核病院関連tR査

茅ヶ崎娩祉資料調査

港北ニュータウノ文化財整備

住宅 ･都市空備公団では.3月24Elに民rF;J姓合住宅用地の油受人

を､次のとおり決定 しました｡

(画地の仕芯については､右Eglを参.nEI)
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が
あ
り
J
こ
れ
に
対
し
て
横
浜
環
状

鉄
血
の
建
設
計
画
F.･に
つ
い
て
甥
堤

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

(偶
連
記
%
二

三
佃
〉

披

い
て
.
叩
門
番
エー
食

(祁
ぷ

〃

苅

･
唯
所
如
来

･
点
6
1
対
訳
〉､
特
別

挙
i
.
1
台

(
じ
地

利
川･
蛍
池
仰
岨

･

ほ
Lq
蛮
示
)

の
外
香
fI
A
か
ら
S
勤

提
過
の
軸
八
日

が
あ
り
よ
し
t
=,｡

そ
の
他
軸
懲
神
明
と
し
て
.
*
咋

六
日
改
正
さ
れ
た
捕
脈
i;
宅
地
仙
椎

賓
網
の
内
解
此
げ
に
凹
地
佐
伯
捕
食

が
､
長
年
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
･▲1
献

に

対
し
て

rま
ち
づ
く
り
C1
料
地
浪

人
]nij
栽
形
J
及
び

｢eE
的

柿
ま
ち
づ

-
り
功
労
6
廿
｣
を
受
珊
L
L
Jこ
と

に
つ
い
て
軸
比=
が
あ
り
ま
し
た
｡

講
番
茶
了
後
､
市

･
公
団
の
人
事

共
勤
に
伴
う
地
元
主
催
の
放
送
迎
合

が
新
旧
重
点
多
軟
出
席
の
中
､
利
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
｡

貰 損 照 査 描 毒 離 職 雷 撃
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港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
蕪
は
､
本
年
度
未
の
全
宅
地

供
用
開
埠
に

向
け
､
基
盤
整
備
も
頼
嗣
に
進
み
､
平
成
六
年

度
未
に
お
い
て
供
用
開
始
区
域
は
九
割
を
超
え
､
区
域
内
人

口
も
六
万
七
千
人
に
遺
し
て
お
り
ま
す
｡

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
も
､
第
二
地
区
に
本
年

四
月

都
筑
区
総
合
庁
舎
が
オ
ー
ブ

ン
L
J
昨
年
十

一
月
に
は
西
南

東
急
百
貨
店
の
進
出
が
決
定
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
第

一
地
区

に
つ
い
て
も
､
本
年
七
月
五
日
に
は
阪
急
百
貨
店
の
進
出
が

決
定
し
､
さ
ら
に
は
､
同
二
十
七
日
に
セ
ン
タ
ー
北
駅
と
駅

前
広
場
を
結
ぶ
ブ

ラ
ザ
ビ
ル

(仮
称
)
の
建
設
が
決
定
し
ま

し
た
.
ま
た
､
長
年
の
懸
案
だ

っ
た
横
浜
環
状
鉄
道
に
つ
い

て
は
､
本
年
五
月
､
基
本
的
な
整
備
の
考
え
方
に
つ
い
て
横

浜
都
市
圏
総
合
交
通
計
画
研
究
会
の
中
間
報
告
が
提
出
さ
れ

to
と
と
も
に
､
事
蕪
化
に
向
け
今
年
度
か
ら
地
質
調
査
､
測

i
､
概
略
設
計
等
の
調
査
が
行
わ
れ
る
な
ど
､
横
浜
の
副
都

心
と
し
て
の
発
展
を
且
指
す
港
北

二
r1
-
タ
ウ

ン
に
と

っ
て

大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
事
#
は
原
調
に
進
ん
で

お
り
ま
す
が
､
今
後

は
､
基
盤
整
備
の
尭
成
と
い
っ
た
街
づ
-
り
に
加
え
､
よ
り

一
層
の
人
口
定
着
に
向
け
､
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
地
区
を
中
心

に
早
期
立
ち
上
げ
を
進
め
､
街
の
活
性
化
や
地
域
社
会
の
育

成
と
い
っ
た
多
-
の
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
｡

今
回
の
合
同
協
議
会
は
､
こ
う
し
た
現
状
と
課
堰
を
踏
ま

え
'
活
気
あ
る
街
の
熟
成
に
向
け
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

仰
せ
て
､
そ
こ
か
b
郁
筑
イ
ン
タ

ー
間
に
つ
い
て
･1
.
四
神
線
で
都

市
別
画
決
定
す
る
イ
定
で
す
｡

③
中
央
地
区
の
ホ
遜
川札可
を
今
年
の

秋
に
取
り
三
1
g
:年
で
戦

勝す
る

子
左
で
す
｡
そ
の
中
で
惟
江
戸
北

山
E
蚊
は
瓜
使
先
で
D
t惜
し
ま
す
｡

④
川
崎
市
と
胡
蝶
を
し
て
い
き
た
い

と
M
じ
い
ま
す
｡

こ

いLq
体
rT
の
聖
Lj
.

横
浜
環
状
鉄
道
関
連

●
仰山
問

･
横
浜
環
状
鉄
並
の
日
吉
は
架
(.a
の

H
i･=
駅
で
す
か
｡
.

◆
回

IJ‖

･
横
沢
環
状
鉄
血
の
日
ilD
駅
は
雅
1.a

の
駅
と
は
粥
な
り
ま
す
が
､
来
り

凍
え
の
利
便
性
を
考
慮
し
ま
す
｡

パ

ス

路

線

関

係

･
軒

l
地
区
は
主
に
紫

急
の
t3
任
地

也
な
の
で
､
全
紙
の
要
望
等
は
伝

え
て
い
ま
す
.
地
域
の
執
成
状
況

を
々
店
し
な
が
ら
並
備
す
る
旨
の

回
答
を
柑
て
い
ま
す
｡

･
抑
筑
区
と
し
て
l
､
パ
ス
問
越
は

I;
剣
に
与
え
て
い
き
ま
す
｡

道

路

関

係

●
照

問

①
横
浜
上
麻
生
練
は
用
地
n
収
が
九

十
㌣
以
上
終
わ
っ
て
い
る
の
に
､

エ
軒
を
し
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
O

用
地
円
収
を
し
た
囚
蹄
は
;L
誌
に

工
di
lを
す
る
よ
っ
一々
ii
い
し
ま
す
｡

I
,･･74
ig
fS
bn
禁

..
一

●
作

問

①

仙
ノ
人
公
樹
の
㈹
リ
に
駈
坤
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

引
曲

城
の
設
ETt:I
に
つ
い
て
ど

っ
ち
え
て

い
る
の
で
す
か
｡

②
小
川
保
巾
棚
引
l画
の
地
祇
説
明
会

に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
｡

③
ス
ポ
ー
ソ
七
/
タ
ー
の
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
｡

①
北
部
前
場
の
進
捗
は
ど
う
も
っ
て

い
ま
す
か
｡

◆
川

#
=

①
近
縫
公
臓
と

し
て

利
用
XP
は
絶

妙

･
自
転
巾
を
州
じ･.4
し
て
い
ま
す

の
で

那
ig
･糊
の
設
2T=A
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
｡

②
地
元
説
明
会

は
今
年
の
秋
に
予
定

し
て
い
ま
す
｡

③
姐
設
瑚
所
が
池
辺
町
に
決
ま
り

咲
花
地
元
の
地
椛
5=
と
.i=:し
4
日
い

を
進
め
て
い
ま
す
｡

ル
竹本
戊
計
は
来
年
度

の
一
･厄
で
す

｡

て
い
る

駅･刑と
の弟に
つ
い
て
は

ど

っ
な
の
で
す
か
｡

④
そ
の
他
地
区
の
況
明
を
お
剛
い
し

ま
す
｡

⑤
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
祈
実
の
収
束
に
向

か
っ
て
､

ン
/
ポ
ル
タ
ワ
ー
や
記

念
碑
の
々
hJを

お
鞘
ね
放
し
ま
す
｡

◆
H

)Jr

①
造
成
Jl
由
を
樹
曲
に
示
し
て
了
解

を
糾
て
お
り
'
現
在
什山
峡
が
ほ
ほ

完
成
の
北
沢
で
八
E
に
桃
川
糊
姑

す
る
雛
偏
を
進
め
て
い
ま
す
｡
従

っ
て

退
城
別
所
竹
r
の
変
態
は
で

き
ま
せ
ん
｡

呪
作
の
造
成
別
的
に
お
い
て
-U
､

土
地

の
利
胴
の
は
方
等
を
従
柴
し

て
お
リ
了
解
を
H
た
い
と
ク
え
て

い
ま
す
｡

②
令
体
を
恥
,qLLL
lfZH
で
行
い
た
い
の
で

す
か
､
寸
評
の
制
約
も
あ
り
難
し

い
の
で
検
討
さ
せ
て
m
き
た
い
｡

③
換
地
処
分
ま
で
に
械
浜
環
状
淡
泊

の
似
通
が
帆
に
入
日
わ
な
く
て
も
諦

価
の
見
直
し
は
行
い
ま
せ
ん
.
区

幽
髄
用
布
男
の
L
地
P
=価
は
区
r=E

態
理
耶
濃
の
ti)伺
<;
で
ヒ
地
利
川

別
画
に
よ
る
姫
悠
紫
輔

の内
r,tに

兆
づ
き
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
､
扶

迫
対
内
が
t
地
利
EE
別
向
に
抑
保

さ
れ
て
い
る
削
り
そ
の
担
保
さ
t

て
い
る
状
況
を
評
価
の
刈
穀
と
し

て
い
ま
す
｡
′従
っ
て
､
紙
皿
の
糊

適
時
別
の
岬
糊
的
安
楽
は
耽
り
入

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

な
お

,)
の
問
鶴
は
仔
細
唱
和
缶

流
会
で
頒
詣
す
る
内
群
か

と
‖じい

ま
す
｡
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≪別表> 港北ニュータウン関連事業の事業計画(抜粋)

井 件 的 方 双

②パ三品議′ーLER 2.J8枚の*yt
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Art.ンタ-の畷哨 ます.

十.

(:芸霊芝琵:… )

●

L
Z
-
-

仙
岬

･

苅

-

地

区

は

双
d
パ
ス
の
エ
リ
ア

な
の
で
､

確
固
､
架
息

へ
.d
旬
を

伝
え
る
と
の
耶
で
す
が

湘
仏
側

の
回
答
は
ど
う
な
っ
て
い
JM
す
か
.

◆
岨

答

①
J

'束-ン'-のEリ■iLよりE

並
の
止
格
か
壮
ん
始
め
L
J
の
で
'

イ
ン
タ
I
m
辺
の
皿
絡
計
州
に
つ

い
て
蛇
叩~
榔

い
L
'
い
｡

③
佐
江

戸
北山
肘
掛
の
仰
血
咋
肋
を

t
(体
的
に
比
例
卿

い
ま
す
.

①
佐
江
戸
北
山
州
税
の
埴
瓜
の
川
q

tE
偶
の
述
旅
に
つ
い
て
.
㍑
明
断

い
ま
す
.

◆
_司

苓

①
あ
と
1
軒
の
挿
位
が
･+e
r
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
.
そ
の
節
所
か
低

地
の
関
係
で
､
工
恥
を
始
め
て
1朗

が
降

っ
た
蛾
合
は
そ
こ
を
沌
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
.
拶
柁

完
了
後
.
工
祁
軒
工
の
子
宝
で
す
.

②
宮
内
新
横
浜
鮫
の
川
崎
町
川
投
か

ら
北
側
部
分
に
つ
い
て
は
平
成
八

年
度
に
串
恭
化
を
す
る
予
定
で
す
｡

①
川

北JZ山の稚凡川仙力.tJー-事るよ

う
に
労
め
て
い
ま
す

.
叫
小
用
鳩

舶
t汀
の
叫
矧
を
し

てい
る
と
こ
ろ

で
す
.

E十

四

g
･.
川

●
肘H
仙川

常
久
保
逝祈
七

/
タ
ー
の
道
収
==

州
に
つ
い
て
比
明
断

い
ま
す
.

②
池
辺
良
男
相
川
他
性
の
城
の
稚
児

丁
叫
を
稚
隼
LII
つ
て
い
ま
す
が
､

火
刑･了
耳
で
EtL
-
全
作
を
工
卿
L

tJ
B

J
L
.

③
川
和
駅

火
仙
川
駅
の
駅
】朋
に
つ

い
て
､
検
地
処
分
時
に
横
浜
E3
状

鉄
血
が
剛
展
し
て
い
な
い
蛸
人
目
の

減
少
の
兇

_圧
し
及
び
既
に
側
恭
し

①
仙
苑
の
必
封
f
Iを
感
じ
て
い
ま
す

の
で
､
八
･校
他
.<
の
S
:様
の
t
i向
を

椎
赦
し
乙
が
ら

検
肘
を
此

め
ま
す
｡

⑤
シ

ノ
ポ
ル
タ
ワ
ー
や
記
念
碑
に
つ

い
て
は
.
こ
の
j<
小
6
%
を
後
性
に

記
念
と
な
る
よ
う
な
l
の
を
鎖
し

た
い
と
せ

っ
て
い
ま
す
｡
今
後
､

地
元
の
代
滋
の
ガ
も
交
え
て
和
し

合

い
を
進
め
て
い
き
i
J
い
と
Mい
い

ま

す
｡

NEMWAK.TOsot等毎覇

10月22日㊥
10 00-17 00

1l'1

割にユータウン内牛久保西公園
Il交3のこX内
市営地下鉄
センター北駅 ･中川駅より徒歩ID分
xLL4lqはあり*ttんのでtZr/(ス奄こ利用下さい.

>催物 コーナー トステージイベ ン ト

ちびっこSJl物帽[ ソル ピア コ/サ- ト

J:ia芯 地).I.参加 ステー ソ

7ワ7ワ & ポール7㌧ ル オー L/ンソ1- ソ汀~

チア リーテ′ィ/グ

バザー

7 り-?- ケ 7ト

主催=港北ニュータウンまつ

ぉ聞合せ先 ℡045- ≡

FaX045- f
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くJG熊 先行)

鳩浜FEi翫 吉I酌 港北=ユー9つン姓姐申脚

(塀iFi両紙 区茅7時中925611TEL9J2-2481)
帆兵itn 憩f【鳩胸 er旺屯D700訪
朋 ) 分頒 G-JA伯)

oil5生見 (古鼓左入串峨 )を旺用していZFす●≡勉 礎

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
4

本
鋲
丁
は
.
二
十
数
年
の
萩
月
を
か
け
LJ
土

地

区
画
整
理
流
丁

菜
が
､
三
月
の
全
宅
地
の
供
用
開
始
'
九
月
末
の
換
地
処
分

公
告
に
よ
り

完
成
を
迎
え
る
と
い
う
画
籾
的
な
､
そ
し
て

虻
に
筈
は
し
い
年
で
あ
り
ま
す
.
こ
の
間
'
並
牛
に
わ
i
Jり

耶
滋
爪経
過
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
L
J
い
て
ま
い
り
ま
し

た
地
元
の
皆
様
に
探
-
感
謝
小
し
上
げ
ま
す
｡
ま
L
J.
祁
惑

施
行
邪
で
あ
る
tE
宅

･
瓜
耶
並
幅
公
団
の
方
々
の
並
々
な
ら

ぬ
ご
労
力
に
対
し
ま
し
て
件
-
お
札
巾
し
上
げ
ま
す
｡

さ
て
.
昨
年
は
.
越
生
虎
婿
関
連
で
爪
i<
の
せ
炎
で
あ
り
ま
し
た
横
浜
E3
北
鉄
血
に
つ
い

て
耶
滋
主
体
や
拡
ホ

ン
ス
テ
ム
を
決
定
し
､
CT
料
砺
工
に
向
け
炎
体
的
な
取
り
組
み
を
仰
妨

し
ま
し
た
｡
施
設
地
紋
関
係
で
1
.
退
出
企
燕
や
学
校
の
オ
ー
ナ

ノ
が
相
次
ぐ
と
と
i
に
､

7
ォ
-
1
日
勤
叫
技
術
朋
苑
研
究
所
の
砺
工
や
武
讃
工
恭
大
学
の
新
学
部
仲
愁
の
確
定
な
ど

大
き
-
誠
地
を
拙
供
し
･Mt
L
i
J｡
商
恭
施
設
に
つ
い
て
も
t

L
昨
年
の
東
急
百
姥
店
に
挽
い

て
､
卯
年
七
E=
に
は
七
ン
タ
ー
北
駅
前
に
板
急
石
碑
店

の
遠
出
が
決
定
す
る
な
ど
.
二
十

1

位
だ
を
扱
う
多
機
能
横
合
柿
市
と
し
て
の
地
紋
か
廿
実
に
並
ん
で
き
て
お
り
ま
す
｡

土
地
区
Lj
整
理
和
英
が

完
成
す
る
今
後
は
､
こ
れ
ま
で
以
上
に
商
糞

兼
務

･
文
化

住

宅
等
様
々
な
機
能
の
集
柵
を
促
進
し
､
常
住
が
近
篠
し
た
横
浜
市
北
部
地
域
の
先
進
的
な
都

市
に
仕
上
げ
て
い
-
こ
と
が
益
々
盈
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
｡

私
は
､
引
き
挽
き
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
こ
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
､
廿川
艦
な
サ
ー
ビ

ス
が
事
受
で
き
､
次
代
に
誇
れ
る
折
と
す
る
た
め
.
全
力
を
沓
Tげ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
､
よ
ろ
し
-
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
八
九
･

元
旦

戚

漬

す

長

鳥
呑
舟
信

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
･ま
す
｡

日
印
か
ら
'
婚
北
こ
rt
I
タ
ウ
/
姓
奴
WW
並
爪の
経
過
に
ご

仏
力
い
i
JL
Jき
畔
-
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

∫

.
習

H

H

梢

は
1.銅

摘

諸

鐙

川
約
㍍

区
へ
の
酉
純
米
急
育
代
朕
の
進
出
決
定
に
綻
き
ま
し
て
､
七

月
に
は
.
耶

一
地
区
に
阪
急
百
貨
店
の
進
出
か
決
定
い
た
し

ま
L
L
'.
ま
た
､
丑
年
の
せ
案
だ
っ
た
横
浜
Ef
状
鉄
道
に
つ

き
ま
し
て
も

日
吉
1
括
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
-
中
山
間
の
早
期
串
糞
化
に
向
け
碁
嘩
調
査
が

進
め
ら
れ

平
成
八
年
度
に
は
免
許
中
柄
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
'
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
さ

ら
な
る
発
展
に
'
大
き
-
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

そ
し
て
い
よ
い
よ
本
年
は
.
四
半
世
紀
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
括
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
地
紋
恥
薬
の
基
盤
莞
脂
も
&
.壁
を
迎
え
､
三
月
末
に
は
全
宅
地
の
供
用
朋
始
が
予

定
さ
れ
て
お
-
ま
す
｡
こ
れ
は
､
二
.I
-
タ
ウ
ン
並
設
恥
奥
に
と
っ
て
大
き
な
区
切
り
の
年

と
な
る
と
と
も
に
､
セ
ン

タ
ー
地
区
の
立
ち
上
げ
等
析
づ
-
-
に
向
け
､
飛
経
の
年
と
な
る
も

の
と
考
え
て
お
り
･N
す
.

本
年
･J
引
き
絞
さ
.
和
典
の
;中
期
完
成
と
二
十

一
階
妃
の
横
浜
の
削
肺
心
に
ふ
さ
わ
し
い
'

補
力
あ
る
地
力
的
な
析
づ
-
リ
に
向
け
t
よ
り
1
榊
の
努
力
を
し
て
ま
い
-
ま
す
の
で
'
皆

様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
は
ご
仏
力
を
お
仰
い
申
し
上
げ
ま
す
.

MT
伏
八
年

元
旦

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
邪
悪
推
進
述
紡
仏
紙
公
金
.i
(

郁
-

戊

小

池

博
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化
山
川
の
地
区
公
糊
北
側
･ハ
･
九

へ
タ
タ
ー
ル
の
軟
地
に
､
平
成
十
11

の
15
i雫
川
体
を
H
桁
し
て
､
本
格
的

宝
内
水
林
地
根
城
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
｡
地
上
三
筋
､
地
下
二
階
の
組

物
に
は
､
メ
イ
ン
プ
ー
ル
(五
十
H
X

一
〇
コ
ー
ス
)
サ
7
プ
ー
ル

(IijI

H7
X
八
コ
ー
ス
)
'
飛
び
r<)
み
プ
ー

ル

(二
I
h
HH
×
二
･｢
l<
==
.
小
指

料
.iE

H=)
の
ほ
か
.
-
レ
ー
ニ
ン
グ

I.7
..
作
れ
誠
､
レ
ス
ー
ラ
ン
l
備

え

る
刑
.I;
｡
批
#
雌
は
ノ
イ
ン
プ
ー
ル

で
約
凹
千
肺
.
サ
ブ
プ
ー
ル
は
的
_

市
価
か
放
談
さ
れ
る
ほ
か

大
a
t峡

仲
裁
旧
と
稲
光
化
不
帖
を
利
川
し
て
､

過
手
の
如
き
や
記
緑
を
人
刑
山働
.机
で

紹
介
し
ま
す
.
平
成
丁
稚
の
神
奈
川

同
体
で
は
､
水
球
と

/
/
タ
ロ
ナ
イ

ズ
ト
ス
イ
ミ

/
タ
の
仝
柚
に
ー
･起
さ

れ
て
い
ま
す
.
ま
た
.
ノ
イ

/
ブ
ー

ル
と
爪
び
,<)
ふ
プ
ー
ル
は
稚
さ
.
人

さ
さ
と
J
に
伺
耶
大
公
に
対
応
で
き

る
公
比
兆
恥
を
捕
た
し
て
お
り
'
何

軒
組
の
大
会
帆
仙
J
捌
紺
さ
れ
て
い

ま
す
.
さ
ら
に
メ
イ

/
プ
ー
ル
は
床

が
上
F
す
る
町
軸
旋
で

冬
草
に
は

床
を
上
け
体
や
鈍
と
し
て
の
祁
劾
利

悶
･D
ク

'T
f
Jt
て
い
ま
す
｡

こ
の
,Ltう
に
多
彩
も
歳
帖
を
f･;
る

鞘
内
小
林
姐
は
仙
で

す
が､
川
辺
‖

･pi)旭
に
〃
す
る
札
止
か
ら
､
吐
物
の

1
折
部
分
を
地
中
化
L
J
祁
さ
を
抑

え
る
叶
州
に
も
っ
て

い
る
ほ
か
.糊
_

に
は
‖
形
広
叫
や
之
叱
広
叫
な
ど
が

余
裕
を
J
つ
て
妃
問
さ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
プ
ー
ル
の

ル
収
†
･止
は
.+
収

十
年
作
.

収
に
l
施
止
の
榊
肋
が

サ

え
b
れ
て
お
り
､
各
縄
ス
ポ
ー
ソ

捕
釦
や
i;
氏
の
愁
い
の
鳩
と
し
て
､

そ
の
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
｡

武

蔵

工

業

大

学

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

新
学
部
を
設
立

iE
沼
地
ー
鉄
中
川
臥
近
く
の
牛
久

伽
l]l-
3
に
他
州
を
=
.-;
し
て
い
る

武
戊

卜
超
人
.t･
か
､
こ
の
ほ
と
斯
.ド

部
の
内

耶
ttJ碓
]止
し
.
文
部
竹
に
eS

fq_
の
f
=.=
小
E-
を
‖
い
よ
し
L
J.

,.>6-･一塾 ｢,̀ tIか :5二~ニ /二一′
･lEr",? J u - > -'=.-.. -夢野 =-1I .'I '"'

,TC
称
は
t3
鳩
m
BE
=′
紙
箱
嶋
仰
靴

…r
糾
.
収
詔
目
的
は
.
人
榊
と
仰
紬

の
か
か
わ
り
を
.]･際
的
に
と
ら
え
､

r現
場
と
m
i=
L

rM
川
と
又
化
し.

r現
場
と
マ
ネ
ジ
ノ
/
ー
｣
を
柏
と

し
た
…′
問
分
即
に
つ
い
て
仰
兜
と
州

縄
を
け
い
.

-

川
虹
を
川
い
柑

る
捉
人
目
的
佃
肌
判
断
他
力
と
問
也
l半

枚
他
力
を
捕
え
た
人
材

を
〃
収
す
る

こ
と

で
す
｡

教
や
内
琴
と
し
て
は

①
小火
T
=力
と
伸
輔
処
叩
機
器
の
縞
閉

山
を
<･SJt的
総
力
と
し
て
地
中
的
に

放
〃
す
る
.

⑦
-3
門
川
日
と
し
て
rEf
鳩
と
抑
iE
j

｢仰
軸

と
文
化
J

r局
城
と
マ
ネ
ソ

メ
/
ー
J
の
二
分
Ⅳ
か
ら
二
分
即
日

卜
を
川
は
さ
せ
る
｡

③
一
叫
次
の
≠
例
研
究
と
川
咋
次
の

芸

研
究
を
止
し
て
問
岨
雅
兄
他
力

解
決
他
力
tt,ヰ
う
､と
い
っ
も
の
で
す
.

人
.t
逆
上t
は

`
九

.t
で
､
そ
の

う
ち
二
〇

部
を
T:
一戸
作
'

堀
岨
ti
女

の
仲
と
し
､
ま

た〓勺
次
Gf
人

/
▲止

血
と
し
て
二
〇
名

が
設
け
ら
れ

今

体
の
群
生
故
は
八
〇
〇
名
に
な
り
ま

す
.
析
tt
部
丘
に
は

元
;
小
袖
叩

仁

全
会
戊
で

e
Zd
止
応
確
戦
火
.t
続
流

..･･
部
教
授
の
小
泊
適
二
氏
か
r

･止
さ

れ
て
い
ま
す
.

姐
止
さ
れ
る
経
過
は
､
J
純

桝

光
悦
.
蜘
-AJ=鮒
や
炎
は

仰
他
姓
糊

の
仙
i=
戦
が
あ
る
ノ
デ
ィ
ア
七
ノ
タ

I

作
付
餌
の
ほ
か

ハ
ス
ケ
リ
ー
n

I
I
や
テ
ニ
ス
コ
ー
-

洗
骨
な
ど

が
=
-;
さ
れ
て
お
り
､
>+
収
八
年

日
に
エ
祁
符
丁

や
収
九
年
四
月
の

側
枝
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
.

捌
校
複
は
.
公
側
溝
蛙
の
糊
梢
､

グ
ラ
ウ

/
卜
FL
f
内
施

設
の
地
域
へ

の
榊
放
､
t

下
部
と
連
作

し
た
中
小

tL伐
の
関
心

を

ひ
-
よ
う
乙
食
14=
FTL

A

.-
雀
さ
れ
て
お
り
､
地
城
の
竹
さ

ん
に
l
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
火
Mr
運

粥
が
計
的
さ
れ
て
い
ま
す
.
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芸諾 芸の榊 らせ
地下鉄七/ター佃駅剛の旧跡衣区枚蹄に,日日6EIUl)

水止IrJ榔筑低票所がオー7■ンしました.

また.柵筑土木部葡所 t.JH柵ITから捗l王し.121125n

UrrからR:i接をF朋始しています.

呪イF.､旧抑筑Li役所の吐物では､横浜rrJ'の3つの祁頗

l･斤がR横を行っています｡

【恥 li楕所のこ凝r勺〕

抑III朴的l;1
1JLIut二.1-タウノ姐設′Ii頗伸 ℡9-12-2481

/～ jR I,'J仰 筑 前.A l･G ℡ 9L$8-L099
榔 筑 じ 本 部 席 l･斤 ℡ 9･12-0606

ニュータウンから
4建築物が受賞

第40回神奈川建築コンクール

r現
場
に
FE
和
し
'
刃
し
-
根
絶

的
な
姐
築
柵
を
滋
む
し
､
常
の
向
1

と
地
力
あ
る

析
づく
り
に
役
･ぶ
て
る
J

こ
と
を
U
的
と
し
た
､
f･R
m
卜
阿
神

奈
川
娃
革
コ
/
ク
ー
ル
の
滋
形
式
が

行
わ
れ

住
宅
部
門
十
作
品
､

一
触

漣
其
部
門
十
三
作
品
が
袈
彰
さ
れ
ま

L
i
J｡
こ
の
中
で
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
地
域
か
i.は
､

一
般
地
類

部

門
に

お
い
て
催
秀
爪
の
四
･

=
の
中
に
株
脈

iE
仰
筑
BSi捻
人
目･L-
<
=

(休
)
サ
カ
タ

の
タ
ネ
本
社
ビ

ル
が
､
奨
励
f
=
の
<

･=
に
は
ガ
ケ
叫
公
仙
プ
ー
ル
と
チ
ェ

ー
ス
?
/
ハ
7
タ
ン
銚
行
状
的
オ
へ

レ
ー

ン
h
ン
七
/
タ
1
が
並
ば
れ
よ

し
i
JQ
(光と
八
)

こ

のコンク
ー
ル
は
..T
成
上
や
六

月
か
ら
咋
咋
前
日
ま
で
に
川
朱
川
舶

内
に

ル
収
L
i
'姐
焚
物
を
刈
収
に
作

品
を
>1
兆
し
て
い
LJJ
の
で
､
応
胡

散
ほ
ほ
七
部
門

.1-
i-
什

他
姓

築
部
門

九
i
凶

作
､
4.1廿
日

-
九

作
の
応
非
が
あ
り
ま
L
i
J｡
港

北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
多
く

の
姐
築
物
が

受
托
し
た
こ
と
は

ニ
ト

1
壮
絶
を

目
指
す
捲
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
の
術
づ

く
り
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
･･D
神

仙
さ
れ
L
JJ
の
で

(
･綾
の
折
づ
-

リ
に
･L(
K
,
な
舛
ん
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
.
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牲
北
ニ
rt
I
タ
ウ

/
の
中
心
部
の
タ
ウ
ン
七
ン

タ
ー
ボ
北
を

つ
な
ぐ
航
¥
L･Lは
Eg
を
J･;
め
る
捕
la
.

北
部
折
節
市
中
央
地
区
L
地
区
軸
流
F
'耶
並

(二

十
三

七
h
a
)
の
和
実
別
所
か
､
*
咋

】
H
R

n

か
ら
十
八
日
ま
で
の
二
遡
閉
校
覧
さ
れ
ま
し
た
｡

二
月
二
十
九
日
に
は
施
行
規
定
及
び
耶
丑
計
内

が
拷
可
に
な
り
､
住
宅

都
市
整
備
公
団
の
施
行

に
よ
り
耶
燕
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

本
和
英
は
.
住
宅
と
工
場
が
混
在
し
て
い
る
概

符
の
土
地
利
用
を
混
作
し
､
良
好
な
環
鳩
の
i=
析

他
形
成
を
図
る
と
と
J
に

タ
ウ

/
セ
ン
タ
ー
㈹

北
と

T
体
的
に
横
沢
北
細
別
肺
心
の
形
成
に
有
り

す
る

こ

と
に
,t
り
ま
す
.

三
日
二
十
八
日
に
は

開
法

肌
利
弟
に
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
P
に
つ
い
て
税
印
合
か
仰~
仙
さ
れ
ま

し
た
｡
施

行
他

同内
は
.
一
朝
4
'除
き
賎
1二
が
ー
証

さ
れ

既
存
の
吐
物
や
樹
木
等
の

ほ
とん
どが
挿

転

･
移
脹
又
は
除
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

軒

l
朔
工
布
予
定
区
切
は
､
A
･年
度
末
か

り
の

本
格
的
tl
エ
串
野
手
を
目
指
し

年
内
の
移
転

移
植

･
除
却
に
向
け
て
捕
爪
協
紙
が
進
め

b
れ
て

い
ま
す
.
地
EBI内
相
西
部
に
は
､

一
部
都
農
所
の

仮
称
掠
先
の
娘
役
が
7
完
さ
れ
て
い
ま
す
.

ま
た
､
土
地
区
幽
愁
和
郎
茶
に
関
す
る
施
行
i=
の

柵
問
維
関
と
Ll
る
L
地
区
所
並
和
解
純
金
番
八
の

血
管
は
､
七
日
一
十

E
に
了
定
さ
れ
て
い
ま

す
.

n
▲ハ
ト
茄

平
方
ノ
ー
ー
ル
と
定
め

用
途
地
域
が
変
わ
り
ま
し
た

④

雛

m
m
録

絹

…

川
途
地
切
の
柵
分
化
に
什
い
､
娃
獲

平
成
EM
年
の
払
市
計
画
法
及
び
姐

弊
衣
畔
法
の
改
正
に
伴
い
､
用
途
地

域
の
性
別
が
細
分
化
さ
れ
､
横
沢
市

で
も
平
政
八
年
五
月
十
日
か
ら
新
し

い
別
途
地
域
が
適
川
さ
れ
て
い
ま
す
｡

平
伏
六
年

l
;
=l,.
(N
O

1
I
M
)

で
J
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
.八･川の

七
な
a
(7.4
･=…を
ご
S;
介
し
ま
す
.

①
住
居
系
用
遠
地
蛾
の
5E
分
化

仲
川
=系
の
川
途
地
場
か
三
梯
川

か
ら
ヒ
様
班
に
な
り
ま
し
た
1.
(川
近

地
城
や
作
で
は
.八
捕
E
fか

らIL

托
畑
に
な
っ
て
い
ま
す
.
)1
馴
衣
川

参
岬
_

㊤
容
領
事
の
引
き
上
げ

低
朋
戸
経
て
住
宅
地
に
お
け
る
居

は
水
難
の
向
上
を
図
る
i
'め
､
野

川
串
が
,引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

な
お

､油北
ニ

ュータ
ウ
ン
土
地

区
画
B
L埋
耶
英
施
行
区
域
内

(以

下
｢
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
施
行
区
域
内
｣

と
い
っ
.
)
の
寄
横
車
六
十
バ
ー
七

ン
ー
の
地
域
は
全
て
､

八
十
%
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
.

1
馴
q
SL谷
川

⑳
最
低
敷
地
規
模
の
事
人

肌
朋
は
宅
地
の
戊
州
も
化
Ef
鳩
を

惟
識
す
る
た
め
.
今
回
桝
i
Jに
設

け
ら
れ
i
I剛
健
で
す
.

那

梯
及
び
那
二
様
耽
朋
日
賦
印

刷
地
域
の
解
川
蝉
庁
バ
ー

七
ン
-

以
下
の
地
域
で
､
爪
低
敷
地
師
柿

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
.

な
お
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
施
行
区
城
内

の
住
宅
地
(容
析
串
八
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
区
域
)
は
.
瓜
低
敷
地
蚊
帳
が

物
の
T叫さ
馴
ES
(茄
Ⅴ州附
Ⅵ州便
地
区
)

が
次
の
よ
う
に
変
1#
さ
れ
ま
し
た
｡

◇
北
側
斜
線
の
勾
配
の
扶

i

◇
苓
横
車
二
百
バ
ー
セ
ン
-
を
Si?

え
る
地
域
で
の
北
側
斜
線
の
塊

◇
地
区
特
価
に
応
じ
た
械
別
の
新

改

(九
価
加
か
ら
L
統
帥
へ
)

1
阿
超
仰
歩
朋

【柑
拙

･
附
合
せ
先
】

◆
耶
iE
針
的
iH
L
地
利
州
都
溌
珠

C
)六
i
J
]
-
1.
H

L
O

◆
郁
茨
区
役
所
他
車
誰

t
)九
四
八
-

二

九

1
⊥
二

払

国

包

迫

田

書

面
野
包

本年四月
一日より祁'33地1i鉄

七
ン
タ
ー
北
駅
､
セ
ン
タ
-
机
a
G川

辺
が
目
板
琳
帝
政
Ⅶ
妨
止
区
城
に
柵

足
さ
れ
ま
L
L
J.
(下
図
事
蛸
)

こ
れ
は
.
放
芯
n
掠
叫
が
少
持
古

の
通
行
の
肋
げ
に
t;t
る
ば
か
り
で
な

-

折
の
災
枚
や
､
新
患
の
救
助
括

釦
の
陣
脊
な
ど
と
い
っ
た
捕
関
越
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
.
釈

前
広
域
や
歩
並
乙
と
の
公
共
ス
.(
-

ス
を
確
保
し
､
よ
り
よ
い
生
活
環
境

を
維
持
す
る
た
め
､
i=舟
六
十
年
に

定
め
ら
れ
た

r横
浜
肺
白
板
非
等
の

放
芯
防
止
に
関
す
る
粂
例
｣
に
嫉
づ

き
次
兄
し
て
い
る
J
の
で
す
.

終
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
内
で
は
.

r
仲
町
台
｣

･
r中
川
｣
.両
駅
脚
辺

で
す
で
に
炎
施
さ
れ
て
お
り
'
*
年

収
の
｢
セ
ン
タ
ー
北
｣
･
｢
七
/
タ
ー

術
J
駅
を
加
え
る
と
.
地
区
内
の
市

営
地
下
鉄
三
(.Ih般
全
駅
周
辺
が
指
定

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

今
後

こ
の
放
置
黙
止
区
域
内
に

置
き
去
り
に
さ
れ
た
自
動
非
等
は
警

告
札
が
取
り
付
け
ら
れ
､
概
.a
)
時

脱
級
に
は
移
動
仲
井
が
父
施
さ
れ
ま

千
.
〔~
拒
神
位
神
明
の
利
用
を
は
か

る
な
ど
､
上
り
快
適
も
析
づ
-
り
を

経
過
す
る
i
.め

竹
さ
ん
の
ご
現
辞

と
ご
仏
力
を
お
k-
い
い
i
JL
ま
す
.

ト
ビ
ッ
ウ

ス

七
/タI繭釈例
の抑
梯
血路S;

い

に
巨大なゴリ
ラ
が
党
棚し.

詑
粗

にな
っていま
す
｡

こ
の
.n

リラは保土
ヶ谷
区のr恐

屯
の
在
｣
に

あ
っLJJ
のを
.港舵瞥

幣
幣
と
仰
筑
交
通

安
全協
金
か借り

空
け
.
r交
通
Ii(全
の

守
り神｣として

設
犯
し
た
l
の
で
す
.

亜
称
11枚

公
鐸
に
よ
り
｢椛
筑
･羊
J
る

｣と決ま

区
Jj
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す.
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七
月
四
日
牛
後
二
時
か
ら
､
新
2E

折
ホ
テ
ル
に
お
い
て
､
港
北
ニ
ェ
ー

タ
ウ

/
都
農
樵
他
姓
紡
他
組
合
の
那

g
i十
六
回
合
同
仏
は
金
が
州
順
さ
れ

よ
し
L
JP

昭
和
四
十
九
年
に
始

ま

っ
i
J区
由

無
和
邦
男
l
本
年
九
日
ニ
ト
九
日
に

7
定
さ
れ
る
換
地
処

分
公
供
を
J
つ

て
収
常
す
る
こ
と
か
ら
､
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
各
市
垂
の
見
正
し
帯
に
つ
い

て
活
発
な
肘
絹
が
行
わ
れ
ま
L
i
Jq

ま
ず
横
浜
市
及
び
住
宅

･
都
市
並

備
公
団
の
人
事
粥
動
の
報
告
に
放
い

て
､
jlll仏
様
全
全
長
で
あ
る
長
沢
柿

筑
区
E火
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
L
i
JB

は

都
で
は
､
LE
及
び
公
団
か
ら
r
油

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
関
連
和
典
の
進
捗

状
況
と
郎
丑
計
内
｣
此
び
に

｢上
地

区
幽
較
和
郁
男
の
過
抄
状
況
と
神
文

針
紳
J
に
つ
い
て
の
軸
バ
∵

他
州
が

あ
り
､
こ
れ
に
刈
し
て
関

連

桝
純
の

髄
僻
見
止
し
や
横
沢
Ef
状
鉄
血
の
姓

設
刑
州
FI
に
つ
い
て
町
蛙
応
答
が
行

われ
ま
し
た
.

(㈹
迷
氾
叫
二

二
二
両
)

つ
づ
い
て
､
町
門
香
爪
公

(郁
男

対
双

･
生
活
村
井

･
農
薬
対
苅
)
及

び
特
別
委
凸
金

(土
地
利
用

･
交
通

閉
域
)
の
各
軍
爪
長
か
ら

油
軌経
過

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
｡
さ
ら
に
.

叫
梯
L'=
か
ら
捉
全

へ
向
け
て
の
全
紙

目
指
PJI
に
つ
い
て
鋭
明
が
あ
り
ま
し

i
J'ま

L
,'
こ
れ

ま

で
ニ
rt
-

タ

ウ
ン

耶
6
1
の
経
過
に

大

き
な
紋
別

を

北
た

し
て
ま
い
り
ま
L
L
J
r
腰
北
ニ
ェ
I

タ
ウ

/
耶
恭
推
進
連
結
仏
は
仝
｣

に

つ
い
て
､
区
画
塵
理
卵
黄
の
竣
工
に

伴
い
'
そ
の
使
命
は
枚
ね
終
わ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
.

解
散
を
含
め
経
過
旭
は
全
の
今
後
の

取
り
岨
い
の
検
相
を
代
丑
香
山
仝
9
7

に
番
ね
.
そ
の
i
E兆
を
苅
-

1
E
:描

合
に
謙
り
i
J
い
と
の
祁
稚
LH
か
ら
の

化
架
が
あ
り
､
ー
水
さ
れ
ま
L
L
J｡

そ
の
他
稚
八
日祁
卯
と
し
て

r横
地

処
分
に
伴
う
区
州
境
和
せ
詑
)
に
つ

い
て
梢
的..地
力
法
塀

LTから
'
r糟
北

ニ
ェ
ー
タ
ウ
ン
の
析
づ
-
り
梢
尋

｣

に
つ

い

て
横
浜
iE
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報

空
が
あ
り
ま
し
た
.

流
砂
終
了
後
､
朽

･
公
団
の
人
事

3<
勤
に
伴
う
地
元
主
催
の
扱
送
迎
会

が
新
旧
香
山
多
故
山
席
の
中
､
和
や

か
に
行
わ
れ
ま
L
i
J'

顧
問
団
会
騰

開

催

七
月
二
十
二
日
午
前
十
時
半
か
ら

孟
ち
づ
-
り
即
に
お
い
て
､
柿
筑
区

選
出
の
爪
抜
全
紙
E3

市
全
仏
爪
に

･Lt
つ
て
榊
成
さ
れ
て
い
る
耶
Ⅳ
例
会

紙
か
州
催
さ
れ
.
捲
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
不
慮
に
つ
い
て
の
帯
紙
が
行
わ
れ

よ
し
i
J｡

全

紙
では
､
ま
す
康
成
に
加
淋
爪

紙
全
紙
仇
が
退
出
4t,れ
'
次
に
､
梯

%
'i
E
の
帥
水
柵
耶
m
M
LT
且
か
ら
r維

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
部
燕
の
地
神

状
況
と
都
塵
刑
画
し
､住
宅

･
都
市
嶺

備
公
団
の
煮
沸
港
北
仰
発
局
長
か
ら

r土
地
区
画
軽
理
和
英
の
進
捗
状
況

と
琳
英
引
画
J
に
つ
い
て
報
告

･
鋭

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

挽
い
て
行
わ
れ
た
架
様
応
答
で
は
､

公
邦
公
益
施
設
の
並
輯
状
況
.
桁
の

れ
小成
や
人
口
妾

の
促
確

｣野
花
二
.4-

タ
ウ
ン
の
析
づ
-
り
棉
井
の
内
額
領

都
度
全
作
に
b
i
Jり
多
-
の
硬
刑
や

息
兄
が
山
さ
れ
､
清
雅
な
布
紙
が
行

わ
れ
ま
し
た
.

中

央

地

区

土
地
g
b
肇
理
事
集

進
捗
状
況

横
浜
北
部
斬
旅
市中
央
地
区
土
地

区
画
塵
確
率
英
(二
十
三

･
七
,;
a
)

の
土
地
区
画
丑
哩
帯
紙
全
軍
凸
は
.

供
輔
JS
が
道
学
す
べ
き
香
山
の
放
(土

地
所
和
名
奄
上
<
乞
)
と
同
故
で
し

た
の
で
枚
環
を
行
う
こ
と
な
く
､
次

の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
L
i
..

上
地
所
和
名
香
代

金
子

や
iE

食
TL

保

食
ri･三
下
知

校
本
史
上
郎

松
本

伸
雄

校
本

武
経

常
川

健

一

吉
野
金
次
郎

郊

一
期

工

軒
予
定
区
城
で
は
､
工

和
上
文
相
と
な
る
挟

物
件
の
拶
転

耕
地

･
除
却
が
過
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

1
都
祁
並
所
の
仮
移
帳
先
と
し
て
､

地
区
内
粥
神
都
に
お
い
て
､
公
団
よ

り
1a
放
印
度
所
の
地
紋
か
行
わ
れ
ま

千
.i

l
;
1
E
に
は
､
地
区
内
北
内

部
に
お

い
て
､起
工
.<
か
子
宝
さ
れ

て
い
ま
す
.

土地区画整理事業竣工記念

港北二1-J9ウシ手つり
10月27日⑧

10 00-17 00
B I

港北ニュータウン内牛久保西公Ed

･催し物コーナー/フウフウ& ポール

プ-ル/バザー/フリーマーケット

/企業PRコーナー

･ステージイベント/地元参加ステー

ジ/都筑太較/カーレンジャーショー

交通 ●市営地下鉄センタ-北AP.中川駅より徒歩10分
弼会場周辺用地の建設=事開始により､駐車場の確保ができません｡

こ乗場の際は､電車 IJてスをこ利用ください｡ 主催=港北ニュータウンまつり実行委Jt会
また､会場周辺の迷惑駐車はおやめください｡ お問合わせ先 ℡045-945-2987

次号は9年3月に発行予定です/



莱

.E

t

壷

ハ

国

富

同

協

議

会

l

薦

周

屑

層

雲

箇

議

粋

･)

が 礼 必 化 ン ふ 後 分 LJニ 申 タ わ か 1-那 ( 父 そ は 赦 盤 日 も

猶 緒 撒 硯

昌 最 圭 …

公
益
施
設
の
整
備

●
貿

問

①
タ
ウ
ン
七
/
タ
ー
の
市
民
文
化
ホ
ー

ル

(仮
称
)
に
つ
い
て
挽
明
願

い

た
い
｡

②
加
{
_.
"

悦
の
福
祉
施
設
に
つ
い
て
E別

件
的
に
挽
明
晰
い
L
J
い
｡

◆
回

答①市
民
文
化
ホ
ー
ル

(仮
称
)
に
つ

い
て
は
､
今
の
状
況

で
は
凡
作
的

な
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
.
今
後

財
力
い
た
し
た
い
.

②
加

ーl
棚
の
相
加
3<
牧
は

｢地
域
ケ

ア
プ
ラ
ザ
J
と
呼
ん
で
お
り

デ

イ
サ
ー
ビ
ス
'
仙
撫
受
付
､
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
軌
の
交
枚
と
い
う
三

つ
の
機
能
を
も
っ
L
J施
設
と
し
て

澄
輔
を
過
め
て
い
ま
す
.
令
咋
岐

に
設
計
を
行
い
'
来
年
度
懲
上
し
､

十
年
度
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
｡

交
通
体
系
の
整
備

横
浜
環
状
鉄
道
関
連

●
賀

川

①
横
浜
現
状
鉄
血
の
呼
称
で
す
が
､

私
達
は
,#
い
問
｢
四
号
般
｣
と
い
っ

て
い
ま
す
が
､
ど
ち
ら
が
正
し
い

の
で
す
か
｡

②
日
吉
-
中
山
間
の
ル
1
-
や
耶
配

碇
は
炎
体
化
し
て
い
ま
す
か
.

◆
凶

芥
米
仏
は

.

ご
柵
滴
の
地
域
に
つ

い

て

は
､
4
･牧
師
し
い
プ
ー
ル
(捕

沢
叩
[-yl内
水
称
放
伐
租
)
が
山

米

10
こ
と
や
祈
づ
く
り
が
進
ん
で
-

る
と
い
う
こ
と
で
､
ご
安
野
の
路

奴
は
粥
向
き
に
模
打
L
i
l
い
と
い

う
こ
と
で
す
｡

◆
政

吉

①
歩
皿
峠
の
岨
有
名
洞
に
つ
い
て
は
へ

つ
け
る
下
立
で
す
.

②
そ
の
他
地
区
の
茨
編
に
つ
き
ま
し

て
は
'
地
元
で
こ
う
い
う
方
向
で

仰
兆
し
た
い
と
い
う
拙
炎
が
あ
れ

ば
仙
川
に
の
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
.
そ
の
他
地
区
は
地
元
の
せ

向
を
准
放
し
て
進
め
て
い
さ
た
い

と
サ
え
で
い
ま
す
.

③
旧
抽
土
木
耶
梼
所
の
跡
地
の
利
川

は
呪
准
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
.

一
時
的
に
皿
絡
L.T
の
施
設
と
し
て

e
(し
て
お
き
ま
す
.

④
耶

1
の
h
ミ
の
不
法
授
兼
に
つ
い

て
は
四
地
区
と
柵
練
し
て
S
.
11
氷
る

こ
と
は
行
い
た
い
.
節
二
の
法
面

の
捕
薩
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
笠

愉
し
て
い
き
ま
す
.
第
三
の
防
災

協
力
長
池
に
つ
い
て
は

み
な
さ

ル
の
同
意
を
糾
て
土
地
改
良
区
と

し
て
登
e
tし
て
い
L
Jだ
-
の
か

1

番
い
い
と
々
え
て
お
り
ま
す
｡

⑤
挙
党
と
し
て
き
り
ま
す
｡

⑥
各
地
区
の
55
号点
食
の
正
削
合
戊
布

を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
､
ご
肘
5
い

た
L
Jく
考
え
で
す
.

琵貿 詔 菅 笠 ｣
し度 に だ ご 手 か 月 含 ま 牧 で - わ十 岱 状 盟

葺 至 宝 至 弼 重 室 井 翌 夏 護 萱 要 撃 童

私
が
住
ん
で
い
る
町
は
い
つ
こ

ろ
辞
林
処
収
か
桝
附
さ
れ
る
干
立

な
の
か
7

琳
林
を
神
州
し
た
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
.
横
浜
地
方
法
務
LT
壮

北
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ

-
L
J

さ
い
.

耶
棟
停
止
i
;附
中
に
棚
板
で
t

他
を
分
布
し
た
鳩
令
･D
党
紀
で
き

な
い
の
か
9

当
抜
町
の
祁
棟
処

理
が
粥
附
さ

れ
る
ま
で
は
'
党
紀
は
で
き
ま
せ

ん
｡
な
お
､
｢登
記
卒
研
証
明
啓
｣
･

｢登
記
事
項
要
約
か
UL
の
発
行
i

で
き
ま
せ
ん
｡

【不
動
産
登
記
に
つ
い
て
】

換
地
処
分
に
伴
い
､
経
的
他
方
法

棟
T3
維
北
山
張
所
で
椎
北
]l
rJ
-
タ

ウ
ン
上
地
区
内
塵
和
桝
惑
区
城
内
の

不
軌
鹿
に
つ
い
て

不
動
稚
児
紀
将

の
衝
き
凍
え
を
行
い
ま
す
｡
州
‖さ
倹

LL
の
期
間
巾

(=Z
脂
で
平
成
九
年
三

月
末
ま
で
の
約

六

カ

‖
糊
)
は
､
区

域
内
の
不
動
産
の
党

紀
聯
椎
か
停
止

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
t
,く
L
Jさ
い
｡

0

区
域
内
の
不
動
産
は
､
六
カ
月

間
は
丑
記
が
で
き
な
い
の
か
9

A

区
域
内
の
す
べ
て
の
-=
]き
凍
え

作
燕
を
行
う
の
に
約
六
カ
月
か
か

る
干
左
で
す
が
､
叶
ご
と
に
軒
き

凍
え
作
兼
を
行
い
.
そ
こ
が
終
わ

る
こ
と
に
郡
林
処
哩
を
神
州
し
て

い
き
ま
す
の
で

町
に
よ

っ
て
神

仙
時
制
は
b
(わ
っ
て
き
ま
す
.

O

住
宅
を
只
っ
た
り
姓
て
た
り
し

i
J場
合
.
艦
37T梢
設
定
党
紀
が
で

き
な
い
と
､
ロ
ー
ン
の
牡
茨
が
受

け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
ゥ

A

個
別
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
祁
冊
が

兆
な
り
ま
す

の
で
､
印
し
-
は
仲

介
の
不
動
産
食
社
印
に
お
や
ね
-

L
Jさ
い
.

〔
圭
だ
事
JC
仔
止
に
帆
す
る
剛
合
せ

先
]

JF
演

他
方
法
耗
局
港
北
出
韻
所

℡
E
]七
四
-
1IH

O
O

(書
用
t
括
)

【冠
定
資
産
税
に
つ
い
て
】

o

立
詑
神
郷
停
止
期
間
中
に
土
地

や
娘
物
を
充
っ
L
J場
合
､
脱
走
資

産
税
は
雄
が
払
う
の
か
9

A

土
地
や
地
物
に
か
か
る
固
定
焚

鹿
悦
は
､
桁
刑
と
し
て

1
月

l
B

の
時
L='で
党
紀
蒲
に
妃
蝦
さ
れ
て

い
る
所
布
野
に
放
牧
さ
れ
ま
す
.

1
;

I
H
よ
り
級
に
党
紀
練
耶

祷
処
世
か
符
仰
さ
れ
る
地
区
の
鳩

人
目
は
､

1月
1
p
以
荊
に
党
紀
が

で
き
な

いiJめ
､
丑
紀
雅
は
ri
E=

以
前
の
状
態
に
あ
り
ま
す
の
で
'

旧
蹄
祈
背
に
納
税
通
知
朴
が
送
付

さ
れ
ま
す
｡

脱
窒
安
座
粗
の
爪
山
に
つ
い
て
､

当
市
奇
問
で
十
分

仏紙
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
｡

【
同
定
文
主
税
に
関
す
る
何
合
せ
先
]

♯
茨
区
役
所
珠
税
甘

◆
土

地
に
つ
い
て
は
土
地
珠

℡
九
四
八
丁
二
二
六
五

◆
官
立
に
つ
い
て
は
安
正
廿
却
文

主
任

℡
九
四
八
-
二
二
七
〇

【戸
籍
に
つ
い
て
】

換
地
処
分
に
伴
って
､
本林
地

の
町
名

･
他
称
が
空
で
に
な
っ
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
.

7

日
聖

拒
免
肝
征
や
バ
ス
ポ
ー

ー
の
変
hd
年

税
さ
は
必
革
か
9

(

本
舗
他
の
変
..#
が
あ
っ
L
'方
は
､

山
如
叫
運
転
免
計
征
な
ど
*
滞
地

が
妃
破
rLJれ
て
い
る
免
幹
雄
畑
に

つ
い
て
は
.
変
E
L手
根
さ

が
必
夢

で
す
.

十
;
初
め
に
は
.
r木
杯
Ly
正
通

知
杏
L
(は
が
き
)
を
本
拝

を
正
し

た
方
に
郵
送
し
ま
す
｡
こ
の
通
知

啓
で
自
動
ホ
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
籍
を
変
更
し
て
い
た
だ
-
こ
と

に
な
り
ま

す
｡

な
お
､
バ
ス
ポ
1
-
に
つ
い
て

は
.
州
名
の
変
聖
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
'
変
更
手
枕

さ
は
不
要
で
す
.

【
本
*
地
の

文
王
に
関
す
る
聞
合
せ

先
]

Ji
筑
区
役
所
戸
*
甘
戸
井
俵

℡
九
四
八
-
二
二
五

一

そ

の

他
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◆
tEl
芥

①
い
･Bt･M
で
は
捕
浜
四
竹
.株
と
い
っ

て
き
ま
し
た
が
､
r
ゆ
め
は
ま
2
0

-
0
プ
ラ
/
.I
で
は
捕
浜
環
状
鉄

血
の
一
部
と
し
て
;
育
-
中
山
榊

を
竹
葡
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡

連
綿
省
で
は
運
輸
政
苅
番
場
食
の

答
申
が
あ
り
捕
浜
四
号
操
と
呼
ん

で
い
ま
す
か
､
横
浜
市
と
し
て
は

横
浜
現
状
鉄
並
と
呼
ん
で
い
た
L
'

き
た
い
｡

②
あ
る
種
皮
免
許
小
爪
の
ノ
ド
が
つ

い
た
時
点
で
地
元
に
挽
明
し
L
Jい
.

バ
ス
路
線
関
係

●
井

関
那
1
地
区
の
北
山
田
､
東
山
田

方
面
か
ら
都
筑
区
役
所
万
両
へ
の

パ
ス
熟
練
の
塵
備
に
つ
い
て
は

東
急
バ
ス
の
エ
リ
ア
な
の
で
横
力

東
急
と
協
拭
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
'
そ
の
後
東
弘
と
の
話
し
合
い

は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
｡

道
路
関
係

●
償

問

①
佐
江
戸
北
山
田
排
の
セ
ン
タ
I
仰

の
･.凡
成
は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
.

②
小
山
北
山
田
娘
の
那
二
地
区
か
ら

小
山
秋
川
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
.

◆
刷

苓

①
中
央
地
区
の
区
画
較
理
耶
燕
と
の

関
連
か
ら
平
成
十
二
年
に
は
完
成

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

②
横
浜
環
状
鉄
血
の
計
画
と
空
合
さ

せ
て
豊
倫
し
て
い
き
L
J
い
と
考
え

て
い
ま
す
.

●
鰐

川

①
砂
皿
伯
に
個
析
名
川
を
つ
け
て
い

L
JL
Jき
た
い
.
協
和
老
師
が
あ
れ

ば
災
鞘
か
あ
っ
L
J咋
な
ど
的
価
に

指
示
で
き
る
の
で
は
な
い
か
.

②
そ
の
他
地
区
の
今
後
の
朴
歯
を
示

し
て
い
L
IL
,き
た
い
.

③
川
和
町
の
土
木
部
林
所
の
跡
地
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
.

①
点
亜
群
用
地
区
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
｡
軒

一
は
､
ゴ
ミ
の
放
芯
対
淀

に
つ
い
て
､
那
二
は
法
面
保
領
に

つ
い
て
'
軒
三
は
災
沓
峠
に
土
地

を
瀬
す
場
合
､
他
人
で
は
な
-
土

地
改
災
区
ご
と
に
土
地
を
頂
す
方

法
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
.

⑤
幹
娘
泌
終
に
愛
称
を
つ
け
た
ら
ど

う
で
す
か
.

⑥
維
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
都
塵
経
過
連

結
協
地
金

の
取
り
拙
い
に
つ
い
て
､

今
後
代
袈
番
八
台
等
を
通
じ
て
地

元
と
臨
場
を
行
い
､
そ
の
採
光
を

捨
金
に
飾
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
､

代
衷
雫

H全
称
の
紳
庇
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
.

地
価
の
仲川
印
や
バ
ブ
ル
の
佃
横
な
ど

群
し
い
社
台
状
況
の
変
化
が
あ
り
ま

し
た
が
.
池
川
胡
瓜
び
に
性
比
の
皆

様
の
ご
労
力
と
こ
協
力
の
柿
北
､

一

定
の
成
g
(を
あ
げ
る
こ
と
か
で
き
ま

L
L
JQ
畔
-
感
触
叫
し
上
げ
ま
す
｡

さ
て
､
本
咋
九
月

二
十
九
日
､
区

画
整
理
耶
薬
に
つ
い
て
は
換
地
処
分

の
公
告
を
行
い
ま
し
た
が
､
土
地
利

用
の
状
況
は
い
ま
だ
半
分
程
度
と
な
っ

て
お
り
ま
す
｡
し
た
が
い
ま
し
て
､

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
耶
桑
の
目
的
に

沿
っ
た
魅
力
的
で
快
適
な
析
づ
-
り

を
進
め
て
い
く
L
Jめ
に
､
こ
の
析
づ

-
り
の
ル
ー
ル
を
枇
扶
し
て
い
-
必

挙
が
あ
る
･J
の
と
々
え
て
い
ま
す
.

【今
後

の
手
続
き
】

槌
米
､
折
づ
-
り
の
ル
ー
ル
に
拡

づ
い
た
仏
紙
は
､
土
地
圧
軸
濫
用
は

那
七
十
六
東
部
可
申
約
時
占
.で
析

つ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
､
換
地
処
分
の

公
告
に
よ
っ
て
こ
の
許
可
中
和
が
不

要
と
な
り
ま
し
た
｡

そ
こ
で
<
r･後
は
.
横
浜
柿
の
析
づ

[r
浜
市
街
づ
く
り
協
帆
辛
t
と
は
】

横
沢
巾
は
､
平
成
五
年
に
､
市
政

運
泊
の
長
期
析
針
と
し
て

T
ゆ
め
は

ま
2
0
-
0
プ
ラ
ン
｣
を
取
立
い
た

し
ま
L
i
J'
こ
の
m
LIg
で
は
.
横
浜

の
二
〇

l
O
年
切
の
釦
･M
し
い
生
活

他
と

術
の

姿
を
明
ら
か
に
し
.
そ
の

実
現
に
向
け
て
､市
民
と
行
政
が
バ
-

ト
ナ
ー

ソ
ノ
ブ
を
形
成
し
な
か
ら
.

快
適
を
都
市
局
項
を
別
遺
し
て
い
く

L
Jめ
の
方
常
を
示
し
て
い
ま
す
.
千

の
中
で
､
抑
粥
と
し
て
の
刺
使
性

･

快
逆
性
を
妬
め
る
L
Jめ
.
耶
心
.
新

横
浜
肺
心
､
削
抑
心
.
地
域
撫
･:
神

の
兼
備

･
軒
収
を
柵
地
し
て
い
-
と

と
J
に
､
地
域
神
性
を
生
か
し
た
郊

外
部
の
朴
鞠
的
な
熊
揃
を
池
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
.

こ
れ
を
受
け

横
沢
鞘
で
は
.
｢横

浜
市
析
づ
-
り
仏
紙
姿
朋
｣
に
よ
り
'

駅
周
辺
の
南
桑

･
兼
務
地
区
や
計
画

的
開
発
地
区
な
ど
都
市
政
染
上
韮
要

な
地
区
を
､
r折
づ
-
り
協
議
地
区
J

に
指
定
し
､
市
民
の
竹
様
や
企
薬
を

地
力

あふれる桝になるよ
う

な
こ

協
力

をお射~い
し

ています
｡

[姓

築
確

提
申

什

ま

で
の
協

j
E
]

地
物
の
川
途
･

形
態

叫
所
帯
に

上
り
協
は

窓

口
が

次

の

よ

う

に

な

り

ま
す
.

-

街

づ

く

り

協

▲

f
q用
対

魚

姓

集
抽

街

づ

-

り

仏紙要

網

に

基

づ

-

協

紙

(
誌

上

を済

ま

せ

て

か

ら

､

姓

薬

価

弦

小
柄
を
し
て
-
L
J

さい｡

i
J
だ

し

､
析

づ
く

り
協
･正

圧城

内
の
仏
英
物

に

つ
い
て
は
､
析

づ

-
り
協
淀

に
遊

づ
く
協
は

(
派
2
)

を
沸
ま

せ
て
か
ら
.

拙策
純

化

小

榊

をしてくださ
い｡この

場
合

､

析づ-り仏紙芽柳

に

雌

づ

-

辛

枕さは胡略

でき
ま

す

.

2

街づく
り
也

汁
適

用
対
象

外
連

葬
物(次

の

建

策

物

は

街

づ

-

り協法

要
糊

に

基

づ

-

脱

油

は

不

要
で

す.)

①
地

上

二

階

娃

以

下

の

戸

姐て神 碓
比
申
S
を
し
て
く
だ
さ
い
｡

【協
洪
窓
口
】

(戦
-
)惜
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
紋
都

祁
東
側
P
謙

℡
六
七

一
-
二
｣ハ
八
二

維
北
ニ
r]
-
タ

ウ
/
娃
設
祁

f
叶

℡
九

四
二
-
二
四
八

一

(
讃

2
)

･

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-
地
区

托
維
北
郁
市
棚
発
セ
ン
タ
I

℡
九
g
l三
-
二
四
七
〇

･
小
川

･
北
山
旧

仲
町
台
駅

前

セ
ン
タ
ー
.
ツ
ケ
叫
近
SE
セ
ン

タ
ー憎

北

二

zl-
タ
ウ
ン
姐
姫
相

]F<斤
t]
九
四
二
-
八
ヒ
五
三

二
<

3
)耶
筑
区
役
所
娃
策
諌

t]九
g
]八
-
二
二
九

1

八
双

1
)建
築
局
企
画
指

導
諌

℡
六
七

一
-
二
九
≡
二

く合同協議会資料)港北ニュータウン関連事業計画(抜粋)
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第
三
十
二
回

土
地
利
用
特
別
葬
具
会

平
成
八
年
四
月
三
十
日

は
じ
め
に
､
公
団
よ
り
平
成
七
年

度
ま
で
の
市
街
化
促
進
の
進
捗
状
況

と
平
成
八
年
度
の
市
街
化
促
進
の
方

針
の
報
告
を
受
け
了
承
さ
れ
ま
し
た
O

つ
づ
い
て
､
横
浜
市
よ
り
平
成
八

年
五
月
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
用
途

地
域
指
定

轡
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
Q

港
北
二
rJ
I
タ
ウ

/
地
区
で
の
今
回

改
正
の
主
な
ボ
イ
ン
I
は
'

①
住
居
系
地
域
が
三
種
知
か
ら
七
種

加
と
細
分
化
さ
れ
る
｡

②
住
居
系
地
域
の

-
部
で
苓
梯
孝
が

控
和
さ
れ
る
.

③
低
層
住
居
神
用
地
城
で
敷
地
両
所

の
叔
低
限
度
が
定
め
ら
れ
る
｡

と
の
説
明
で
し
た
｡

第
三
十
四
回
交
連
問
題
委
員
会

平
成
八
年
六
月
十
七
日

は
じ
め
に
､
交
通
局
よ
り
煉
浜
環

状
鉄
皿
の
平
成
九
年
度
免
許
取
得
を

EZE
指
す
祁
菜
経
過
の
鋭
明
を
受
け

取
説
ZT血
の
考
え
方
や
ル
ー
ト
の
決
定

に
つ
い
て
の
照
問
が
あ
り
ま
L
i
J｡

次
に
､
パ
ス
路
線
に
つ
い
て
平
成

八
咋
度
の
路
線
怒
偏
計
画
の
鋭
明
を

受
け
､
特
に
各
地
区
よ
り
セ
ノ
タ
1

南
方
両
へ
の
利
便
性
を
]=i
め
る
路
線

整
備
に
つ
い
て
の
要
望
を
し
ま
し
た
｡

引
き
拭
き
､
幹
線
道
路
細
の
整
備

に
つ
い
て
退
路
局
よ
り
各
路
線
の
整

備
状
況
の
挽
明
を
受
け
､
横
浜
上
麻

生
奴
や
宮
内
斬
横
浜
線
の
早
期
繋
備

に
つ
い
て
要
望
し
ま
L
L
J｡

代
表
垂
見
合

･

四
地
区
正
副
会
長
会
議

平
成
八
年
六
月
二
十
日

七
月
四
EB
に
開
催
子
宝
の
節
四
十

六
回
合
同
協
構
台
の
運
営
や
本
年
秋

に
帆
催
了
走
の
推
進
協
の
第
十

一
回

結
合
へ
向
け
て
の
台
紙
日
程
及
び
推

進
協
の
取
り
拙
い
等
に
つ
い
て
藩
紙

を
し
ま
し
た
｡

ま
i'

.

横
浜
地
iC
法
務
局
よ
り
不

軌
産
登

記

簿
が

l
時
閉
鎖
と
な
る
換

地
処
分
に
伴
う
不
軌
産
翌
妃
祁
務
の

取
り
扱
い
へ
及
び
横
浜
市
よ
り
換
地

処
分
後
･D
従
荊
ど
お
り
妨
づ
-
り
指

導
を
行

っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の

鋭
明
を
受
け
ま
L
L
J｡

総
会
運
営
委
見
合

平
成
八
年
七
月
十
九
日

は
じ
め
に
､
本
年
秋
に
予
定
さ
れ

て
い
る
推
進
協
軒
十

1
回
総
会
の
次

第

･
消
毒

怖
成

･
代
支
質
間
柄
日

･

地
元
役
割
分
担
等
の
捉
金
運
鴬
に
つ

い
て
項
目
ご
と
に
帯
紙
を
行
い
､
そ

の
内
容
に
つ
い
て
決
定
し
ま
L
L
J.

次
に
､
推
進
協
の
今
後
の
取
り
頒

い
に
つ
い
て
､
群
舞
局
か
ら
経
過
挽

明
が
行
わ
れ
､
各
委
員
･Li
り
意
見
を

帰
っ
た
結
束
､
次
の
代
衣
委
E3
全

･

四
地
区
正
副
合
皮
全
紙
に
て
取
り
ま

と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Q

第

一
地
区

那百八十回

平
成
八
年
五
;
二
十
七
日

一
､
仮
横
地
指
定
の
報
告

二
百
九
十
力
作

(千
百
四
十
二
画

地
)
の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
｡

二
､
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
港
北
地
区
の
換
地
処
分
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
L
J｡

三
､
施
行
名
限
り
の
処
坪
に
つ
い
て

の
諮
問

所
布
地
等
の
権
利
の
賓
B
L及
び
従

前
の
土
地
の
分
合
野
等
に
よ
り

襖

地
引
画
を
変
y
す
る
必
要
が
あ
る
域

令

の
施
行
召
限
り
の
処
理
に
つ
い
て

諮

問
が
行
わ
れ
､
佼
寒
に
同
意
す
る

旨
答
申
さ
れ
た
.

第

二

地

区

節
百
六

十九
回

平
成
八
年
五
月
二
十
三
日

一
､
今
綾
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
捲
北
地
区
の
換
地
処
分
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
L
J｡

二
.
施
行
名
限
り
の
処
理
に
つ
い
て

の
S
T=問

所
有
楠
等
の
権
利
の
変
哲
及
び
従

前
の
土
地
の
分
合
準
等
に

よ
り
､
換

地
即
画
を
安
態
す
る
必
要
か
あ
る
場

合
の
施
行
名
限
り
の
S
J確
に
つ
い
て

許
問
が
行
わ
れ
､
瞭
案
に
同
惑
す
る

旨
答
申
さ
れ
た
｡

公

団

で

人

事

異

動

住
宅
肺市整備公EElで人布a'

軌
が
あ
り
ま
し
た
｡

今
回
の
米
軌
で
新
L
Jに
推
進
協
議

会
の
ノ
ン
バ
ー
に
な
ら
れ
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
｡

都
兼
部
長

福
相
治
郎

安

全

協
議

会

開

催

第三十二
屈港北
こrl
-
タ
ウ
ン

建
紋
安
全
管
理
連
結
協
組
合
が
八
月

二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
L
L
'｡

台
紙
に
は
推
進
協
各
地
区
全
長
を

は
じ
め
横
沢
市
､
住
宅

･
都
市
整
備

公
団
及
び
所
軒
脊
群
甥
の
各
委
HH
が

出
席
し
､
工
率
の
安
全
甘
周
や
防
災

対
苅
等
に
つ
い
て
の
悪
鬼
交
換
が
あ

り
ま
し
た
｡

視

察

7

3

日
本
共
産
党横

浜
市
委
代
金

8

28

大
版
肘
池
田
市

街
づ
-
り
協
絶
食

三

月
末
の
土
地
区

画

雅

理

非

恭

造

成

工
率
の
終
了
に
伴
い
.

タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
地
区
内
の
土
地
利
用
も
摘
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
｡

四
月
以
降
八
月
末
ま
で
で
､
南

･

北
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
合
わ
せ
て
､
店

舗

･
和
稚
所
を
中
心
に
約
四
十
件
の

述
案
が
巾
耶
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
i
J.
地
区
内
の
椋
と
な
る
公
共

施
設
な
ど
･,D
､
鮭
編
に
向
け
て
枝
村

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

セ

ン

タ

ー

南
･
北
駅
舎
の

店
舗
利
用

セ
ノター南
北両駅合
の
有
効

利用計
画
に
つ
い
て
は

本
妖
平
成

八
年

一
月

へN

o

一
二

〓

号
で

も
ご
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
す
が

ま

る
八
円
十
九
日
に
㈹
桃
さ
れ
た

｢
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
折
づ
く
り
協
定

遷
宮
委
C;
含
｣
に
お
き
ま
し
て
､
駅

舎
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
炎
体
的

な
店
舗
仰
牧
計
画
が
報
告
さ
れ
､
今

後
こ
の
那
画
に
基
づ
い
た
工
恥
が
進

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

他
意
迷
態
委
凸
全
で
の
報
告
に
よ

り
ま
す
と

開
設
さ
れ
る
の
は
､
七

/
タ
-
両
駅
で
は
､
三
桁
に
S
=店
と

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
.

一
階
に

鈍
行
､
7
7
-
ス
ー
7
-
ド
､ド
ラ
ソ

タ
ス
-
ア
ー
の
刑
5
店
舗
｡
ま
た

セ
ン
タ
ー
北
駅
で
は
､
WM触
下
を
利

用
し
L
J
ペ
7
-

･
ン
n
y
プ
と
の
こ

と
で
す
.
セ

ン
タ
1
南
･
北
両
取
と

J
平
成
八
年
度
末
の
桝
店

を
目
指
し

て
い
ま
す
｡

別
画
ど
お
り
に
店
舗
が
開
設
さ
れ

れ
は
.
セ
ン
タ
ー
前

･
北
両
駅
は
'

恥
な
る
地
下
鉄
の
駅
舎
と
い
う
だ
け

で
は
な
-
､
乗
降
客
の
利
便
性
か
向

上
す
る
と
と
も
に
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

の
頗
わ
い
を
促
進
さ
せ
る
丑
要
な
施

設
と
な
る
こ
と
で
し
･.1
う
｡
今
か
ら

そ
の
完
成
が
楽
し
み
で

す
｡

･な
お
.
し
は
ら
-
の
間
は

エ
司

の
た
め
に
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
る
か
J
知
れ
ま
せ
ん
が
.
有

余
か
つ
仙
術
に
工
恥
が
進
行
す
る
よ

う
'
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
｡

北

部
地
域

中
核
病
院
の

整
備
に
向
け
て

今年五月に和英
王体
である昭

和
大
学
へ
棟
浜
市
医
師
会

横
浜
市

の
三
宅
で
排
成
さ
れ
る

｢北
部
地
域

中
桟
総
合
病
院
過
給
協
組
合
｣
に
お

い
て
基
本
計
画
が
ま
と
ま
り

典
体

的
に
北
部
地
域
中
桟
痛
院
の
整
揃
に

野
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.
令

年
度
は
､
昭
和
大
串
が
基
本
訣
別
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
｡

北
部
柄
院
は
､
津
南
ほ
の
消
B
l仝

横
浜
i=
向
部
捕
捉

(昭
和
五
十
八
ylー

州
院
)
､旭
区
の
聖
マ
り
ア
ン
ナ
医
科

大
′TT
横
浜
市
西
部
柄
指

(昭
和
六
十

二
年
帆
院
).
港
北
区
の
横
浜
労
災
病

院

へ平
成
三
年
洲
院
)
に
耗
-
第
四

蘇
cEE
の
地
域
中
桟
弼
院
と
な
り
ま
す
｡

姓
本
計
画
の
内
容
は
､
診
環
横
能

に
つ
い
て
は
､
地
域
中
桟
粥
院
と
し

て
捕
穣
的
に
地
域
の
鹿
瀬
機
関
と
連

携
し
.
充
美
し
1
J二
次
俣
軒
を
行
う

と
と
･D
に
､
f=
度
医
蝶
と
し
て
三
大

死
亡
原
因
で
あ
る
ガ
ン
､
心
疾
爪
3

脳
血
管
疾
忠
に
対
応
す
る
給
源
機
能

の
莞
偏
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
｡

ま
た
､
特
殊
診
頒
機
能
と
し
て
老

人
性
痴
呆
疾
爪
J治
蝶
や
楳
和
ケ
ア
な

と
に
取
り
組
む
と
と
も
に
､
救
急
歴

瀕
に
つ
い
て
は
､
二
十
四
時
糊

三
百

六
十
五
日
広
範
体
制
の
二
次
救
t.jJ医

瀬
を
実
施
し
､
j;
民
の
利
得
に
応

え

る
柄
院
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
｡

弼
床
枕
蚊
は

一
般
語
痴
機
能
と

し
て
五
百
味
､
特
殊
皆
瀬
梯
能
と
し

て
百
五
十
床
､
全
体
で
六
百
五
十
床

を
計
画
し
て
お
り
､
市
内
で
も
磁
大

規
校
に
な
る
見
込
み
で
す
｡

姓
.,*
地
は
､
都
筑
区
捻
合
庁
舎
の

近
く
t
だ
合
公
閲
の
南
側
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
｡今
様
の
現
偏
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
.

今
年
度
は
基
本
設

計
を
行
い
､
そ
の
後

実
施
設
計
を

経
て
､
塊
紋
工
率
に
野
手
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
｡

今
後
と
も
､
Dr
期
に
開
院
で
き
る

よ
う
.
串
薬
玉
体
で
あ
る
昭
和
大
学

を
始
め
､
関
係
機
関
と
十
分
調
整
を

図
っ
て
い
き
ま
す
｡

都

筑

警

察

署

早
期
建
設
促
進
協
難
会

発

足

七
月
二
T･二
日
に
那
筑
区
役
所
に

お
い
て
同

協
議
全
の
設
立
捻
全
が
仰

催
さ
れ
ま
し
た
｡

協
純
金
全
長
に
は
'
都
筑
区
連
合

町
内
会
自
治
会
の
金
子
保
全
長
が
選

出
さ
れ
､
今
後
､
督
.T
;君
の
早
斯
整

偏
に
向
け
て
､
関
係
横
間
に
対
す
る

眺
仰
活
動
を
行
う
こ
と
な
と
､
基
本

活
軸
方
針
に
つ
い
て
確
詑
さ
れ
ま
L

L
f｡

区 役 所 周 辺 整 備 状 況

次号は9年3月に発行予定です ′
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咋
咋
九
月
の
土
地
区
内
整
雌
耶
発
の
換
地
処
分
公
悠
に
よ

り
､
昭
和
四
十
坤
の
柵
怨
の
発
袋
か
ら
三
十
有
余
年
を
蛙
て
､

維
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
辿
設
耶
腰
は
､
大
き
な
節
EED
の
坪
を
迎

え
ま
L
i
J｡
こ
の
間
.
滋
稗
に
わ
た
り
恥
弟
経
過
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
地
元
の
借
株
に
探

-
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
横
浜
市
の
郊
外
部
が
急
速
に
乱

.一

.ー

榊
発
さ
れ
る
中
で
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
琳
菜
は
'
計

幽
的
に
人
口
を
携
辞
し
'
都
市
と
長
英
と
が
訊
和
し
た
新
し
い
術
を
炎
硯
す
る
た
め
､
｢乱
例

発
の
防
止
/

｢都
市
成
典
の
確
立
｣.
r粥
氏
参
加
の
ま
ち
づ
-
り
｣
を
遊
本
理
念
と
し
て
柏

げ
ス
タ
ー
-
し
ま
し
た
｡
こ
の
問
､
和
合
蛙
肺
･2
於
の
文
化
等
の
閉
雛
な
課
伯
に
対
し
､
地

元
'
柵
的
耶
及
び
は
宅

･
都
祁
光
僻
公
団
か

l
体
と
な
っ
て
､
熱
心
な
肘
は
と
羽
毛
を
正
ね
､

耶
典
の
経
過
に
射
め
て
ま
い
り
ま
L
L
J｡

今
=
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
へ
の
大
梨
珊
典
鬼
没
の
地
山
を
は
じ
め
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

金
城
へ
の
様
々
な
企
菜
の
研
究
所
顎
の
立
地
や
住
宅
の
地
紋
な
ど
多
様
な
機
能
が
組
合
し
た

術
の
姐
牧
が
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
｡

･zJ.nq盤
兼
備
神
苑
は
､
収
束
を
迎
え
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
析
づ
-

り
の
両
か
ら
み
ま
す
と
.
雌
浜
環
状
鉄
血
の
早
期
串
菜
化
や
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ

に
よ
る
街
の
執
成
な
ど
残
さ
れ
i
J課
蛸
に
つ
い
て
は
､
今
後
へ
よ
り

一
層
の
努
力
が
必
要
と

な

っ
て
お
り
ま
す
｡

私
は
､
引
き
耗
き
地
域
の
皆
様
と
力
を
食
わ
せ
て
､
横
浜
市
の
別
布ー

心
と
し
て
'
こ
の
埼

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
次
の
牡
代
に
誇
れ
る
先
進
的
な
街
と
な
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
､
よ
ろ
し
-
お
怖
い
叫
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
九
咋
三
J

戚

筈

長

鳥
呑
舟
信

当
公
団
が
昭
和
川
十
四
年
の
川
地
月
収
以
来
進
め
て
ま
い

り
ま
L
L
J撚
北
那

L
.郊
二
地
区
の
土
地
区
画
並
埋
都
塵
は
､

昨
年
九
月
の
換
地
処
分
公
告
を
も
っ
て
収
束
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
'

こ
れ
ま
で
の
間
､
地
元
の
皆
様
に
は
､
大
変
ご
苦
労
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
､
皆
様

1
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
'
は
じ
め
て
こ
の
大
群
菜
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
､

こ
こ
に
探
-
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

私
と
l
公
用
は
､
金
団
で
約

三

1F
:七
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
都
爪
帆
稚
祈
糸
を
手
掛
け
て
き
て

お
り
'
ま
L
J.
阪
神

･
淡
路
i
(衣
災
の
視
興
耶
炎
J
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
i
lL
)
い
て
お
り
ま

す
が
､
研
づ
-
り
に
お
い
で
放
廿
な
の
は
､
肌
が

安
全
か
つ
快
適
で
あ
る
1
.め
の
耶
市
兆
鮎

を
し
っ
か
り
つ
-
り
上
げ
る
こ
と
｡
そ
し
て
析
づ
-
り
の
‖
膿
を
側
係
名
が
粥
和
し
'
そ
の

It<
税
に
向
け
て
協
刑
し
て
い
-
こ
と
で
あ
り
ま
す
.

雌
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
(
･
;
の
姿
に
至
っ
た
の
は
.
終
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
抑
弟
樵
逝
迎
綿

仏
経

全
の
所
軌
を
は
じ
め
､
地
元
の
竹
城
と
槻
浜
iE
.
公
印
が

1
体
と
な
っ
て
耽
り
机
ん
で

き
た
成
非
で
あ
り
､
我
が
国
の
今
後
の
析
づ
-
り
の
大
き
な
指
雌
と
な
る
こ
と
と
碓
倍
し
て

お
り
ま
す
｡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
姿
も
公
租
､
校
正
な
ど
に
よ
る
街
の
骨
格
か
出
来
上
が
り
､
絞
==出
か
な

空
附
が
形
成
さ
れ
､
す
で
に
､
七
万
八
千
人
の
方
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
｡
公

団
と
し
て
は
.
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
の
横
浜
市
の
副
耶
心
と
し
て
の
成
長
等
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
よ
り

一
層
の
苑
鳩
に
向
け
て
､
労
力
し
て
い
-
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

こ
の
油
北
ニ
rI
I
タ
ウ
ン
が
､
住
む
<
が
叫的
り
を
持
ち
､
妨
れ
る
人
が
帯
び
を
感
じ
る
紫

-=
ら
し
い
的
と
な
る
こ
と
を
念
斬
い
L
JL
ま
す
｡

平
戚
九
年
三
月

住
･
.u･
郎
ポ
*
.鵬
公
川
捻
北

牧

野

徹





港北ニュータウン事業年表
事 Jt 内 容

2

7

6

7

5

6

8

8

2

相

5

7

8

1

2

3

10

12

10

2

9

4

日

3

日

9

3

4

2

9
10

3

8

6

LL,

3

4

日

1

3

59

60

飢

62

元

2

3

4

LL,
6

7

市の六大群集の一つとして､港北ニュータウンTf-画を苑教

書馴ヒニュータウン計画地元規明

稚北二11タウン閃苑対究tal敗会発足

片浜市.椎北ニュータウン連投事務所開設 (港北区菊名Ir)

土地区東亜理3(東区域を都市計酉決定｡公団､用地取締に着手

連投大乱 公団へ土地区画整理事桑の特許

公BL 稽北棚兄事稚所設定 (扱区荏田rr)

広租放 ｢港北ニュータウン｣別刊

並本牧甘I地元tRFTJl合川1始

新羽 ･大熊A薬称用地区竣工

基本計画 (来)〔市]､串桑計画 (莱)

･BL行規程 (案)[公団]地元fJL明開始

横浜市.基本ltiilを決定
■ 』

連投大乱 Jt行加程 ･事典計画を1芝可.工事書手

維北ニュータウン地役都務所､地区内へ移転 (鰭北区肪tPT)

土地区幽並現琳三七金充足

｢特別な用地｣の小出術宏規明含実施

†馴じニュータウン琳燕推進連括他紙金発足(FM発対究協1枚金を改Iu)

先行必成他への仮投住宅移+云開始

公団､姉二地区仮換地の供覧

公臥 祈一地区仮横地の供覧

先行造成地への-A:接#転開始

那 l回収換地棉定

土地利用計画に合bせた用途地域地区

の焚yl棉定

那 1次供用FNl始 (耶二地区 約100ha)

新補的元石川鰍M通

芥二地区析びらき

公的兆令住宅節 lぢ入居開始 (かしの

*台-イツ､しいの木台-イツ､みす

さがj:T..けやきが丘)

:e地分化IM始

現JR耶兼r.'l都筑工場楳軌.余熱利用施設r都筑ふれあいの丘｣IM牧

芥 1回1馴ヒニュータウンまつり開催

土地利m朴朗を兄証し

(多機能搬合冊717への転換)

t8軟Bt牧那 l別射奴 (リコー ･ナムコ)

祐遭鉄iK三43-般肴工

仮汁井の'ABt

継北ニュータウン行政サービスコーナー朋設 (港北区茅ヶ叫Il')

姉一･地区析びらさ

E]古元石川搬I机由

タウンセンターIJll苑推進仏紙会発足

手馴 じニ1-タウン行政サ-ビスセンター開設 (従盤の行政サービス

コーナーを出光)｡同所に港北ニュ-タウン姓祝辞聯所移板

前並鉄池三号綴IHiiJ

公斑港北rM苑局.地区内へ移転 (操区荏田東)

手酌 ヒニ1-タウンまちづ くり館開館

r都筑区JkLJ:

LX的7Ti炭火博物柑帆船

中央地区土地区画乾理妙薬区域を

都市仰向決定

地域冷暖Lgプラント稼働

邦三方(浜風皿榔筑インタ-チェンジ開通

住冊織女耽センター ｢-ウスクエア横浜｣開設

都筑区捻合庁合.薬務開始

dt映市嘉内水杯洗放牧 (仮称)苛工

中央地区施行仇樫 ･事業町両のた可

大壌 ･戎肝土遺跡公園一部公洲

耶二地区共同化兼聯街区着工

(酉術東私有ye店)

節一 ･軒=)tb区換地処分公告

llI央地区起工式

沖北こ1-タウン斗一茶推進遠路協紙含解散

徽 義 ニ





捲

北

ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
中

井

推

進
連

絡

脇
捕

食
第

十

1
回
総

合

が
､
平

成

八
年

十

1
月

二
十
九

日

(金

V

r
榔

筑

地
区

セ

ン
タ
ー

)
体

g
=
相

で
朋
化

さ

れ
ま

し

た
｡

当

E
は
'
横

浜

市

か
ら

は

Ⅴ川
秀

柿

滋

が
公
務

の
L
}
め
急
き

上
山

価

で
き

な

-
な

り
ま

L
L
J
が
､

小

椋

助
役

をは
じ

め
関
係

LT
及

･
部

Ey

ま

た
､

住

宅

･
折

柄
姫
鵬

公
団

か

ら
は
牧

野
捻
瓜

･
下

m

qー
恥

を

は

じ
め

搾
北

側
邦
指

先

部

戊

及

び

地
元

地
柵

省

な
ど
約

円

八
･i
･名

が
相

順

し
ま

し

1
J｡

捨
金

は
､

山
本

斯

m

地
区
金

成

の
司

会

巡
行

に
よ

り
始
ま

り

､
ま
ず

､

戊

沢
協
場

合

合
成

(rt
祝

は

皮

)

の
㈹
合

の
あ

い
さ

つ
が
あ

り
.

披

い
て
米

菓

と
し

て
.

EZ
男

市

成
代

哩
小

椋

助
役

及

び
牧
野
総

裁

の
あ

い
さ

つ
が
あ

り
ま

L

L
)｡

次

に
､

正
副
油

娘

の
過

3山ー
が
行

わ
れ

.

良

沢
合

成

･
金

子
協
議

会

副
会

長

か
そ
れ

ぞ
れ
遇

出

さ

れ
ま

L

L
J｡

韻

都

で
は
J
長
沢
全

長

か
ら

｢
協
議
会

の
楕
勤
報

告
｣
､
清
水
横

浜
市

都

市
計

画
局

滋

か
ら

｢
終
北

ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
縫
紋
串
菜

の
経
過
及

び
今
後

の
見
通

し
/
杏

藤
住
宅

･
郎
市

髭
鯨

公
同
港

北

開
発
局
長

か
ら
｢
土

地
区

画
整
鵬

耶
英

の
蛭

過

し

に

つ

い
て
そ
れ

ぞ

れ
報

告

が
あ

り
ま

L

L
J｡

こ
れ

に
対
し

て
､

地
元

川

地
区

を
代

来

し

て
金

子
小

川

池
尻
合

点

か
ら
代

超

狩

川

が
行

わ

れ
､

械

折

市

･
公

EE
Jか
ら
答
弁

が
あ

り
ま

し

た
｡

枚

い
て
､
恥

鞘

LT
か

ら

r
脇
捕

食

の
取

り
拙

い
｣

に

つ
い
て
､

代

公
賓

ハ

全
称

に
お

け
る
肘
紙

の
蛙

紺

を

抑
ま

え
'

本

捨
金

を

も

っ
て
協

は
食

を

解
散

し
た

い
i);
の
拙

寒

が
行

わ

れ
､

了
L<
さ

れ
ま

L

L
J.

こ
れ

に
よ

っ
て
､

長

年

に
わ

た

り
群
発

の
推

進

に
大

き
な
役

制
を

光

L
J
し

て
き

L
J当
払
純

金

は
､

(
･
回

の
捨
金

を

も

っ
て
解
散

す

る

こ
と

に
な

り
ま

L

i
)｡

そ

の
後
､

徳

江
山
内

地
区

副
食

長

に
よ

る
決

法

文

の
朗

琴

召

沼
都

m

地
区
全

長

に
よ

る
関
金

の
あ

い
さ

つ
に
よ

り
総
合

を

終
え

ま

し

た
｡

捨
金

終

了
後

に
は
懇

親

会

が
催
さ

れ

､
長

沢
全

長

の
閉
合

の
あ

い
さ

つ
に
耗

き
､
米
案

の
小

椋

助
役

･

下
田

哩
布

､

些

九
を

代

袈

し

て
竹
木

山
内

地
区
全

長

の
あ

い
さ

つ
の
後

'

長

き

に
わ

i
J
つ
た
耶

非

の
背

･R
許

や

思

い
出
等

に

つ

い
て
な

ご
や

か
な

秋
根

が
枚

き

ま

し

た
｡

船

級

に
川
九

中

川

地
区
別

全

長

の
閉

合

の
あ

い
さ

つ
に
よ

り

終

了
し

ま

L

i
,.

な
お

研
究
部
全
の
姓
合
点
地
利
川
協
定

の
た
め
の
方
双
に
つ
い
て
泣
沈

授
け
が
行

運
･･I
連
結
仏
紙
全
は
･.1
jf
の
目
的
を
瓦
.C
果

わ
れ
ま
し
た
.

I;Jし
た
の
で
､
休
金
と
す
る
,)と
に
し
ま
し

耶
折
化
促
進
熊
と
し
て

兆
e
e
=も
の
姓

h
J.

牧
神
を
促
地

耶
長
所
宵
の
施
蚊
ん
ー蛸
致
す

仙

女
通
関
伯
畢
ハ
仝

る
と
と
･･D
に
施
牧
の
岨
牧
神
を
促
過
し

】

{捕
浪
Ef
状
は
止
｣T
T
パ
ス
払
挽
/

r仲

川
の
肋

の純
化
化
及
び
小
机
化
Q
,は
る
と
の

般
娼
gE
t
}
の
岨
1

枚
;
か
け
わ
れ

耶

挽
i
:が
あ
り
t
SL
･.I+

兵
の
他
姓
に
つ
い
て
#
Ⅶ
し
ま
L
L
;J.

よ
t.J'
収
打
川
地

(e
E
浜
川
り
税
の
LL
抑

制

比
3
粧

'5
枚
_･r車
上l
公

虫
将に
苅
す
る
よ
っ
処
分
を
碓
Si
し
て
い
L
.

絡
北
-ニ

ー
タ
ウ
ン
;
i
=
q
l耶増
介､刑
的

上

地〉
に
つ
い
て

は
択
Ef
胡
鉄
血
へ‖
･T3
1

翁
を
ん
と
に

r
町
割
り

即
然
し
を
小
U
に

小
山
悶
)
の
免
jt
の
斗l
村
畔
+
Jl
つ
て
嫌
拭

払
代

検
打
を
行
い
よ
し
.～.

を
塀
除

L

粥
析
化
の
た
め
活
用
す
る
旨
の

仰

土
地
胡
州
特
別
串
良
仝

提
案
が
横
浜
市
と
公
用
か
ら
あ
り

了水
さ
れ

よ
に

r港
北
ニ
r]
-
タ
ウ

/
の
は
f
:化
し

ま
し
た
.

港

北

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

建

設

事

業

桐

の
経
過
及
び
今
後
の
見
通
し

潤

港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
事
業
推
進

連
絡
協
議
会

の
活
動
経
過

前回の捨金以降の確並仏紙金
の活勤

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
.

1

4
)向
協
甘
余

市

公
和
布
か
ら
事
典
の
神
妙
状
況
等
の

税
印
汲
5
各
吋
門
並
HH
全
で
の
検
日
比
兆
の

軸
t=1帝
暴

け
て
岨
紙

状
Z;
せ
け
･LTl
つ
た

よ
なホ
S
Zは
次
の
と
お
り
で
す
.

1

打
咋
収
の
丘
状
エ
小
の
遡
抄
状
況
及

び
朴
尚

2

令
年
収
の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連

ポ
弟
の
並
捗
状
況
及
び
什
個

3

各
耳
E=香
血
合
等
の
活
削
状
況
及
び

横
付
.J
i果

1

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
弗
推
進
連
抵

仏
紙
食
の
取
り
漣
い

2

代
車
垂
▲
金

合
同
仏
紙
全
と
各
地
区
仏
紙
仝
及
び
外
将

門
香
凡
食
と
の
漣
枯
■
P
IA
J行
い
､
☆
洞
岨

t
金
で
の
横
付
事
切
.柵
違

令
の
L
i叫
.

逆
井
特
に
つ
い
て
岨
托
し
て
さ
ま
L
i
.I

3

下
問
EEl金
JE

如
仰

(爪
先
区
遇
出
の
娘

叩
仝
稚
爪
)

に

刈し
稚
北
こ
.I
-
タ
ウ
/
開
溝
i8
兼

土

地区
内糞
班
林
業
の
遵
抄
状
況
と
計
由

布

の
理
解
を
縛
る
と
と
l
に

事
集

へ
の
肋
吉

と
持
井
を
お
れ

い
し
ま
L
i
J'

4

書
∩
畢
Å
会
及
び
研
究
中
会

川

小
■
H
EI
壬
‖
令

姉
十
州
の
活
軸
方
針
と
し
て
r捕
.S
丘
状

銭
並
の
串
抑
平
井
化
J
,血
仮
工
事
及
び
F

蓋

牽

.,歪

丁
祁
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ルと今彼の的づ-りの進
め
方
｣を
中
心

に
協
は

根
付
し
ま
し
た
.

伏
州
側
妹
什
所
や
土
地
仙

川
杓
に

つ
い
て

公
娼
の
税
制
を
空
け
7
本
し
ま
L
i
L.

ま
た
､
<
政
見
や
ヤ
叱
S
JJ
虹
香
上ー
食
と

合
同
で
硯

瑞軒
仕
を
け
い
よ
し
t
=J.

そ
の
他
､
関
連
耶
典
の
仙
<.=A
J費

目よ
し

1
''切

付
は
〃
取
香
山
合

邦十
期
の
砧
仙
ガ
針
と
し
て
{迎
虎
に
不

の
Etと
朋
完
成
と
貰
全
州
無
｣.
r上
地
は
州
の

促
進
し
r拝
所
FS
状
放
止
の
祁
薮
化
促
進
L

r供
用
帆
姑
に
婿
rJ
で
の
刈
煎
｣
を
申
し
に

岨
ー

･
検
Z;
+
JL
ま
し
た
｡

今
後
の
土
地
砥
用
の
参
考
と
す
る
tLl
め

脚
･h#
溌
艶

の
f
事
の
挽
朋
を

発
け
捕
見
な

封
嫌

が
あ
り
よ
し
t
ZJ

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
帯
の
叱
ら
上
tr
の
●
■つ

に
す
る
L
Jめ
.
耶
農
〃
飢
頑
ハ
公
と
介
同
で

苦

れ
の
慰
比
卯
ガ
ー
ナ
/
プ
レ
イ
ス
へ
比
和

研
は
を
行
い
よ
し
た
.

仙

d
(姦
刈
双
奄
出
金

今
ii
の
純
如
方
針
を
｢ま
ら
づ
-
り
と
明

和
L
t
;J耗
■
研
究
J
r供
用
槻
妹
に
絹
え
て

の
対
苅
/

r造
成
工
中
上
の
対
許
し
と
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
.

農
地
の
榊
左
沢
尾
帆
に
つ
い
て
旺
叩
を
受

け
所
苑
な
す
任
せ
け
い
よ
し
i
J.

祁
純
良
裳
の
<
り
ガ
や
今
後
の
批
づ
く
り

の
事

号
に
す
る
tZ
の
.
器

小爪
の
<
き
･a
野

TE
と
丘
州
印
へ
収
桝
析
作
を
け
い
ま
し
た
.

-

交煮tt系
の尭7

【川
的
府
城
放
血
l

‖
hn
-
小
山
例
は

平
成
七
牛
虻
に
突
通

E
が
中
英
上

作と
な
り
､
鵜
U
的
な
内
訳
を

行

い
早
i
･刷
粟
に
向
け
て
､
<
年
度
内
の

免
許
小
爪

九
年
度
の
免
押
収
相
を
目
指
し

ま
す
.

一
ハ
ス

dz耕
】

地
場
の
叔
qEk.変
化
に
(
=J;
せ
て

称
掛
の

拡
光
点
将
を
川
り

1
-
0
双
紙
JE
印
税
A
J

一
剤～
托
払
k
虻
し
確
t
〟it
什
並
か
ら
体
現
QSZ

枚
蹄
へ
の
判
催
しn
向
-
告
別
り
ま
し
た
.
地

_丸
内
は

叫
瓜
L
三
iE
也
で
五
百
i
)十
五
回

付
度
の
運
yIL
北
牝
で

す.

作
別
所
の
上
3
=･a
佃
却
析
枚
し
.
北
枕
内

食
体
で
六
十
か
所
と
な
り
ま
L
L
Jt

平
成
八
年
度
は

73
品
拭
川
和
叩
娃
=
の

熟
操
を
中
山

釈
北
口
か
ら
納
ロ
へ
握
終
点
を

変
a
L
3
0
LI,
系
淡

の
増
便
や
鼓
中
世
長
を

実
施
す
る
か
肉
で
す
｡

(･
牧

地
域
の
開
花
状
況
を
考
止
し
な
か

ら

枯
淡
の
威
光
穎
輔
に
究
め
ま
す
.

r
I三

野
幹
繰
q
払
-

抽
北
ニ
1
-
タ
ウ
/

凹足
批
格
は
､
-
二

肺
塊
で
関
連
机
仙
祁
分
の
ほ
蝿
見

目的
四
三

キ
ロ
ノ
ー
-
ル
<
り

3
t
･
小

三
i九

･ハ
キ
ロ
ノ
ー
-
ル
が

～成
し

､
滋
婿
雅
は
約

九
卜
二
バ
ー
セ
ノ
ー
で
す
.

仰
げ
浜
九
石
川
蚊
を
は
じ
め
八
払
淡
が

既

に
完
放
し
供
用
し
て
い
ま
す
.

現
在

日
吉
元
石
川
扱

採
決
上
麻
生
採

丸
子
中
山
牙
ケ
V
繰

佐
江
戸
北
山
;
操
の

丑
価
を
行
っ
て
い
ま
す
.

2

&
合
性
宅
の
杜
投

は
的
施
政
の
排
致

■
【鵜
人
目は
宅
】

牧
瀬

ま
で
に
約
八
-
九
C
1
が
供
ii
さ
れ

的
L･P千
九
t;
L
の
e
:む
が
止
蚊
申
又
は
什
内

申
で
す

.

今

は
､
事
様
な
化
で
肌
Lj
を
h
い

人
目

諾
軒
を
促
過
し
･M
す
.

【接
的
施
設
l

現
在
ま
で
に
三
十
六
の
研
究
所

研
僕
柵

帝
が
開
設
さ
れ

さ
ら
に
､
四
Je牧
が
遡
出

を
決
･止
し
て
お
り
､
批
准
姓
奴
小
又
は
杜
蚊

弛
倫
小
で
す
.

(
･彼
､
l
り

姦

な
他
校
を
S
放
し

]

凧
の
公
開
人
口
の
碓
服

地
城

の捕
¶
化
に

焚十
･g
比
牧
の
叱
地
を
沈
め
よ

十.

【cATV】

平
成
<
中

二

日

米に
は
上
地
即
抑
憶
相
即

典
は
蛾
の
金

城

に

お
い
て
M
送
状
サ
ー
ビ
ス

の
秩
州
が
可
能

と

な
り
ま
し
た
.

3

公
d
l施
投
書
の
整
g

t小

中
学
校
】

こ
れ
ま
で
に
小
¥
佼
九
校

中
学
は
四
校

が
仰
佼
し

現
在

郡
長
小
竿
佼
及
び
南
山

‖
小
学
校
が
平
城
九
咋
e
.月
の
開
校
に
向
け

娃
牧
_It
で
す
.

(
･強

･,.IP
姓
汝
の
仰

伸を
･t.
な
が
ら
桝

放
校
の
九
枚
矩
伯
を
止
の
ま
す
.

t公
田

運
i
瓜
叫
】

瓜
的
公
和
は
､
地
比
公
個
と
し
て
こ
か
所
､

近
SE公
糊
と
し
て
と
か
蹄
な
ど

増
朴
ヒ
十

か
所
.
約
六
T

八
八
へ
タ
タ
ー
ル
が
は
浜

iE
に
揮
辞
さ
れ
て
い
ま
す
.
<T･複
甲
奴
十

年
度
ま
で
に
､残
り
の
都
市
公
附
の
祥
管
を

進
め
て
い
-
干
左
で
す
.
控
合
公
問
は
､
平

鹿
十
d
･皮
上
り
ii
次
公
印
す
る
FT･
足
で
す
.

J
た
､
運
動
広
棚
は
八
か
所
す
べ
て
の
用

地
i
=
収
そ
.尤
√
し
て
い
ま
す
.

l行
政
推
牧

北
価
地
は
小
は
捕
捉

柑

壮

jt
汝

･
鮭
妃
仲
的
爪
粁
外
熊
は

Ef･.内
水

純
他
は
叫

書
軒
軒

i5(ホ
】

IL
政
経
は
け
.
Ⅸ
址
の
利
他
を
M
る
t.}め

尻
役
満

悦
等
什

公
仝
隻

･
t
S
竹

岡

野
付

■
政
ホ
接
沖

光
来
仙

川所
を
控

L
i
.挿
茶
区
総
介
PJ;分
か
甲
佐

iJや
MH
か

ら
実
株
を
附
枯
し
ま
し
た
.
旧
庁
(
=は

渚

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
姓
奴

ホ類
所
が
使
用
す
る

ほ
か
水
止
L17
柿
茨
特
集
所
が
剛
所
し

川
和

町
か
ら
胡
式
土
木
耶
結
締
が
作
拒
し
て
開
所

し
ま
し
た
+

我
林
地
は
小
は
桝
iS
は

戚
本
町
朗
が
ま

と
ま
り

昭
仰
火
･jL
が
鵜
*
投
打
に
廿
申

し

ま
す
.
]
血
栓
似
仙
旭
と
持
株
抄
出
稚
佃

の

仝
j
:で
六
TF
九
十
嫌
を
什
fE
し
て
い
ま
十
.

i-枚
と
･J
.
=i
ii
州
税
に
向
け
て
附
仏
｣珊
閃

JJJT
q
J
,q
t
･t
T
.

福
祉
施
牧
は

r中
川
朽
促
g
=胤
(仮
称
))

が

今
年
度
内
に
完
成
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
.
新
た
に
r茅
ヶ
崎
筋

l
保
市
岨
(仮

称
一L

r罪
ケ
V
那
二
保
帝
阻

人伝
称
)｣
の

蚊
lt
に
才
子
し
ま
す
.
加
斗
原

t
T
u
で

地
S
tケ
ア
プ
ラ
ザ
の
投
打
に
新
手
し
ま
す
.

什
浜
鞘
磨
火
仰
柵
相
即
外
九
枚
r人
収

■
J
E上
■
J
.{山州
)
1'
/
'

qr'
⊥
q

a
;を
比
〃
し
､
SE
柁
す
る
収
的
梢
師
火
付
紬

輔
と

l
体
的
泊
州
を
回
る
施
設
と
し
て

平

成
八
年
度
巾
に
は
公
川
全
件
の
空
海
を
弁
え

て
全
面
仰
刷
す
る
了
･N
で
す
.

柵
折
抑
…刊
3
:水
泳
規
は
棚

(仮
称
)
は

m
m
婚
爪
に
ふ
さ

わしい
.乱
川
水
淋
放
伐
叫

とし
て
較
仰
し
'
平
成
L
JF
九
;

に
開
化
さ

れ
る那
力
卜
三
阿
川
2
E作
¶
大
公

t奈
川

大
公
に
お
い
て

水
泳
止
Il
金
城

【
ン
/
タ

ロ
ナ
イ
ズ
ー
ス
イ
ミ
/
グ

水
球
)
と
し
て

他
州
さ
れ
ま
す
.

腎
照
射
は

祁
筑
区
連
4
:町
内
令

E
i=金

台
･iZ(名
で

関
係
捷
関
に
早
期
放
置
の
陵
竹

を
行

い
ま
L
i
J.
神
奈
川
卿
で
は
､
平
成
八

年
度
に
姓
設
目
地
を
取
付
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
.

B
(苗
は

仲
町
お
釈
柄
七
/
タ
1
に
お
い

で
は

勺l
収
八
蒜

東
の
放
把

が
了
注
さ
れ

て
い
ま
す
.
今
は
は
.
タ
ウ
/
七
/
タ
I
f
y

に
お
け
る
中
期
汝
匹
に
つ
い
て
糊
付
稚
叫
と

仏
紙
を
止
め
士
十
.

l他
Ⅸ
七
ノ
タ
I
帝
]1
ミ
.二
[テ
ィ
I
九
枚
】

他
監
七
/
タ
ー
は
.
す
で

に
柿
筑
地
区
七

/
タ
I

.小
川
門
地
Ⅸ
七
/

タ
ー

･仲
町
白

地
区
七
ノ
タ
I
が
剛
舷
し
ま
L
t

..北
山
m

地
区
七
/
ク
ー

(伝
称
)
は
投
打
に
滞
手
し

ま
L
L
J.

市
民
文
化
ホ
ー
ル
は

引
･eJ絞
ま
J指
紋
の

托
令
化
市
の
横
目
を
行
い
ま
す
.

花
:
E
は
山撃
L̂=
)

叩
収
ヒ
年
収
に
､e
=腰
衣
小
を
大
洗
し
.･化

か
町
の
斬
町
敗
退
と
一
か
所
の
状
牧
町
へ
の

S?
人
を
し
ま
L
L
J.

ヒ
i
凹
か
町
の
頼
り
が
比
化
し
､
上
地
は

曲
丘
和
票

成
城
M
に
お
け

る叫
S
の
那
恭

什
朗
を
林
T
L
ま
し
た
'

4

セ
ン
タ
ー
の
J
l竹

【タ
ウ
/
七
/
タ
-
】

タ
ウ
ン
セ
ノ
タ
I
は
､
共
同
溝

地
域
冷

攻
防
串
の
tf
度
都
市
燕
雀
島
牧
の
態
伯
を
行

い
.
平
成
八
サ
三
E;
末
に
全
宅
地
の
鴨
川
を

仙
姑
し
ま
し
た
.

j<
枚
と
し
て
は
.
軒

地
は
で
阪
急
=
件

-1
の
地
山
が
決
定
し

軒
二
他
は
で
は
梢
㈹

瀬
E
M打
伐
S
Zを
推
低
3
と
す
る
ン
,
ノ
ビ
/

グ
七
/
タ
1
が
叶
エ
さ
れ
.
七
/
タ
ー

北
af

前
で
は
稚
令
比
況
の
ブ
ラ
ザ
ビ
ル

(仮
称
)

が
廿
エ
さ
れ
る
ケ
と
､
i(
蚊
帳
柄
井
J
e扱
市

の
姓
投
が
過
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡
公
耗
公
益

Jf牧
と
し
て
は

あ
筑
区
姥
(
日
付
介

は
浜

市
歴
史
件
粗
相
か
オ
ー
プ

/
し
ま
L
L
J｡

今
後
J
折
づ
-

り払左
に
妨
づ
-
蛙
力
的

な
析
づ
-
り
を
経
過
し
ま
す
.

止
れ
地
の
抑
先
に
戦
う
す
る
L;'め

地
は

石

企
実
の
怖
鴨
を
収
恥

･
背
理
･
柁
供
す

る
rM
仙
七
/
タ
ー
J
の
仰
視
牡
幅
そ
進
め
､

他
捕
れ

･
企
男
向
け
の
怖
稚
拙
r批
づ
-
り

油
附

}
J
J碓
_L
L
ま
す
.

ti'
胴
･+h
lSE
セ
ノ
タ
ー
)

平
成
<
中
三
〃
書

で
に
す
べ
て
の
七
/

タ
I
で
宅

地
が
桃
川
桝
外
さ
れ
､終
七
/
タ
ー

の
叩
M
に
Jj
tじ
i
J叩
免
か
過
め
ら
れ
て
い
ま

千
.今

後
･D

各
七
/
ク
ー

の
土
地
利
用
d
J促

進
す
る
L
lめ
に
辿
健
全
を
行
い
ま
す
.

北
山
E
･
川
細
.{
駅
前
七
/
タ
-
に
お
い

で
は

駅
刑
広
場
の
盟
偏
を
行
い
ま
す
.

こ
八
ま
で
の
冊
帖
2
-
r
ハ
1
-
ナ
ー
J
を

児
仙
さ
せ

タ
ウ
/
七
/
ク
ー
の
什
稚
4
)加

i
.I.
r肌
づ
く
り
eI
仰
)
を
=
川
し
て
地
相

打
に
竹
職
を
経
机
す
る
と

と
･J
に

企
無

へ

の
p
Q
=に
相
和
し
ま
す
.

5

IF暮
事
用
地
区
の
荘
叫

珊
羽
i(
熊
<
恭

Wm
地
底

池
辺
t
義
仲

川
地
区
と
柵
*
d
E讃
iFH
他
店
の
T
印
は
胡

/&
的
な
P
Z絹
を
完
了
し
て
い
ま
す
.

双
方
<
美
神
州
地
区
の
北
部
地
区
は
､居

並
捕
鼓
等
を
実
施
し
て
お
り

丙
却
地
区
は

ヒ
他
姓
雀
荘
偏
耶
男
を
爽
施
し
て
い
ま
す
.

折
本
農
兵
W
川
地
区
の
束
並
婿
ES.城
は

僻
】中
計
-;
を
熊
宜
し
耶
8
1㈹
池
J
J榊
･o
基

で
す
.

そ
の
他
の
地
虻
は
並
幅
r
蕃

地
元

と
仏

は
し
な
か
ら
仲
通
を
阿
り
よ
す
.

6

P
R

イ
ベ
ン
ト
事
の
実
施

枠
叱
こ
.1
1
タ
ウ
ン
ま

つり
は
.
叫
叩
十

日
に
牛
久
絹
代
公
似
で
光
施
し
て
峰
岡
大
変

も
i5
わ
い
を
･t
せ
て
い
ま
す
.

比
甜
映
由
の
粒
形
を
進
め
る
と
と
も
に
広

祉
統

｢稽
北
ニ
pt
-
タ
ウ
/
)
を
年

三
回
発

行
し
て
い
ま
す
.

7

そ
の
他

lL
耶
左
仝
対
束
】

維
北
ニ
rt
-
タ
ウ
/
姓
牧
s
L4
品
=現
連
続

悦
は
公
に
お
い
て

叩
二
E
の
防
災
バ
ー
ロ
ー

ル
を
炎
沌
す
る
と
と
･J
に

｣
は
ご
と
に
偶

作
打
と
F
牧
を
け
い
､

エポ
小
の
以
食
f
伽

に
好
め
て
い
ま
す
.

【生
絹
It
岨
対
束
】

肘
川
は
人
鰭
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
生
は
対
決

仏
公
に
上
り

丘
骨
相
は

転
乗
及
び
閲
兵

に
関
す
る
生
活
再
建
対
訳
郡
秦
が
#
施
さ
れ

て
い
ま
す
.

土

地

区

画

整

理

事

業

の
経
過

畑

縛
此

lL.(1タウ
/上
地

t;州
珪it宝

は比+加に
･4,OWづ
-

りに取
り
仇
み
､

は
昭
州
別
卜
九
叶
に
J
C相
加
糊
及
び
群
tt
朴

l;
捜

金
を
mT心
に
土
地

は戚n
F

ホ
虫の

由
の
比
可
を
柑
て
耶
農

に
井
手
し
て
以
北

紙
皿
に
昧
る
拙
技
Sl
が
払
E

j
E虫
され
ま

地
相
慾
の
耶
解

仏
力
の
1
と
に
抑
東
の
珊

L
i
,.

過
に
取
り
机
ん
.
二
十
二
年
岬
に
わ
･L=.り
耶

ま
た
､
横

地
叶由
布

に
関
し
て
は

小
出

秦
を
進
め
て
さ
ま
し
た
.

枚
地
や
仮
汁
井
の
東
経
布
.
公
伽
と
し
て
も

平
成
八
年
三
円
東
に
は
全
等
地
の
供
州
別

新
し
い
仕
岨
み
き
取
り
入
れ
t
.桔
EX
稚
浜

姑
を
行
い

六
月

二
十
八
日
に
脹
加
都

,.tり
耶
北
加
の
別
称
心
と
し
て
止
d
:

公
凹
他
の

検
地
朴
由
の
旺
可
を
受
け
､九
日
二
十

九
円
)>
祁
鵡
せ
施
政
か
J1わ
兄
い

先
行
両
紙
千

に
換
地
処
分
公
e
･が
な
さ
れ
ま
し
た
.

三
方
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧
が
閑
地
大
仙
挽

こ
の
剛

地
元
池
川
令

作
的
iE
及
び

U

の
土
地
K
絹
丑
F

事
▲
が
心
学

迎
え
I
L

で

柿
桁
や
恰
公
岬
の
三
斤
が

作
と
な
っ

た
.



代
表
質
問
及
び
回
答

〔.序

=
LL
旦

【≠
浜
現
状
鉄
並
】

☆
封
囲

〓
恕
-
中
山
岬
の
免
杵
取
り
の
見

通
し
と
免
粁
批
相
か
ら
帆
兼
ま
で
の
事
e
Cス

ケ
ソ
エ
ー
ル
に
つ
い
て

★
馴
不

運
5F
¶
神
と
仏
紙
を
並
め
､
平
成

九
年
度
の
析
脱
路
地
と
し
て
阿
.X
可
井
の
耗

許
挙
球
に
或
り
込
ま
れ
､
八
年
度
内
の
免
附

小
川

九
年
度
の
免
許
取
掛
を
8
掃
し
ま
す
.

免
許
取
榊
級

工
祁
施
行
:E
i可
部
市
朴

歯
決
定
､
詑
墳
ア
七
ス
ノ
/
ー
符
の
手
強
さ

の
後
'
用
地
取
得
や
工
事
を
進
め

早
期
耶

秦
を
n
析
し
ま
す
.

【バ
r(
路
線
】

☆
旬
間

市
況
利
用
九
校
呼
へ
の
利
便
の
q

い
冷
gS計
断
に
つ
い
て

★
E
.石

仏
皿
各
駅
へ
の
通
勤
地
学
時
の
〃

管

小
心
と
し
て

雪

に
応
じ
た
運
行
M
)7

4
稚ヽ
拙
す
る
と
と
J
に

出
帆
聖

爪甥
の
仏
力

J
糾
な
が
ら

利
他
性
の
向
上
を
u
り
よ
す
.

【折
*
耶
枯
事
の
耗
'
】

☆
封
仙川

①
九
ri･小
山
許
ケ
叫
SB
の
JB
m
か

ら
Z3
叩
凡
ポ
川
淡
ま
で
の
t
G伯
什
曲
に
つ
い

②
宮
内
新
横
浜
出
の
朝
羽
か
ら
ロ
▲百
花
石
川

絞
ま
で
の
丑
帽
朴
歯
に
つ
い
て

③
那

-
他
は
と
那
二
地
区
を
拙
ぶ
幹
挽
q
旅

什
dG;
に
つ
い
て

★
.E
X
=

e
九
十
や
山
井
ケ
q
u
は

J･収

八

坪
八
日
に
桝
真
帆
叩
公
を
帆
帆
し
､
呪
tt･

叩
井
比
可
下
拙
さ
中
で
八
JF
中
に
琳
垂
に
行

け
し
て
.
T
M
咋
雌
に

化
映
す
誼
で
す
.

⑦
･H
内
軸
腰

仙
の
川
7
町
川
SF
の
北
側
の

拭
州
は

平
収
i
四
年
度
を
九
成
日
揮
に

伐
れ
､
川
地
肌
日
中
で
す
.
放
り
の
は
州
は

小
皿
の
巡
抄
水
枕
を
見
な
か
ら
､
小
男
化
を

関
り
ま
す
.

6
地
阿
川
正
純
は
､
l
払
Sf
に
つ
い
て
仰
山

什
州
映
Lj
に

･;け
Z顎
は;ん,止めて

いさま十.

T
P
..,Ti;
I
.I7
1

-
タ
ウ
ン
の
苛
性
仙

hfE4]住宅の九枚促並】

☆
ぜ
仙川

班
状
と
人｣強
の
也
牧

叶朗_ニつい

て★
回
F
L

別
状
り

人
川
所
:L
SZ
が
的
<
L

九77戸吐蚊
及
び
引
出
小
の
L
77
が
約

三

L
九
打
L
で
す
.

<･枚
の
蛙
投
打
所
は

人
G
の
中
期
定
朝

TE
S
地
の
払
底
に
朝
丘
し
な
か
ら

多
様
<

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
.

【快
的
推
挽
等
の
快
投
促
並
】

☆
Sj
関

銭
点
工
英
J<
半
と
有
内
水
柿
放
伐

鳩
の
適
抄
状
況
に
つ
い
て

★
阿
芥

式
意
工
兼
大
や
の
項
城
冊
縦
草
加

に
つ
い
て
は

平
成
九
年
凹
日
脚
校
を
日
脚

し
て
姓
泣
叫
で
す
.九
枚
は
珊
ホ

研
究
拙

冊
糾
ノ
デ
ィ
7
七
/
タ
ー

作
¶
肝
P
･で

歩
哨
37
は
約
八
TC
缶
の
十
従
で
す
.

･rJ.内
水
vLt
F
根
鳩
に
つ
い
て
は

脱
化
の

岨
X
(上
郡
の
並
抄
坤
は
三
J･パ
ー
七
/
-
捕

で

平
成
十
年
の
竹
に
･:<
収
r
･33
で
す
.

【公
共
公
益
托
汝
の
t
tL
的
茨
廿
】

☆
町
仰

3
北
部
他
は
仰
げ
蛸
院
の
祈
丁
及

び
川
畑
山
門
の
時
期
に
つ
い
て

'_I,,_
ヽ
,
小
目
一
十
.

e
朴
仙
n
叫
に
つ
い
て
は

山
比
結

肌
の
向
L
A

ぴ
ik
裁
鵜
印
を
川
ろ
爪
牙
な
北
は
で
す
の
で

引
･h
管

運

用
に
す
堺
し
て
い
/
i.u
す
.

⑫小
申サ牧の他校朴内についてり

地VI
仙
椎
の
且
城
に
叶
う
H
Li)地
紋
の
㈹
ル

4'<
な
が
ら
目
地
を
叫
;
し
､地
紋
y
J池
の
.

此血
叶はのみ巾t3嶋の瓜SZにカセを

刺
し
て
い
さ
･M
す
.

【
セ
ン
タ
-
什
FD
と
も
'
促
並
】

☆
叩
伯

叔
爪
七
/
タ
ー
の
P
輔
状
批
及
び

芥
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
づ
-
り
と
タ
ウ
/
七
ノ

タ
1
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

★
川
帯

状
荊
七
ノ
タ
ー
の
｣
神
位
梅
坪
は

小
川

仲
町
ふし､内
eSl州
セ
/
タ
ー
で
五
十
バ
ー

七
ノ
J･
を
ぷ
え

川
和
釈
荊
七
/
タ
1
で
約

三
十
バ
ー
七
/
-
､
北
山
H
取
柄
七
/
タ
ー

は
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
牝
で
す
.

各
七
/
タ
t
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
は

平
政
八
年
三
日
に
北
山
m
て
r如
づ
く
り
鳩

.g
J
が
地
相
石
だ
意
で
水
化
さ
れ
ス
タ
ー
-

し
よ
し
た
.
今
後
l
各
駅
柄
セ
ン
タ
ー
の
地

力
あ
る
附
づ
く
り
を
‖
析
し
魁

弘
公
を
ほ

っ
と
と
J
に
.
竹
軸
比
を
碓
行
し

利
川
促

池
を
関
り
よ
す
.

タ
ウ
/
七
ノ
タ
ー
の
今
綾
の
見
通
し
に
つ

い
て
は

災
在
.
七
/
タ
ー
州

･
北
駅
川
S7

横
浜
粥
の
別
伝
心
と
し
て
多
様
な
伽
LE
は
他

の
兆
S
に
力
め
よ
す
.

｢
個

憶

ぽ

憶

.個切
情

は

は

｣

☆什山川
八･はの川辺地朕の伯仲のイえ

ガ
に
つ
い
て

★
回
帯

地
t'に
嫌
々
姦

火
が
<
り
よ
す

ので､地止
の管内を甘寵しなから偵肘

を
け
い
･LL十
.

地

区

会

長

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

港

北
ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

中

葉

推

進

連

結

協

班

会

の

取

り

扱

い

に

つ

い

て

椎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
姓

枚
祁炎
の推
進
に

大
き
な
紋
別
を
架
た
し
て

きた,71脇
は公は
､

平
成
八
年
九
円
二
十
九
口
の
換
地
i
J分
公
九日

を
も
っ
て
土
地
区
的
正
確
耶
兼
が
収
東
L

ES
地
区
共
通
の
托
g
Zに
つ
い
て

は
は
見
通

し
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り

そ
の
机
経

の
縫
合
は
た
わ
拝
r
し
た
と
考
え
ら
れ

七

月
の
軒
別
i
六
回
合
川
協
組
合
に
お
い
て
当

協
地
合
の
取
り
拙
い
の
検
肘
を
ーt
曲
香
山
全

市
に
頚
ね
き
し
....'

こ
れ
に
上
り

代
成
句
ハ
合

川
他
35.正

別
公
凡
金
地
に
お
い
て
仏
は
L
L
J仙
北

IrT

仏
紙
食
卓

i
･H
の
培
公
を
他
に
解
放
す
る

と
の
決
5
'が
な
さ
れ
ま
L
tLJ.

樽北
ニュータウ
/神領純血過払岨
肌

合
の
56
枚
に
あ
た
り

.I
ll
-
タ
ウ
ン
lー
井

の
椎
▲
に
ご
八
･力
い
.L'tt;.き
よ
し
i
l凹
地
i

全長に
次の爪目につい
てこV兇ご

感
想
を
揃
い
よ
し
た

.

1

郎
薮
に
事
加
を
快
潔
し
i
Je
.-;

2

E}
い
比

エ
ビ
ノ
ー
-

①

]
石
持
労
し
L
Jこ
と

②

1
番
#
し
か
っ
た
こ
と

①

一
番
印
*
に
伐
り
･た
こ
と

3

土
地
区
内
転
現
祁
策
の
培
柑

1

こ
れ
か
ら
の
桝
づ
-
り
に
望
む
こ
と

の
こ
と
が
川
魚
的

L.+ま
.

.,Ⅸ絹
比

和帯

は
公
で
は

こ
れ
だ

けの
大

さなⅨ
偵

並
唖

で
竹
さ
ん
の
仏

力
を
糾ら

化たこ
と
.

さら

に
は

此
冊
井
が

仙
iti
J

こと.

3

く
ず
仏
が
食

帆
に
交

わっiJ叫je
1上

竣
柵
〃
お
の
瓜
苦

警

巾

54して
い
ま

す
.

1

廿
軒
い
卯
に
t;
わ
れ

た向う
三軒

:t
的

り
と
仲
良
-

する
よ

うな払い
･Lで仙

づ
-
り
に
的
ん
で

いL=JL
.

さt;Jい.

中 川 住民協≡雇会
金子 保 会長

㊥

菅沼宮代造 会長

で

火
i
･飛
点
此
奴
が
他
校
小
で
す
.
こ
れ

以
上
の
代
地
仙
f=
の
挽

*
材
令
に
お
い

ら
が
洲
充
ナ
r4
')
と
に
よ
り

机
の
川
惟
化

て

出
仏
紙
公
の
解
散
に
つ
い
て
雌
姓
が
け

が
】
肘
佃
斗
T
る
と
ケ
上
ら
れ
ま
す
.<
･扱

わ
れ

√
ホ
さ
れ
J
L
t
i'.

元

推

進

協

議

会

会

長

長

沢

都

筑

区

長
あ
い
さ
っ

倍坪には
E=y-から櫓北
ニrtIタウ
/姓㍑叩き
に

多
大
な
こ
協
力
を
い
た
だ
n
J<
り
が
と
う
こ
ぎ
い
ま
す
.

.-
さ
て

昨
年
は

こ
の
槽
北
二
.I
-
タ
ウ

/
吐
5
祁

●止
…
;
2
e;
J
･[
[
,'
-
捕

,5'
｡[
(.

･･昌
｡冒

‥

め
て
ま
い
り
ま
し
た
上
地
隊
内
労
相
小
薬
が
'
昨
年
九

〃
の
換
地
処
分
公
八日を
･･3
ち
ま
し
て
竣
t
す
る
と
と
も

に

そ
れ
に
什
い
ま
し

て
桐
山
の
終
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ノ

仰苑
刈
熊
協
化
合

か
ら
歌
え
ま
十
と

]卜
九
叶
と
い
っ
叩

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
柳
刃
の
柵
過

に
大
き
な
紋
別
を
兆
tJL
で
ま
い
り
よ
し
t
;J｢略
北
l[
.(
-
タ
ウ
/
耶
C4(柵
▲
述
拙
協
5
台
｣

が

昨
年
-

1
;
の
柁
台
を
1
ち
ま
し
て
特
化
い
L;.し
ょ
L
t
;J.

こ
の
よ
う
に
即
題
が
JC
耶
攻
上
で
き
t
し
た
の
J
ひ
と
え
に
竹
ほ
の
ご
文
は
ご
仏
力
の
脂

柵
と
咋
-
お
ーL
申
し
上
げ
ま
す
.
J

t.'
こ
の
朋

小
溝
の
他
止
に
S=
似
さ
れ
て
さ
t
;J旭
川

廿
の
伸
輔
の
こ
<
･力
と
ご
黙
竹
に
〃
し
て
心
か
ら
鮮
州
小
し
と
け
ま
十
.

と
こ
ろ
で
､
牌
北
lL
rt
-
タ
ウ
/
止
ei
芸

に
つ
き
止
し
て
u

n
m
憎
に
お

け
る
最
初

掘
わ
が
と
し
て

土
t
LJ
什
脈
巾
の
別
杯

心
と
し
て
は
F4
づ
け
ら
八
､
タ
ウ
/
七
/
タ
ー
他

民
を
絹
と
し
て
ニ
ー

]
Z
Z妃
を
桝
Ⅶ
し
た
輔
し
い
o
T
く

り
を
竹
ほ
の
･)_8
力
を
い
t
'だ
d

な
が
ら
放
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
.

し
か
し

ヒ
地
区
lI3
他
州
耶
燕
が
仏
米
L
b
1'と
は
い
え

ir
t;J枚
さ
れ
た
托
iZli
事
-
.岬
的

項
状
紙
皿
の
t-
州
都
文
化
や
タ
ウ
/
七
/
タ
ー
の
滋
ら
JJ
け
市
に
上
る
桝
の
Il
収
に
内
り
て

4
･根

上
り

1
朋
の
狩
力
が
滋
野
と
な
っ
て
<
'て
お
り
･M
す
.ま
t
;'
そ
れ
と
共
に
.竹
雌
が
刑

り
あ
げ
て
さ
t
lJこ
の
兼
叫
ら
し
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
の
ヒ
白
_ニ
ふ
さ
･C
し
い
桁
づ
く
り
J
Je･篠

並
め
て
行
く
LL'め
に
は
.性
比
州
立
の
連
休
と
仏
力
が
不
.=
欠
で
は
tl
い
か
と
Zj
っ
て
お
り

ま
す
.

胤
と
い
た
し
ま
し
て
･･a

二
八
か
ら
･･3
倍
ほ
と
手
を
捕
乙

典
に
G
か
な
地
域
社
会
の
P
(

硯
と
伽
耶
と
b
嫌
が
掬
和
し
た
E
;ら
-
住
み
や
す
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
/
を
刷
り
あ
げ
て
u=き
た

い
と
a
J
っ
て
お
り
ま
す
の
で

こ
れ
か
L
も
よ
ろ
し
-
お
斬
い
小
し
し
け
ま
す
.

州
野
村
廿
の
早
期
牧
丑
に
つ
い
て

⑤

柵伴
43
の
中
期
牧
那
_こ
つ
い
て

⑥
小

小
Jr
収
の
姓
玖
附
則
に
つ
い
て

★
M
芥

川
此
れ
他
は
小
指
･3
･院
の
斤
r
･に

つ
い
て
H

W
A

耶
長
生
作
の
哨
仙
人
甲

が
都
水
没
叶
ttJ遇
の
て
お
り

災
施
政
計
を

蛙
て

娃
浪
L
群
に
符
丁
し
ま
す
.

川
地
取
付
の
時
期
に

つ
い
て
は

丑
僻
了

定
地
は
正
路
を
は
ん
で
常
西
に
別
れ
て
お
り

北
側
の
一
部
は
既
に
*
TE
の
所
和
と
な
っ
て

い
よ
す
.
探
鉱

公
川
所
爪
の
東
側
の
伐
り

の
田
畑
と
四
S
の
川
地
は
､
仙
光
る
だ
け
ri

別
に
爪
印
し
ま
す
.

9
悌
〃
糊
に
つ
い
て
は

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
地

区
で
u

叫
α

M
か
蹄
の
丑
SF
に
脊
tT
し

て
い
ま
す
が

(
･視
と
1

山
川
作
れ
施
設

の
S
蔑

符
に
l
札
止
し
な
か
3
.
恨
伯
を

地
の
J
iI

畑
地
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
は

災
巾

は
什
ん
包

め
て
い
る
加
内
船

一
-
日
の
目
か

人
目
道
行
状
牝
を
サ
止
し
な
が
L,.朴
畑
的
批

正
に
折
の
ま
す
.

③
比
八
日公
州
の
タ
ウ
/
七
/
タ
ー
に
SE
順
L

L
J内
仰
rt

甲
収
九
中
晩
火
に

<
成
一
.J
で

寸
.
北
叫
の
村
仲
は

十
二
ザ
牧
水
を
日
通

に
丑
船
を
々
え
て
い
よ
す
.

の
甘
析
冊
の
=L
抑
設
Eg
に
つ
い
て
は

柵
Lf

関
野
H
小冊
;-
州
姐
は
促
過
払
5
仝
ん
}汐
見
し
.

i
;
に
附
加
叩
,一ど
へ
陀
榊
を
行
い
ま
し
た
｡

印
と
し
て
･･a
十

E;
に
柏
度
窄
&
･2Z=を
碓

i
:し
ま
し
た
.
(･練

関
係
横
間
に
柿
塩
的

総

会

決

議

文

∫

性
北
.二

-
タ
ウ
/
杜
牧
耶
兵
は
､
岬
伽
ニ
ー
～-
代
後
?
か
ら
の
打
祁
化
の
地
脈
に
･.{rO
;

こ
の
地
は
の
ス
プ
ロ
ー
ル
を
A
f
=に
防
止
し

郡
山
と
<
典
の
JE和
ん
由

る
,)と
を
和
食
と
L
l

I
;JW
づ
く
り
に
対
し
'川
畑
n
収
に
協
力
し

庄
内
p
甥
を
光
点
す
る
と
い
っ
他
凡
他
は
古
の
I

大
い
な
る
決
む
を
l
と
に
ス
タ
ー
-
し
た
.
そ
の
様
と
な
る
上
地
区
内
滋
叩
小
弟
は

昭
和
M

i

卜
九
年
の
じ
可
以
来
二
と

中

主
絶
て
､ネ
牛
九
日
に
換
地
i
l分
公
バ日を
迎
h'る
に
宅
っ
･･...
A

そ
の
間
'
当
協
持
合
は
作
は
参
加
に
よ
る
折
づ
く
り
を
原
価
し

他
花

横
沢
巾
及
び

旺人

毛

払
市
腰
備
公
用
が
一
作
と
な
り

幾
多
の
同
性
な
江
崎
に
対
し
､
鉄
い
な
打
抜
と
的
ru

を
R
h
祁
轟
の
推
遇
に
努
め
て
雅
た
.
そ
の
折
雑

産

能
は
倉
荷
市
へ
の
il
地
利
Ef
の
拒

1

枚
や
市
貨
地
下
讐

E‖･鼓

の
中
人
野
が
瀕
攻
化
し

さ
ら
に
･
蝿
さ
れ
た
砦
案
の
絹
常
地
下
鉄

I

E
･=.品

に
つ
い
て
l
椛
浜
原
秋
鉄
止
の
i
軒
と
し
て
性
正
づ
け
ち
れ

そ
S
う
ち

El
･=1
-
小

l

山
洲
は
娘
註
声
枯
淡
と
し
て
本
年
岐
小
の
免
打
申
S
か
下
足
さ
れ
て
い
る
･

.

謎

の
民
城
内
人
n
ん
八
力
人
.竿

に
の
は
り

ま
へ

亨

の
研
吉

川芸

濃

が
問

1

現
し
て
批
点
人
_-
も
岬
加
し
･[

タ
ウ
ノ
七
/
タ
I
等
の
胴
允
J

八
･は

F_
粥
火
仏
日
伴

.

仏
や
阪
急
だ

=
瓜
の
並
山
に
･･1
っ
て

放
過
に
沌
3
:し
て
い
-
こ
と
が
ー
刺
さ
れl

捕
飢
<

[

る
仇
の
火
叫
に
向
け
て
人
1
,-
仙
過
す
･o
･し
の
と
州
け
さ
Jl
る
.

こ
の
よ
う
な
状
況
を
入
る
と
,
J
胴
少
の
〃
苅
仏
紙
公
か
ら
iI
え
る
と
ー
l卜
九
叶
川
の
八

.

4
に
わ
た
り

絡
北
lE
ユ
ー
タ
ウ
/
地
紋
都
農
の
椎
止
に
蛾
の
て
火
L
,<
役
刑
を
姓
た
し
て

■

4
L
L･;
岨
止
公
に
つ
い
て

代
々
u
I
地
代
川
虫
和
郎
tq
の
壮
工
に
什
い

そ
の
他
令
り
耽

一

i:拝
わ
ヮ
..[と
の
は
d
に
立
ち
､
心
比
企
を
他
に
≠
帆
す
る
こ
と
4
'決
定
し
t;I.

今
横
目
.
(
1才
で
の
エ
･]
-
タ
ウ
/
旭
は
小
丘
の
可
念
と
凡
-
放
･t.
の
あ
る
梢
柏
を
抑
止

え

地
化

け
粥
LE
及
び
化
で

那
胡
瓜
糊
公
仰
各
々
が
よ
り

【
㈹
=<
力
し
て
上
地
利
川
を

州
過
し

市
付
姐
に
お
け
る
讃
棉
作
れ
LE
と
し
て

..St.J.
ZE
脈
の
別
桝
L
と
し
て

日
と

.

1こ
加
え
て
刑
典

男
I
J
蚊
を
u
じ
の

取
でr

伏
仰

山
杜

文
化
Lt.と
多
様
な
横
地
を

.

備
え
た
多
偵
旭
川
令
都
祁
と
し
て
の
さ
ら
,･,る
胡
桃
が
求
め
ら
れ
て
い
る
.

収
々
ほ

ほ
は
柵
立
の
連
携
を
と
り
な
か
ら
､
よ
り
C
か
な
地
は
化
合
の
形
状
を
M
り

'

日
本
に
D;け
る

r仙
づ
-
り
の
モ
デ
ル
｣
と
し
て
硝
カ
ム
rO
l
T

一
胎
妃
の
附
4
'刑
り
あ
け

.

て
.I.
卜
';
.i
:
.
.:
'i
T
:
5;
;

.

;

捕
浜
ホ
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
群
恭
推
進
連
按
St
梢
全

都
十

l
H

ぜ

仝

⑦
仙
社
告

の
今
は
の
む
訳
t
i
iに
つ
い
て

.-

.

.-
-
･

①
3X
=公
凶

の現
仲

人
r
時
州
に
つ
い
て

-純米
の
状

巷がひ
と
か
っ
t.

Jため､こ

の
･bt
ま
で
は

川
平
L
J
つ
て
･･>
特
上
か
八
-

な
ら
な
い
と
廿
っ
た
た
め
.

止
称
の
岱
g
F
蛸
の
碓
恨
な
と

こ
T

]
牡

妃
に
向
け
て
の
桝
づ
-
り
を
成
し
と
け
.+
つ

と
=J
い

+
加
を
映
偲
L
tZ.

2
1

竹
さ
ん
4
,悦
糾
し

耶
腰
に
つ
い
て

竹
岡
を
榊
る
こ
と
.

2
ゼ

舛
さ
ん
の
協
力
を
相

川
沌
ZZ
心
が

ま
と
1
っ
tLJこ
と
.

2
①

坊
さ
ん
が

枚
n
v
,～j
和
し
て
-
れ

た
こ
.LJf

3

ま
かり
な
り
に
も
e
l比

容加
の
肘
づ
く

り

が出
来
た
こ
と
は

薪
叩
し
い

)と
L
Jと

I.a
I
.

1

横
浜
の
.S
旅
心
と
し
て
耗
す
か
し
-
な

い
的

夢
の
あ
る
戚
pJ
が
t
jみ
た
-
な
る
術

を
刷
り
あ
げ
て
は
し
い
｡

-

環
境
と
相
和
し
た
r住

宅ホ市L
を
夢

見
て
決
意
し
た
.

2
①

用
地
F
;収
で
､
廿
さ

んの協
力
を
得

る
ま
で
が
大
安
L
J
つ
た
.

2
②

租
速
成
に
新
手
し

不薫の
蓋

し
が

廿
い
た
と
さ
､
仲
井
に
う

れしか
っ
.L''

2
①

}n
切
の
都
準

tZ戚

丁道
中

哩

が
.石

恥

ノ
8
′
タ
神
の
粥
札
の

小で､
場

代
を
セ

ざ
る
ん
,柑

な
-
な
っ
t=.岬

不凍の
先

行Jb

に
対
し
て
不
公
J
J妨
じ
tLJ.

まt
LJ

丑

収に

け
い
允
粕
さ
れ
･L

:)文化
=
の

eE経に
丞
旅
し

tL-◆
3

今
町
え
は

馴木
を
A

EFや‖
関

りか

ら
守
rO
た
わ

茶畑や
qi
地

に公糊
や

3他

を
枚
正
十
へ

IJI
Jつ
LJと

2'つ.グ
リ

ー/

?
-
リ
y
タ
ス
そ

の
人
L

L-こと

は
加

兼LI

代
か
っ
t
Z

+
ま

.tL,文通
仲
井

の不伯な
柿が

見
tCtけ
ち
れ
る

'

-
こ
れ
か
ち

･.七つ
机の
和

栗の社
告

に
れっ

て
裟
J
が
は

み.LJ-な
る

附づく

り
を
g

め
て
l
ら
い
た

い.綿
に

タウ/
七
/

ター

の
且
ち
上
_γ
と
横
浜
Ea
秋

鉄止は早
憩

に並

幅
し
て
も
ら
い
た
い
｡

㊥

,きよ 監禁 讐 芸讐 蓋

杏

-

LU内地区対策協議会

書木 公雄 会長

ス
ケ
E)
-
ル
化
を
叩
く
に
_

こ
の
上
つ
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